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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あにーうえー☆

　本日は少々フレンドリーに始めてみました。ふふん、何だかんだで期待しているでしょう？　そう、ラブとコメディを!!　あにうえさえ望むならわたくしはいつでも従じゆう僕ぼくとなり、朝からラブラブ夜通しバトル、ボケもツッコミも上から目線も下から目線も完備の究極パーフェクトお嫁よめさんが時間無制限の勝ち組最さい強きよう無む双そうを提供して差し上げるのでございます!!　……何かと言うとバトル思考に陥おちいって忘れがちかもしれませんが、『その選せん択たく』は常にあにうえの目の前にあるのだという事実は肝きもに銘めいじておいてくださいませ。

　さて、この頃ごろあにうえはこそこそ隠かくれて何かを積み上げているご様子。うふふ、それが見事わたくしの待つ頂上、その足元まで達する事を心より応おう援えんしております。

　ええ、こればかりは本当に。

　しかしあにうえ、勝利とは何なのでございましょうね。

　わたくしは紛まごう事なき最強、疑う事なき無敵の存在。……ですが改めて考えてみれば、意外な事に必ずしも勝利や成功を摑つかんでいる訳ではないようにも思えます。

　理由は簡単で、ただ単純に力の大きさを数値化してランク処理すれば証明できてしまう最強と、その時その場その状じよう況きようで絶えず変動する勝利、成功とでは条件の扱あつかいが違ちがうからでございます。

　あにうえはご自身の勝利や成功を思おもい浮うかべられますか？

　わたくしの胸に刃やいばを突つき立たて、首を切り落とす。その具体的なビジョンが。

　ですが先ほども申し上げた通り、勝利や成功の条件とは絶えず変動するもの。それはあにうえの中しかり、わたくしの中しかり、そしてその他大勢のどうでも良いい人類だの被召物マテリアルだの全体の中しかりでございます。

　ところで勝利や成功は変動すると申し上げましたが、ではどういう『圧』が加わると軸じくがズレてしまうのでございましょうね。

　……あるいは『それ』は、もしかしたら単純に最強で明快に無敵のポジションで落ち着いているわたくしなどより、よっぽど醜しゆう悪あくでおぞましいモノかもしれませんよ、あ・に・う・え？
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　彼かれらの目的は、手札を揃そろえる事だ。

『白き女王』を完全殺害する。今この世界に存在しないなら、新たに創ってしまってでも。




　時代から取り残されたように静せい謐ひつで柔やわらかい闇やみの中を、淡あわい黄色や緑の光が漂ただよっていた。音もなく、夜風に流れ、漆しつ黒こくの中に埋うもれる草葉から木々へと渡わたっていくように。今や絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆとなって久しい蛍ほたるの光であった。そのまま手ですくって飲めるほど透すき通とおるせせらぎの上をなぞる緩ゆるやかな風は、真夏の熱気を涼すずやかに祓はらって水すい晶しようの奥おくを覗のぞき込こむような清せい涼りよう感かんを与あたえてくる。

　七月一九日、海の日。午前一時三二分。

「ああっもう……っ」

　真っ赤なパーカーにスポーツブランドのジャージのズボン。動きやすい格好をした黒くろ髪かみの少年、城しろ山やま恭きよう介すけは珍めずらしく悪態をついていた。

　すっかり誰だれもいなくなったド田舎いなかの無人駅。ほうびむらえき、と書かれた頭上の案内板にはがっつり蜘蛛くもの巣すがかかっていた。タイマー連動でオンオフするだけの蛍けい光こう灯とうの下、ベンチや自じ販はん機きどころか最低限のフェンスもないようなひび割れたホームの上に少年は座すわり込こみ、額の汗あせを拭ぬぐっている。

　もはやレプリグラス製ブラッドサイン『林檎の蛇フオスフオロス』を隠かくす気もなく肩かたに担かついでいる。

「失敗した……。完全に無意味な戦いだった訳だが！　ああもう、だから列車の旅なんかにしないでクルーザーを使えば良かった訳だが。沿岸に横づけすれば済んだ話だったのに……」

「ええっ、何を言っているんですかお客様」

　と、そんな恭きよう介すけの傍かたわらでミニスカートの腰こしへ両手を当てているのは、長いピンクの髪かみにグラマラスな肢し体たいを惜おしげもなくさらす、ウェイトレス服と悪あく魔まの角や尻尾しつぽを組み合わせたような同業の召しよう喚かん師しであった。『フリーダム』アワード９２０、『仇染めライアーキヤツト』。かの女王と密接に関わる、地じ獄ごくと化した一五兄姉弟妹きようだい計画の生き残り。アワード１０００を達成した者は現世と異界で所属を変える、という召しよう喚かん儀ぎ礼れいのルールをなぞっているのか、存在自体が『伝説』に片足を突つっ込こんでいるような存在であった。

　ビヨンデッタ＝シロヤマ。

（問題も含ふくめ）色々あるが恭きよう介すけの『おねえちゃん』を自じ称しようする、狂くるった美女である。

　彼かの女じよは足元、両サイドに旅行カバンを置いたまま小首を傾かしげて、

「これから繊せん細さいな作業に入るんでしょうし、ぶつかるであろう敵対勢力をできるだけ早い段階で削けずり取とる事ができたと考えれば、十分以上にプラスとなる結果だったのでは？」

　大きな胸の間から依より代しろの白しろ蛇へびが顔を出し、美しい悪あく魔まの体へと這はい回まわっていくのを恭きよう介すけは辟へき易えきした目で眺ながめながら、

「お前が戦せん闘とう狂きようの復ふく讐しゆう狂ぐるいだった事をすっかり忘れていた訳だが、ビヨンデッタ。旅の行程を任せてみたらこれだ、さてはわざと敵とぶつかるようにプランを練っていただろう!?」

「私の目的は、お客様の復ふく讐しゆうをお客様が望む以上に楽しんでいただく事にありますので☆」

　ぱしんっ、と恭きよう介すけは自分の顔を覆おおうように掌てのひらを当てる。

　走る密室、鉄道車両の上での攻こう防ぼうについてはもう思い出したくもない。単純な勝利をもぎ取ったかどうかなど、この際問題ではないのだ。

「……『敵』の本隊には情報が伝わっているはずだぞ」

「ええもちろん」

「今の僕ぼくが依より代しろと契けい約やくしていない、つまり召しよう喚かん儀ぎ礼れいは使えない事もブライズメイド側に知られてしまった訳だが！」

「あら。仇あだ討うちは劣れつ勢せいから始めた方が燃えるものでしょう？」

　根本的な考え方が違ちがい過すぎる。

　ビヨンデッタにとって命を賭かけた戦いとはエンターテイメントなのだ。いかに合理的に効率を極きわめ、味方の損害を減らし確実に敵対者を無力化させるか。そんな事など心の底からどうでも良いのだ。命の散り際、生と死のせめぎ合いをいかに無む駄だなく感動的に仕立て上げるか。一つ一つの戦せん闘とうをどれだけドラマチックに味あじわい尽つくすか。そのためなら味方が死んでも構わないとまで考えている。

「だ・い・じょ・う・ぶ」

　ビヨンデッタは座すわり込こむ恭きよう介すけの前で腰こしを折って人差し指を立てて自分の唇くちびるに押おし当あて、ただでさえこぼれそうな胸元の双そう丘きゆうをこれでもかといわんばかりに強調させながら、

「『フリーダム』のアワード九〇〇番台が二人も揃そろっているんですもの。間に合わせのレプリグラス操そう兵へいで戦せん力りよく補ほ充じゆうした程度の召しよう喚かん師し部隊くらいなら何だかんだで最終的には何とかなるものですわ」

「……そりゃあ『何とか』はなるんだろうけど」

　実験室で作られた人じん工こう甘かん味み料りようのように計算され尽つくした甘あまったるいポーズを前に、恭きよう介すけはうんざりしたように顔の前で手を振ふる。

　何で無傷で騒さわぎを収められるはずの状じよう況きようでわざわざ手傷を負いたがるのだ。冷静に回かい避ひできる弾だん丸がんなのに情熱的に庇かばって胸のど真ん中で受け止めたがるのだ。恭きよう介すけからするとビヨンデッタの行動は才能の無む駄だ遣づかいにしか見えない。

「はあ、過ぎた事を言っても仕方がないか」

「そうそう」

「言っておくけどそのまま流す気もないからな。僕ぼくはずっと覚えているぞ」

「あら、お尻しりぺんぺんでもして『オトナの没ぼつ収しゆう』でもいたします？　ああっ、防犯カメラもない無人駅というのもなかなかにドッキドキのロケーションではありますけど！　突とつ発ぱつ的てきに人が来るのか来ないのか、見られてしまうのかしまわないのか。夜の公園よりは安全で、かつ野外という同種の緊きん張ちよう感かんを味わえる素す晴ばらしい条件だと思いますお客様!!」

「仕事で旅行って時くらいは変態性を置いてきても良かったと思うよビヨンデッタ！」

　どうせ相手は狂きよう人じんなので、まともな論法で説とき伏ふせようとしても徒労に終わるだけなのだ。全く必要もなかった作ブライズメイド演出ビヨンデッタの突とつ発ぱつ戦せん闘とうに巻まき込こまれたおかげで、まるで興味もない大作ロマンス映画に三時間付き合わされたような疲ひ労ろう感かんに包まれる恭きよう介すけ。何が悪いかと言われれば、そもそも忙いそがしさにかまけてツアー内容の善よし悪あしを調べなかった彼かれが悪いという事になってしまうのだからいたたまれない。

　恭きよう介すけはコンパクトに旅たび支じ度たくをまとめたナップザックを右みぎ肩かたで担かつぎ直なおして、

「まあいいや、無事に終電で目的地には着いたんだし拠きよ点てんで腰こしを落ち着けようではないか。ビヨンデッタ、今日の宿は？」

　復ふく讐しゆうの悪あく魔まビヨンデッタは直立不動、両手を大きな胸の前で合わせてにっこりと微笑ほほえんだ。

　そして小首を傾かしげて滑なめらかにこう答えた。




「はい？」




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　回答の意味を把は握あくしかねて、さしもの恭きよう介すけとて意識が空白で埋うめ尽つくされた。そこらのスパコンに勝まさる計算速度を誇ほこる彼かれの頭の中で、脳のシナプスを駆かけ巡めぐる電気信号の一つ一つに至るまでが迷子状態に陥おちいる。

　まさか。

　いいや。

　深読みし過ぎだ、まだあの野郎も出てきていないのに世界はそんなに絶望で埋うめ尽つくされてはいないはずだ!!　城しろ山やま恭きよう介すけは早はや鐘がねのように緊きん張ちようで高鳴る鼓こ動どうを必死に押おさえ付つけながら、もう一度恐きよう怖ふのツアーガイドビヨンデッタへ質問を繰くり返かえした。

「ええと、今回の旅の行程については全部お前に一任していたよね、ビヨンデッタ？」

「はい」

「なら拠きよ点てん構こう築ちく、宿しゆく泊はく先さきの確保もお前がやらなくてはいけない事だよね!?　そっちの強い要よう請せいで住すみ処かのクルーザーをトイドリーム35に置いて列車の旅を選んだんだから！　旅館でもホテルでも、何だったら民みん泊ぱくでもテントでも何でも良いいよ。とにかく今日泊とまって寝ねる所は!?」

「はい？」

「時刻は午前一時半、実戦直後で二人ともへとへと。なのに何で不ふ吉きつな疑問形で返してくるんだよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおふざけてるよこんなのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　かの『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の城しろ山やま恭きよう介すけをここまで取り乱させるとは恐おそるべきビヨンデッタであった。あらゆる『未み踏とう級きゆう』の頂点、最強の中の最強である地じ獄ごくのツインテールを除いた現世の人間では彼かの女じよにしかできない芸当である。

　一方で、当のグラマラス小こ悪あく魔まウェイトレスお姉ちゃんはといえば自分のミスを怒おこられてシュンとするなんていう可愛かわいらしい反応は微み塵じんも見せず、むしろ赤らめた頰ほおを両の掌てのひらで包つつみ込こんでぞくぞく背筋を震ふるわせていた。

　ミニスカートの内うち腿ももをもじもじ擦こすり合あわせながら、落ち着きなく小刻みにお尻しりを左右へ揺ゆするビヨンデッタはかく語りき。

「ああっ、ああっ、ドラマチック!!　溜たまりに溜たまった鬱うつ憤ぷんが今こそ理り不ふ尽じんに吐はき出だされる時！　さあさあ恭きよう介すけちゃん魅み惑わくのお姉ちゃんはここにいますよ叩たたけば良く鳴きつねれば震ふるえるむっちりボディが誰だれもいない暗がりで恭きよう介すけちゃんを待っていますよさあさあさあ!!」

　かっちん、という音が聞こえた。

　タイマー連動で終電の過ぎた駅のホームの電灯が全部消えた音であった。

　そして目と鼻の先も分からない暗がりの中で、ド級の変態と一いつ緒しよに置いてきぼりにされた孤こ高こうの人城しろ山やま恭きよう介すけはついに思考を放ほう棄きして全力で叫さけんでいた。

「あーもォーおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　夜明けはまだまだ遠い。おしおきを望んでわざとお皿を割るウェイトレスさんほどメンドクサイものなどありゃしねえのであった。







[image: ]







[image: オープニングX-02　最強発地獄行、片道切符自由席]













　トイドリーム35より石油パイプラインにも似た真空トンネルの中を永久磁石の力で走行するウルトラループでひとっ走り。リニアモーターカーなんぞ何のその、空くう気き抵てい抗こうとレール摩ま擦さつ抵てい抗こうの一いつ切さい存在しない世界を時速一一五〇キロでぶち抜ぬいて、列島の背骨をなぞって地方の基幹都市へ向かったまでは良かったが、問題は乗のり換かえをしてからだった。

「……これで何度目の乗のり換かえだっけ、ビヨンデッタ」

「そこまで馬ば鹿かじゃないでしょう、お客様。五回目です☆　ウルトラループで時間をたっぷり稼かせぎましたから、最終的には半日で現場に到とう着ちやくできるはずですよ」

「……、」

　もはや日付をまたいで七月一九日、午前〇時三三分。

　午前中に終業式を終えてから、時間に余よ裕ゆうをもって昼過ぎに自宅代わりのクルーザーを出たはずなのに、気がつけばとっぷりド深夜の闇やみに包まれている。完全に鈍どん行こう乗のり継つぎの旅。昼、晩、夜食と一日で三つも駅弁を食べたのも人生初の体験であった。景色に飽あきるとそれくらいしかイベントがなくなるからなのだが、そろそろパターンが分かってきて新しん鮮せんな驚おどろきがなくなりつつある。かつてはサプリとゼリー飲料くらいしか口にしなかった恭きよう介すけには分かる、食に刺し激げきを感じなくなったら本格的に人生のチケットが切れかけている。つまり結論はこうだ。ああシリアルと牛乳が恋こいしい……。

　同じ箱庭出身者だと、恭きよう介すけも容よう赦しやをしない。

「馬ば鹿かナビ」

「あらあら。クルーザーで向かった場合はＧＰＳ海図と睨にらめっこしながら波に揺ゆられて舵だ輪りんと格かく闘とうしながらの一四時間の旅となりますよ。それに客船や飛行機を使うよりは陸路の方が『安全』でしょう？　何やかやでこちらの方が楽できるはずですが」

　にこにこ微笑ほほえんで両手でそれぞれ旅行カバンを摑つかむビヨンデッタはそんな風に言っていた。右みぎ肩かたに引ひっ掛かけたナップザック一つに必要なものを全て詰つめた恭きよう介すけからするとそれも含ふくめて馴な染じめないが、『奇き麗れいなお姉ちゃんには色んな準備が必要なんです☆』とだけしか答えてくれない。

『清せい流りゆう線せん、下りの最終列車は間もなく発車いたします。こちらは最終列車となります。必要なお客様はくれぐれも乗り過ごしのないようお気をつけください。繰くり返かえします……』

　そして正しよう真しん正しよう銘めい、最後の乗のり換かえであった。

　一日一度しか聞く機会のない、時間をたっぷり引き延ばしたアナウンスが響ひびいている。

　険しい山間部のトンネルを抜ぬけて沿岸の漁村に向かっていくルート。一〇両編成の鈍どん行こう列れつ車しやの中は終電だというのにガラガラで、どうやって収益を確保しているのか全く見えない光景が広がっていた。この車両だと一体どこからの帰りなのか、えらいコンパクトなおばあちゃんが一人座席に腰こし掛かけているだけだ。

「はあ」

　通勤通学のラッシュを前提とした都会の列車ではまず見られない四人掛けのボックス席に腰こし掛かけ、恭きよう介すけは小さく息を吐はいた。規則的な揺ゆれに任せたリラックス効果も善よし悪あしだ、流石さすがにこれだけ付き合っていれば毒素のように飽あきが蓄ちく積せきする。そんな少年を見て、向かいに座すわるビヨンデッタはミニスカートも気にせず長い足を組みながら、くすりと笑った。

「……何か？」

「いえ。お姉ちゃんと二人きりになると、完かん璧ぺき人にん間げんのメッキが剝はがれるんだなあと思いまして。それだけ距きよ離りの近さはキープできている、という事でしょうか」

「……、」

「だとすると」

　その笑えみに、邪じや悪あくな色が滲にじむ。

　過去に魂たましいへ植え付けられた『女王の憎ぞう悪お』が顔を出す。

「恭介ちゃんが誰の目を気にするでもなく本音をさらけ出して取り乱せる唯一の存在とは、よほど深く結びついているという事でしょうか。お姉ちゃん妬けちゃうなあ」

　ビシリ!!　と固まった空気に亀き裂れつが走るような幻げん聴ちようが響ひびく。

　もしも視線に圧力が存在するなら、夜の車窓に映る己おのれの顔をぶち抜ぬいていたかもしれない。

「ビヨンデッタ」

「イエス、お客様」

「……ここで一度確かく認にんしよう」

　意図して流れを切きり替かえるように、恭きよう介すけはそう口を開いた。

　何かしら紛まぎらわせないと、視界の端はしからノイズで埋うめ尽つくされかねない。

「『白き女王』は普ふ通つうの方法では倒たおせない。規定級、神格級、『大三角』含ふくむ未み踏とう級きゆう、その全部を精査してもだ。もちろん、召しよう喚かん儀ぎ礼れいや被召物マテリアルを使わずにアレへ挑いどむなんていうのはもっと論外。自じ殺さつ行こう為いにしかならない訳だが」

「ええ」

「しかし一方で、そもそも規定級は人間が分かりやすく神格級や未み踏とう級きゆうへ手を伸のばすため、人工的に埋うめ込こまれた足がかりのような存在だった。つまり、被召物は創れる。低音、中音、高音、三みつ巴どもえの全てが『白き女王』に屈くつ服ぷくしている有り様であっても、極低音、母ぼ音いんのaiueoだけを使った被召物マテリアルはまだ存在しない訳だが。もしも僕ぼく達たちの手で存在しない音域の未み踏とう級きゆうを生み出せれば、世界に新たな理ことわりを埋うめ込こめるかもしれない。『白き女王』を殺せるルールを、だ」

　ようやっと最終列車が動き出す。

　何事も継けい続ぞくだ。鈍どん行こうにはもうお腹なかいっぱいだったはずなのに、規則的な揺ゆれも飽あきたはずなのに、次し第だいにささくれ立った気分が和やわらいでくるものだ。

　ビヨンデッタはビヨンデッタで上へ押おし上あげるように窓を開けていた。ヒートアイランドに毒されていない、それなり以上に涼すずやかな風が入はいり込こんでくる。小さい事のようだが嵌はめ殺ごろしの窓とエアコンが前提の都会の列車や、まして真空トンネルの中を走るウルトラループなどではできない贅ぜい沢たくだったりする。

「ただし、簡単な事でもないですよね。何しろ未み踏とう級きゆうは神々の住まう異界のルールそのもの。それを人の手で作って新たに埋うめ込こむなんて不ふ遜そんも不ふ遜そんですし」

「だろうね。言ってみれば地母神だの破は壊かい神しんだの、世の神々をカテゴリごとに分類して管理する仕組み全体を人の側からいじくり回して都合良く並べ直すって言っているようなものなんだから」

「当然、そんなものを宿して現世に顕けん現げんさせる依より代しろについても」

「そこが一番の問題だ」

　恭きよう介すけは息を吐はいた。

　規則的に揺ゆれに合わせてやや色いろ褪あせた地方銀行の吊つり広こう告こくが前後していた。どうやら小さな子供が描えがいた猫ねこやウサギのイラストをそのままマスコット化しているらしい。世界的企き業ぎようであるトイドリーム系の、プロのデザイナーの計算高さとはまた違ちがった温かみがある。

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいにまつわる大部分は僕ぼく達たち召しよう喚かん師しの手でセッティングできる。デウスエクスマキナ、フランケンシュタインの怪かい物ぶつ、ホムンクルス……究極的には人造の被召物マテリアルだってこの手で創れる。でも依より代しろに関してだけは才さい能のう依い存ぞんによるところが大きいからね。ぶっちゃけ、僕達にはない才能、っていうのが依より代しろの前提条件なんだから、アワードなんて関係ない。ここだけは召しよう喚かん師しだけで頭を突つき合あわせてうんうん唸うなったところで答えは出てこない訳だが」

「なので、ウルトラループに鈍どん行こうを乗のり継ついで、こんな所までやってきたという訳ですよね。結局最後は原始的なスカウトになる、と」

「普ふ通つうの依より代しろでダメなら、普ふ通つうでない依より代しろに頼たのめば良い」

　恭きよう介すけはそう断言した。

　そして彼かれの知る中で最も異質な依より代しろはと言えば、

「冥めい乃の河かわシリーズ。人類で唯ゆい一いつ完全人工物の依より代しろの製造を完成に結びつけた、浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの業わざがいる。協力を取り付けるためにはまず世界最古、人類初の成功作である冥めい乃の河かわ葵あおいさんとやらに話をつけないとね」

　諸もろ々もろの話を統合すると、その葵あおいとやらは冥めい乃の河かわ神じん社じやの裏の神体として祀まつられているらしい。

　人と同じぬくもりや滑なめらかさを持ちながら、古文書や仏像などと同じく永き時間を共有できるモノ。被召物マテリアルとはまた違ちがった異質な存在である。

「当の双ふた子ごと直接コンタクトを取れれば良かったんですけどねえ」

「僕ぼく達たちがトイドリーム35でやり過ぎて召しよう喚かん師しとしての依い頼らいを奪うばってしまったんだから仕方がないよ。特に『フリーダム』は組織的な補助サポートはほとんどないからね」

　窓の外は真っ暗だった。都会にあるような目がチカチカするような夜景もない。真の暗くら闇やみは人に恐きよう怖ふ心しんを呼び起こすという話もあるが、何事も善よし悪あしだった。こうして眺ながめる限り、何だか柔やわらかい印象がある。

「その、冥めい乃の河かわ葵あおい？　彼かの女じよそのものが究極の依より代しろなんですか？」

「そうかもしれないし、そうではないのかもしれない。どっちみち人工物なんだからさ、浄じよう瑠る璃り方ほう式しきさえ明らかになれば僕ぼく達たちの目的に見合った特性を葵あおいさんに埋うめ込こませてもらったり、もしかすると丸々一体新たに作り出す事だってできるかもしれないではないか」

　双ふた子ごの巫女みこ姉し妹まいを思い出す。

　何しろ彼かの女じよ達たちの自由度はデタラメもデタラメで、本来の人工物の依より代しろを作るだけでも歴史的偉い業ぎようだというのに、冥めい乃の河かわ神じん社じやでは望まれずに依より代しろ体質を得てしまった人間の彼ひ岸がんから才能を削けずり落おとそうとし、それでもダメなら彼かの女じよに見合った人造召喚師の蓮れん華げを新たに拵こしらえて真逆のペアを作るほどなのだ。

　依より代しろも召しよう喚かん師しも何でもあり。

　浄じよう瑠る璃り方ほう式しきというのがあそこまでアジャストの利きく技術だというのなら、恭きよう介すけ達たちの望む『まだ見ぬ未み踏とう級きゆうを体の中へ宿せる依より代しろ』だって設計通りに作れるかもしれない。

　ビヨンデッタは四人掛がけのボックス席に収まったまま、天てん井じようを見上げていた。恭きよう介すけもまた小さく息を吐はく。




「しかし、だとすると」

「ああ。順調すぎると邪じや魔まが入るのが世の常だ」




　ろくに人もいない深夜の終電で、車両の左右両側にある窓が乱雑に砕くだけ散ちった。鈍どん行こうとはいえ高速移動中の鉄道車両へどうやって張り付き、飛とび込こんできたのか。一いつ斉せいに突とつ入にゆうしてきたのは珪けい素そ性せい万ばん能のう細さい胞ぼうを利用した……『見た事もない』レプリグラスだった。あの恭介やビヨンデッタですら、だ。

　全体のシルエットは重じゆう装そう甲こうの人間に似ているが、背中に負う五枚の羽根がひたすらに異い彩さいを放つ。ヘリコプターのように回転する背面装備を見て、恭きよう介すけは目を細めた。そう、自然界に奇数枚の羽根は存在しないのだ。

　極きよく端たんに肥大化していた両りよう腕うでも、リボンか何かのようにしゅるりとほどけて七本ずつの触しよく腕わんへと変じていく。

「……解放された創造性リリースドクリエイシヨン、か」

　ロボットであれアンドロイドであれレプリカントであれ、人造機械の第一の意義は『他の生命体の構造を再現する事』だ。ＳＦなどで見られる人間の体構造を利用したロボットや思考力を再現したコンピュータなどが最たる例ではあるだろう。

　しかし戦車やクレーンが他のどんな生物にも似ていないのと同じように、あるいは創作物の中の巨きよ大だいロボットが実用性からかけ離はなれてしまっているのも含ふくめて、時に人の想像力は自然界の限度を超こえてしまう。

　それはレプリグラスにおいても同じ事。

　利点は様々だが、現場では『どう動くか読みにくい』のが一番だろう。既き存そんの動植物の特とく徴ちようを盛もり込こむやり方は資料の宝庫だが、同時にカマキリ型なら、バッタ型なら、スズメバチ型ならどう動くかは形から想像しやすい。『解放された創造性リリースドクリエイシヨン』にはそれがない。そして実戦では吞のん気きに観察して次の作戦を練るのにも命のチップをテーブルに積む必要が出てくる。初見で音おん速そく超ごえのゲテモノ挙動に翻ほん弄ろうされてしまえば、待っているのは棒立ちのまま即そく死しコースまっしぐらだ。

　そう。

　恭きよう介すけのようなスパコン超ごえの演算能力を脳のう髄ずいに有していない限り。

「……、なるほど」

　参考資料が何もないので概がい算さんで計算するしかないが、レプリグラスの筋きん線せん維いをあれだけ束ねて肥大化した触しよく腕わんならジャブの一発でマッハ二・五を超こえるだろう。戦闘機の全速力に匹ひつ敵てきする瞬発力で獲え物ものを摑つかんで握にぎり潰つぶし、ガトリング銃じゆうの弾だん丸がんを真正面から全ぜん弾だん叩たたき落おとすであろうパワーとスピードを武器とした重装モデルと推測される。

　ひとたび同じ舞ぶ台たいに立てば、動きを封ふうじるにせよストレートに首を潰つぶし切きるにせよ、そこはもうレプリグラスの独どく壇だん場じようだ。感覚的には時間の止まった世界で彼かれらだけが自在に動き回っているのとそう変わらない。

（……危険ではあるが、いちいち列車を停とめている暇ひまは与あたえてくれないか）

　だが恭きよう介すけは退たい屈くつそうな息と共にこう答えた。

「ビヨンデッタ、上」

「イエス、お客様」

　ミニスカートにも拘かかわらず危なげに両足を肩かた幅はば以上に開いたウェイトレスは、ずらりと引ひき抜ぬいた銀製のブラッドサイン───そして同時にボルトアクション式の狙そ撃げき銃じゆう───を指示通りに天てん井じようへ向けた。そのままズドンと発はつ砲ぽうする。射しや撃げきの反動に長い髪かみや大きな胸を嬲なぶられつつもコッキングレバーを引いて次じ弾だんを装そう塡てん、さらにもう一発。ミニスカートがひらりと揺ゆれる。同じ動きを繰くり返かえし、三発、四発、五発……。

　高速で移動する列車の車窓の外を何かが流れていった。

「確かく認にんするけど」

「手応えはありませんわね。突とつ然ぜんの発はつ砲ぽうに驚おどろいて足を踏ふみ外はずしたのでしょう」

　まったく安い手品師の作戦であった。分かりやすい脅きよう威いとしてレプリグラスを差し向け、本命の召しよう喚かん師しと依より代しろは天てん井じようから戦せん闘とうを仕し掛かける。励起手榴弾インセンスグレネードを投げて展開させる人じん工こう霊れい場じようは初期段階では二〇メートル四方の立方体となる。直ちよく線せん距きよ離りさえ満たしていれば、壁かべ越ごしであっても獲え物ものを取とり込こめるのだ。……とはいえ、『標的を肉眼で捉とらえないと』展開は不可能であるため、おそらく向こうの召しよう喚かん師しは屋根に寝ねそべったまま、逆さまになってこちらの窓を覗のぞき込こもうとしていたのだろう。

「退たい屈くつな鈍どん行こうの列車旅なら『安全』なのではなかったっけ？」

「失礼お客様。比ひ較かく的てき、と前置きするのを失念していましたわ☆」

　ひゃああ、と今さらのようにテンポ遅おくれのしわがれた声が響ひびいた。

　運悪く同じ車両に乗り合わせていた大変コンパクトな老ろう婆ばのものだ。

「心配はいらないよ、お嬢さん」

　恭きよう介すけは適当に嘯うそぶきながら、パーカーの背中へ手を差し入れる。中から出てきたのはレプリグラス製ブラッドサインの『林檎の蛇フオスフオロス』だ。

「悪い夢は、すぐ忘れる」

　言葉が切れると同時に全ては動いていた。

　だが気づくべきだったのだ。その時点で場の空気の支配権は密ひそやかに『フリーダム』九〇〇番台へと移っていた事実に。

　ゴッッッ!!　と。

　複数の方向から音の壁かべすら突つき破やぶる勢いで現代戦の圧あつ搾さく機きが空気を引ひき裂さくが、アルファ───と、仮に呼ぶしかない───最大の武器である七対ついの触しよく腕わんが召喚師達の首を押おさえ付つける事は叶かなわなかった。

　彼かれらは城しろ山やま恭きよう介すけを見誤った。

　老婆を巻き込まないように一歩横へ。それができた時点で、何をどこまで視野に入れていたのかを、だ。

　直後に轟ごう音おん。伸しん縮しゆくと活殺を自在にする得物群はそれぞれ味方のはずの同型機の首や胴どう体たいを押おさえ付つけ、互たがいのレプリグラスを破は壊かいしにかかっていたのだ。

「マイクロ波や赤外線による機械的なロックオン頼だのみ。マッハ二・五超なんて速度、取とり扱あつかっている操そう兵へい本ほん人にんだって初動から終しゆう端たんまで肉眼で追おい駆かけられる訳がないんだ」

　恭きよう介すけの魂こん魄ぱくにもう少し陽気な色が滲にじんでいれば、鼻歌でも歌っていたかもしれなかった。

　ビルの綱つな渡わたりの例を思おもい浮うかべれば分かるだろうが、人間が最高のパフォーマンスを叩たたき出だすのはリラックスしている時だ。命の危機だから、ここ一番の大勝負だから。そこでガチガチに筋肉を強こわ張ばらせてしまっては逆効果なのである。

　ゴルフや将しよう棋ぎにおけるゾーンなどにも似た独自の空気を纏まといながら、何者にも侵しん食しよくされる事のない世界を構築した召しよう喚かん師しは、ただ一方的に告げる。

「ならその『空白の期間』は割わり込こみ放題な訳だが。真っ向からぶつかって食い止める必要なんかないではないか。あなた達たちの動きをほんのわずかにズラすように、関節に合わせて棒の先でちょいと押おしてやるだけで、その触しよく腕わんは全然違ちがった場所を突つき抜ぬけていく羽目になる」

　とはいえ、それはアフターバーナーに匹ひつ敵てきする瞬発力の触しよく腕わんがどこをどう突つき抜ぬけるか、正確に予測した上で先んじてレプリグラスを繰くり出だし、そして空気を引ひき裂さく弾だん丸がんの側面に指で触ふれるが如ごとき精密正確な動きを実現できない限りどうにもならない戦術のはずなのだが。

　音速に届かない物体が音速を超こえる物体をコントロール下に置き、次々と同どう士し討うちさせていくという究極の理り不ふ尽じん。

　しかしこれこそが召しよう喚かん師しのあるべき姿なのだ。

　脆ぜい弱じやくな人の手でもって高次の被召物マテリアルを操あやつる存在。低き側が高き側に勝まさるという不条理なくしてその本質は語れない。

　スペックで勝まさるアルファ達たちは華きや奢しやで脆ぜい弱じやくな生身の人肉を取り囲んで一いつ斉せいに大量の触しよく腕わんやひとまとめにした剛ごう腕わんを振ふり下おろすも、気がつけば彼かれらの全身がぐるりと回って隣となりにいる僚りよう機きの破は壊かいに取りかかっている。

　スクラップ工場のような轟ごう音おんが次々炸さく裂れつし、ボックス席や窓へ振ふり回まわされるように特とく殊しゆ装そう甲こうの塊かたまりが突つっ込こんでいき、あっという間に車両全体が沈ちん黙もくに包まれる。

　後には小さな老ろう婆ばしか残っていなかった。

「あわ、あわわ、はわわわわわ」

「さっきも言ったが、すぐ忘れるよ」

　恭きよう介すけは気楽に言いながら壁かべに埋うめ込こまれていた強化ガラスへブラッドサインの先せん端たんを打うち込こみ、大きなボタンを押おした。非常ブレーキと書かれているものの、実際には何の変化もない。色々方式はあるのだろうが、こちらでは異常信号を運転席に伝え、専門の運転士が手作業で段階的にブレーキをかけていく仕組みになっているのだろう。坂やカーブの多い山の中を走る線路だと、素人しろうとのボタンと緊きん急きゆうブレーキが直結していた場合かえって脱だつ線せんのリスクが増すばかりなのだから当然かもしれないが。

（……しかし反応がないという事は、運転席の方はどうなっているんだ？）

　と、そこで滑なめらかな思考が断たち切きられた。

　コンパクトなおばあちゃんの言葉はやや予想を外れたものだった。

「そうじゃない。あんた達たちが何をやっとるのかはばあちゃん良く分からんけど、一番先の車両にゃ孫がいるはずなんだよ。真ん前で運転席を見てみたいって聞かなくて……！」

　恭きよう介すけは軽く指を鳴らして契けい約やくの悪あく魔まを呼びつけた。

「ビヨンデッタ、目標修正」

「『たすけて』コールは確かく認にんされましたっけ？」

「時間の問題だ」

　恭きよう介すけは不ふ貞て腐くされたように転がっている最新兵器を足の裏で軽く蹴け飛とばしてズラし、要点だけ手早く確かく認にんを取っていく。

　レプリグラスと言えば世界の警察『ガバメント』が真っ先に浮うかぶが、倒たおれた操そう兵へいの装備を確かめると製造番号が存在しなかった。削けずり取とったのではなく、最初から刻印されていない。そもそも『ガバメント』は『解放された創造性リリースドクリエイシヨン』などというゲテモノを採用していなかったはずだ。つまり中古の密売ではなく新規の密造。珪けい素そ性せい万ばん能のう細さい胞ぼうを使った特異な技術となると、手が届く組織はそう多くない。四六時中『ガバメント』といがみ合っている三大勢力の一つ、『イリーガル』全体でさえ不可能なはずだ。どっちつかずの『フリーダム』はそもそも召しよう喚かん儀ぎ礼れい以外の技術開発に興味がない。

　加えて、『白き女王』撃げき破はへ具体的な筋道をつける恭きよう介すけ達たちを率そつ先せんして妨ぼう害がいする者、という条件も加味すると一気に容疑者は絞しぼられていく。

「……信しん奉ぽう集しゆう団だんブライズメイド、か。技術レベルがまた一段上がったと見るべきか、レプリグラス開発を主導していたアザリアが抜ぬけた事で暴走を始めていると判断すべきか」

「どっちにせよ女王のためなら何でもやる、という部分は変わらないんですねえ」

「カリスマの不在でかえって内部は荒あれているのかもね」

「それにしても、運転席の非常ブレーキも管制センターのＡＴＳも作動しませんね。さてはサイバー攻こう撃げきでも併へい用ようしているのかな」

「そこまで大規模なら、もっと派手に脱だつ線せんさせれば良いと思うけど。そもそも終電が出た時点で、運転士が丸々別人と入いれ替かわっていたって考えた方が自然ではないかな」

　そうなるとやるべき事は自おのずと決まっていく。

「運転席を確保して列車を停とめよう。見たところ速度は一定だけど、坂もカーブも多い山側のルートだ。きちんと加速と減速の面めん倒どうを見ないとどこでも脱だつ線せんしかねない」

「イエス、お客様。経路と方法はお任せいたしますわ」

　従順に微笑ほほえむビヨンデッタの胸むな元もとから、にゅるりと白しろ蛇へびが顔を出した。彼かの女じよが契けい約やくしている動物型の依より代しろだ。一方で恭きよう介すけには決まった依より代しろがいない。よって彼かれは本来の実力である召しよう喚かん儀ぎ礼れいを振ふるう事はできない。

　しかし、構わずに恭きよう介すけはこう提案した。

「ビヨンデッタは車両の中をストレートに進んで派手に陽動を。同時に乗り合わせた乗客が他にいる場合は救きゆう援えんを」

「あら。『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』を掲かかげる恭きよう介すけちゃんなら人命救助は自分の手で行うものだと思っていましたけど」

「戦せん力りよく分ぶん析せきができないほど愚おろかではないよ。召しよう喚かん儀ぎ礼れいとライフル弾だんを万ばん全ぜんで扱あつかえるビヨンデッタの方が自由度は高い。僕ぼくは裏方に回らせてもらう」

「イエス」

「追加目標を忘れるな。さっき話に出た運転席のお孫さんに、他にも道中助けられる一いつ般ぱん乗じよう客きやくは全て助けていくぞ」

「イエス、お客様」

「……ちなみに感動的な演出は結構だけど、助けられる人材を助けなかった場合はその場で契けい約やくを切るのでそのつもりで。僕ぼくはドラマチックに何の罪もない一いつ般ぱん人じんの死を乗のり越こえてブライズメイドや『白き女王』へ復ふく讐しゆうの誓ちかいを新たにする事はないからな」

「チッ、バレてたか」

　小さく舌を出したビヨンデッタはボルトアクション式しき狙そ撃げき銃じゆうでもある銀製ブラッドサインを担かついで、尻尾しつぽの飾かざりを左右に揺ゆらしながら隣となりの車両へと歩いていく。恭きよう介すけも恭きよう介すけでウェイトレス服の背中を見送ると、一度ブラッドサインを背中に収めた。砕くだけた窓から身を乗り出し、懸けん垂すいや逆上がりの要領で高速移動中の列車の屋根へひらりと飛び乗る。

　ビヨンデッタが銃じゆう撃げきで排はい除じよした召しよう喚かん師しの他にも、屋根にはまだ何組かのペアが残っていた。高圧電線やパンタグラフ、エアコンの空調モーターなどで手て狭ぜまなのにご苦労な話だ。彼かれらの視界に収まる事は励起手榴弾インセンスグレネードを投なげ込こまれる事とほとんどイコールなのだが、依より代しろのいない恭きよう介すけが臆おくする必要はない。背中から再びブラッドサインを引ひき抜ぬくと、投なげ込こまれた握にぎり拳こぶし大だいの異物を真横へ───そう、流れていく景色の中へと───打ち下ろしてしまえば排はい除じよできる。

　召しよう喚かん師しと依より代しろは、励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ地ち点てんへ自動的に吸い寄せられる。

　逆手に取れば一丁上がりだ。

「あっ、あああっ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　見えないゴム紐ひもで引っ張られるように脱だつ落らくしていく猛も者さ達たちを眺ながめ、恭きよう介すけは軽く別れの手を振ふる。本来の実力は知らないが、本来の実力を出すまで相手が無条件で待ってくれるなどと考えている時点で実戦向きではない。ひょっとすると元の出身は『ガバメント』辺りで演武に特化した神官や巫女みこ職しよくなのかもしれなかった。

　パン！　ズパン!!　とボルトアクションらしい、やや間かん隔かくに開きのある太い銃じゆう声せいが真下で炸さく裂れつしていた。ビヨンデッタが窓の外に向けて狙そ撃げきを続けているのだ。狙ねらう先さきは背中の薄うす羽ばねをスクリューのように高速回転させながらこちらへ迫せまり来くる追加のアルファ達たちだろう。珪けい素そ性せいの装そう甲こうをライフル弾だんで貫つらぬく事はできなくても衝しよう撃げきは伝わるため、五枚羽根の機体は空中でバランスを崩くずして針葉樹の木々に激げき突とつしていく。

（……視界から外れればそのまま忘れられるとはいえ、ビヨンデッタもビヨンデッタで一個も隠かくす気ないな。あれでは乗客の真ん前でバカスカ撃うっているはずだぞ）

　それでも全ては撃うち落おとせないのだが、

「よっと」

『ッ!?』

　背中の五枚羽根に七対ついの触しよく腕わん。だが着地する時は二本脚あしだ。アルファが屋根へ着地するタイミングを狙ねらって恭きよう介すけはブラッドサインを真上に突つき出だし、その腹ふく部ぶ装そう甲こうを押おさえ付つけるようにして〇・五秒ほど相手のスケジュールを乱した直後だった。

　ゴッ!!　と。

　主観的には寺の鐘かねでもぶっ叩たたくようだった。

　列車が暗いトンネルに突とつ入にゆうし、半円形の出入口の縁ふちに叩たたかれたレプリグラスが恭きよう介すけの視界から吹ふっ飛とんでいく。頑がん丈じような軍用規格ならあれでも死ぬ事はない。

（さて）

　車内で暴れるビヨンデッタが生み出す破は壊かい音おんを耳にしつつ、さらにしつこくトンネル内へ潜もぐり込こんできたレプリグラス操そう兵へいを高圧電線へぶつけて感電させながら、恭きよう介すけは高速走行中の列車の屋根を改めて進む。

（……ま、電線を切った程度ですぐ列車が停とまる事もないか。今時なら非常コントロール用のバッテリーくらい積んでいるだろうし。それに送電停止イコール即そくダウンでブレーキベタ掛けだとかえって脱線のリスクが増えてしまうし）

　恭きよう介すけもビヨンデッタも、移い動どう範はん囲いは屋根や車内など一ヵ所一ラインに留とどまらない。時に恭きよう介すけは窓から車内に飛とび込こんで両足の裏でレプリグラスを蹴け飛とばして反対側のドアの向こうへと突つき飛とばし、時にビヨンデッタは割れた窓から身を乗り出して大きな車輪が嚙かみ合あう真下へ潜もぐり込こんで床ゆか下したからライフル弾だんの銃じゆう撃げきで召しよう喚かん師しや依より代しろを狙ねらい撃うつ。

　まるでサーカスのような曲芸、アクロバットの連続。

　そして地上のストリートファイトでは負けなしを気取るマッチョ達たちも、空中ブランコや綱つな渡わたりが席せつ巻けんするレベルの不安定な足場では子こ鹿じかのように震ふるえるばかりである。ちょっとその背中を掌てのひらで押おすだけで簡単に脱だつ落らくしてくれる。

「こんなのに翻ほん弄ろうされていた七夕が懐なつかしいですねえ」

「人間は学習する生き物だよ、こういう奇き策さくはアザリアでもう慣れた」

　車両の内に外に。

　走行中の列車を舞ぶ台たいに、ありえない交差を繰くり返かえしながら恭きよう介すけ達たちは気軽に言葉を交かわす。

「ちなみに先頭車両への連結部分に人ひと影かげあり。年齢一〇歳前後性別男性、敵対の意思あり。遊園地帰りでしょうか、キャラクターグッズのステッキを両手で握にぎってこちらを睨にらんできています。指示を」

「……不ふ審しんな一団から運転席を守るつもりか。鉄道少年の勇ゆう敢かんさに敬意を表して絶対に傷つけるな。優やさしく無力化」

「イエス、お客様」

　トンネルを抜ぬける頃ころには、彼かれらはすでに先頭車両の先の先、運転席の前まで辿たどり着ついていた。

　ビヨンデッタはウェイトレス服のミニスカートを派手に翻ひるがえして車内のドアを蹴け破やぶり、恭きよう介すけは屋根からフロントガラスを突つき破やぶってそれぞれ侵しん入にゆうしていく。

　恭きよう介すけが真正面から視界を塞ふさいだ事で反射的に後ろへ下がろうとしたブライズメイドの偽ぎ装そう運転士を、ビヨンデッタが足を払はらって転ばせミニスカートのままのしかかる。

「一丁上がり！　こいつを仕留めて洗せん浄じよう完かん了りようです、お客様!!」

「いやちょっと待て、ビヨンデッタ!!」

　？　と復ふく讐しゆうの悪あく魔まがキョトンとした直後だった。

　すでにうつ伏ぶせに転ばせて腕うでの関節を極きめているはずの初老の男の背中が不自然に蠢うごめいた。それこそ筋肉や骨格を無視した蠕ぜん動どう。まるで脱だつ皮ぴを待つサナギか何かのように。

　ブライズメイドにとって利を生む行動を取っているのだから、運転士はブライズメイドと入いれ替かわっていると判断していた。

　だが違ちがうとしたら。

　運転士が本物のまま、ブライズメイドの利になる行動を取らせる手段があるとしたら。

　突風吹きすさぶ運転席の床でうつ伏ぶせのまま初老の男の背が弓なりに反る。普ふ通つうに考えればありえないのに、上に乗っているビヨンデッタと目が合う。

　がぱりと開いた口の奥おくで、何か太いものが蠢うごめいていた。

「これ、れぷりぐら……」

　ビヨンデッタが呻うめくと同時、ビュルンッッッ!!!!!!　と白い槍やりのようなものが飛び出し、復ふく讐しゆうの悪あく魔まの美しい喉のど奥おくを狙ねらった。分かっていても、相手の関節を極きめて動きを封ふうじるのに四し肢しを使っているビヨンデッタには防ぼう御ぎよのしようがない。

　だから。

　彼かの女じよの口こう腔こうが無事だったのは、横から伸のびた恭きよう介すけの手が白い軟なん体たいを摑つかみ取とったからだった。

「これだけは『ガバメント』の既き製せい品ひんだな……。諜ちよう報ほう規き格かくのハリガネムシ。麻ま薬やくカルテルを潰つぶすために、捕とらえた重犯罪者を司法取引抜きで囮おとり捜そう査さへ強制参加させるために開発させていた試作モデルな訳だが」

「寄生属性まで手を伸のばしていたんですか、あの全身タイツの正義中毒ども!!」

「カタツムリをコントロールして小鳥に喰くわせるので有名なアレ、人間用にリデザインされているって話は知ってるかな？」

　しかし、まるで敵対者であっても命を奪うばえない『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の性質を知っていて張っていたような罠わなだった。ビヨンデッタがいなければ恭きよう介すけが運転士を取とり押おさえ、ハリガネムシの奇き襲しゆうに遭あっていたはずである。身動きの取れない負傷兵を地じ雷らいの上に寝ねかせ、救きゆう援えんにやってきた衛生兵を吹ふき飛とばすのと同じやり口だ。

　ブライズメイド、腐くさっても女王の信しん奉ぽう集しゆう団だん。

『白き女王』と接せつ触しよくして道を外れていった恭きよう介すけやビヨンデッタと同じく、連中も連中でまともな戦い方に終始するとは限らない。

「さてと」

「あらお客様。実は列車の停とめ方かたが分かるほどの鉄オタだったとか？」

「停とめるだけなら簡単だよ」

　恭きよう介すけは適当に嘯うそぶきながら、

「でも、脱だつ線せんさせるだけならもっと簡単な訳だが。レールの上にカラスが小石を置いただけで事故に繫つながるリスクが出てくるし、視界不良のトンネルの中で事前にレールの上に盛り土でもしてジャンプ台を作ればより完かん璧ぺきだっただろうね。列車の速度と重さから制せい動どう距きよ離りを計算してみろ、通常走行ならライトの光で気づいてからブレーキをかけても間に合わない訳だが」

「……、」

「ブライズメイドは勝って僕ぼく達たちを殺す事が目的だったのではない」

　恭きよう介すけは疲つかれたように息を吐はいてこう言った。

「威い力りよく偵てい察さつとでも言ってやれば華はなを持たせてあげられるかな？　とにかく僕ぼく達たちの戦力調査のために、使い捨ての駒こまでも差し向けてきたんだろうさ」

　当然、偵てい察さつや戦力調査でタスクは完かん了りようしない。

　情報を集めているという事は、それを活いかす本丸の戦いを想定しているという事だ。
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　七月一九日、海の日。午前六時三〇分。

　夏休み一発目は最悪の寝ね覚ざめであった。見み渡わたす限り蛍ほたるの光点しかない、人工的な明かりについてはコンビニ一つ見当たらない絶景の中では深夜一時半からの宿探しなんぞ絶望的に決まっていたのだ。ちなみに振ふり替かえ輸送や強制待機者への毛布などの支給も特になかった。そもそも召しよう喚かん師し達たちは一いつ般ぱん人じんの視界から外れると忘れ去られてしまうため、ガラスが割れていようが予定の駅を越こえていようが戦せん闘とう終しゆう了りようして恭きよう介すけ達たちが立ち去ってしまえば事件化さえされない。彼かれらは彼かれらで勝手に欠けた記き憶おくを補完して納なつ得とくし、狂くるってしまったダイヤを取とり繕つくろうべく列車を走らせてしまったので、ここには誰だれも残っていなかった。召しよう喚かん師しやレプリグラス操そう兵へいなどよりも、終電だから途と中ちゆうで運行を断念する訳にはいかない、という意識の方が強く表に現れる訳だ。

　結果、恭きよう介すけにはベンチもないような無人駅で着き替がえ一式などの旅たび支じ度たくの詰つまったナップザックを枕まくら代がわりに、夜が明けるまで地べたで寝ね転ころがる以外の選せん択たく肢しなどなかったのだが……。

「もが」

　何か大きくも柔やわらかいものが視界と呼吸、つまり顔全体を塞ふさいでいる。

　通勤通学のラッシュとも無む縁えんな誰だれもいない駅の中、ぺたぺたと手て探さぐりで感かん触しよくを確かめてみると、それが何だか判明した。いつの間にかビヨンデッタが恭きよう介すけの頭を抱かかえて眠ねむりこけている。その細ほそ腕うでと大きな胸で人様の頭を丸ごと包つつみ込こむように、だ。

「くーすー」

「おいビヨンデッタ、睡すい眠みん時じ呼こ吸きゆうは扱あつかう神経系が異なるから意識下で再現できるものではない訳だが」

「チッ、魔まが差して無防備なお姉ちゃんの唇くちびるでも狙ねらってくれば馬ば鹿か笑わらいできたものを」

　ようやっとやわらかヘッドロックから恭きよう介すけの頭を解放したウェイトレス服の悪あく魔まが、寝ねそべったままにこやかに微笑ほほえむ。

「おはようございますお客様。本格的な朝食の準備は難しいですが、コンチネンタル式程度なら工面して差し上げますわ」

「……一体何をどうやって？」

「うふふ、契けい約やくの悪あく魔まの七つ道具をご覧あれー☆」

　起き上がったウェイトレスが何かやらかすと、旅行カバンの中からあっという間にキッチン用品が溢あふれ返かえった。アウトドア用の折おり畳たためる料理グッズのようだが、よくよく見れば一つとして市し販はん品ひんなど存在しない。鋼材、鉄板、鉄パイプなどを切り出して組み合わせ、自らの手に馴な染じみコンパクトにまとめられるようこだわり抜ぬいた仕事道具の山である。

　しかし恭きよう介すけは寝ねぼけ眼まなこでこう指し摘てきした。

「どちらかと言うとウェイトレスというよりメイドのこだわりのような……？」

「ひぎィいい!?　ひっ人が気にしている事をこうもあっさりと看破するだなんて恐おそるべきお客様!!　容よう赦しやがなさすぎますッ!!」

　ちなみにコンチネンタル式と聞くとさぞかしご立派に聞こえるかもしれないが、ようはパンと牛乳をメインにした簡素な朝食、という意味である。付け合わせはサラダやスクランブルエッグくらいのもので、焼いたベーコンやウィンナーがついてくれば上々。ホテルの朝食でルームサービスをお願いすると出てくる、あるいはなんかいけ好かないセレブ野や郎ろうが英字新聞と一いつ緒しよに嗜たしなんでいるヤツ、とでも言えばイメージしやすいか。

　つまり、だ。

「……何だか重たそうなカバンだと思ったら、ナマモノやクーラーボックスまで詰つめてきたって訳か？」

「電気を使わなくても化か学がく冷れい媒ばいを利用すれば三日四日はアイスクリームを保存できますからね。軍ぐん用よう緩かん衝しよう材ざいを駆く使しすれば生卵すらほらご覧の通り」

　散々キャンプ用品だ何だと自じ慢まんしてきたが、バランス的には冷蔵庫部分と生せい鮮せん食しよく品ひんの方がはるかに重たい。水にもこだわりがあるのか、旅行カバンの中にはウォーターサーバーにあるような小さなダルマさんサイズのボトルまで入っていた。あれだけで何キロあるのやら。

「まったく無む駄だなこだわりだ……。ここまで揃そろえておいてシリアルがないだなんて」

「おめーは地球最後の日でもそれ食って死ぬ気ですか？」

　感覚的にはバンドのドラムセットみたいに並べられた調理器具とビヨンデッタが格かく闘とうしている間は暇ひまなので、恭きよう介すけは自前のスマホを取り出して軽く頭の体操を。念のためチューナーアプリのテレビやニュースサイトなどを軽く巡じゆん回かいしてみるが、やはり列れつ車しや襲しゆう撃げきに関する記事が出回っている様子はなかった。補完される記き憶おくが具体的に『どう』補完されるのかは、記き憶おくが保持されたままの恭きよう介すけ達たちには読み切れない部分もあるのだが、ひとまず心配する必要はないようだ。

「途と中ちゆうで何回目が覚めた？」

「ええと、特には」

　油を引いたフライパンの上で溶とき卵たまごが弾はじける小気味の良いい音と共に何気ない会話が繰くり広ひろげられているように聞こえるかもしれないが、これが『フリーダム』九〇〇番台になると事情が変わってくる。彼かれは小さな画面から顔を上げてこう言った。

「だとすると、特にブライズメイドの追撃はなかったのか」

「殺気は感知しなかったので、つまりそういう事なのでしょうね」

　もちろん過去にはイザベルや『白き女王』、今だって悪魔などから寝ね込こみを襲おそわれているため、必ずしも精度に保証がある訳ではないが、個人のみならず二人揃そろって敵の接近を許す可能性はそれこそ極きわめて稀まれだ。いいや、常に多くの人から恨まれ、策謀の中に生きるビヨンデッタの方が、こういうのははるかに鋭敏だとさえ思う。

「ほいほい、できましたよっと」

「またカラフルだね」

「寝ね起おきの頭を活性化させるには視覚効果も有効なのです」

　主食はバターロールが二つ。飲み物は牛乳で、プレートの上にはケチャップを添そえたスクランブルエッグと軽く焦こげ目めをつけた厚めのベーコンが二枚。野菜についてはトウモロコシとほうれん草をバターで炒いためたものだった。パン、卵、野菜。限られたベーコンをどれと組み合わせてもそれなり以上に食べられるカスタム自由度がこだわり部分のようだ。

「赤、黄、緑と……。あら、奇くしくも召しよう喚かん儀ぎ礼れいカラーになりましたわね」

「狙ねらってやったのではなかったのか。さり気なく牛乳で白を添そえている辺り嫌いやがらせかと勘かん繰ぐったんだけど」

「純じゆん粋すいな青の食材ってなかなかなくて、どうしても緑で代用しちゃうんですよねえ。無理して合成着色料は味わいがないですし」

「ブルーベリーとか」

「ああっ!?　一発かよお!!」

　そんな訳でいただきます。

　ビヨンデッタは油断していると朝っぱらから超ちよう高こうカロリーのディナー級をぶつけてきたり、本人が極度の甘あま党とうなのでトンデモドリンクを差さし込こまれたりもするのだが、今回は当たりを引いたようで、そういうびっくり要素はなさそうだった。素す直なおに美味おいしい。

「さて、食事を済ませましたらどこから攻せめましょうか」

「まず宿」

「あのうー、打だ倒とう『白き女王』撃げき破はのための唯ゆい一いつの鍵かぎが目と鼻の先の冥めい乃の河かわ神じん社じやにあって、しかも辺りには私わたし達たちの動きを封ふう殺さつするため信しん奉ぽう集しゆう団だんブライズメイドの兵へい隊たい達たちがちらつき始めているクライマックス感かん満まん載さいの状じよう況きようなんですけど……」

「これから冥めい乃の河かわ葵あおいさんと大事な交こう渉しよう戦せんに挑いどむっていうのにこんな大荷物抱かかえたまま着の身着のままで押おしかけられるか。あとシャワー。事前の根回しができない状じよう況きようでは、交こう渉しようの八割は第一印象で決まる訳だが。世界の終わりの一日前だって関係ない、最低でも寝ね汗あせでベタベタなのを何とかしてからお宅訪問するくらいの常識を持とうかビヨンデッタ」
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「よいせっせー」

　長い黒くろ髪かみに巫女みこ装しよう束ぞくの少女、冥めい乃の河かわ蓮れん華げは朱しゆ塗ぬりの鳥居の前で竹ほうきを動かしていた。新版列島一〇〇景の五三番目、褒ほう美び村むら。あと名水と名湯でも登録済み。そうなるとさぞかしご大層に聞こえるかもしれないが、その実態は寂さびれた寒村だ。夏は海、冬は山と双そう方ほうの観光資源に恵めぐまれているためかレジャー目的の観光客で財政を食くい繫つないでいるものの、基本的に定住人口が増加する事はない。イタリアの世界遺産のように村や町が丸ごと国家に保護される訳でもなく、それでいて絶景は自力で維い持じしろと迫せまられるもんだから大型のショッピングセンターなども誘ゆう致ちできない。おかげでお決まりの外資系ネット通つう販はんによる買い物難民対策が生活唯ゆい一いつの命いのち綱づなと化していた。かえって生活インフラとしてのくびきから解放された商店街は寂さびれながらも店てん主しゆ達たちが採算度外視で各おの々おのの趣しゆ味みに走りまくった結果、変に活性化しているくらいである。

　余命三年と宣告されてから騙だまし騙だまし頑がん張ばってきたら、気がつけば二〇年以上経たっていた。そんな感じの村だと蓮れん華げは思う。

　ちなみに冥めい乃の河かわ神じん社じやがあるのは、海と山で言えば山側で、集落に迫せまり来くる山々の麓ふもと辺あたりと考えてもらえば分かりやすい。辺りは遠い昔に何かの流行のように植樹しまくった真まっ直すぐな杉すぎの木ばかりで、毎年春には猛もう烈れつな花粉の嵐あらしを生み出して近きん隣りん住じゆう人にんの皆みな々みな様さまから憎ぞう悪おの視線を一身に浴びる危険地帯と化す。

「おっと」

　遠くから古き良きラジオ体操のメロディが聞こえてくるのを耳で捉とらえ、ああ、夏休みに入ったんだなと彼かの女じよは思う。

『すたんぷっ、なあおばちゃんすたんぷちゃんと忘れないでよね！』

『じゃあ朝飯食ったらゆーたの家に集合な!!』

『宿題早く終わらせないと遊びに集中できなくない？』

　ちなみに蓮れん華げが居を構えている冥めい乃の河かわ神じん社じやは地域から───それこそ罰ばち当あたりな賽さい銭せん泥どろ棒ぼうなんかにさえ───すっかり忘れ去られた小さな社しや殿でんしかなく、しかもすぐ表の通りを埋うめ尽つくすように大衆化された大きな神じん社じやがそびえ立っていた。村の人間が神じん社じやといえば真っ先に思おもい浮うかべるのはそちらの方だし、初はつ詣もうででお賽さい銭せんを投げるのもそちらの方だし、ラジオ体操のために近所の小さな子こ供ども達たちが集まっているのもそちらの方だ。

　日ひ陰かげに身を置く者として一いち抹まつの寂さびしさはあるが、しかし誇ほこりが傷つけられる事もない。

（……ま、自分から隠れ蓑に潜り込んでおいて、寂さびしがるっていうのもわがままよね）

　合ごう祀し、という考え方がある。

　一つの敷しき地ちに二つ以上の社しや殿でんを設け、複数の神を祀まつる形式の神じん社じやだ。祀まつる神が近しい間あいだ柄がらにある場合や、周辺の神じん社じやが寂さびれて維い持じできなくなってしまった際に大きな神じん社じやが統合して引き受けるというケースもある。

　冥めい乃の河かわ神じん社じやもその一つだった。

　つまり全体で大きな敷しき地ち。そしてこちらが本丸であり、一見表に見える巨きよ大だいな神じん社じやはデコイに過ぎない。

　そもそも召しよう喚かん儀ぎ礼れいに身を置き、『裏の祭神』を祀まつる冥めい乃の河かわ神じん社じやは慣例で神じん社じやと名乗っているものの、厳密に言えば高たか天まが原はらで暮らすこの国特有の八百万の神々を祀まつる宗しゆう教きよう施し設せつではない。一応の義理として宗教法人の登録はしているが、一いつ般ぱん人じんに過ぎない役所の人間からは記録書類ごと忘れ去られている可能性も極きわめて高い。

　一九九九年に『第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』が発見されるより前から古き因習と民間伝承に基もとづいて『神々の向こう側にいる存在』を予測し、巨きよ大だい宗しゆう教きようのように体系化も明文化もできないままそれでも己おのれの直感を信じて祀まつり続けてきた秘密組織。

　島しま原ばらが弾だん圧あつされようが、廃はい仏ぶつ毀き釈しやくの波で道みち端ばたの地蔵の首さえ切り落とされようが、表の宗教界がどう荒あれ狂くるっても己おのれの純度を保ち続けた者もの達たちの歴史の積み重ねが紡つむいできたモノ。結果としてこのような形に収まったのだから、これ以上の『最適』は存在しないのだろう。冥めい乃の河かわ蓮れん華げはそう思う。

（そもそもご先祖様が散々守ってきた『裏の祭神』っていうのが例の白いまさにアレだから手放しに喜べるもんでもないんだけど、まあ、信じる心それ自体に茶々を入れる気も起きないし）

　たとえ始まりが何であれ、結果として冥めい乃の河かわ神じん社じやは今日ここにあって、蓮れん華げは竹ほうきを握にぎっている。この寂さびしくも静せい謐ひつな、世の雑念から切きり離はなされた小さな異界。外から見れば箱庭のように滑こつ稽けいなものでしかなかったとしても、蓮れん華げはこの空気を目め一いつ杯ぱい吸すい込こめる事には感謝をしていた。単純に子々孫々の連なりだけが奇き跡せきなのではない。冥めい乃の河かわ蓮れん華げは相当特殊な事情でこの世界に生を受けているため、感謝すべき偶ぐう然ぜんの数もまた桁けた外はずれなのである。

　そんな清められた朝を素そ朴ぼくに楽しむ黒くろ髪かみの巫女みこさんの前に、『変化』は唐とう突とつに現れた。




　はあはあ、ふうふう、と。

　やたら顔を紅潮させ濡ぬれ髪がみで同じ石せつ鹼けんの香かおりを漂ただよわせる、滅めつ法ぽう不ふ謹きん慎しんな世の雑念まみれの根暗男とウェイトレス悪あく魔まの組み合わせが。




　城しろ山やま恭きよう介すけとビヨンデッタであった。

　なんかもう見てない所で一ひと悶もん着ちやくあったというか、明らかに一つの部屋でバスルームを共用していなければ起こりえない副次現象をまとわりつかせてヤツらは迫せまり来くる。

　せいいき　は　はかい　された！

「ああ、やっと見知った顔と遭そう遇ぐうできた訳だが。蓮れん華げがいるとなると、ここが例の冥めい乃の河かわ神じん社じやって事で構わないのかな」

「ふう、ふう。てか早朝とはいえ真夏日ですよお客様。やっぱり熱いシャワーを浴びてから表を出歩くのは失敗だったんじゃないかなー服の中で熱が籠こもって籠こもって仕方がないなー」

　ビヨンデッタはウェイトレス服の胸むな元もとを無造作に摑つかんでパタパタ動かし、衣服の中に風なんか送っちゃっている。
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　特にお風ふ呂ろに入っている訳でもない蓮れん華げのほっぺたが一番真っ赤になっていた。

　彼かの女じよはおめめをぐるぐる回したまま、

「なっ、なななななななななんななななななななななななななななーっっっ!!!???」

「？」

「何でっ、ここ神じん社じやなのに、一いつ緒しよにシャワーを浴びた、明らかに大きな山場を乗のり越こえたっぽい匂においのする不ふ埒らちな二人が押おしかけて来てんの罰ばち当あたりィィィー!!!!!!」

「ビヨンデッタ、つまり何がどういう事だろう？」

「はふっ、はふう。私はもう火ほ照てって火ほ照てって頭がハングアップ寸前ですので期待しないでくださいいいー」

　ふにゃふにゃと内うち股またで力なく崩くずれ落おちてしまう（熱い吐と息いきにあちこちから甘あまい汗あせを噴ふき出だす）ビヨンデッタを見て、ますます蓮れん華げの頭が混乱の一いつ途とを辿たどっていく。

「分かるんだからねっ!!　女の子にはそういう些さ細さいな変化を敏びん感かんに感じ取る機能がついてんだから！　だって私の予想が合ってないと若い男女のお二人から同じ石せつ鹼けんの匂においが漂ただよってくるなんて状じよう況きように説明がつかないもの!!　あうあう、あうあうあうあうあーっ!!」

「せっけん？　ああ、ホテルの」

「ホテぶっっっ!!!???」

　ダブルで一部屋だろうがシングルで二部屋だろうが備え付けてある石せつ鹼けんやシャンプーはどこも全室同じはずなのだが、だから一体何なのだろうか？　と首を傾かしげる恭きよう介すけ。

　一方で、完全に間ま違ちがったアリバイ予測によって頭の中で得体の知れない想像が暴走していくのを止められないものの、肝かん心じんの細部をイメージするだけの経験値も存在しない清純系黒くろ髪かみ巫女みこさんの蓮れん華げとしては、

「みっ、見せられない。こんなに穢けがれちまった最強バカの成れの果てはあの子にだけは彼ひ岸がんにだけは絶対に見せられない……!!」

『おねえちゃーん、なんか今私の事呼んだー……？』

「ひぎいいいいいいいいいいいい!!　こっ、こっち来ないでえ彼岸ァんんん!!!!!!」
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　一口にセミと言っても様々な種類があるようで、時間帯によって辺りを支配する鳴き声も変わってくる。彼かれらは真夜中に大おお騒さわぎする事はないし、午前中の今はミンミンというよりジージーの方が多いように思える。

　わざわざエアコンの電源を入れるまでもなく、苔こけむした庭園を流れるそよ風が網あみ戸どを通れば汗あせが引いていく。そんな水と空気に守られた涼すずやかな日本建築。

（……ただ、それにしては木の匂においが新しいような気もするけど）

　座ざ卓たくの正面、座ざ布ぶ団とんの上に座すわる恭きよう介すけとビヨンデッタの前にはガラスのコップに入った麦茶が並べられていた。中に入った氷のおかげか、コップの表面にはいかにも冷たそうな水すい滴てきがたくさん浮うかび上あがっている。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「で。彼ひ岸がん、何で蓮れん華げは座ざ卓たくに突つっ伏ぷしたまま動かないのか分かるかな？」

「さあ？　お姉ちゃん何してるの？？？」

　なんでもない……と顔と座ざ卓たくの隙すき間まから力ない言葉だけが返ってきていた。

　ちなみに冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんというのは蓮れん華げの『双ふた子ごの妹』とされている巫女みこ装しよう束ぞくの少女だ。顔の作りはほとんど同じだが、その長い髪かみは黄金こがね色いろで、瞳ひとみは透すき通とおるような青だった。当然、髪かみを染めたりカラーコンタクトを入れている訳でもない。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいの依より代しろ。

　その証あかしでもある、自己の精神を戒いましめ悪あく霊りようや邪じや悪あくな精せい霊れいから意図せず憑ひよう依いされないための拘こう束そく具ぐも備えていた。彼かの女じよの場合は額に上げた革かわの目め隠かくしと首元に下げた競走馬のような轡くつわだ。

「まあ取り次いでくれるなら誰だれでも構わないんだけど」

「そういえば城しろ山やまさんも城しろ山やまさんで何しに来たの？」

「お父さんとお母さんって今いる？」

「町内会の集まりって伝言板にメモが貼はってあったけど。その、観光客に紛まぎれて遠方から空き巣なんかもやってくるから、そういう注ちゆう意い喚かん起きだと思う」

　何とも庶しよ民みん的てきな行いき違ちがいだったが、ここでビヨンデッタが眉まゆをひそめた。

「あれ？　でも私わたし達たちは召しよう喚かん師しや依より代しろだから、血族単位で第一線に立っているなら一いつ般ぱんの集まりなんて忘れ去られてしまうんじゃあ……？」

　ひらひら、と死んだクラゲのように座ざ卓たくへ黒くろ髪かみを広げていた蓮れん華げが力なく片手を振ふっていた。分かっていてもしゃべるな、特に何も知らない彼岸には。そんなサインだ。

　……冥めい乃の河かわ神じん社じや最大の功績は、浄じよう瑠る璃り方ほう式しきを利用した完全人工物の依より代しろを造り、自身の血族の中から輩はい出しゆつした優すぐれた召しよう喚かん師しと組み合わせる事で世に安定して戦力を供給するところにある。

　何だか難しい言い回しだが、ようは『作り手専門』の人間なら、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界に深く関わっていながら召しよう喚かん師しにも依より代しろにもならずに済む者も出てくる可能性がある。

　そういう意味では生あい憎にく、蓮れん華げと彼ひ岸がんのペアはどちらもどっぷり浸つかって一いつ般ぱん人じんから忘れられてしまう立場にあるが。

　ようやっと蓮れん華げは顔を上げて、

「……ま、この辺にある家は冥めい乃の河かわ姓せいばっかりだし、表札の名字が変わっていても親しん戚せき筋すじだったりするから、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界に落っこちた知り合いにも困らないんだけどね」

「過か疎そ化かが進む寒村の割に賑にぎやかなのはそういう事か。記録上の覚えてもらえる人口と実際に忘れ去られている数との間に開きがあるんだな……」

　ところで冥めい乃の河かわ神じん社じやは儀ぎ仗じよう兵へいを名乗る信しん奉ぽう集しゆう団だんの手によってギャンブル依い存ぞん症しようへ落おとし込こまれた両親が借金苦から一度は手放しかけた経けい緯いもある。辺りは親しん類るい縁えん者じやばかりという割に、一線を引いて付き合っているようでもあった。

　恭きよう介すけは少し考え、

「冥めい乃の河かわ神じん社じやの仕組みが分からない部分もあるから教おしえてほしいんだけど」

「うん」

「こういう取次って、当代の神官であろうご両親の頭あたま越ごしにお願いしても失礼にあたらないものかな。それとも、巫女みこ職しよくのあなた達たちの許可さえ取ってしまえば大だい丈じよう夫ぶなもの？　直通のホットライン一本か、網あみの目めみたいにラインが張はり巡めぐらされているかで変わってくる訳だが」

「だから、具体的に誰だれとの取次よ？」

　人造の存在そのものを彼ひ岸がんに明かしてはならない、とこの黒くろ髪かみの召しよう喚かん師しが考えている場合に備えて、恭きよう介すけは彼かの女じよの耳に口を寄せた。そして予期せぬ急接近に顔を赤らめる少女へそっと囁ささやく。




「（……人類初、世界最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しき。裏の神体として祀まつられている冥めい乃の河かわ葵あおいさんだよ）」




　ややあって。

「こっちこっち」

　双ふた子ごの片割れ、冥めい乃の河かわ蓮れん華げは一人で城しろ山やま恭きよう介すけとビヨンデッタを案内していた。金きん髪ぱつの彼ひ岸がんはほっぺたをお餅もちみたいに膨ふくらませていたが、大きな秘密を抱かかえる姉としては浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの詳しよう細さいについて知らせる訳にもいかない。よって蓮れん華げは彼ひ岸がんに向けて『テキトーにそうめん茹ゆでて地下の氷ひ室むろに置いてる漬つけ物もの切ってトウモロコシはいったんお湯に入れて熱を通してからしょうゆを塗ぬって網あみで焼いてテレビで高校野球の応おう援えんもしておいて』と怒ど濤とうのお使い連れん鎖さをぶっ込こんで台所へ縫ぬい止とめておく。

　冥めい乃の河かわ葵あおい。

　裏の祭神、裏の神体と言うからには表から見て分かる位置にはいないはずだ。

　黒くろ髪かみの巫女みこが導いたのは、一いつ般ぱんに知られる社しや殿でんの奥おく。祭さい壇だんの壁かべに掌てのひらを触ふれ、まるで忍にん者じや屋や敷しきのように壁かべごとぐるりと回ったその先だった。

　途と端たんに、ただでさえ涼すずやかだった辺りの空気が、いっそ凍いてつくように表情を変える。

「これは……」

「鍾しよう乳にゆう洞どう、ですかね」

　恭きよう介すけとビヨンデッタは注意深く奥おくへ奥おくへと広がる大空間を観察する。

　全体は白っぽい鉱物の壁かべで覆おおわれていた。滑なめらかな起き伏ふくに富む壁へき面めんとその上を伝う水すい滴てきのおかげで、何だか巨きよ大だい生せい物ぶつの腹ふつ腔こうに飛とび込こんだような気分にさせられる。

「ここ、湿しつ気けが多いから何気に管理が大変なのよね。隠かくし扉とびらの気密はしっかりしているけど、それでもうっかりすると隙すき間まからカビが忍しのび寄よってきたりするし」

　草ぞう履りを手にした蓮れん華げがそんな風に言っていた。

「靴はちゃんと持ってきてね。滑るから結構危ないのよ」

　そしてそんな光景を目で見て観察できる事からも分かる通り、ここには明かりがあった。工事現場にあるような鋼板と鉄パイプの足場に、階段代わりの斜ななめに立てかけられた梯子はしご。それらの一いつ環かんとして太いケーブルに繫つなぎ止とめられたハロゲン灯。遠くからごうごうと低い音が聞こえるのは、おそらくトンネル用の送風機か何かだろう。

「大おお仰ぎような隠かくし扉とびらはあるけど、洞どう窟くつ自体の出入口はそこらじゅうにあるのよ」

　答えは簡潔だった。

「ウチの祭神に繫つながるルートでもあるけど、他にも色々あるのよね」

「なるほど……秘密主義も善よし悪あしだね」

「ええまったく。私わたし達たちのご先祖様が考えなしに神域を置いちゃったらしいんだけど、その時はだだっ広い洞どう窟くつ坑こう内ないの全ぜん貌ぼうを把は握あくしていなかったらしくてね。意外とあっちこっちに出入口があるって後から気づかされたみたいなの。おかげで観光用、水すい晶しよう鉱こう山ざん、保存食だの埋まい蔵ぞう金きんだのの貯蔵庫などなど……とにかく今では色んなセクションがアリの巣みたいに結びついちゃって。各おの々おのの『発見者』が洞どう窟くつは一本道だと信じたままね」

　蓮れん華げは苦く笑しようしながら、

「洞どう窟くつの利用を禁じようにも召しよう喚かん師しの言い分なんて一いつ般ぱん人じんが記き憶おくに留とどめておける訳でもないし、止めようがないのよ。過去には穴を埋うめた事もあったみたいだけど、結局記き憶おくを保持できないって事は同じトコを延々掘ほり返かえされちゃうって話でもあるんだし。むしろ内部が勝手に迷めい宮きゆう化かするならそれもアリなんじゃないかなって事にもなってるけど。こっちもこっちで地下水脈を導いて強い湿気や急流で階層を区切るとか試しつつね。ま、ここで採れる水すい晶しようはウチの神じん社じやのお守りにも使われているから、強くは出られないって感じなのかもしれないわ」

　おそらく安全な道を選び続けると遠ざかってしまうであろう、巨きよ大だいな洞どう窟くつ湖この上を走る金属の橋を歩きつつ、そんな解説が続いていた。

　こちらについては冥めい乃の河かわ家けが資材を持もち込こんだのかもしれない。

　神職も大変だ。

「それにしても、こんなに広くて水も豊富なのに、コウモリとかヤモリとかの生き物が全くいないっていうのもゾッとしますねえ。火山性のガスとかじゃなければ良いですけど」

「ああ。それが目印の一つなのよ」

「？」

「他の坑こう道どうには普ふ通つうにいるみたいなんだけどね、生き物。裏の神体へと続く正解のルートだけは、特に忌き避ひ剤ざいを撒まいている訳でもないのに何故なぜだか生き物が寄り付かなくなるの。神域に配はい慮りよでもしているようにね」

　足場の悪い洞どう窟くつを三〇分ほど歩いた頃ころだろうか。

　狭せまく細い通路の一番奥おくに、ここだけ不自然に金きん箔ぱくを張りつけた分厚い鋼鉄の扉とびらが待っていた。両開きの扉とびらを彩いろどるのは成なり金きん趣しゆ味みではなく、おそらく水分を受けて錆さびるのを防ぐための措そ置ちだろう。鍵かぎはかえって値打ちがありそうな、何百年前から使っているかも分からないカバンのように巨きよ大だいな南なん京きん錠じよう。ただしこの手の鍵かぎだと、内側からは開けられそうにない。おかげで見み方かた次し第だいでは物ぶつ騒そうな座ざ敷しき牢ろうのように見えなくもなかった。賊ぞくの蛮ばん行こうを防ぐためでなく、邪じや悪あくな何かを逃にがさないようにするための。

「鍵かぎは？」

「何代目かがなくしたらしいわ」

　さらりと蓮れん華げは言ってのけた後に、無造作にアンティーク極きわまる南なん京きん錠じようを両手で摑つかむと、

「だから、こう、ここをひねって、中の金具を押おし上あげるの。斜ななめから……こう！」

　ガコッ！　と重たい音が響ひびいて本当に錠じよう前まえが開いてしまう。

　掌てのひらで古いテレビの角をぶっ叩たたいて調子を取とり戻もどすおばあちゃんのようであった。これでは何のための錠じよう前まえなのか分かったものではないが、だが一方であそこまで錆さびついた南なん京きん錠じようだと今さら正しい鍵かぎが見つかったとして素す直なおに挿ささるかどうかはかなり微び妙みようだ。ある意味ではアナログなキーピックもデジタルなサイバー攻こう撃げきも通用しない、一子相伝のセキュリティロックが完成してしまっているのかもしれない。

「この先に冥めい乃の河かわ葵あおい……ウチの神じん社じやの神体にして、ある意味でなら私のご先祖様がいるわ」

　蓮れん華げはそんな風に言っていた。

　人類初、世界最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきに対して。

「覚かく悟ごは良いい？　表に飾かざって集客に使えないのは、それなり以上の理由があるからよ。かなりの曲くせ者ものだから十分注意しておいてね」

　警告と共に、金きん箔ぱくで輝かがやく分厚い扉とびらが開いていく。

　両開きの先に待っていたのは……。




　　　　４




　それは周囲を威い圧あつする石造りの神しん殿でんか、あるいは中に閉とじ込こめたものを決して逃にがさない石せつ棺かんか。ともあれ、一辺二〇メートルのサイコロのように整えられた空間が広がっていた。もちろん召しよう喚かん師しや依より代しろならばこの数字を思おもい浮うかべた途と端たんにピンと来なければならない。

（……人じん工こう霊れい場じようの？）

　中米の水すい晶しよう髑髏どくろを、真面目に球きゆう形けい水すい晶しようを人の手だけで磨みがいて擦すり減へらして再現しようとすると何百年もかかるらしいが、だとすればこれだけのものを作るのにどれほどの労力がかかるのか。継つぎ目めのない六面と、人ひと肌はだよりも滑なめらかに磨みがかれた表面。有機と無機の印象が複雑に絡からみ合あい、まるで得体の知れない巨きよ大だい生せい物ぶつの腹ふつ腔こうに吞のまれたかのような錯さつ覚かくを与あたえてくる。

　似た空気を恭きよう介すけは知っていた。

（エジプト関係に精通していたセクルティティの神しん殿でんも、ミクロな宇宙とマクロな宇宙とを一室の中で重ね合わせていたか）

　だとすれば、冥めい乃の河かわ神じん社じやもまた一九九九年『第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』が発見されるより前、理論化や体系化が終わる前から経験と直感に基もとづいて世界を無自覚に歪ゆがめてきた先達だという事を証明しているのだろうか。

　トイドリーム35に顕けん現げんした神域には、銀ぎん髪ぱつと褐かつ色しよくの肌はだを持つ『守もり巫女みこ』が中心に据すえられて空間全てを支配していた。

　では今回の場合は？

「……、」

　石の鳥居。

　三段ほどの小さな階段。

　中央に据すえられた自じ販はん機き二つ分ほどあるかないかという小さな祠ほこら。

　その全てにネジや釘くぎの一本どころか、石材を積み上げたような継つぎ目めも存在しなかった。あたかも巨きよ大だいな岩がん塊かいを天てん井じようから垂れる水すい滴てきを使ってミクロン単位で削けずり出していったかのように、ただただ滑なめらかに連なる構造物が配置されている。

　そして開かれた祠ほこらの、わずかな最さい奥おう。

　そこに華きや奢しやで繊せん細さいな影かげが一つ、瞼まぶたを伏ふせ、穏おだやかに正座して佇たたずんでいた。




　似ていた。

　あの最大最悪の白い邪じや悪あくと、何もかも。




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　人類最古、史上初の浄じよう瑠る璃り方ほう式しき。

『白き女王』の似姿を取った、冥めい乃の河かわ神じん社じやの裏の神体。

　時そのものが止まっているかのように、その輪りん郭かくに動きはない。最低限の呼吸に合わせた胸の上下や、自らの意思では制せい御ぎよのできない筋肉の微び細さいな運動に至るまで。何一つ。

　これが人工物という事か。

　事前情報を頭の中に叩たたき込こんでいたにも拘かかわらず、恭きよう介すけの一〇本指の先からぞわぞわと得体の知れない何かが潜もぐり込こんでくるかのようだった。吞のまれかけている。フライングで先に答えを知っていてもこれなのだ、何も知らずに不意打ちでぶつかっていたら、そのまま首を折るために飛びかかっていたかもしれない。

　髪かみの毛け一本からその装しよう束ぞくまで。

　浄じよう瑠る璃り方ほう式しきは元来『優すぐれた依より代しろ』を生み出すための技術だった。そうなった理由はここに凝ぎよう縮しゆくされている気がする。ようは、彼かれらもまた白に平へい伏ふくし、かの存在を自分の手元へ呼よび込こむための器うつわを作るために出発していた事になる。

　そして同時に、かつてのアザリア＝マゼンタレインら『ガードオブオナー』が頑かたくなに浄じよう瑠る璃り方ほう式しきに執しゆう着ちやくしていたのも頷うなずける話であった。

　……完全人工物の召しよう喚かん師しや依より代しろを自在に組み上げる冥めい乃の河かわ一族は、しかしその稀き少しよう性せいに反して召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界でもさほど強い影えい響きよう力りよくは見せない。だがひょっとしたら、誰だれにも認めてもらえない悲劇の天才などではなく、彼かれらはすでに自ら燃もえ尽つきていたのかもしれない。よりにもよって、一番最初に『これ』を組んで完成させてしまった時点で。言ってしまえば、初めての登山でいきなりエベレストの山頂まで登のぼり詰つめたようなもの。記録としては破格かもしれないが、登山家としては悲劇だろう。以降、何に新しい刺し激げきを求めれば良いのか迷い続ける羽目になるのだから。

　腰こしまで伸のびる銀のツインテール。

　ウェディングドレスを華か美びに肉にく抜ぬきし、要所を銀の装そう甲こうで覆おおったような特とく殊しゆ装しよう束ぞく。

　そして可か憐れんと蠱こ惑わくとが矛む盾じゆんなく同居する、生身の人間ではありえない美び貌ぼうと肢し体たい。

　総じて。

　人には強過ぎる甘あまい毒どく。

『これ』が似姿でしかないのは、その髪かみや伏ふせたまつ毛へうっすらと積もった埃ほこりくらいしか証明してくれない。整った鼻の頭にある埃ほこりは揺ゆれていないから、おそらく呼吸の必要も感じていないのだろう。

「……『これ』が」

　ごくりと喉のどを鳴らして、恭きよう介すけは呟つぶやいていた。

「『これ』が、冥めい乃の河かわ葵あおい……？」

　呼応するようであった。

　祠ほこらの中でゆるりと正座していたそのツインテールへ、明確に何かが宿る。外からの力ではなく、内からの力で動き出しているのだ。廃はい屋おくで忘れられた骨こつ董とう品ひんのようにうっすらと埃ほこりが積もる瞼まぶたが、身じろぎにも似てわずかに震ふるえる。両の瞳ひとみが音もなくこじ開けられていく。

　永きにわたって呼吸を忘れていた薔薇ばら色いろの唇くちびるは、開口一番一体何を紡つむぐのか。

　全員が注視する中で、生ける伝説がついに動いた。




　ごとんっ!!　と。

　重たい音と共に、首や片手片足が雑に取れて崩れ落ちたのだ。




「ばっ……!?」

　あまりの出来事にさしもの恭きよう介すけも両目を見開いたところで、起きてしまった事態は変わらない。最初、ひとりでに落ちた首は外れた右の二の腕にぶつかって、しかし勢いを止められなかったのか、てんっ、てんっ、と短い段差を転がり落ちてくる。そのまんま恭きよう介すけ達たちの足元までやってきて、ようやっと顔を真上に向けたまま動きを止めた。

「ほほうかふぇーの給きゆう仕じ係がかりよ。身なりに似合わぬ白とぴんくのシマシマじゃが、それは何か深い事情でも抱かかえておるのかえ？」

「おっと」

　ビヨンデッタがそれなりに驚おどろいてミニスカートを片手で押おさえたものの、

「そして我わが後こう継けい機きたる小こ娘むすめよ、何も巫女みこさんじゃからと言って今日び素す直なおにのーぱんつを貫つらぬく必要はどこにもないんじゃがな」

「おおっとお!?　このポンコツ、ガラクタ!!」

　顔を真っ赤にした蓮れん華げが、あろう事か草履ぞうり履ばきのまま人類最古のナンタラカンタラをサッカーボールみたいに蹴け飛とばしてしまった。

　あっちこっちの壁かべにぶつかって何度も飛とび跳はねながら、しかし生首（？）は特に気分を害した様子もなく、

「むはははははは!!　呪のろうならさんざっぱら暇ひまを持て余しておるわしの神域へ踏ふみ込こんだ己おのれの短たん慮りよを悔くいる事じゃな。何しろ久方ぶりの客人なもんで手放しとうない、今こ宵よいは骨ほねの髄ずいまでむしゃぶりつくように遊あそび倒たおしてやるから覚かく悟ごせよ。おーまーえーここ最近は掃そう除じもおろそかにしておったじゃろー!!」

「いっ、色々事情があったのよ現世では!!　お金の話とか召しよう喚かん師しのお仕事とか。ていうかアンタがそんな感じで誰だれ彼かれ構わずちょっかい出してくるからお世話係さえ敬遠するようになってんでしょ!?」

「世せ俗ぞくの垢あかなど、意図して遠ざけられとるかごの鳥としては自じ慢まん話ばなしにしか聞こえんのうー。ぷんすかぷーん」

「とにかくっ!!」

　ガッ!!　と蓮れん華げは乱暴に足元の生首をわし摑づかみにすると、ずかずかと祠ほこらへ進んで取り残された胴体に片手片足を取りつけ、トドメに頭部をてっぺんにドッキングさせる。

「なんか大事な話があるみたいだから、モード切きり替かえてモード!!」

「後こう継けい機きの分際で随ずい分ぶんと上から目線じゃのう。このわしに挑ちよう戦せんしたいのならばせめてもうちょい胸と器うつわを育ててから参れ」

「……ッ!?」

　恭きよう介すけやビヨンデッタが頭の中で情報整理を終える前に、早くも顔を真っ赤にした蓮れん華げがもう一回葵あおいの頭を片手で毟むしり取とってしまった。

「誰だれだ私をこんな風にデザインした野や郎ろうはー!?」

「ま、モデルとして彼ひ岸がんに合わせて慎つつましくしておるという都合もあるのじゃろう。特とく殊しゆなヘキを持つ職人の作でなくて良かったのう、蓮れん華げ」

「黙だまれ彼ひ岸がんまでまな板に載のせるなほんと黙だまれ！」

「ぷっくく、まな板……何なに故ゆえこうもわざわざ鉄板の自じ虐ぎやくネタに走るのじゃ……」

「だだっだま黙だまれっばぶあッ!!」

　ずぼずぼりと生首を高速で突つき刺さしたり引ひっこ抜ぬいたり。

　あんな電球の交こう換かんより乱暴な手つきで何とかなるのかと恭きよう介すけは注目したが、どうやら何とかなってしまったらしい。首をコキコキと鳴らした銀のツインテールの美女が、両手を上へ伸のばして寝ね起おきのように背筋を伸のばしている。腐くさっても『白き女王』に似せているためか、意外と大きな胸がぐぐっと盛り上がっていくのが良く分かる。

「……何であれで問題なく動けるんだ？？？」

「テレビがまだブラウン管だった時代にはチョップで家電を直す古式武術の達人がいたそうですし、それこそ数百年来のガラクタなら衝しよう撃げき療りよう法ほうがテキメンなのでは？」

　ひそひそと囁ささやき合あう恭きよう介すけとビヨンデッタを放って、黒くろ髪かみの巫女みこは顔を真っ赤にしたまま生ける伝説へこう叫さけんでいた。

「ほらおばーちゃん、あの人ひと達たちムチャクチャ面めん倒どうな事に巻まき込こまれているみたいだから相談に乗ってやって！　そういうのご神体なら得意でしょ、日々拝おがみ倒たおされてお賽さい銭せんもらっている身の上なんだから!!」

「そう何度も繰くり返かえさんでも忘れんわい。ていうかわし裏の神体じゃから初はつ詣もうでも出番ナシなんじゃがな。ああーもっと活かつ躍やくしたい!!　隠かくしぼすは隠かくれてないとれあーじゃないのは分かるがたーいーくーつーなのじゃー!!」

　ぷくーと可愛かわいらしくほっぺたを膨ふくらませる冥めい乃の河かわ葵あおいは、一転して悪いた戯ずら好ずきの子供のような笑えみを浮うかべると大きな胸の前で両手の掌てのひらを合わせて、

「……ただまあ、『面めん倒どうな事』というのは引っかかるのう。何やら面おも白しろそうな匂においを嗅かぎ取とれる。どれ、退たい屈くつしのぎで聞いてやろうではないか。わしの無ぶ聊りようを慰なぐさめる程度の話をできれば、力を貸してやる事もやぶさかではないぞえ？」

　うっすらと舌先で己おのれの唇くちびるまで舐なめるその似姿は、あたかもとびきりのご馳ち走そうを前にしているようだった。

　実際のところ、願がん掛かけとはこういうものなのかもしれない。

　人間側が必死に通かよい詰つめて拝おがみ倒たおして願いを叶かなえてもらおうとしても、対する神の側に救済の義務はない。であれば、いかにして彼かれらの興味を引くか、というのが第一条件。正しいとか可哀かわい想そうとか、人間側の抱かかえる事情なんぞはパズルの材料でしかないのかもしれない。

　そして同時に、恭きよう介すけはようやっと意識上の混同から抜ぬけ出だす糸口を見つけられた気分になっていた。

　目の前の人物はどれだけ似ていても、『白き女王』当人ではない。

　彼かの女じよならそもそもこんな値ね踏ぶみするような言い方はしないからだ。城山恭介と共にあればその時点で最高に幸せで、世界に対してそれ以外の何も求めては来ないのだ。

　そっと息を吐はいて、改めて少年は生ける伝説と向かい合う。

「史上最強の暇ひま潰つぶしという面だけなら、おそらくこれ以上のものはない。そういう意味では拍ひよう子し抜ぬけで終わる事はないから安心してほしい訳だが」

「何じゃ、ふぇるまーの最終定理でも持ち出してくる気かえ？」

「……このおばあちゃん、得意満面な割には微び妙みように情報が古いんですよね。それもう前世紀末には解決しちゃってるんですけど」

「えっ、マジでか!?　結局あれどうなったんじゃ!!」

「この宗教的ひきこもりめ。つまりXn+Yn=Znのnが三以上の自然数だと正の整数解にはならないんですよ」

「いや答えは分かっておるがどう証明したのかという話で……」

「あーその辺メンドイからパスで」

「じゃからふぇるまーがその面めん倒どう臭くさがりでさんざん世界を振ふり回まわしたじゃろおおおおお!?」

　誰だれが何と言おうがメンドクサイのは事実なのだ。

　ウェイトレス服の両りよう肩かたに手を置いて鼻と鼻がほとんどぶつかりそうな（でもって大きな胸同士はとっくにぶつかっている）距きよ離りでの懇こん願がんが放たれたが、目を逸そらすビヨンデッタは全く聞く耳を持たない。

　そして今はノストラダムスの終末予言より前に解決してしまった問題の解説なんぞしている場合ではないのだ。

「ううむ、ふぇるまーの最終定理より難問となると一体全体この世界には何が残っておるのじゃ……？」

　対する恭きよう介すけの答えは一つだった。

「少なくとも、もっと刺し激げき的てきな謎なぞが」
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『では前まえ払ばらいの料金通りに。現場はリューさんの方で片づけておいて。こういうのは世界の警察「ガバメント」より暴力装置の集合体「イリーガル」の方が得意だろうしさ』




「……簡単に言ってくれるわねえ、あのウサギさんも」

　安やす請うけ合あいするんじゃなかったと、長い黒くろ髪かみに改造チャイナドレスの美女はくびれた腰こしに両手を当て、『現場』を眺ながめて、ちょっとだけ真しん剣けんに考え始めていた。前金で全額というのもこちらを逃にがさないための口実だったのだ。とはいえすでに恭きよう介すけから報ほう酬しゆうはもらってしまっているのでやるしかないが。

（これはもう、後で恭きよう介すけちゃんに全身マッサージでもしてもらおうかしら……）

　ちなみに場所は湾わん岸がん沿ぞいから海に向かって侵しん食しよくしたような巨きよ大だいアミューズメント都市トイドリーム35、そのまた港こう湾わんブロックにある馬ば鹿かデカいコンテナヤードだった。外資系企き業ぎようが地方再生と称しようして街ごと作つくり替かえるトイドリーム系には農業や工業など生産施し設せつはほとんどない。街全体を遊園地などのサービス業に集中させるのと、地方との軋あつ轢れきを防ぐため富を還かん元げんする意味で生産施し設せつを周辺衛星都市に任せ切っている節があるからだ。よってコンテナの回転数は一いつ般ぱんの都市部と比べても突とつ出しゆつしている。

　……つまり、怪あやしいモノが多少混じっていても見つかりにくい土ど壌じようがある訳だ。

　世間はカンカン照りの夏休みだが、海に面しているとは言っても港こう湾わんブロックに水着の男女が集まるとは思えない。表の光が強い分、コンテナの山で遮さえぎられた影かげは一層深みを増しているようにも見えた。

「てっ、てんちょー……？」

　と、背後から飴あめ玉だまを転がすように甘あまったるい少女の声が飛んできた。

　トイドリーム系では珍めずらしくもない、本物のメイド服を着た清せい掃そう作業員だ。複数の黒服を護衛としてつけているとはいえ、自身『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』の異名を持つ緑リユウ娘ニヤン藍ランがこうして無防備に背中を見せている事からも分かる通り、『イリーガル』の子飼いでもある。

「なあに、フランボワーズ」

　現場では本名を出さない。ある世界の鉄則だ。

　だからここでは店長とフランボワーズなのだ。

「うええっ……これって結局何なんですかね？　現げん場ば清せい掃そうなんて聞いていたから、てっきりいつも通り血だまりや弾痕をキレイにするお仕事だと思ってやってきたのにい」

「うーん……」

　小こ柄がらな金きん髪ぱつおかっぱメイド以外にも、同じ制服を着た少女達たちは揃そろって脅おびえた目をコンテナ内部へ向けていたが、改造チャイナドレスの美女も即そく答とうはしかねた。

　今日び港のコンテナにラボと言えば合成薬物と相場は決まっているもので、今さらその程度でいちいち驚おどろく『イリーガル』でもないのだが、これはそういう訳でもなさそうだ。四角い金属の小部屋の内側はどろりとした半はん透とう明めいのゼリーのようなものがへばりついており、天てん井じようからもゆっくりと糸を引いていくのが分かる。

　何か粘ねばつくものを詰つめていた、という話でもなさそうだ。

　むしろ、

（……コンテナの表面自体が侵しん食しよく、いいえ変質している？　言われてみればガラスの実験器具らしき名残なごりもあちこちに見られるけど。これは自ら喰くわれる事でガイドでもしていたのかしら。朝顔の蔓つるを伸のばすための棒切れというか、自ら摩ま擦さつで溶とけていく事で大たい気き圏けんからシャトルを守るアブレーションというか……）

「ま、何にしても依い頼らい人にんそのものに信用があるなら事情は深読みしないっ。リクエストはもらっているのでそのように。生物ベース、レベル３でお願いね」

「……死後二週間以上の腐ふ乱らん死し体たい想そう定ていでクリーニング、ですかあ？　ほんとにゴムの手て袋ぶくろくらいで大だい丈じよう夫ぶなものなんでしょうねえ」

「ほんとのほんとにまずかったらＶＩＰの私が素す顔がおのままコンテナの扉とびらを開けていると思う？　ガスマスクも密閉防護スーツもなしで」

　良いいですけど、と唇くちびるを尖とがらせながらも頷うなずいたフランボワーズは、それからパチンと指を鳴らした。

「メレンゲ、ショコラ、ママレード。洗せん浄じようレベルの最さい終しゆう確かく認にんが終わったので、いつも通り戦せん闘とう準じゆん備び。長なが靴ぐつ、ゴム手て袋ぶくろ、エプロンという偉い大だいな発明に今日も感謝しましょ」

「ほいほい」

「うら若き乙女おとめにメイド服を着せて汚お物ぶつの手て摑づかみを強要するだなんて、まったく背徳的なサービスよねえ」

「これ終わったらその場で取とっ払ぱらいでしょ。何食べるうー？」

　一度歯車が動いてしまえば早いものだ。

　ドカドカと長なが靴ぐつ姿すがたでコンテナへ踏ふみ込こんでいった本職のメイド少女達たちが得体の知れない粉末を振ふり撒まき、ゼリー状の謎なぞ物ぶつ体たいを冷えて固まった蠟ろうのように作り変えてから金属のヘラで剝はがして分厚い袋ふくろへ収めていく。プロの掃そう除じは発想の転てん換かんだ。どこか手品に似ていると改造チャイナドレスの美女は感想を抱いだいた。全身各所に刃は物ものを隠かくす暗器使いとしても親近感を覚える。

「それにしても……」

「はい何でしょてんちょー？」

「……いやあやっぱり、私わたし達たちは一体何の掃そう除じを頼たのまれているのかなあって」

「あはは、ですよねえ。シャイな依い頼らい人にんさんが何に遠えん慮りよしてもじもじしているのか分かりませんが、死体ならいっそ死体と言ってもらった方が覚悟も決まるんですけどねー」
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「よいせ」

　石の神しん殿でん、あるいは石せつ棺かんの中で、冥めい乃の河かわ葵あおいの声が響ひびいた。鈴すずのような可か憐れんに響ひびく声の高さと、時代がかった口調との間にあまりにも大きな乖かい離りがあるのだが、そこはそれ。

　しゅるりと衣きぬ擦ずれのような音が続いていた。

　製法不明な祠ほこらの裏手に回った女王の似姿は、遮しや蔽へいから細ほそ腕うでだけ出して指先で摘つまんでいた女王の装しよう束ぞくを床ゆかへ落としつつ、

「刺し激げき的てき刺し激げき的てきとは言うが、よもや出会って五分で脱ぬげと命じられるとはのう」

「語ご弊へい」

「ま、人の願いを無意味に叶かなえるのが神の役割だしのう。ほれ、こんなもんでよいのかえ？」

　祠ほこらの裏手から顔を出した冥めい乃の河かわ葵あおいは、ウェディングドレスを華か美びに肉にく抜ぬきして銀の装そう甲こうで覆おおったようなあの特とく殊しゆ装しよう束ぞくを脱ぬぎ捨すてていた。代わりに目にも鮮あざやかな白の小こ袖そでと緋ひ袴ばかまの巫女みこ装しよう束ぞくに着き替がえていたのだ。足回りは分厚いブーツであった。

　恭きよう介すけは息を吐はいて、自分の頭の横を人差し指で軽く叩たたいた。

「ほんとに呆あきれるほど過か敏びんじゃのう。これはもちろんネガティブな意味においてじゃが、かの女王はお主の血肉となっているのかもしれんな」

　葵あおいは葵あおいで指し摘てきされた通り、髪かみ留どめを外して銀のツインテールを解ほどく。流れるようなロングヘアが背中の方へ広がっていくと、確かに。未み踏とう級きゆうの中でも別格の頂点、最強の中の最強というあの純白よりも、黒くろ髪かみの巫女みこである冥めい乃の河かわ蓮れん華げとの共きよう通つう項こうの方が強く浮うかび上あがってくる。蓮れん華げ・彼ひ岸がんで双ふた子ごの姉し妹まいという事になっているが、何も知らずに並べると葵あおい・蓮れん華げでも姉し妹まいのように見えなくもない。

　冥めい乃の河かわ葵あおいは冥めい乃の河かわ葵あおいで、巫女みこ装しよう束ぞくの着こなしが少々気になるようで、しきりに両りよう肘ひじを畳たたんで脇わきを締しめるような仕草を繰くり返かえしていた。

　……つまりは、意外と大きな胸を左右から挟はさむような動きを、だ。
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「むむむ……。和装と大きな胸は相あい性しようが良くないからのう。何というか、引っかかりというか、取っかかりというか、とにかく何かが足りんのじゃ。じゃすとふぃっとせん！」

「ああそう」

「……なんというか、これほんとに召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦せん闘とうに耐たえられるのかのう。あんまりはーどに動くとボロンと飛び出てしまいそうというか」

　はあ、と黒くろ髪かみの巫女みこの蓮れん華げが息を吐はいて、

「そもそも着こなし間違えているのよ。何で肩出てるの？　中にあるべき赤の襦じゆ袢ばんを忘れてるからでしょ」

「む？　むむう？？？」

「ここで脱ぐなメチャクチャになる!!」

「いっつも同じ格好じゃったから意外と忘れとるもんじゃのう」

「まあ襦じゆ袢ばんがなくても派手にこぼれる事はないんじゃない？　今まで散々各地を駆かけ巡めぐったけどそんなアクシデントに襲おそわれた試ためしはないから安心なさい」

「蓮れん華げのようにさして揺ゆれるものがない者に太たい鼓こ判ばんを押おされてもじゃな……」

「私のスタイルを小こ馬ば鹿かにするって事は彼ひ岸がんのスタイルも小こ馬ば鹿かにしているっていう因果性を理解してものを言っているんでしょうね、ガラクタ!!」

　顔を真っ赤にしているところ申し訳ないが、恭きよう介すけにも事情があるのだ。

「あのう、そろそろ本題に入っても？」

「うむ！」

　全く無ぶ遠えん慮りよに大きな二つの塊かたまりを摑つかんだり持ち上げたりしながら、なおもしっくりこない顔で冥めい乃の河かわ葵あおいは告げる。

「……話は大体理解した。ようは『白き女王』を倒たおすには世間に出回っとるすたーたーぱっくだけじゃ足りんから、自じ分ぶん達たちで勝手に新るーる採用待望の第二弾だんぶーすたーぱっくを作っちまおうと、そういう話じゃろ」

「誰だれか表の方の神じん社じやへお賽さい銭せん代わりにトレカの束でも投なげ込こんだのかしら……？」

「じゃが既き存ぞんの依より代しろはすたーたーにしか対応しとらんから、手前勝手にぶーすたーのかーどを突つっ込こむと不具合が出るかもしれん。なので、そもそもぶーすたー対応の依より代しろもこっちの手で作っちまおう、と。ふむ、考え方自体は自然な成り行きじゃのう。……となるとやはり心臓、いいや血液に重きを置く事になるかのう……」

「ていうかちょっと待って！　えと、『ご先祖様』的には流れに乗っかっちゃって大だい丈じよう夫ぶな訳!?　何しろあの『白き女王』と敵対行動を取る事になるんでしょ!!」

「いやまあ、わしにはその恐きよう怖ふすら羨せん望ぼうに値あたいするんじゃが」

　確かに蓮れん華げの言う通り、恭きよう介すけやビヨンデッタはともかく冥めい乃の河かわ葵あおいに直接『白き女王』と戦う理由はない。世界を一個丸々デコピンで吹ふっ飛とばせるような破格の相手と敵対するには、彼かの女じよにとってあまりにハイリスクノーリターンのはずだ。

「わしは退たい屈くつを嫌きらう」

　だが似姿を捨てた浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの依より代しろはニタリと笑った。

　彼かの女じよは巫女みこ装しよう束ぞくの耐たい久きゆうテストをゆさゆさと繰くり返かえしながら、

「そして退たい屈くつを生む最たる原因は、わしがアレの似姿として創られたからじゃ。『白き女王』が最大最強である内は、わしはただ黙だまって置き物になっているだけで人がありがたがってくれる。なら、逆に。『白き女王』がくたばったら？　中身のない似姿など用済みじゃ。わしは何者にも縛しばられず、真しんに自由な一つの『個』として世界を歩けるようになるではないかえ？」

　未み踏とう級きゆう『大三角』の一角、何より己おのれの自由を重んじ頭を押おさえ付つけてくる『白き女王』を心底憎にくんでいる『黄の鰓えら』と似たような系統か。ただし、冥めい乃の河かわ葵あおいは『黄の鰓えら』と違ちがって貪どん欲よくに勝利を求めているのではない。退たい屈くつに倦うんで命いのち懸がけのスリルを求めているから、『白き女王』に楯たて突つく行こう為いそのものに魅み力りよくを感じている節があるのだ。

（基幹構造は『黄の鰓えら』寄り、破は滅めつ願がん望ぼうはビヨンデッタ寄り……。ファニーなふりして早々に快楽主義のネジの緩ゆるみっぷりが前に出ているではないか）

「なんか失礼な事考えてません、お客様？」

「お前相手だと何が褒ほめ言こと葉ばになるのか分かんなくなる事ばっかりだよ」

　呆あきれたように言う恭きよう介すけに、しかしビヨンデッタはわずかに目を細めていた。

　恭きよう介すけは眉まゆをひそめて、

「何か？」

「いえ。恭きよう介すけちゃんも変わったなあと思いまして」

「抽ちゆう象しよう的てき過ぎる訳だが」

「以前のお客様なら『分からない』なんてフレーズをそう易やす々やすと口に出す事はなかったと思うんですけどねえ。これもまた、己おのれの弱さを力に変えた結果ですか。愛うい愛うい」

「……、」

「悪い事ではないと思いますよ。ようは指折りで一から順番に数を数えていたローマ人がゼロの概がい念ねんと出会ったようなものですから。あるいはＸとかＹとかかな。分からないものを分からないままとりあえず先に進めるというのは、それだけ複雑な計算へ対処可能になったって事でしょう？　常々思っていたんですが、お客様は目の前にある数式を全部解いてしまうからこそ、あの悪あく趣しゆ味みな白から先を読まれやすくドツボにはまっていたんだと思いますよ。ウィルスメールだろうが何だろうが上から順に全部開けてしまうとでも言いますか」

「言葉がきついよ」

「失礼お客様、自重いたしますわ。良心がある間は」

『フリーダム』九〇〇番台のやり取りの合間に、向こうも向こうで話がまとまってしまったらしい。

　冥めい乃の河かわ葵あおいは、その作り物の肉体の中に宿る熱を持て余すような声こわ色いろでこう言い放ったのだ。

「ああ、この澱よどみ切きった安あん寧ねいの鎖くさりを断ち切れるならどのような力でも貸かし与あたえよう人間。じゃから代わりにわしをたすけておくれ。かの女王と重ね合わせられた事でどこにも羽ばたけぬこの身を解放するために」

　はあ、と恭きよう介すけは息を吐はいた。

　元から力は借りるつもりだった。『白き女王』も仕留めるつもりだった。なので断る理由は何もない。すでにブライズメイドの影が見みえ隠かくれしている以上、知識技術だけでなく直接的な戦力となる依より代しろも確保できればこれ以上の事は何もない。

　ただ、何かが引っかかっていた。

　奇き妙みような感覚の正体にひとまずＸを打うち込こみつつ、彼かれはこう呟つぶやいた。

「仰おおせの通りに」




　　　　７




　小さな刃は物ものでも、針の先でも、何だったら己おのれの犬歯でも構わない。

　召しよう喚かん師しは不測の事態に備えて必ず『お守り』を一つ用意しておくものだ。自分の指先の皮ひ膚ふを薄うすく切り、赤い血の珠たまを浮うかべるために。

　言わずもがな、召しよう喚かん師しと依より代しろが契けい約やくを結ぶのに必要なプロセスであった。




「召しよう喚かん儀ぎ礼れいを束ね導く『大三角』の一、『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』を介かいし血の盟約を結ぶ。汝なんじは確かな心と魂たましいを持つ人の身でありながら、今この時より万ばん象しようを受け入れる有限の器うつわとなる者なり」




　恭きよう介すけの場合は、薄うすい剃かみ刀そり刃ば。

　人差し指の先で膨ふくらむ、まるで宝石のように輝かがやく赤を冥めい乃の河かわ葵あおいへと差し向ける。

　その口元へ。




「汝なんじは器うつわを満たすその力を用いて、時に世界の理ことわりさえも曲げる空くう虚きよな王となる者なり」




　舌というより、唇くちびるに触ふれた。

　赤い珠たまは弾はじけて染しみ込こみ、少女の口内へと広がっていく。鉄てつ錆さびの味の浸しん透とうと共に肉体内部で霊れい的てきな窓口が次々開いていき、両者の魂たましいを強固に結び付けていく。

　清らかなる神体の背が大きく仰のけ反ぞる。

　露ろ出しゆつした肌はだに赤みが増し、作り物の肌はだから汗あせの珠たまが噴ふき出だし、誤ご魔ま化かしようのない女性の匂においを空間へ振ふり撒まいていく。




「ならばその器うつわを仕上げてみせよう。我は召しよう喚かん師し、人の世を飛び出す事もできず、しかし人の世を超こえた力を使し役えきして人の世を次なる時代へ導く傲ごう岸がんなる叡えい智ちの象しよう徴ちようなり!!」




　滞とどこおりなく全ては成功した。

　なのに恭きよう介すけは最後の瞬しゆん間かん、背筋に言いようのない何かが走るのを感じていた。

（っ？）

「……どうか、ハッ、したのかの……？　ふう……」

「いや」

　完全人工物の依より代しろと契けい約やくしたのだ。普ふ通つうとは違ちがう感覚に包まれるものなのだろうか。

「よろしく、冥めい乃の河かわ葵あおい。これであなたは、僕ぼくの依より代しろだ」

「おうとも。ふっふふ、置き物以外の実戦投入というのも久方ぶりじゃ。腕うでが鳴るのう！」




　　　　８




『フリーダム』の象しよう徴ちようである大三角の一つ『黄の鰓えら』の名前を使った契けい約やくを結び、恭きよう介すけは冥めい乃の河かわ葵あおいという依より代しろを手に入れた。

　黒くろ髪かみの巫女みこである蓮れん華げの案内で再び長い洞どう窟くつを抜ぬけて神じん社じやの社しや殿でんに戻もどってくると、すでに辺りは夕暮れのオレンジ色に変わっていた。そう長い時間話したつもりはないのだが、どうやら静せい謐ひつなあの神域は体感時間を狂くるわせる作用があったらしい。

「んんーっ、久方ぶりの実時間は心地ここちが良いいのう」

　まだ関節に多少の違い和わ感かんがあるのか、長い銀ぎん髪ぱつをたなびかせる冥めい乃の河かわ葵あおいはしきりに両りよう腕うでを上に上げて背筋を伸のばしている。そのたびに意外と大きな胸がぐぐっと盛り上がっていた。体と心に距きよ離りがあるというか、とにかく色々と無防備だ。

　恭きよう介すけは息を吐はいて、

「問題の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきについては？　できる事の限界を最初に知っておきたい。経きよう典てんがあればどこまでできるのか、あなたの助言が加わるとどんな壁かべを破れるのか。それによって、僕ぼく達たちが必要な依より代しろを手に入れるまでのハードルの数と種類も変わってくる訳だが」

「まあ待て、急ぐでないわ」

　ひらひらと葵あおいは掌てのひらを振ふった。

　ツインテールを解ほどいてストレートにした事も気になるのか、肩かたから首筋にかけてのしかかる長い髪かみを細い手で払はらうと自分のこめかみに人差し指を当て、

「お主の望む人じん造ぞう依より代しろは必ず調達しよう、このわしの名にかけてな。じゃからもうちょい外の空気を味わわせておくれ」

「……、」

「何を悠ゆう長ちような事を、とでも言いたげじゃな？　その通り!!　わしには人類の未来だの世界の行方ゆくえだのはどうでもよい。目の前の事象が暇ひまを潰つぶし退たい屈くつを散らすに値あたいするか、それだけで協力しておるのを忘れるなよ？」

　多くの神しん殿でんや寺社が高い山の上にあるのは下界を睥へい睨げいする事で威い厳げんを持つと同時に、参拝客が訪おとずれるまでの道のりを困難にする事で達成感を錯さつ覚かくさせるためだ、という学説がある。ようは登山やマラソンのハイを鳥居や仏像の神こう々ごうしさと重ね合わせようとしていた、とする珍ちん説せつだ。冥めい乃の河かわ葵あおいも同じで、大ボスまでの道のりに長い助走をつけて充じゆう足そく感かんをブーストさせようとしているのかもしれない。

「そんなの付き合っていられないぞ」

「別に何でも構わんが、凄すごんだところで何にもならんぞ。わしの首をひねっても蛇じや口ぐちのように知識技術が溢あふれ出でる訳ではない事を忘れてくれるなよ？　まあ『血の調整』については任せておけ、ふーふふーん☆」

　恭きよう介すけは苦い顔になった。

　こちらに妖よう艶えんな肢し体たいを寄より添そわせつつ、ビヨンデッタがこっそりと笑っている。

「……やっぱり楽には行きませんでしたね、お客様」

「お前もお前で何でほくそ笑えんでいるんだ。一いち蓮れん托たく生しようだっていうのは分かっているだろう」

　何であれ、全ての鍵かぎを握にぎる冥めい乃の河かわ葵あおいが『駄だ菓が子し屋やに行ってくるー』と子供みたいな事を言って外へ飛び出していこうとするので、とりあえず追おい駆かけるしかない。何しろ生首が転がっても問題なく動き回っていた事から、せめて普ふ通つうの要人よりも頑がん丈じようで警護しやすいとポジティブに考えるのみであった。

　ちなみに金きん髪ぱつの巫女みこの彼ひ岸がんは扇せん風ぷう機きの前にある座ざ卓たくに突つっ伏ぷして昼ひる寝ねしているようだった。その両りよう肩かたが規則的に、そして無防備に上下している。なんかお姉ちゃんがそうめんだの焼きもろこしだの大量に注文をつけていたが、一人で食べきれる量とは思えないのでおそらく彼かの女じよの両親などと一いつ緒しよに食べたのだろう。なので蓮れん華げの方も特に気負う事なく、表へ出て行った最初期の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきへ吞のん気きに声を掛かけている。

「車に気をつけるのよ、知らない人についていかないのよ、このタイミングで冥めい乃の河かわ勢ぜい以外の召しよう喚かん師しと依より代しろ見かけたら多分厄やつ介かいなよそ者だから超ちよう警けい戒かいするのよー」

「お主はわしを何だと思っておるのじゃー!!」

「……一人きりのおつかいが嫌いやなら徘はい徊かい老ろう人じん扱あつかいするけどどっちが良いいの？」

　ドスの利きいた少女の声に、小刻みに震ふるえる銀ぎん髪ぱつの巫女みこが恭きよう介すけの背中に隠かくれてしまった。どうやら葵あおいは元祖ナニナニにプレミアを感じる人種ではないようで、普ふ通つうにロートル扱あつかいされると堪こたえる心の持ち主らしい。

　よほど脅おびえているのか、少年の背中に大きな温かい塊かたまりを二つほど押おし付つけている事実も全く頭にないようで、

「お、おおう……。れでぃーに対する扱あつかいが正しく継けい承しようされておらんとは、後こう継けい機きの進化ぱたーんには若じやつ干かんの不安がよぎるのう」

「そうかな。この残念機があのしっかり者へと変へん遷せんしていったのなら、普ふ通つうに成こｕ……」

「大のオトナが本気で泣くトコ見たいのかえクソガキ？」

　これはこれで類を見ない脅きよう迫はくが飛んできたので恭きよう介すけは沈ちん黙もくする事にした。

　姿形だけなら『白き女王』と全く同じなので、いまいち距きよ離り感かんが摑つかみにくい。

　恭きよう介すけとビヨンデッタが素す直なおについていく理由は単純で、やはり閉じた石せつ棺かんの中での時間経過が気になっていたからだ。葵あおいがフェルマーの最終定理の顚てん末まつを知らなかったのと同じように、恭きよう介すけ達たちも外の情勢変化を摑つかみ損そこねている可能性がある。浄じよう瑠る璃り方ほう式しきを利用した人じん造ぞう依より代しろの調達は、一世一代の大勝負となる。万に一つも『白き女王』やブライズメイドに横よこ槍やりを入れられてはならないから、安全を確かく認にんしてから事に臨のぞみたいというのも事実であった。

『あれー？　こんな巫女みこさん神じん社じやにいたっけ？』

『むははわしは激れあじゃからな、そう簡単には現れん。こうして鉢はち合あわせられた幸運に感謝せねばならんぞ。ところで何ぞ騒さわがしいが祭りの準備でもしておるのかえ？』

『何で巫女みこさんが神じん社じやでやるお祭りの事知らないんだよ。やっぱりこの姉ちゃん怪あやしいぞ！』

『むははははははー!!』

　近所のガキンチョが無ぶ遠えん慮りよに言葉を投げかけてくる横では、目を丸くして作業の手を止めた老人達たちが銀ぎん髪ぱつの巫女みこを眺ながめて静かに拝んだりもしていた。どうやら彼かれらは多少なりとも冥めい乃の河かわの神事を理解しているのか、葵あおいの顔を知っているらしい。

　先を歩く冥めい乃の河かわ葵あおいの背中を眺ながめながら、

「……何かが気になるんだよな」

「どうしたんですか、お客様？」

　冥めい乃の河かわ神じん社じやを出て趣しゆ味み全ぜん開かいの商店街まで向かうまでの道すがら。夕焼けのオレンジで埋うめ尽つくされたような水田の中を突つっ切きる細い農道を歩く恭きよう介すけは、一歩先行く子供のような葵あおいの背中を眺ながめながらポツリと呟つぶやいていた。

　夕焼けのオレンジを照り返してキラキラと輝かがやく清流の上に架かかる小さな橋を渡わたっている最中だった。

『おらー!!　いつになってもクソ暑いと思って辟へき易えきしておったのに、随ずい分ぶん面おも白しろそうな事をしておるではないか。川遊びをするならわしも交ぜんか、こっから直接行くぞー!!』

『うわあダメだって底は浅いんだから……!!』

『あがっ!?』

『言わんこっちゃない!!』

　小さな子供達たちの膝ひざくらいしか水位がない時点で気づけば良いものを、巫女みこ装しよう束ぞくのままいきなり橋から飛び降りた冥めい乃の河かわ葵あおいが衝しよう撃げきにやられてぷかりと水面に浮うかんでいた。顔を上げた途と端たんにむははははー、という笑い声が出ているから浄じよう瑠る璃り方ほう式しきは頑がん丈じようだと判断するしかないが。

『しかしまあごっつい水みず鉄でつ砲ぽうを持っておるのう』

『これは静電気で水が曲がる仕し掛かけだからな。どこに逃にげても当たるわけ！』

『ほっ、ほーみんぐじゃと!?　水みず鉄でつ砲ぽうのくせに生意気な！』

『スマホレンズが顔かお認にん識しきで獲え物ものを追おい駆かけちゃうわけ!!』

『すまほかえ？　やはり時代が移ろうのは早いのう』

　びっちょびちょの透すけ透すけになった神秘の塊かたまりは浅い川底にぺたりとお尻しりをつけての女の子座ずわり。知らずに両の内うち腿ももの辺りへ透とう明めい度どの高い水を溜ため込こみつつ、しかし葵あおいも葵あおいでいつまでも黙だまってはいない。

『小こ癪しやくなガキどもめ……。真のモノノフに道具など不要。こうして、こう、二つの掌てのひらを合わせれば水みず鉄でつ砲ぽうの完成なのじゃー！』

『なっ、忘れられて久しい古こ式しき砲ほう術じゆつの使い手、だと!?　ぶはっ！』

『むはははははー!!』

　ジャンケンや鬼おにごっこと同じく、こういう掌てのひら水みず鉄でつ砲ぽうもみんな一いつ緒しよのように見えて微び妙みように地域性が滲にじみ出でるものらしい、と欄らん干かんから下を覗のぞく恭きよう介すけは適当な感想を抱いだいていた。恭きよう介すけにとって水遊びとなると、ビヨンデッタや城しろ山やま京きよう美み達と泳いだ『涙の湖』という屋内プールになるが。撃うったり撃うたれたり、途と中ちゆうからはせがむ子供達たちに葵あおいからのレクチャーが入って敵味方に分かれたり。散々遊んで満足したのか、あるいはより歯応えのあるライバルを求めたのか、冥めい乃の河かわ葵あおいは橋の上へ両手を振ふり回まわしながら笑って大声を張り上げてきた。

「お主もこっち来い！　ひゃー、やっぱり川の水は違ちがうのう!!」
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　これについてはひらひらと手を振ふってお断りする事にした。彼かれらの頭ず蓋がい骨こつはこの高さからゴツゴツした岩場に激げき突とつしても耐たえられるほど頑がん丈じようにはできていない。

　見た目は平和そのものの笑え顔がおで見下ろしながらも、

「何かがしっくり来ない。いいや、何もかもが順調ではないか。順調ではあるんだけど、何だろう？　必要なものが欠けているというか、当然あるべきハードルが見当たらないとでも言うべきか」

「考え過ぎではありませんか？　現に、ここに来るまで列車の乗のり継つぎを繰くり返かえして不平不満を洩もらしまくっていたはずでしょう」

「そうだ」

　恭きよう介すけが橋の上から身み振ぶりで行く先を示すと、あちこち眩まばゆい肌はだの色を透すかす葵あおいは名残なごり惜おしそうに川から出て岩場を上がってくる。

『姉ちゃんは祭りくんのか？』

『おうよ、楽しそうなもんにはとりあえず何でも首を突つっ込こむ性しよう分ぶんじゃからな！』

　そして当然のように着き替がえなんぞ考こう慮りよもしていないらしい。川遊びをしていた子供達たちと別れてさらに農道を歩いている葵あおいは吞のん気きなものだった。ロングスカート状の赤い袴はかまの裾すそを摑つかんで雑ぞう巾きんのようにぎゅうっと搾しぼって路上に透とう明めいな水を滴したたらせ、それでも飽あきたらず袴はかま全ぜん体たいを両手で摑つかんでバサバサ空気を叩たたき始はじめた。白い小こ袖そでから浮うかび上あがる眩まばゆい肌はだも、持ち上げた袴はかまの裾すそから大だい胆たんに飛び出した太ふと股ももの柔やわらかさもお構いなしの様子である。がっぽがっぽとゴムの長靴みたいな音を立てて革のブーツの足を動かしながら、

「びっちょびちょになったのう。まあ夕暮れとはいえこの暑さじゃ、商店街に着く頃ころにはすっかり乾かわいておるじゃろ」

「……甘あまい見積もりでなければ良いけど」

「それよりお財さい布ふは大だい丈じよう夫ぶなんですか。そのまんま水の中に飛とび込こんじゃって」

「むはは心配ない、わしのガマ口には小こ銭ぜにしか入っとらんからな！　お札もかーども縁えんがないしのう!!」

「別に自じ慢まんするような話でもないだろう、ほら」

「わぷっ」

　あちこち透すけて眩まばゆい肌はだを巫女みこ装しよう束ぞくの布ぬの越ごしに浮うかばせる銀ぎん髪ぱつの少女の頭へ、恭きよう介すけは素っ気ない調子で大きなタオルを放り投げた。

「感謝なら通りかかったおじいさんに。ま、視界から外れた途と端たんに忘れられてしまっているかもしれないけど」

「……何を気にしておる。所しよ詮せんは作り物じゃぞ？」

「でも気になるよ」

　恭きよう介すけがそう言うと、隣となりに並んで歩調を合わせた葵あおいは小さく笑った。

「ふふっ」

「？」

「いやいや何でもないぞ。ふふーふー」

　何だか横から寄りかかってくる冥めい乃の河かわ葵あおいだったが、そこでウェイトレス服の悪あく魔まが軽く咳せき払ばらいした。

「こほん。それでお客様、先ほどの話ですけど」

「ああ」

　彼かれらの歩いている農道は海側の浜はま辺べに沿って伸のびているようで、強い潮の匂においが嗅かぎ取とれる。遠目に見える水平線からは絶えず潮風が吹ふいてくるはずなので必ずしも稲いな作さくには向いていないように思えるが、この辺りは適度に負荷ストレスをかけて作物を強く育てる考え方なのかもしれない。

「……列車を乗のり継ついで褒ほう美び村むらまでやってきた、『そこまで』は正しかったんだ。どれだけ入念に計画を練ろうが実際にはアクシデントの一つ二つは必ず立たち塞ふさがるものだし。逆に言えば、『そこから』何かがおかしい。……区切りには一体何があった？　言うまでもない、ブライズメイドの召しよう喚かん師しとレプリグラス操そう兵へいがやってきた訳だが。後は驚おどろくほどスムーズで、でも、スムーズ過ぎるのが妙みように引っかかる。途と中ちゆうにあったハードルなんて冥めい乃の河かわ葵あおいが満足しないと先へ進めない事くらいか？　こっちはこう見えても『白き女王』を殺す切り札を手に入れようって言うんだぞ。宗教界を中心に世界の全部が敵に回ったっておかしくない状じよう況きようなのに……」

「……うーん。さんざっぱら『白き女王』に踏ふみつけられてきたせいで順調すぎるとそわそわするタチになったというか、きっちり教育されてそろそろご褒ほう美びでも欲ほしくなってきてんですかねえ？？？」

　矢印みたいな尻尾しつぽの飾かざりを左右に揺ゆらすビヨンデッタからの、トラウマすら抉えぐるような悪質なジョークにも恭きよう介すけはまともに応じない。思考はますます内向きに没ぼつ入にゆうしていく。

　一歩二歩と跳はねるように前へ出る葵あおいの背中を眺ながめながら、

（……あの時点から、何かのレールに載のせられていた？）

　生命のスープの如ごとき、無限の可能性を秘めた思考の最深に澱よどむ泥どろのような何かから、形のある答えを引きずり出そうとする。しかし足りない。見み極きわめるにはまだ情報が少な過ぎる。

（だがそれは何だ？　僕ぼく達たちをこの村に呼よび込こむ事で、ブライズメイド側にはどんな利が生まれるっていうんだ……）

　その時だった。

　前方を行く冥めい乃の河かわ葵あおいの背中が間近に迫せまっていた。

　彼かの女じよは何かを見て、足を止めていた。

　音が引いていく。

　あれだけかしましく楽しげだった声が消失し、空間全体が切り取られたような静せい寂じやくに包まれていく。

「……？」

　恭きよう介すけもまたぶつからないように葵あおいの細い肩かたへ両手を置いて立ち止まり、そして元げん凶きようへ目をやった。

　海沿いの細い農道が交差する、どこにでもありそうな十字路だった。

　逢おう魔まが時とき、そして四よつ辻つじ。

　いずれも怪かい異いが根付くその場所に、何かの儀ぎ式しきのように『それ』は佇たたずんでいた。

「な、に？」

　両手で麦むぎわら帽ぼう子しのつばを摘つまんだ少女だった。

　胸元には薄いピンクの薔薇ばらの飾り。

　身長は一三五センチあるかないか。

　長い金きん髪ぱつを二本三つ編みにして背中側へ流すその小こ柄がらな少女は、深い青の学校の水着を中心に、首回りと肩口しかない飾り襟や短すぎるプリーツスカート、白に花柄のパレオなどで着飾っていた。その目元は大きな麦むぎわら帽ぼう子しのつばが邪じや魔まになって見えなかった。だがピリピリとした得体の知れない痛みが恭きよう介すけの額を中心に全身の皮ひ膚ふへと行いき渡わたっていた。

　肩かた口ぐちから袈け裟さにかかっているのは、一本の太い鎖くさり。

　脇わきに下がったブランドバッグのようなものの正体は、あまりにも大きな錠じよう前まえだ。

　言わずもがな、拘こう束そくと束そく縛ばくの象しよう徴ちよう。

　依より代しろが自己の精神を戒いましめ、怨おん霊りようや邪じや悪あくな精せい霊れいから身を守るための防ぼう御ぎよ手しゆ段だんである。

「今現在、この星にある道は舗ほ装そうされたものだけでも七〇億一〇八九万一七五〇本。各おの々おのの道が交差する地点は一二〇九億七〇六七万二八九四個。さあて、道を歩く人と人とがたまたまの偶ぐう然ぜんで鉢はち合あわせる確率はおいくらでしょう？」

　あれはまずい。

　何か見てはいけないものだ。

「でも、私とお兄ちゃんはこうして再び顔を合わせた。さては書しよ物もつ占うらないみたいに自じ我がの選せん択たくが甘あまかったかな。もうちょい意思の力が強ければ違ちがった結果にズレたかもしれなかったんだけど」

　直感がそう囁ささやいているのではない。判断基準は経験の中にあった。ようは場所の問題なのだ。広い広い地球という惑わく星せいの中で、この褒ほう美び村むら以外の座標であれば諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいしていたかもしれない。

　そう、冥めい乃の河かわ蓮れん華げもこう言っていたではないか。

　このタイミングで冥めい乃の河かわ勢ぜい以外の召しよう喚かん師しや依より代しろがいたら、そいつはかなり怪あやしい。恭きよう介すけ達たちの抱かかえた事情を考えれば、女王の信しん奉ぽう集しゆう団だんブライズメイドの一員である可能性が極きわめて高い、と。

　だから。

　もしも『ここ』で理由もなく出会ってしまったとしたら、その人物は誰だれであれ……、




「あはっ☆　これも最強の中の最強、『白き女王』に毎日お願いしていたおかげだよねっ、お兄ちゃん!!」




　両手で麦むぎわら帽ぼう子しのつばを持ち上げて、はっきりと少女の顔が露あらわにされる。

　途と端たんに城しろ山やま恭きよう介すけの全身が総毛立った。

　彼かれは知っているのだ。

　かつて助けた少女アリスの一人。そして完全に別れたはずの誰だれか。

　中でも小さな雛鳥を想起させる人物。

　雪のように白い肌はだを誇ほこる、いっそ妖よう精せいじみた何者か。

　城しろ山やま恭きよう介すけは信じられないものを見るような目で、わななく喉のどを動かしてこう呟つぶやいていた。




「……オリヴィア……ハイランド……？？？」
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　オリヴィア＝ハイランド。

　城しろ山やま恭きよう介すけの『引退表明』前に契けい約やくしていた依より代しろの少女。

　東とう欧おう、Ｆ国の第一王おう位い継けい承しよう者しやではあるものの、国家そのものが政変により王制が倒たおれてしまったため命を狙ねらわれる事に。最後の君主であった母の消息を確かめるべく、城しろ山やま恭きよう介すけと契けい約やくを結ぶ。

　当初は手負いの獣けもののようであったが、恭きよう介すけと接していく内に元来の天てん真しん爛らん漫まんな気質を取とり戻もどす。また、『白き女王』や『大三角』を中心とした未み踏とう級きゆうの存在を信じ切っている節があり、恭きよう介すけと共に戦火の傾けい国こくを駆かけ抜ぬけている間も頻ひん繁ぱんに『白き女王』に祈いのりを捧ささげている姿が確かく認にんされている。

　表向きは外資系企き業ぎようを多数誘ゆう致ちしたために多様な価値観が流入した事が、閉へい塞そく的てきな王制に対する反発を招く起き爆ばく剤ざいとなってしまった……という報告もあるが、実際には召しよう喚かん儀ぎ礼れいにまつわる『裏』の仕事人の暗あん躍やくを確かく認にん。彼かれらは王家の宝と目される『白光の陣じん』の略りやく奪だつを企き図としていたものと推測される。

　詳しよう細さいは不明だが、破けばたちまちに『白き女王』を呼び出す事ができるとの伝説を持つこの宝を巡めぐって、恭きよう介すけ・オリヴィアを含ふくむ複数の召しよう喚かん師しと依より代しろが見えざる戦争を繰くり返かえしたとされている。

　のちに、王家の宝とはＦ国の民衆を示す事が判明する。




　雪と氷に守られた美しき大地を引ひき裂さく逆ぎやく賊ぞくが現れた時、『白き女王』が鉄てつ槌ついを下す。




　この戦いの顚てん末まつがどうなったのかは記録が紛ふん失しつしているため正確に追うのは難しいが、現実として今日のＦ国は王制を取とり戻もどしている他、未み確かく認にん情じよう報ほうで良ければ戦火の瓦が礫れきの中で涙なみだを流して抱だき合あう母娘を目もく撃げきしたらしき証言がちらほらと見て取れる。

　ちなみに、オリヴィア＝ハイランドに付き従って王制を取とり戻もどした召喚師ようへいの肉声が残されているので、ここに追記しておく。




『……それで正義を気取っているつもりかよ、女王』
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「な、んで」

　質問を放った瞬しゆん間かんから、城しろ山やま恭きよう介すけはすでに答えを理解していた。

　しかし無意味な言葉の放出を止められなかった。

「何で、あなたがここにいるんだ。ここへ来る事ができたんだ!?」

「あはっ。なーんだ、昔みたいに愛あい称しようで呼んでくれないんだ。ヴィアって」

　屈くつ託たくのない笑えみ。

　あの頃ころと同じ、邪じや悪あくさの欠片かけらもない、太陽にも似た天てん真しん爛らん漫まんなその笑え顔がお。

　危なっかしく水着や肌はだの色を見せつけつつ、オリヴィアは即そく答とうする。

「そんなのもちろん、新しく召しよう喚かん師しと契けい約やくして記き憶おくと認にん識しきを取とり戻もどしたからに決まっているじゃない」

「……ッッッ!!!???」

　どこの、誰だれに。

　たったそれだけで、致ち命めい的てきに歩むべき道を違たがえてしまった事を思い知らされる恭きよう介すけ。

　彼かの女じよの母親であるＦ国の君主とて歴戦の依より代しろだ。つまり恭きよう介すけが契けい約やくを切っても母の顔を見るたびにあの世界を思い出してしまう。だからそうならないように、かの君主だって娘むすめが世界の真実をきちんと受け入れられるまで、その身み柄がらを乳母うばに預けて遠ざけていたはずなのに。

　全てが水すい泡ほうに帰した。

　世の悪意は容易たやすく人の積み重ねを突つき崩くずす。

「お兄ちゃんたらひどいんだ。あれだけ背中を預け合ったのに私の事情を解決したくらいで記き憶おくを奪うばって広い世界にポイ捨てしちゃうだなんて。私の人生はあそこで終わりじゃないんですよー？　お兄ちゃんの見ていないところで悪い虫がついちゃったらどうするの？？？」

　まさに今。

　そうなっている事に全く気づかずに、

「でもやっぱり未み踏とう級きゆうの頂点、最強の中の最強は違ちがうよね！　こうして使者の人間を呼びつけて、私の記き憶おくを呼よび戻もどして、もう一回お兄ちゃんと巡めぐり会あわせてくれる機会をくれたんだもの!!　やっぱりすごいなあ、『白き女王』は格好良いなあ!!」

　そして何もかもがあの頃ころと同じだった。

　身も心も無防備極きわまる彼かの女じよは疑う事を知らない。『白き女王』は表の伝承通りの光こう輝き、正義、善性の擬ぎ人じん化かだと信じて全く疑わない。

　ある意味で、歪ゆがみを感じながらも構わずついていったアザリア＝マゼンタレイン達たちとはまた違ちがった人種だ。女王の信しん奉ぽう者しやでありながら、ドロドロした粘ねばり気けを微み塵じんも感じさせない。

「何だか話についていけないんですが……」

「うむ」

　と、一番の当事者である恭きよう介すけより先に、ビヨンデッタと冥めい乃の河かわ葵あおいの歯車が回り始めていた。

　そう、事情を知らない者からすれば、

「長話も何ですし、とっとと片づけてしまえばよろしいのでは？」

「待てビヨンｄ




「あは。させると思う？？？」




　飴あめ玉だまを転がすようであった。

　コロコロと屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべて麦むぎわら帽ぼう子しを被り、薄い胸元に薔薇ばらの飾りをつけたオリヴィアが宣告した時には、すでに終わりの始まりは致ち命めい的てきに迫せまってきていた。

　最初、それは流星雨のように夕暮れの空を彩いろどっていた。

　だが実際には海岸線に沿って走る農道をまたいで向こうからこちらへ、海側から山側へ規則性のある流れを作っている事が分かった途と端たん、恭きよう介すけの心臓がギリリと明確な痛みを放った。それこそ天てん蓋がいを隙すき間まなく埋うめ尽つくすような無数の光の正体が見て取れたからだ。

「安物の多連装ロケットシステムだよ。まずは上陸前に沖おきから地じ均ならしするんだって」

　笑う。

　笑って笑って笑って、そして学校の水着を中心に飾り襟や短すぎるミニスカート、花柄のパレオで着飾ったオリヴィアは悪夢の答えを放つ。

　真夏にぴったりの顔で。

「親おや爆ばく弾だん子こ爆ばく弾だん孫まご爆ばく弾だんで、二〇発ワンセットが最終的に一万八〇〇〇発に分ぶん裂れつするんだったかな。三〇キロ四方の広域面制圧想定だから二セットもぶちかませば戦車中隊を二つ三つ壊かい滅めつさせられるんだけど、結構不ふ発はつ弾だんも多いらしいから気をつけてね。お・に・い・ちゃ・ん☆」

　この村には。

　多くの子供達たちがすぐそこの川で遊んでいるはずだった。葵あおいが道を歩けば老人達たちは祭りの準備の手を止めて静かに拝んだりもしていた。そもそも神じん社じやの方ではもうすぐお祭りがあって、誰だれもがささやかな行事に胸を躍おどらせていたはずだ。

「オリヴィア……ッ!!」

　だけど文句を言っている暇ひまもなかった。

　トゲだらけの吊つり天てん井じようのように、殺意の天てん蓋がいが落ちてきた。




　　　　２




　ドガどわどわどわバガドゴずどずどドガドガどわドガどぼドガドガッッッ!!!!!!　と。
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　それは、狙ねらった目標の頭の上へ落として爆ばく破はするというよりも、あらかじめ決められた範はん囲いの土を丸ごと掘ほり返かえしていくような破は壊かいであった。

「っ!!」

　砲ほう撃げき到とう達たつの瞬しゆん間かん、何はともあれ恭きよう介すけとビヨンデッタの二人は巫女みこ装しよう束ぞくを纏まとう銀ぎん髪ぱつの少女、冥めい乃の河かわ葵あおいに覆おおい被かぶさって水の抜ぬけた水田へと飛とび込こんでいた。

　しかし実際には、転がる過程で身を翻ひるがえした葵あおいの方が恭きよう介すけ達たちを上から押おさえ込こむ格好を選んでいた。完全人工物なのにその存在には重みやぬくもりがしっかりと存在した。爆ばく風ふうの壁かべにぶつかればいとも容易たやすくひしゃげて吹ふき飛とばされるのも同じ。にも拘かかわらず彼かの女じよの行動には躊ちゆう躇ちよがない。腐くさっても人を守るために創られた神体か。

「まったく、れでぃーの頑がん丈じようさが活いきる時代が来るとはのう!!」

　ここで冥めい乃の河かわ葵あおいが失われれば『白き女王』打だ倒とうへの道も失われる。だが葵あおいは葵あおいで目先の命を助ける事でいっぱいいっぱいらしい。

　対して。

　土中のミミズごとトラクターの回転刃に巻まき込こむような破は壊かいの嵐あらしが席せつ巻けんしているにも拘かかわらず、学校の水着を飾り襟やパレオ、ミニスカートなどで着飾った麦むぎわら帽ぼう子しのオリヴィアはその場で伏ふせてすらいなかった。

　せいぜいが両手で麦むぎわら帽ぼう子しのつばを軽く摘つまんでいる程度だ。

　暴風と呼ぶにも生ぬるい空気の塊かたまりが少女のパレオやミニスカートをはためかせ、眩まばゆい太ふと股ももや半はん袖そでの奥おくの腋わきを露あらわにしていく。

　その眩まばゆい色しき彩さいはまさに聖域だった。

　たった一つ、赤いかすり傷のラインさえも許されない。

「よし、よし、よし。地じ均ならしが終われば次は揚よう陸りく隊たいね。ホバーエッジには頑がん張ばってもらいませんとにゃーん」

　あくまでも四よつ辻つじの真ん中に突つっ立たったまま、彼かの女じよは吞のん気きに囁ささやく。

　爆ばく風ふうにさらされる環かん境きようでは直立しているか伏ふせているか、これだけで五〇％以上死亡率が変動するという分かりやすい計算が終わっているにも拘かかわらず、だ。

　未いまだ大量の爆ばく発はつ物ぶつが降り注ぐ中、遠くに見える水平線から何かが迫せまる。等とう間かん隔かく横一列に並んで陸地へ突とつ撃げきしてくるのは、おそらく大量の召しよう喚かん師しや操兵を積んだ巨きよ大だいなレプリグラス達たちだ。

『解放された創造性リリースドクリエイシヨン』によって既き存そん動植物の構造を無視しているので何の参考にもならないが、敢あえて恭きよう介すけの主観を優先すれば、それは地面すれすれを走るスポーツカイトのお化けのようにも見えた。不気味な複眼で正確に地形を走査し、大型のプロペラで推進力を得る凧たこがあればの話だが。もちろん言うのは容易たやすいが実際には難しい。水陸両用の便利な乗り物というイメージが強いエアクッション系だが、砲ほう撃げき直後で倒とう木ぼくや鉄筋があちこちから飛び出した瓦が礫れきの中ではあの手の乗り物を走らせると空気で膨ふくらませた風船フロート部分を傷つけてしまう恐おそれがあるからだ。おそらくエアクッションやグライダーなどいくつかの特とく徴ちようを矛む盾じゆんなく組み合わせ、その時々に合わせて高さを調整しながらスムーズに高速移動できるように調整されている。

「大だい丈じよう夫ぶ、怖こわがらなくたってお兄ちゃん達たちには当たらないと思うよ？」

　一万八〇〇〇発もの雨の中。わずか一〇歳前後の少女の言葉に、ウェイトレス服の悪あく魔まの顔が強こわ張ばっていた。

「う、そ……でしょう。誘ゆう導どう性せい能のうを持たない面制圧のロケットですよ!?　安物のＧＰＳ握にぎっていれば弾体の方から避さけてくれる訳じゃない、範はん囲い内ないにあるモノ全てを平等に爆ばく破はしていくはずなのに!!」

「だってここはそういう世界だもの。お兄ちゃんならそろそろ気づいているよね？」

　期待を込こめた熱視線を受けて、水のない水田へ転がった恭きよう介すけは歯は嚙がみした。

　彼かれは胸の内から湧わき立たつ発想をそのまま口に出した。

「……そういう事か」

「お兄ちゃんの望んだ世界、だよ？」

　それは一体誰だれの手によるプレゼントなのか。

　ブライズメイドという信しん奉ぽう者しやか、さらにその上に立つ『白き女王』当人からか。

「だがどうして召しよう喚かん師し達たちの戦いに村の人ひと達たちを巻まき込こんだ？　僕ぼく達たちを殺せないと分かっている攻こう撃げきなら最初から実行する必要さえなかったはずだ!!」

「ええー、お兄ちゃんが教えてくれた事なんだよお？」

　どこか甘あまえるような、拗すねるような、とにかく人の注目を集めようとする子供の打算があった。だが言われた言葉の意味を理解して、恭きよう介すけの背筋に嫌いやなものが走る。

　構わず、あくまでも純じゆん粋すいに、屈くつ託たくなく、オリヴィアはこう続けた。

　爆ばく風ふうで翻ひるがえる短いスカートや花柄のパレオもその奥に覗く眩い太股も気に留とめず、だ。

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいで戦う時は、一いつ般ぱん人じんを巻まき込こまないよう気をつける事。必要があれば彼かれらを遠ざけ、危険な戦場を隔かく離りするよう努める事。みーんなお兄ちゃんが守ってきたルールじゃない？」

　だから、実行した。

　一いつ般ぱん人じんを戦場から『消した』。

「狂くるってるよ、オリヴィア……!!」

「そうでもないのじゃ」

　意外にも、口を挟はさんだのはロケット弾だんの爆ばく風ふうから身を挺ていして恭きよう介すけ達たちを庇かばおうとした冥めい乃の河かわ葵あおいだった。彼かの女じよは作り物とは思えない心音を抱かかえた恭きよう介すけやビヨンデッタに押おし付つけつつ、

「この褒ほう美びの地は腐くさっても召しよう喚かん師しの一族、冥めい乃の河かわの血筋が統すべる戦せん闘とう集しゆう落らくじゃからのう。この辺りは地下の氷ひ室むろで有名なのじゃが、それらを繫つないで巨きよ大だいなとんねる網もうを構築しておる。専門の、ばんかーばすたあ？　とかいうのでもない限り生いき埋うめにされる事もなかろうよ」

「でも恩おん恵けいに与あずかれるのはほんの一部だろう!?　大部分は召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界の外にいる民間人ではないか！」

「意識誘導じゃよ。一いつ般ぱん人じんは召しよう喚かん師しや依より代しろを視界から外すとその記き憶おくを失ってしまうが、どう整合性を合わせるかは当人の気質に委ねられる。なら、逆に言えば暗示などであらかじめ配線を決めておけば、おかしな事が起きた時に無意識の内に避ひ難なん行こう動どうを取らせる事もできるのじゃ」

「ふふんふーん、良かったねえお兄ちゃん。褒美村じゃなかったら『不殺王』は返上だったねえ？」

「……、」

　その一言を言う。

　それだけのために。

「……ただしそれを笑って許せるかどうかは話が別じゃ。せっかくの祭りも台無しにしおって」

「やだなー、私は私なりの方法で女王とお兄ちゃんをくっつける事しか頭にないんだけど。それは、いちいち誰だれかに許可を取るような話じゃない」

　いいや、そもそもブライズメイドが、『白き女王』が、かつて恭きよう介すけの救ったオリヴィア＝ハイランドを仲間として引き入れた事自体。

　……全ては城しろ山やま恭きよう介すけの信じてきた『安全地帯』を木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいするために。

　そこにあった笑え顔がおも、小さいけれど村のみんなが楽しみにしていたお祭りの準備も、何もかもメチャクチャにして。

　お互たがいを知しり尽つくしているというのも問題だ。こうも大おお仰ぎようで、無む駄だに満ちて、しかも確かにピンポイントで恭きよう介すけの心を抉えぐってくる攻こう撃げきもそう見当たらない。

「けどまあ、これでお兄ちゃんも逃にげられなくなったよね？　建物は片かたっ端ぱしから崩くずして物もの陰かげらしい物もの陰かげは奇き麗れいに撤てつ去きよしたし、人の森に隠かくれる事も叶かなわない」

「オリヴィア……」

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦いは地形に依い存ぞんする側面もあるんだし、これで条件を五分に整える事も完かん了りようした。さあ、お兄ちゃん。邪魔者のいなくなった世界で存分に戦おう？」

「オリヴィア＝ハイラぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああンド!!!!!!」

　優やさし過すぎる葵あおいのぬくもりを引ひき剝はがすように恭きよう介すけが叫さけんで起き上がった時には、世界は一変を終えていた。

　多くの自然が残り、夏の初めでも爽さわやかな風が吹ふいていた心地ここちの良いい田舎いなかの原風景はどこにもない。全ては黒土色に掘ほり返かえされ、灼しやく熱ねつの炎ほのおが渦うずを巻き、夕暮れの空も真っ黒な煙けむりに汚よごされ尽つくしていた。

「お兄ちゃんがいけないんだよ」

　まるで、かつて少女アリスと共に駆かけ抜ぬけた血と硝しよう煙えんの渦うず巻まく内戦地そのものだ。

　いいや、オリヴィアこそがその時代へ戻もどりたがっているのか。

　豪ごう雨うのような爆ばく撃げきが一段落ついた段階で、オリヴィアはその両手を麦むぎわら帽ぼう子しからそっと離はなした。ほっそりした両の手が何物からも解放されていく。

　それはあたかも、妖よう精せいの羽のようにも見えた。

　自由の空を手にした存在が語る。

「『白き女王』を倒たおそうだなんて。あんなに奇き麗れいですごくて強くて優やさしくて格好良い存在の素す晴ばらしさが分からないのは、きっとお兄ちゃんが『白き女王』をまだまだ知らないからに決まっているもの。だめだよーもっと広い目で世界を見なくちゃあ」

「……、」

　釈しや迦かに説せつ法ぽう、とはまさにこの事だ。

　城しろ山やま恭きよう介すけを差し置いてあの極大の純白について講こう釈しやくを垂れる少女は、己おのれの間ま違ちがいに気づく素そ振ぶりすらも見せてはくれない。

「だから、思い知らせてあげる。『白き女王』がどれだけ強いか分かれば、お兄ちゃんだって考えを改めてくれるよねっ!!」

　言葉と同時だった。

　ついに海岸線の浜はま辺べに巨きよ大だいなスポーツカイトに似たレプリグラスの塊かたまりが次々乗り上げ、腹の中に溜ため込こんだ大量の召しよう喚かん師しや操そう兵へい達たちを戦地へ吐はき出だしていった。

「チッ!!」

　その時。

　復ふく讐しゆうの悪あく魔まビヨンデッタの脳のう裏りに浮うかんだ情報は簡潔だった。

　・オリヴィア＝ハイランドは城しろ山やま恭きよう介すけのパートナーだった。つまり『依より代しろ』である可能性が極きわめて高い。

　・オリヴィア＝ハイランドは単独行動している。ペアとなる召しよう喚かん師しと合流されると脅きよう威い度ど判定は跳はね上あがる。

　・第一陣じんのロケット斉せい射しやが終わり、地じ均ならしが済んだタイミングでブライズメイドの揚よう陸りく隊たいが大挙してやってきた。その中にオリヴィア＝ハイランドと組んでいる召しよう喚かん師しが紛まぎれている可能性は決して低くない。

　以上の事から、彼かの女じよが選せん択たくした行動もまた明快であった。




　合流される前に今すぐ射殺する。




　ウェイトレス服のミニスカートを翻ひるがえすビヨンデッタの扱あつかう二つ折りのブラッドサインは、ボルトアクション式の狙そ撃げき銃じゆうとしての役割も兼かねている。そして防護円展開前なら励起手榴弾インセンスグレネードを投なげ込こむよりこちらの引き金の方が速い。狙そ撃げきライフルらしからぬ、西部劇じみた早はや撃うちの要領で構えた時にはすでに人差し指を動かしていた。

　いかに依より代しろだろうが、人間は人間だ。

　召しよう喚かん師しと結びついて被召物マテリアルを体内に招く前であれば、皮ひ下か脂し肪ぼうの薄うすい未完成のボディラインでライフル弾だんを押おさえ付つける事はできない。自ら高速回転する事で安定性を得た鉛なまりの凶きよう器きは速すみやかにオリヴィアの体内構造を押おし潰つぶし、蹂じゆう躙りんし、無む慈じ悲ひに貫かん通つうしていく事だろう。

　が、

「おいよせ相手は童わらべじゃ、オトナ気ない」

「ッ!?　ああもう!!」

　いきなり横から無造作に伸のびた細い手がビヨンデッタの銃じゆう身しんを摑つかみ、ぐいっと真上へ向けたのだ。冥めい乃の河かわ葵あおいであった。袖そでの動きに引っ張られるようにゆさりと巫女みこ装しよう束ぞくの胸むな元もとが無防備に揺ゆれた直後、放たれた銃じゆう弾だんが威い嚇かく射しや撃げきのように夕空へ突つき抜ぬけていく。ボルトアクションは正確な命中精度が売りだが、一方で一発一発コッキングレバーを引かなければ装そう塡てんできないため、連射性能は絶望的だ。

　恭きよう介すけの眼光が一段鋭するどさを増す。

「ビヨンデッタお前ッ!!」

「ひいい深夜の反省会コースですか!?　獲え物ものは仕し留とめ損そこなうわお説教だけついてくるわでほんとに最悪だわー!!」

　ヤケクソ気味に契けい約やくの悪あく魔まが叫さけんだ直後だった。

　ゴッ!!　と。

　海岸線から水の抜ぬけた水田まで、地面すれすれを走る巨きよ大だいなスポーツカイトに似た白いレプリグラス達たちが複数一気に駆かけ抜ぬけていった。城しろ山やま恭きよう介すけという明確な目的を見つけているにも拘かかわらず村落全域の制圧に乗り出しているのは、冥めい乃の河かわ神じん社じやにまつわる資料や設備の接収も兼かねているからかもしれない。

　冥めい乃の河かわ葵あおいは人造の依より代しろを造るための古い知識技術を有している。だがその情報へ形を与あたえるためには、工作用の施し設せつが別に必要なのだから。

「おっと」

　人工的な突とつ風ぷうに、オリヴィアが思い出したように麦むぎわら帽ぼう子しとミニスカートへ左右の手をやっていた。

　そしてレプリグラスの一団が白い風となって通り過ぎた後には、焼やけ焦こげた地じ獄ごくの風景に見慣れぬものが一つ紛まぎれていた。

　身長一三五センチ程度の少女の傍かたわらに立つ、二メートル近い大男。

　七月下げ旬じゆん、夏休み初日という環かん境きようを完全に無視した漆しつ黒こくのライダースーツと白衣の組み合わせ。しかし中でも滅めつ法ぽう際きわ立だつのは戦せん闘とう機きのパイロットのようなフルフェイスのヘルメットか。口には酸素吸入器まで備わっており、足元に転がしたキャリーバッグにも似た車輪付きの酸素ボンベときちんと接続されている。

　誰だれだかは知らない。

　だがそいつが手にした巨きよ体たいを超こえる槍やりのような物体を見れば素す性じようは分かりそうなものだ。

　まるで節水中の蛇じや口ぐちのように錆さびた針金で鯉こい口ぐちをきつく縛しばり上あげた、あまりにも長大な日本刀とその鞘さや。

　見ようによっては一本の長大な棒。

　ブラッドサイン。

「さあ、始めましょ。お兄ちゃん？」

　少女は両の細ほそ腕うでを解放する。

　オリヴィア＝ハイランドはほとんど自分の倍に届きそうな大男に寄より添そって、くすりと笑う。召しよう喚かん師しとは舞ぶ台たいの上で神を降ろす主演である依より代しろのパフォーマンスを最大限に発揮するために存在する、裏方の奏者である。彼かの女じよの出自に紐ひもづいた運用形態だ。

「『白き女王』のイイところ、いっぱいいっぱいいーっぱい見せてあげるからねっ!!」




　　　　４




　何しろ『白き女王』を完全殺害すると公言しているのだ。

　世界の何を捧ささげても女王を信しん奉ぽうするブライズメイドとは必ずぶつかると想定してきた。

　だがそれでも背中からレプリグラス製のブラッドサインを抜ぬいた城しろ山やま恭きよう介すけは思わず脳のう裏りにこんな一文を浮うかべていた。

（……なし崩くずしだ。何もかもヤツらの都合に合わせて状じよう況きようが悪化していく訳だが!!）

　率そつ直ちよくに言って、恭きよう介すけ側にはオリヴィアと戦って得られるものは何もない。

　彼かれらの目的はあくまでも冥めい乃の河かわ葵あおいに師事し、己おのれの用よう途とに見合った人じん造ぞう依より代しろを手に入れる事しかないのだから。

　だというのに状じよう況きようは加速度的に『戦せん闘とう』へ傾かたむいていく。

　勝敗など関係なく、付き合わされた時点ですでにダメージだ。こちらのスケジュールは天てん井じよう知しらずでズタズタに引ひき裂さかれていく。

　敵の前で作戦会議を繰くり広ひろげるほど余よ裕ゆうはない。ビヨンデッタから人工骨に置おき換かえた利きき手ての指先を複雑に動かし、恭きよう介すけへと最低限の意い思し疎そ通つうを交かわしてくる。

（励起手榴弾インセンスグレネードの同時投げ。『チェイン』でコストを稼かせがれるのを嫌きらっているのか、中ちゆう途と半はん端ぱな召しよう喚かん師し達たちに取り囲まれる訳でもなし。二対一で数の優位が確定しているならさっさと畳たたみ掛かけましょう!!）

　恭きよう介すけとしても異論はない。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』はジャージのポケットから取り出したヘアスプレー大の金きん属ぞく缶かんからピンを抜ぬいて投げ放ち、『仇染めライアーキヤツト』は両足を開いて野球ボールよりやや小さい程度の球体をウェイトレス服のミニスカートから真下へ落とす。

　どちらかを弾はじいたとしても、どちらかが起き爆ばくする。

　集団戦の基本は、まず確実に標的を自前の人じん工こう霊れい場じようへ閉とじ込こめる事だ。

　そのはずだった。

　なのに。




　キン、と。




　金物の風ふう鈴りんが涼すずやかに鳴なり響ひびくような、そんな音だった。

　振しん動どうが空気を伝でん播ぱした時には、すでに変化が訪おとずれていた。

「斬きっ……!?」

　ミニスカートの中央、縁の部分へ縦にわずかな切れ目が走った直後、両足の間に落としたはずの呪具を奇き麗れいに破は壊かいされる。さしものビヨンデッタも干ひ上あがった喉のどを無理矢理動かして何かを叫さけぼうとしていた。ばら、ばら、ばら、ばら、と。ピンを抜ぬいて放ったはずの励起手榴弾インセンスグレネードが果物よりもあっさりと切断されている。信管部分を取り除かれ、爆ばく破はのチャンスを失われる格好で。

　葵あおいは自らの口元へ手を当て、その柔やわらかい胸を押おし潰つぶすようにしながら驚きよう愕がくの声を発する。

「あのへるめっと、二方向に放った励起手榴弾インセンスグレネードを、それも斬きって捨てるだけでなく解体処理してのけたじゃと!?」

　二メートルに達する、針金で固められていたはずの日本刀。その鯉こい口ぐちが親指だけの力でもって強ごう引いんに断たち切きられ、封ふうを解かれていた。

　居合からの一刀。

　その勢いを殺さず、さらに立て続けに振ふるわれた二の太刀たち、三の太刀たち。運動エネルギーと位置エネルギーが絶えず入いれ替かわるジェットコースターのように、顔なき男の太刀たち筋すじには停止期間が存在しない。鞘さやから解き放たれた銀の流線の嵐あらしが巻き起こり再び鞘さやへ収まるまで、二秒もかからなかったはずだ。

　そして恐おそるべき太刀たち筋すじの狙ねらいは、何も励起手榴弾インセンスグレネードだけに留とどまらない。

　一いつ般ぱんに励起手榴弾インセンスグレネードの時限信管は起き爆ばくまでに三から五秒。

　それもこの白衣とライダースーツの男が相手となると、その数秒が無限に引き延ばされる羽目になる。とっさにビヨンデッタと冥めい乃の河かわ葵あおいが後ろへ下がって長物使いから距きよ離りを取ろうと努めたのも無理からぬ判断だったのかもしれない。

　だが、一人だけ真逆の道を進んだ少年がいた。

　城しろ山やま恭きよう介すけは同じく長大なブラッドサインを摑つかみ直なおし、敢あえて真正面から強く相手の懐ふところへと飛とび込こんだのだ。

　ガッギィ!!　と涼すずやかなはずの音が、ひずむ。

　恭きよう介すけのブラッドサインが抑おさえ込こんだのは相手の刃やいばではない。そもそも鞘さやから最初の一刀を抜ぬかせない。そのために日本刀の柄つかを摑つかむ手首の方を絡からめ取とったのだ。

「長物の弱点はその間合いだ」

　十数センチの鼻先まで迫せまり、互たがいの得物にギリギリと全力を注ぎながら、

「槍やりや薙刀なぎなたと違ちがって柄えを持もち替かえて調整する事もできない刀だとより一層際きわ立だつ。かえって密着した方が安全だったりする訳だが」

　そこまでだった。

　抑おさえ込こまれていたはずのヘルメット男の体がさらに回る。いったんブラッドサインの縛いましめから外れたその腕うでが、逆に巻きつくように恭きよう介すけの手首へ追いすがる。見世物の曲芸とは違ちがって本気で殺す居合術の場合は、鞘さやや柄つかを取られた時の『投げ返し』も含ふくめて一つの武道とみなされているのだ。

　腰こしの回転を伝でん播ぱさせて全体重を乗せている訳ではない、腕うでの力だけの一ひと振ふりだ。込こめられた力そのものは大した事ない。

　しかし、恭きよう介すけの体がぐるん!!　と大きく回った。手首の関節の痛みから逃のがれるためには自分から回るしかない。そういう最低限の力で相手を支配する、合あい気き道どうのような投げ方だ。

　ただし、

「……、」

　今まさに側転し天地が逆転している城しろ山やま恭きよう介すけは眉まゆ一つ動かしていなかった。

　あまりにも至近にいたため、かえってピントがぼやけてしまい、その表情に気づけなかったのか。

　大きく回る事で白衣とライダースーツの視界を塞ふさぐように広がっていた恭きよう介すけの体が、『投げ返し』に導かれるようにそのまま横へとズレていく。

　代わってヘルメット男の視界いっぱいに広がったのは。




　ビヨンデッタが構えるボルトアクション狙そ撃げき銃じゆう。




　ッッッタァァァァン!!!!!!　という乾かわいた爆ばく音おんが炸さく裂れつする。

　ウェイトレス服に包まれた妖あやしい肢し体たいを、反動の衝しよう撃げきが暴力的に貫つらぬいていく。

　それでもとっさに鞘さやから刀を抜ぬき払はらってライフル弾だんを抑おさえ込こんだのは、やはり超ちよう一いち流りゆうの腕うでだと評価すべきだ。

　しかしこれは刀と銃じゆう弾だんの勝負ではない。

　この世ならざる者達たちを自在に呼び出して戦う、召しよう喚かん師し達たちの戦いだ。

　わずかな硬こう直ちよく時じ間かんがあればそれで良かった。

　投げ飛ばされ、全身を回転させて外側へ落ちていきながらも、恭きよう介すけは固められた右手首とは逆の左手をポケットに突つっ込こみ、ヘアスプレー大の金きん属ぞく缶かんを内側へと放り投げていた。

　元から剣けん術じゆつ召しよう喚かん師しの注目の外。

　しかもライフル弾だんによる強ごう引いんなノックバックの硬こう直ちよく付つき。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて銀の閃せん光こうが翻ひるがえるが、わずかでも動きを固めてしまった事で居合本来の速度は死んでいる。一秒を何等分したかは分からないが、ほんの少し足りなかった。

　刃やいばが金きん属ぞく缶かんの表面に食くい込こむ。

　そのタイミングで破は裂れつした。

　召しよう喚かん師しごとに調合されたいくつものハーブや鉱石由来の『香』が拡散し、一辺二〇メートルの巨きよ大だいな立方体が全てを包んで現世から切きり離はなしていく。

　恭きよう介すけ、ビヨンデッタ、ヘルメット男の近くに白い光球の『白しろ棘とげ』が三つほどストックとして浮ふ遊ゆうし、そして人じん工こう霊れい場じよう中心に六×六×六の赤い光球『花弁』が寄り集まった『薔薇ばら』が浮うかび上あがり、人じん工こう霊れい場じよう全域に三六個の『スポット』が開いていく。

「ようやっと第一段階……」

　一番最初に自前のブラッドサインの先せん端たんで『白しろ棘とげ』を叩たたいたのは、やはり距きよ離りを離はなしてフリーになっていたビヨンデッタだった。

「……だけど被召物マテリアルを呼んだらこっちの番です!!」

　長物の刀の使い手は一度恭きよう介すけに切りかかり、わざとブラッドサインで受け止めさせて衝しよう撃げきを伝えてから、ノックバックの間に『白しろ棘とげ』を放つ。しかしその間にもビヨンデッタの『白しろ棘とげ』が『薔薇ばら』の塊かたまりを弾はじき、四方八方へ赤い『花弁』を撒まき散ちらしていた。やはり彼かの女じよが一番早い。複数の『花弁』が『スポット』に落ちて、白しろ蛇へびの依より代しろが被召物マテリアルへと変じていく。

　音域高音、コスト６。

『捕食火lvz・wzb』。

　未いまだにオリヴィア側が高音コスト１の粘ねん液えき『始祖の黄s』なのを考えれば、功を奏した。圧あつ倒とう的てきに有利なはずだ。同じ音域同士で、コスト差は５。負ける道理がない。

　だが恭きよう介すけの背筋には冷たいものが走はしり抜ぬけていた。

　今の台詞せりふ。ビヨンデッタの言葉。そこにどうしようもない殺さつ戮りくのサナギが大きく羽を伸のばすのを待っているかのような……。

「待て、ビヨンデッタ……」

　気づいて。

　思わず恭きよう介すけは叫さけんでいた。

「警けい戒かいを怠おこたるな!!　まだ何も終わっていないではないか!!」

「？」

　伝わらなかった。

　いっそキョトンとしたようなビヨンデッタの視線が返ってきた直後だった。




　ガカァッッッ!!!!!!　と。




　コスト差は、５は開いていたはずだ。

　三みつ巴どもえの『音域』の話でも同じ高音、有利不利はなかったはずだ。

「……え？」

　ビヨンデッタの見開かれた目が、信じられないものを眺ながめているようだった。

　より強く育て上げていたはずのビヨンデッタ側の被召物マテリアルが脈打つ急所の真ん中を黄色い半はん透とう明めいの粘ねん液えき状じようボディにぶち抜ぬかれていたからだ。

　厳密に言えば、人じん郭かく。

　依より代しろの意思が宿るとされる、被召物マテリアルの急所と言える部位。

　明らかに弱点が明示されているのになかなかそこを利用できないのは、選ばれた依より代しろであっても完全に被召物マテリアルを制せい御ぎよする事はできないからだ。常に暴れ回る照準カーソルを何とか標的の位置へ重ね合わせるのに精せい一いつ杯ぱいな状じよう況きようでは、精せい密みつ狙そ撃げきなんて夢もまた夢なのだ。

（……第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れいは、言うまでもなく人間と被召物マテリアルの間で交かわされる契けい約やくを指す）

　なのに。

　それをやった。

（となると問題になってくるのは『人間』という分類や定義だ。より正確に『人間』とは何かを示せる依より代しろの方が被召物マテリアル側がわから鮮せん明めいに認にん識しきされ、人間側から同調シンクロしやすくなる訳だが。つまり、両者を一層深く結びつける。巫女みこや聖女が世せ俗ぞくの不純物から隔かく離りされ清せい浄じようを保たれているのもそう、仙せん骨こつだのアダムカドモンだの、人体構造そのものに特別性を見み出いだす伝承もそう。後付けで学べる召しよう喚かん師しと違ちがって依より代しろは才さい能のう依い存ぞんに偏かたよりがちになる訳だ。特に適性があったのは、天然なら冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんやセクルティティ、人工なら魂たましいを削けずったイザベルや一族総出で人類の完成肉体を追い求めているリューさんがそんな感じだった。そしてそいつを極きわめに極きわめたのが……）

　まさしく目の前の小さな依代。

　王の血と肉と魂を持つ依代オリヴィア＝ハイランドは完全に被召物をコントロールする。

「かっ」

　そしてどんな方法であれ、被召物マテリアルをやられてしまえば末路は一つだった。

　敗北した召しよう喚かん師しと依より代しろは、己おのが奉ほうずる神を目の前で惨ざん殺さつされたに等しい衝しよう撃げきを受ける。

「かはあっっっ!!!???」

　全てが弾はじけて白しろ蛇へびが表の世界へ放り出された途と端たん、ビヨンデッタの背が弓なりに大きく反れた。背中にスタンガンでも押おし付つけられたかのように、大きく開いた口を閉じる事もできずに膝ひざから崩くずれ落おちていく。

　それでも、平素のビヨンデッタであればありえない。『フリーダム』の九〇〇番台、それも率そつ先せんして策を弄ろうするあの悪あく魔まであれば、初見であっても相手が何か仕し掛かけようとしている空気や匂においのようなものを嗅かぎ取とって身構えるくらいはできたはずだ。

　彼かの女じよの五感が鈍にぶってしまった理由は単純明快、

（……相手は召しよう喚かん儀ぎ礼れいを使わせない召しよう喚かん師しだから、励起手榴弾インセンスグレネードを起き爆ばくしてしまえば勝機が生まれる。実際には何の確約もなかったのに。存在しないボーダーラインを勝手に夢想させて、そこを超こえてホッとした瞬しゆん間かんを狙ねらって必殺の一いち撃げきを放ってくる。オリヴィアめ、一体いつの間に頭を回すようになったんだ!!）

　ズン……!!　と黄色い粘ねん液えきの塊かたまりがこちらへ向き直った。

　本来、被召物マテリアルは闘とう争そう本ほん能のうの塊かたまりのようなもののはずなのに、未いまだに被召物マテリアルを呼ばず防護円にも入っていない恭きよう介すけに合わせる格好で動きを止めている。従順な愛馬の手た綱づなを握にぎり、完全待機を命じるように。これだけでオリヴィアの持つ破格の才能を証明しているようなものだった。

　コスト差５を覆くつがえして瞬しゆん殺さつしてきたのだから、今から恭きよう介すけがコスト１の『始祖シリーズ』から錬れん成せいを積み重ねようとしても、相手が殺しに来る方がはるかに速い。しかもここまでやって、オリヴィアはまだ不満なのかもしれなかった。何しろ彼かの女じよは『白き女王』の良いいところをいっぱい見せると言っていたのだから、早々に決着がつく事は望んでいなかった節もある。

　と、その時だった。

「なるほどのう」

　銀の髪かみを背中に流す巫女みこ装しよう束ぞくの少女が呆あきれ半分感心半分といった調子で息を吐はいていた。

　彼かの女じよはその柔やわらかい両手の掌てのひらで自分の頭を挟はさむようにしていた。しかし苦く悩のうで頭を支配しているようには見えない。傍かたわらのパートナーである恭きよう介すけに、大きく開いた肩口から無防備な腋わきをチラリと覗のぞかせながら、

「これが最さい新しん鋭えいのブラッドサイン式。しかも、何やら知らぬ間にわしも知らん奥おくの手てが開発されておったようじゃの。じゃがそちらが反はん則そく技わざを使うならこちらのやり口にも文句をつけるでないぞ？　何しろこちらは神体として飾かざり付つけられている身の上、頭の中で考える時間だけなら腐くさるほどあったからのう」

　言った直後だった。

　それは起きた。




　ずぼりと。

　あまりにも呆あつ気けなく、彼かの女じよは両手を使って自分の首を引ひっこ抜ぬいたのだ。




　まるでフルフェイスのヘルメットを外すくらいの気軽さだった。

　そして自ら頭を失った冥めい乃の河かわ葵あおいは、取り外した首を意外と大きな胸むな元もとで抱かかえながらこんな風に言ったものだった。

「さて問題。小こ娘むすめ、人間の魂こん魄ぱくはどこに宿ると思うね？　それは脳のう髄ずいか、あるいは心臓か。だが実はどうでも良いい。わしは完全人工物の依より代しろで、つまり本質的に生命とは無む縁えんじゃからな。つまりわしには中心点は存在せん。これは非常に大事な事じゃ」

　元々、被召物マテリアルと一体化しているオリヴィアは発声器官を持たない。

　だが仮に自由に動かせる口があったとして、果たしてコミュニケーションを取る気はあったのか。

「では中心の存在しないわしが人じん工こう霊れい場じようの中でカラダを二つに分けた場合、被召物マテリアルはどちらに宿るのじゃろうな。脳のう髄ずいか、心臓か。先も言った通り、わしには魂こん魄ぱくという中心は存在せん。さあて、被召物マテリアルは正解を引き当てられるかな。間ま違ちがっていたらどうなる？　あるいはどちらか片方を選べずに両方へ引ひき裂さかれるように宿っていったら？　ここで重要なのは、召しよう喚かん儀ぎ礼れいはどれだけ形を変えようが神々を呼び出す危き険けん極きわまりない儀ぎ式しきを現代風にこんぱいるしたものだという点じゃ。要点さえ押おさえておけば、これから起きる事は明白じゃと思うのじゃがなあ」

　何かを企たくらんでいる。

　それだけ分かれば十分だったのか、『始祖の黄s』は迅じん速そくに動く。不協和音を生み出す冥めい乃の河かわ葵あおいを排はい除じよするために。

　だが一いつ瞬しゆんだけ遅おそかった。




「つまり、許きよ容よう範はん囲い外がいまで誤差が広がれば矛む盾じゆんを抑おさえ込こめずに、儀式は『失敗』する。お主ぬし達たちがどんな被召物マテリアルを抱かかえていて、あと何分りみっとがあるかなんて関係ない。即そつ刻こくきゃんせるされて人じん工こう霊れい場じようは瓦が解かいし、わしらは自由を取とり戻もどせるという寸法なんじゃよ」




　パァンッッッ!!!!!!　と。

　巨きよ大だいな風船が破は裂れつするようであった。恭きよう介すけの両足から重力の感覚が消える。不可視の爆ばく発はつによって吹ふき飛とばされているのだ、と気づいた途と端たん、全身が大きく真後ろへと薙なぎ倒たおされていった。いいや彼かれだけではない。召しよう喚かん儀ぎ礼れいに関わり不ふ遜そんにも高次の力を自在に振ふるうと豪ごう語ごする者達たち全員が打ちのめされたのであった。

　召しよう喚かん失敗。

『第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』が確立した現代ではまず味わうはずのないもの。

「……たかが作り物の似姿とはいえ、永きにわたり人の願いを聞き入れ魔まを退け続けてきた神体である事を忘れるでないぞえ、うつけ者。彼ひ我がの差さ如ごときで他人の命を諦あきらめるようなら最初から民たみに拝まれる事もないわ」

　魔ま術じゆつの反動とも呼べるダメージをまともに受け、焼けた田畑の上へ転がる恭きよう介すけは『成功者』であるが故ゆえに味わう事のなかった痛苦に背骨の芯しんまでじくじくと冒おかされていた。

「かっ、は……っっっ？？？」

　呼吸の取とり戻もどし方を忘れてしばし倒たおれたまま喘あえぐ恭きよう介すけだったが、これでもまだマシな方だ。被召物を呼び出した後ならこんなものでは済まなかったはず。そこでガサリという音が響ひびいた。喉のど元もとを押おさえながらそちらへ目をやれば、件くだんの冥めい乃の河かわ葵あおいが自分の首を付け直し、忘ぼう我がのビヨンデッタを小こ脇わきに抱かかえた状態で恭きよう介すけを見下ろしていた。

　無む駄だに胸を張り、銀の髪かみの少女は巫女みこ装しよう束ぞくの一部をぐぐっと盛り上げながら、

「まったく。ブラッドサイン式なんて便利なもんができる前、かつての魔ま術じゆつ師しは自分の身に降りかかった反動を自分で除去して初めて参入者の道を歩み始めるなどと言われていたのじゃがな。まるで包丁の使い方を知らない皮むき器専門の板前を見るような気分じゃぞ？」

　恭きよう介すけに言わせれば、そんなのは殺さつ菌きん消しよう毒どくも知らなかった頃ころの医学知識で外げ科か手しゆ術じゆつに挑いどむようなものだ。命知らずの曲芸に似た技わざをいくつか学んだところで、世界の常識そのものが刷新された現代の最前線で役立つような経験情報は何もない。

　それにしても、やらかした張本人の葵あおいはけろりとしたものだった。

「魂たましいを持たぬわしは、つまり衝しよう撃げきに揺ゆさぶられる魂こん魄ぱくにも心当たりがない。故ゆえにこの手の反動でだめーじを負う事もないのじゃな。反則だらけの浄じよう瑠る璃り方ほう式しきに感謝をするがよい。ヤツらが目を回している隙すきにとっとと逃にげるぞ」

「っづ……」

　強ごう引いんに腕うでを摑つかまれて引きずり起こされ、恭きよう介すけはふらつく体を支えてもらいながら辺りを見回した。オリヴィア＝ハイランドと吸入器付きのヘルメット男は確かに焼けた田畑に転がっている。

「おい、余計な荷物を背負っている暇ひまはないぞ。すぐに追っ手が来るからのう。とっとと逃にげねばこっちが捕つかまって尋じん問もん、いいや拷ごう問もんされる立場に早変わりじゃ」

「……、」

「おいってば。大体、口の中に発信器の一つでも吞のみ込こんでいたら自じ殺さつ行こう為いじゃぞ。口から手を突つっ込こむか尻しりから手を突つっ込こむかは知らんが、今から体の中まで調べられるのかえ？」

「……、」

「あーもー、おーい!!」

「……、」

　無視して恭きよう介すけはふらつく体を動かし、オリヴィアの小さな体を両手ですくい上げた。身長一三五センチもない小こ柄がらな麦むぎわら帽ぼう子しの少女。なのに今の恭きよう介すけには、重量挙げのバーベルのように重たい。

　それでも抱かかえた。

　抱かかえ込こむべき理由があった。

　彼かの女じよを助けると、過去にそう契けい約やくを交かわしたのだから。

（……オリヴィアの様子は、敗北者と同じ状態か。となると二四時間はこのままだな。本当、僕ぼくが被召物マテリアルを呼び出す前で良かった）

「よし。早くここを離はなれようではないか、冥めい乃の河かわ葵あおい……」

「分かったわい誘ゆう拐かい犯はん。生意気に勇者ヅラしおってド変態め。しかしまあよくよく見ればこのガキンチョもとんでもない格好じゃの」

「この子の生まれたＦ国は内陸国だから海を知らないんだよ。周りがみんな海だらけの日本の水着とか海水浴とかに変な憧れを持っているんだ」

　最初に一万八〇〇〇発ものロケット弾だんが地じ均ならしを行い、次に大量の召しよう喚かん師しやレプリグラス操そう兵へいが上陸してきた。褒ほう美び村むらはブライズメイドの手で制圧されたとみなすべきだが、表面上の衛星写真と地図データだけを参考にするよそ者と違ちがって、冥めい乃の河かわ葵あおいには裏の裏まで熟知した土と地ち勘かんがある。彼かの女じよの歩みに迷いがない事から、すでに心当たりを思おもい浮うかべているのだろう。

　香かおりもぬくもりも人間そのもの。

　そんな葵あおいについていきながら、恭きよう介すけはつい呟つぶやいていた。

「反則だらけ、か」

「そもそも人じん工こう霊れい場じよう展開中はあらゆるかめらやせんさーが死ぬのに、完全人工物の召しよう喚かん師しだの依より代しろだのが紛まぎれている事自体が反則じゃろうが」

「それはそうなんだろうけど、だとしても……魂たましいがない、ね」

「ああ。今さら何じゃ？」

「……でも冥めい乃の河かわ蓮れん華げは、敗北した時にはペナルティを受けていた訳だが。自らが奉ほうじる神を目の前で惨ざん殺さつされるのに等しい衝しよう撃げき。そいつをきちんと受けていた以上、揺ゆさぶられるものを内包しているはずなんだけど」

「なるほどのう」

　ぐったりしたビヨンデッタを背負い直しながら、人類初の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきは乾かわいた笑えみを浮うかべた。

「なら、代を経てわしにはない機能を獲かく得とくしたんじゃろうな。何とも羨うらやましい話じゃ」




　　　　５




『フリーダム』アワード９０３がこの体ていたらくだ。

　恭きよう介すけはかつて共に戦った小さな少女を背負いながら、焼けただれた空気を吸っていた。

　まるで戦争だ。

　あれだけ涼すずやかな風が吹ふいていた褒ほう美び村むらの面おも影かげはどこにもない。

「……くそ」

「気にするでないわ。その童わらべの悪行についてはお主に落ち度のある話ではないのじゃぞ」

「いいや、予想してしかるべき話だった。ブライズメイドに『白き女王』、ヤツらが城しろ山やま恭きよう介すけに執しゆう着ちやくしているなら、当人だけでなく関係者全員に牙きばを剝むく可能性だってあったはずなのに！」

　オリヴィア＝ハイランドだけではない。

　歴史や因果の変動も含ふくめ、これまで救ってきた少女アリス達たちを頭に浮うかべる。

　図書委員ちゃんやその姉、イザベルや斑むら鮫さめクイナ、姫ひめ川かわ美み夏かやエリ＝スライド、セクルティティやアザリア、そして冥めい乃の河かわ蓮れん華げに彼ひ岸がん。いいや、それ以前にも。９０３ものアワードを築いてきた道の途と中ちゆうにいた人々全て。

　これまで狙ねらわれてこなかった事は、これからも狙ねらわれない事の証明にならない。

　隣となりで無防備に肢し体たいを投げ出すビヨンデッタを背負う葵あおいはこんな風に言ってきた。

「思うに、わざと取っておいたのかもしれんな」

「……何だって？」

「気を悪くするでないわ。わしはかの女王の似姿だからのう、身体を合わせる事で多少なりともヤツの考えが分かるような気がする。そう、気がするだけじゃ」

　銀ぎん髪ぱつの巫女みこは息を吐はいた。

　こちらはこちらでビヨンデッタを背負ったまま、肩かた口ぐちから少女同士で頰ほおずりでもするような格好で、

「恋こいする乙女おとめにとって何より恐おそろしいのは、相手にされない事じゃ。そういう点ではお主は非常に分かりやすい。何しろ一人も死者を許容できないと公言しておるんじゃから、どこをつつけばよいかは始めから分かり切っておる」

「……、」

「絶対無視できない弱点が最初から提示されておるのじゃ。夢見る側が不安を覚えれば、どこに手を伸のばして安心を得たがるかは言うに及およばずであろう？」

　つまり、恭きよう介すけが『こう』でなければ少女達たちが狙ねらわれる事もなかったと言うのか。

　恭きよう介すけの考える最善の道が、かえって地じ獄ごくの顕けん現げんをガイドしていると言うのか。

「ふざけてるよ……」

「然しかり。それから、ぽじてぃぶに考える事もできるぞ。今まで温存してきたものを取り出してきたという事は、『白き女王』の方にも焦あせりがあるのかもしれんな。つまり、切り札を出さなければお主を動どう揺ようさせられなくなってきた、という話じゃな」

　そんな風に話しながら冥めい乃の河かわ葵あおいが案内したのは、水田を区切っている一段低い用水路だった。上から衛星で見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんのはずだが、いくつかの例外がある。

　例えば海側の堤てい防ぼうの下、交差部分。

　実際にスマホのＬＥＤライト機能を使って丸い口から奥おくを覗のぞき込こんでみると、おざなりな格こう子しが錆さびて折れたその先で、さらに下方へ大量の水が落ちていた。恭きよう介すけ達たちなら問題ないが、オリヴィアくらいの小さな子供が好こう奇き心しんから一人で潜もぐり込こんだらそのまま出てこられなくなりそうな立地だ。

　多少亀き裂れつは走っているが、こちらはロケット砲ほうの雨あられを受けてもまだ崩くずれていない。いくら防災関係の堤てい防ぼうと密着しているとはいえ、確かに民間設備としては不自然なくらいの頑がん丈じようさである。

「地下へはどこからでも入はいり込こめるのじゃ。表面に焦げ目をつけた程度で褒ほう美びの地はそう簡単には倒たおれたりせん」

　チッチッ、と銀ぎん髪ぱつの巫女みこはビヨンデッタを背負ったまま片手を解放し、細い指を振ふって、

「今代の蓮れん華げと接せつ触しよくしているなら、冥めい乃の河かわ神じん社じやに関する状じよう況きようも理解しておるな？　ガードオブオナーとやらが浄じよう瑠る璃り経きよう典てんを奪うばいに来た件も、じゃ」

「まさか？」

「最終的にはぎゃんぶるのカタとして一度は奪うばわれる事になったが、その前にも何度か大規模な襲しゆう撃げきはあった。トイドリーム政策によって地方の極地化が進んだ今ではあくせすの乏とぼしい寒村なんぞ誰だれも気に留とめんしな。ここ褒ほう美びの地が滅ほろんだのは今回が初めてではない。それでもフッツーに再興するのがわしらなんじゃよ。まるで銀幕の撮影せっとのようにな」

　冥めい乃の河かわ神じん社じやに踏ふみ込こんだ時、建物の年代に反して木材から新しい匂においがしたのはそのためか。意図して傷いためて苔こけを張りつけるところまで含ふくめて完全再現していたのだ。

「わしらは頑がん丈じようという意味以外で強固にできておる。それは蓮れん華げや彼ひ岸がんも含ふくめてな。その辺をいちいち気に病むでないわ」

「……でも、どこからでも進入できるなら、ブライズメイドも地下の存在に気づいているのではないかな？」

「当然、出入口の一つ二つはな。じゃが内部は立体複雑に入り組んでいて、事前に手に入れたであろう衛星写真や地図のでーたは参考にならん。実地測量だけでどんだけかかるか分からんぞ」

「毒ガスや火か炎えん放ほう射しや器きで燻いぶり出だされる可能性は？」

「あるにはあるが、坑こう内ないの風向きは何ぱたーんか変へん更こう可能じゃ。こちらから空気の通り道を決めてしまう事で、仮に出入口の一つから毒がすを流ながし込こまれても被ひ害がいえりあは最少に留とどめられる訳じゃな」

　運動靴も革のブーツも関係ない。泥どろと潮の混ざり合ったような不快な匂においの源へと踏ふみ込こみ、足を浸つけながらさらに奥おくを目指す。途と中ちゆうで鉄てつ格ごう子しに守られた支流管をいくつか見かけたが、その中に一つ、チェーン状のダイヤル錠じようで守られている格子扉があった。

「ええと、番号はどうじゃったかのう……。いっいや！　これは決して物忘れなどという訳ではないぞ!!　わしをババア扱あつかいするでない!!」

「一人で勝手に予防線を張っていないで。ほらどいて」

　その場で飛とび跳はね、色々なものをゆさゆささせながら赤い顔で先手を打つ葵あおいを押おしのけて、恭きよう介すけはかなり長めのダイヤル錠じようを手に取った。八ケタもあるロックを一つ一つ合わせてさっさと開かい錠じようしてしまう。

「んあっ？　今の一体どうやったのじゃ？？？」

「ここはそういう世界なの」

　その意味では、毒ガスなどを送おくり込こまれても大きな被ひ害がいは出ないのでは、と恭きよう介すけは考え始めていた。無機物ならさほど脅きよう威いはない。人々はそれぞれの判断で入り組んだ坑こう内ないを逃にげ回まわった結果、たまたまの偶然で正解を引き当てて生き残る事だろう。

（……反面、人の手で直接捜そう索さくに入られると厄やつ介かいな事になりそうな訳だが。奇跡のような組み合わせで一発ヒットとかしそうだし）

「これからどうするんだい」

「例の、ぶらいずめいど？　とにかく横文字な名前の連中は女王の信しん奉ぽう者しやという話じゃったよな。正直に言えば分が悪い。お主ぬし達たちの実力がどんなもんかは知らんが、わしは真っ向勝負でヤツらを追い返す気はないぞ。作業は多いが刺し激げきは少なく退たい屈くつじゃ、付き合わされても苦痛じゃしな」

「まあ、確かに」

　前にも言ったが、別に信しん奉ぽう集しゆう団だんと戦っても恭きよう介すけ達たちに得はない。少年の頭に浮うかぶ切り札の完成には何の役にも立たないのだから。勝った負けたの話ではなく、巻まき込こまれるだけですでに損失という面めん倒どう臭くさい連中であった。

　問題なのは、ブライズメイドの方が全くこちらの事情なんぞ斟しん酌しやくしてくれない点だが。

「さて、そろそろ遊びの時間もしまいかの。押おし付つけられた役割とはいえわしも神体じゃ、褒ほう美び村むらの人間を守らねばならん」

「具体的には？」

　恭きよう介すけの質問に、冥めい乃の河かわ葵あおいは無防備極きわまるビヨンデッタを背負い直しつつ、

「ヤツらは『白き女王』の信しん奉ぽう者しやじゃ。なら、精神的な柱をへし折って無気力状態にしてやろう。お主の抱かかえた完全殺害手段とやらをさっさと構築して、女王の喉のど元もとに刃やいばを突つき付つけてしまうに限る」

「……、」

「知識や技術だけあっても、形を与あたえる作業場がなければ特とく殊しゆな人工血液を循じゆん環かんさせる人じん造ぞう依より代しろは手に入らん。じゃがそのために必要な作業場が、一体この村にいくつ埋うめ込こまれていると思っておる？　……まあ、地下の全ぜん貌ぼうさえ把は握あくのできんぶらいずめいどに全てを摘つみ取とるのは不可能じゃろうなあ」

（……人工血液、ね）

　何気に今まで出てこなかったフレーズがあったので心にメモしておく恭きよう介すけ。

　星の位置も分からないような狭せまい地下だが、恭きよう介すけが自分の感覚に従う限りで良ければ、海側から山側へ移動している風に思える。

「山のてっぺんに遊覧船が放置されておる。名前はセントエルモ号」

「山頂にだって？　何故なぜ？？？」

「元々は火山湖をのんびりくるーずするためのものじゃったんじゃが、地じ震しんで湖底に深い亀き裂れつが入ってな。すっかり干ひ上あがった跡あと地ちに船だけが取り残されておるんじゃ」

「となると、それが例の？」

「作業場の一つ。ぶらいずめいどがどこぞの役所のでーたべーすへ侵しん入にゆうして『建物』だけを追おい駆かけているならのーまーくのはずじゃな」

　形として見えるか否いなかよりも、検けん索さくして表示されるか否いなかの方が迷めい彩さいとして強い効果を発揮する事もある。もちろん何ヶ月もかけて入念に調査活動を行えば露ろ見けんしてしまうだろうが、今は恭きよう介すけもブライズメイドも速度が命の電でん撃げき戦せんの真っ最中だ。そんな暇ひまは与あたえない。

　しばらく進むと、いつの間にか周囲の様子が変わっていた。

　下水道の親しん戚せきのような匂においがなくなり、無骨なコンクリートの壁かべや地面も鍾しよう乳にゆう洞どうの滑なめらかな曲線へと変じている。どうやら図面に基もとづいて設計開発していった訳ではなく、近くを走る空くう洞どう同どう士しを強ごう引いんに繫つなげているだけのようだ。雰囲気は観光用の洞窟に近いか。

（……悪あく臭しゆうがこちらに流入しないという事は、空気の通り道を操あやつって煙けむりやガスに対たい抗こうできるというのもあながち根こん拠きよがない訳ではないみたいだな）

　そんな事を考えつつ。

　さらに上へ向かって傾けい斜しやのついた鍾しよう乳にゆう洞どうを少しずつ登っていく。じめじめと湿しめっぽいためか、こちらには避ひ難なん者しや達たちが集まっている様子はなかった。閉へい鎖さ環かん境きようだと人の肺や口こう腔こうを害するカビの胞ほう子しなどが威い力りよくを発揮するため、意外と湿しつ度どは馬ば鹿かにできない項こう目もくなのだ。

「ふいー、歩いているだけでびちょびちょじゃのう」

「……、」

「おい考え事しとらんで少しは顔を赤らめんか。うら若き乙女おとめのぼでぃがすっけすけなのじゃぞ。今なら召しよう喚かん師しを背負っておるから隠かくしようにも手が足りんのじゃぞ」

「良かった、浄じよう瑠る璃り方ほう式しきは普ふ通つうの人より馬力があるらしい」

　んー、むー!!　と何故なぜだかほっぺたを膨ふくらませた葵あおいを伴ともなって恭きよう介すけはさらに歩く。

　おばあちゃんというよりも、一世一代の色気を出しても全く相手にされなかった妹みたいなリアクションだ。

　金属の橋が架かかる大きな洞どう窟くつ湖このほとりまで辿たどり着つくと、髪かみや肌はだを濡ぬらす不快な湿しつ気けはどこかへ消えていった。どうやら風の流れが変わったらしい。

「……休むならこの辺りで良いいか」

「なるほどな！　じめじめした空気で衣類が濡ぬれるなどという半はん端ぱは許さず、本格的な乙女おとめの水浴びまでじっと我が慢まんをしていたという訳か。まったくお主も通じゃのうド変態!!」

「馬ば鹿かは放っておいてオリヴィア達たちを寝ねかせる場所を作らないと」

「念のために忠告しておくがの、無防備な女の子の前で眉まゆ一つ動かさんのもそれはそれで失礼なんじゃないのかえ？」

　この手のバカはバカ正直に反応してもバカを見るだけなのは、すでに本家本元の白い邪じや悪あくで経験済みである。

　洞窟湖の水は網の目のような坑内を急流や湿気で区切るためにも使われているのだろう。ちなみに湖周辺は全く人の手が入っていない、という訳ではないようで、軽く散策するだけで木造の小さなお堂のようなものを発見した。宗教的なものとは関係がないようで、中を開けてみると数人分の毛布やキャンプ用品がビニールパッケージで保存されているのが分かる。

　缶かん詰づめレベルの携けい帯たい食しよくもいくつかあった。

「意外とグルメなものだ。お湯で戻もどせるアルファ米とかフリーズドライの野菜セットなんかもあるし、調味料も何だかムチャクチャ数が揃そろっているし……」

「ま、塩だの醬しよう油ゆだのはそうそう簡単に腐くさるものでもないしのう」

　濡れた感触が気に入らないのか革のブーツを脱ぎながら葵あおいが呟く。いずれも包装が厳重なのは、おそらく蛇へびやコウモリなどの住すみ処かにされるのを防ぐためなのだろう。とはいえ恭きよう介すけの主観で良ければ、一番に目につくのは妙みように奇きをてらったものよりも、やはり世界的に有名なあのカップ麵めんではあるのだが。

「……ほんとにアウトドア派な訳だが」

「何しろ田舎いなかはそれくらいしか楽しみがないのじゃ。見よこのらいんなっぷを、ノリノリでなければここまで揃そろえられん」

　この分だと立りつ体たい迷めい路ろのように入り組んだ地下のあちこちに、それこそいつまで経たっても全ぜん廃ぱいされる事のない公衆電話や自じ販はん機きのような感覚で物資置き場があるのかもしれない。常に脅きよう威いを見み据すえて適切な準備を整えるというよりは、秘密基地感覚で増改築を繰くり返かえして遊んでいるような印象だ。

（……坂道に大岩とか、レバーで切きり替かえる水すい没ぼつ通つう路ろとかも普ふ通つうにありそうだ）

　微び妙みように漂ただよう『遊び心』からそんな風に予防線を張る恭きよう介すけ。

　ともあれ、内外共に無防備なオリヴィアとビヨンデッタをようやく寝ねかせてやる事ができる。確かに葵あおいの言う通り、洞どう窟くつ坑こう内ないの湿しつ気けだけで彼かの女じよ達たちの髪かみや衣服はかなり濡ぬれていた。オリヴィアなどは学校の水着をびっしょりと濡らして重たく色を変えている。二人の少女を板張りの床ゆかに下ろした恭きよう介すけ達たちは、続けて透とう明めいな包装を破って人数分の毛布を引っ張り出した。

「何しろ敗北者は抵てい抗こう力りよくがないからのう。放っておくと風邪かぜどころか一発で肺はい炎えんとかになりかねんぞ」

「分かってる。とはいえ流石さすがにこの屋内で火を焚たけば一酸化炭素中毒は免まぬがれないだろうけどね。となるといったん脱ぬがして着き替がえさせる必要があるか」

「さ・て。ものは相談なんじゃが、どっちがどっちのカラダを拭ふく？　選べよ小こ僧ぞう、深しん淵えんにて己おのれと向き合え。貧乳か巨きよ乳にゆうか。わしはお主の趣しゆ味みに合わせてやっても構わんがな、はっは!!」

「……、」

「……はい、わしが二人ともやります。優等生になります」

「ビヨンデッタの白しろ蛇へびもだ。特に変温動物だから気をつけて」

　腰こしに両手を当てて睨にらむ恭きよう介すけの前で小さくなった冥めい乃の河かわ葵あおい。依より代しろにタオルを投げつけると、少年はお堂（？）の外へ出てみる。

　こうして観察する限り、ブライズメイドの召しよう喚かん師しやレプリグラス操そう兵へいなどが潜ひそんでいる様子はない。広い洞どう窟くつ湖このほとりとはいえ外部に繫つながる通路の数は限られているので、簡単な罠わなを作っておくのも手かもしれない。

　元々の空間の広さに風通し。先ほどまでのお堂（？）と違ちがって、こちらの洞どう窟くつ湖このほとりであれば火を使っても問題はなさそうだ。

（とはいえ、そいつはここに腰こしを下ろす場合の選せん択たく肢しだが）

　全く無意味な行動だが、恭きよう介すけは適当に落ちていた小石を拾い、広大な洞どう窟くつ湖こに向けてサイドスローで投げつける。

（二〇回）

　あらかじめ予測をつけてから小石が水面を跳はねる回数を数え、

（一九回）

　それがただの偶ぐう然ぜんの一いつ致ちではない事を確かめ、

（二三回）

　ついには呆あきれたように息を吐はく。

　ちなみに恭きよう介すけはラプラスの悪あく魔まのように、あらゆる物理演算を終えた上で投なげ込こんでいた訳ではない。ある証しよう明めい行こう為いのため、敢あえてそうした演算は切っている。

「……まったく、大した世界だ。本当に偶発事象が思いのままではないか」

　そしてこんな事をしている場合でもなかった。

　恭きよう介すけが採り得る選せん択たく肢しは今のところ大きく分けて二つ。

　一つ目はオリヴィアやビヨンデッタの回復を待って戦せん力りよく補ほ充じゆうしてから山頂の遊覧船を目指す事。厳密に言えばオリヴィアは味方ではないのだが、常に意識のない体を背負い続けるか、自分の足で歩いてもらってこちらの両手を自由にさせてもらえるかだけでもプラスとマイナスを計上できる。

　二つ目は回復を待たずに遊覧船を目指す事だ。

　平たく言えば、善は急げか急がば回れか。どちらも一長一短あるのはわざわざ口に出すまでもないだろう。

「ぬおーい」

　と、恭きよう介すけの背後、観音開きのお堂（？）の扉とびらから葵あおいがやってきた。

　どうやら無防備な二人の少女の体を拭ふいて着き替がえさせ、毛布を掛かけてやる作業は終わったらしい。

「表じゃ陽ひも沈しずんでおる頃ころじゃろう。小腹を満たしておくくらいしておいても損はあるまい」

「？」

　見れば、葵あおいは意外と豊かな胸むな元もとでいくつかカップ麵めんやフリーズドライなどを抱かかえていた。

「……あの、確かく認にんなんだけど。蓮れん華げは普ふ通つうに食べるみたいだけど、あなたの場合は……？」

「後こう継けい機きの蓮れん華げの『中』は見ておらんのかえ。自然にできたか人工で作ったかの違ちがいだけで、体構造それ自体は人と変わらん。怪け我がをすれば赤い血を流すし運動すれば腹も減る。健康のためには一日三〇分以上運動の時間が欲ほしいし、理想の睡すい眠みんは一日八時間となっておる。ただし作り物であるが故ゆえ、自発的に活動をオンオフできるという訳じゃな」

「へえ、ようは乾かん燥そうしきった人間クマムシではないか」

「すんげー悲ひ惨さんな想像でくくらなかったか、今？　とりゃー!!」

　突とつ然ぜんの奇き声せいがあった。

　何やら両手を振ふり上あげた冥めい乃の河かわ葵あおいが、そのまま洞どう窟くつ湖このほとりから後ろへ倒たおれ込こむように静せい謐ひつな水の中へ身を投じてしまったのだ。

「何をやっているんだ、この非常時に！」

「うるさいわ、生意気な小こ僧ぞうが人様を乾かわき切きったババアなどと言うからしっとり濡ぬれてみる事にしたのじゃ！　大体元から湿しつ気けでびっちょびちょだったからの。今さらどうという事もあるまい」

　いきなり深くはなっていないようで、葵あおいは浅あさ瀬せで身を起こし、尻しり餅もちにも似た格好でからからと笑っている。巫女みこ装しよう束ぞくの意外と大きな胸の谷間に透とう明めいな水を引ひっ掛かけるように溜ため込こみながら、

「お主もどうじゃ。すとれすを溜ためないというのもぱふぉーまんすを維い持じする一つの方法じゃが、効率良く発散する方法をきーぷしておくのもアリじゃと思うぞ」

「……だったらストレスを与あたえないよう努力もしてほしい訳だが」

　恭きよう介すけは呆あきれたように額に手をやって、

「それから前に川遊びの時にも言っただろう。そういう濡ぬれたり何なりは気になるって」

「むはは、わざとと言ったらどうするかえ？」

「……、」

「くふふう、冗じよう談だんじゃよ。このメンドクサイ時に重たいマジメを出すでないわ堅かた苦くるしい」

　ざぶざぶとこちらへ戻もどってきながら冥めい乃の河かわ葵あおいはそんな風に言っていた。

　決して揺ゆさぶられる事のない不動の心を保つのではなく、どんなに揺ゆさぶられてもすぐに回復する方法を身に付ける。単なる屁へ理り屈くつではないようで、彼かの女じよの前では些さ細さいな事でも大きなイベントに変へん換かんされていくようだ。

　その葵あおいは何やら片足立ちで頭を右側に傾かたむけ、掌てのひらで側頭部をとんとんと叩たたいていた。どうやら耳の中に水が入ったようだが、そんなに無防備だと動きのたびに意外と大きな胸まで上下してしまう事には気が回っていないらしい。

「よっ、ほっ……ああ、抜ぬけた抜ぬけた。なあ火を使っても大だい丈じよう夫ぶか？」

「言わんこっちゃない。もう体が冷えてきたのかな」

「いいや。結構長い間埃ほこりを被かぶっておったからの、久しぶりに胃い袋ぶくろを動かしてみたいのじゃかっぷ麵めんとか見たらもうたまらんのじゃ。うおー、今はとにかくじゃんくなものが恋こいしいのじゃー！」

「……まあ、今すぐブライズメイドがやってくる可能性は低いだろうけどね」

　パッと顔を明るくした葵あおいは洞どう窟くつ湖このほとりへ改めて戦利品を並べていくと、

「何じゃおいるらんぷとかいうのしかないのう。こういう時は焚たき火びの方があうとどあ感が出るのにな！」

「……やっぱり凍こごえているのではないかな？」

「いやそんなに。まあぐっちょぐちょじゃから、とっとと装しよう束ぞくには乾かわいてもらいたいのは事実じゃがな。うりゃー！」

　またも奇き声せいであった。

　そしてよりにもよって冥めい乃の河かわ葵あおいは目にも鮮あざやかな袴はかまの紐ひもに手を掛かけると、呆あつ気けなく蝶ちよう結むすびをほどいてしまう。後はもう重力に任せるばかりであった。敢あえて擬ぎ音おんで表現するなら真下にすとーんである。

　普通の着物と違って独立した帯はないのだが、どうもびちょびちょなのが功を奏したのか、きちんと前を合わせれば手を離しても襟は崩れない。濡れたタオルを壁に叩きつけるようなものだろうか。

　城しろ山やま恭きよう介すけは非常に難しい顔になった。

「一体何を？」

「むはは無理してマジメを作るでない、和装女子ははいてないという事前知識が頭の中を乱らん舞ぶしてぱにっく寸前じゃろう？　じゃが残念！　小こ袖そでは長めに作ってあるからやっぱり見えないのじゃ!!　そう夢のわいしゃつ効果のようにな!!」

「……参ったな、言われてみれば防水仕様かどうか蓮れん華げに聞いてなかったぞ。水が入って故障したとかいう話なら難易度が跳はね上あがる訳だが」

「こらー顔を真っ赤にするのじゃー!!」

　和風裸はだかワイシャツ（？？？）な冥めい乃の河かわ葵あおいが両手を振ふり上あげてお怒いかりになられたが、どう対処するのが正解なのかはさしもの恭きよう介すけにも見えなかった。

　でもってご当人様はぺたりと地面にお尻しりをつけ、唇くちびるを尖とがらせながらお湯を沸わかすためのオイルランプのつまみをひねって、

「んっ」

「どうした変な声を出して。座すわった途と端たんに砂でも張り付いたかな？」

「もう少し裸はだかに布きれ一枚の女子に対してどりーむを持っても良いと思うんじゃがの!!　そしてデキる女は素知らぬ顔でがーどがしっかりしておるのじゃー!!」

「見える、見える。というかそこで腰こし浮うかせるとほんとに今見えそうだから何とかして!!」

　水の力で襟を貼りつけているだけなので、いつ前が開くか分かったものではない。

　会話はこんなもんだが彼かれらとて召しよう喚かん儀ぎ礼れいの最前線に立っている事実までは忘れない。

「それと最初に言っておく」

「うん？」

「仮にオリヴィア？　とやらの意識が回復したとしてもじゃ、あれだけ強固な女じよ王おう信しん仰こうに染まった信しん奉ぽう者しやの目を覚ますのは容易ではないぞ」

「織おり込こみ済ずみだよ」

　冥めい乃の河かわ葵あおいが呼よび込こんだ『召しよう喚かん失しつ敗ぱいによる衝しよう撃げき』は、まともに浴びると敗北者と同じ状態になるらしい。つまり回復までおよそ二四時間。もちろん葵あおいとしては想定済ずみだったのだろうが、恭きよう介すけ側がわが被召物マテリアルを呼び出す前でダメージが少なかったのは幸いだった。

　おかげでこうして考える時間が手に入ったのだし。

「ああ、水はペットボトルのが中にあっただろう」

「名水の産出地じゃぞ、洞どう窟くつ湖こから汲くんでしまえばよいではないか」

「実際の雑菌繁殖率は？　商品化されたミネラルウォーターだって煮沸くらいするし、熱に強い耐性菌も否定できないしね。細かい水質を検査している暇ひまはないし、使えるものがあるならそっちを使わせてもらおう」

「オリヴィアの頭の中はもっと測りにくいはずだがのう。ま、あれだけ高精度で被召物マテリアルを操あやつる王の血を循じゆん環かんさせる依より代しろじゃ。正直に言えば生まれが全てを決める血統主義の考え方自体はあまり好かんが、単純戦力としては仲間にできれば心強いかの。もちろんできればという前提あっての話じゃが」

「分かってる」

　恭きよう介すけは険しい顔で、

「……でも、ここが褒ほう美び村むらだからこそオリヴィアは何とかなるかもしれない。そういう意味では感謝をしているよ」

「？」

　葵あおいが長い銀の髪かみを揺ゆらしつつ、いったんお堂（？）の方に戻もどってファミリーサイズのペットボトルを意外と豊かな胸の辺りで抱かかえてきた。両手が塞ふさがっているため、太ふと股ももの付け根近くまではっきり見える裾すその辺りはおろそかだ。

　ぺたりと内うち股またの女の子座ずわりで白の小こ袖そで一枚のお尻しりを地面につけた巫女みこさんが、キャンプ用品の一つである金物の鍋なべに外国産の海洋深層水を注そそぎ込こんでいるのを眺ながめつつ。

「それから方針を決めておきたい。今のところ、僕ぼく達たちの前には二つの道がある」

「ああ。わしとしてはこれ食ったらさっさと山頂を目指したいがな。褒ほう美びの地はぶらいずめいどに蹂じゆう躙りん支し配はいされておる。ここの民たみも無限に逃にげ続つづけられる訳でもない。りみっとが二、三日と考えるとあまり悠ゆう長ちようにはしておれん」

「そうかい？　僕ぼくはむしろ二人の回復を待ってから進む方を推おしたいんだけど」

「理由を尋たずねよう」

　カップ麵めんの種類は色々あったが、恭きよう介すけはロングセラーなしょうゆ味を、冥めい乃の河かわ葵あおいは期間限定品なのか魚ぎよ介かいトマトスープ味を手に取った。

「第一に戦力強化。単純にビヨンデッタの力があるかないかは大きい。二人が自力で歩いて進めれば僕ぼく達たちの手が塞ふさがる事もないだろうしね」

「ふうむ。申し訳ないが、初対面のわしからすると良いいトコなしに見えるのじゃがのう」

「単に相手との相あい性しようの問題だ」

　言い合いながらもカップの蓋ふたを半分ほど開け、そして恭きよう介すけがギョッと固まった。見ればびしょ濡ぬれ小こ袖そで一枚の葵あおいがお湯を注ぐ前の容器の中に粉チーズを振ふりかけている。

「……何で災害保存食の中にチーズが入っているんだ」

「何を言う。発はつ酵こう食しよく品ひんは基本的に保存食じゃろう。納なつ豆とうにしてもキムチにしても、調味料と同じでそう簡単にはダメにはならん。ふんふふーん、ちょい足しはせんすが問われるからのう、ここらで乙女おとめの美意識をお見み舞まいしてやろう」

「だからといってヨーグルトが置いてあるのはどうかと思う訳だが！」

「何じゃお主はぎりしゃよーぐるとを知らんのか遅おくれてるのうッ!!」

「ギリシャヨーグルトは常温で保存するものではないし!?」

　ぎゃあぎゃあ言い合いながらも、待ち時間の間に各おの々おののトッピングを取り合う二人。恭きよう介すけは相手がシリアルでなければこだわりを見せない男ではあるのだが、戦せん闘とう状じよう態たいにある以上は効率的に必ひつ須す栄えい養よう素そを確保しておく必要がある。平たく言えば食べられる時に食べておけ、だ。

「んおっ？　お主は厨ちゆう房ぼうに立つ男子なのかのう」

「別に得意ではないけど、まあ今なら大だい丈じよう夫ぶだろう。特に知識はなくても、適当に選んだものが全て奇跡の組み合わせになってくれるだろうしね」

「？」

「さっきのダイヤル錠じようと同じだよ。今ここはドリンクバーで適当にジュースを混ぜただけで特許が取れそうな成功作ばっかりできあがる世界だって事。ランダム選せん択たくにおいて全体の中に一つでも成功の可能性が入っていれば必ずそれを引き当てる事ができる。もちろん、他者の思おも惑わくとぶつからない範はん囲いにおいてだろうけど」

　言いながら恭きよう介すけの手がさまよい『適当に』摑つかんだのは、非常用のフリーズドライの野菜セット。それにお湯を注いで戻もどしてから、フライパンで軽く炒いためて水みず溶とき片かた栗くり粉こを混ぜているだけである。子供の手伝いのような作業でしかないが、これだけでカップ麵めんをあんかけ風にしてしまえる。お肉成分が足りないが、いくつかある缶かん詰づめに手が伸のびなかったのは元からある濃こい口くちのタレとケンカしてしまうからだろうか。

　一方、女の子座ずわりで太ふと股もも剝むき出だしの葵あおいはと言えば、

「ふんふふーん」

「アルファ米なんて手に取ってどうするつもりだ？　まさかのラーメンライス？」

「阿あ呆ほう、すでにわしのかっぷの中は粉ちーずでメッチャクチャだという事を忘れたのかえ」

「自分でメチャクチャって言いやがった!?」

「そしてお湯で戻もどしたご飯を投入すればー、ざんざかざーん!!　りぞっと風にだいへんしーん、なのじゃ!!」

「ふざけるなよゲテモノ食い、それだともう麵めんの部分いらないだろう!!　チーズとスープとご飯で完成してるし!!」

　とはいえ今がそういう世界なら、これもまた成功の一つのはずだ。

　世の中とはまったく奥おくが深い。

「ふうむ、ちと彩いろどりが足りんな。そうじゃ缶かん詰づめが何かあったはず。ふはー、塩やきとりがあるではないか。こいつをぶち込こめばちきん成分も完備なのじゃ！」

　缶かん切きりいらずの、プルタブのオバケみたいな蓋ふたをがぱりと開けている葵あおいを眺ながめ、そうかタレ系以外の缶かん詰づめもあったのか、と今さら気づかされる恭きよう介すけ。書しよ物もつ占うらないのようなランダム性を頼たよりにしていた分だけ全体の観察を怠おこたってしまったようだ。カップ麵めんの肉と言えば本当に肉なのかどうかも不明な例のアレになるため、ここは素す直なおに羨うらやましい。

（自分の頭に浮うかばない成功の偶ぐう然ぜんは引き当てられない。……という話なのかな？）

　と、

「……痛っつ！」

「？」

「うううー、恐おそるべき罠わなにやられたのじゃー」

「報告で話を盛るのは良くない。缶かん詰づめの蓋ふたで指先を切ったと素す直なおに言うんだ」

　人差し指の先からぷっくりと赤い血の珠たまを浮うかばせ、しばし涙なみだ目めになっていた葵あおいだったが、

「そうじゃ小こ僧ぞう、ここはお主が舐なめて消毒すべきじゃと思う」

「思うではないよ何でだよ」

「むしろ嫌いやそうに言うでないわ！　契けい約やくの際はわしに散々やらせておいて、自分で咥くわえるのは嫌いやじゃとか、まったく！　まったくもう!!」

　ぷんすか怒おこっている葵あおいが自分の指先を舐なめ取とり始めていた。

　ちなみにこんな馬ば鹿かげた話をしている最中にも時間は進んでいる。オリジナルのトッピングを足す場合は上からかけておしまいなのではなく、馴な染じませるために多少の間が必要だ。これを読よみ違ちがえるとのびのびヌードルになってしまうので要注意である。

「ま、ビヨンデッタについては単純に敵の狙ねらいを分散化させるという意味では回復待ちに賛成してやるかの。じゃがオリヴィアの方はどうする？　あの童わらべが目を覚ませば状じよう況きようは複雑化すると思うがの。ヤツはわしらの下から逃にげ出だすために妨ぼう害がい行こう動どうを繰くり返かえすじゃろうし、オリヴィアにしてやられたビヨンデッタも面おも白しろくはないじゃろう。外がい患かんと内ない憂ゆうを同時に呼よび込こむ恐おそれがあるぞ」

「そいつは第二の理由とも重なる訳だが。オリヴィアから情報を聞き出せれば、褒ほう美び村むらに展開されるブライズメイドの詳しよう細さいを摑つかめるかもしれない」

　銀ぎん髪ぱつの巫女みこは苦い顔になった。

　葵あおいは意外と大きな胸を持ち上げるように両りよう腕うでを組むと、

「……そりゃあ相当楽観的というか、童わらべの魂たましいに根付いた女じよ王おう信しん仰こうを短期間で完全に排はい除じよできたらという前提あっての話じゃろう？　いや、わしとて理想としては願っておるが現実はのう」

「分かってる」

「単純に従順か反発かの話ではない。改心したふりをして誤情報を摑つかまされるりすくまで背負って探さぐり合あいとなると、かえって混乱するだけかもしれんぞ」

　もちろん『白き女王』に染まってしまった者がどれだけ厄やつ介かいに変質するかは、恭きよう介すけだって痛いほど理解している。

　ただし、だ。

　約束の時間になったので恭きよう介すけは蓋ふたの上の小石を取り除きながら、

「オリヴィアを籠ろう絡らくできないと、僕ぼく達たちが自力でブライズメイドの展てん開かい状じよう況きようを探さぐらなくちゃならなくなるぞ」

「む」

「山頂の遊覧船という目的地は決まっているものの、ブライズメイドの出で方かた次し第だいで間の移動ルートはかなり変わってくるはずではないか。あらかじめタイムテーブルを理解しているか否いなかはかなり大きな違ちがいになってくる」

「召しよう喚かん師しの戦いは既き存そん軍隊のそれとは大きく異なるはずじゃ。敵が密集している今じゃからこそ、単たん騎きで『チェイン』を稼かせいで一いち網もう打だ尽じんにする事もできるのでは？　お主は『フリーダム』の九〇〇番台なのじゃろう」

　冥めい乃の河かわ葵あおいは完全に蓋ふたを剝はがすと、わりばしを摑つかむでもなくまずは腰こしを曲げ、ぐぐっと前のめりになって湯気を立てる容器そのものに鼻を近づけていった。

「ふはー、とまととちーずの組み合わせが良いい感じじゃのう。わしの可愛かわいいちきんちーずりぞっとちゃーん☆」
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「……そっちのはもはやラーメンでも何でもないのにそれなり以上に成功っぽく見えているのが逆に怖こわい訳だが」

「そっ、そんなに獣けもののような目でこっちを見おって……。わしの自信作がそんなに羨うらやましいなら一口くらいは分けてやっても構わんがな。一口だけな！　ほ、ほらあーんしろあーん」

「……どうしよう。ルールは理解しているのにどうしても信じる心が足りない訳だが……」

「ようしケンカじゃな、りあるの拳こぶしで語り合うのじゃな？」

　形だけは柔やわらかそうなほっぺたを膨ふくらませている冥めい乃の河かわ葵あおいだが、その目元はやっぱり楽しげだ。

　彼かの女じよは自分で作ったリゾット（風の何か）を頰ほお張ばりながら、

「やっぱり人と食べるのが良いいのう」

「……、」

「蓮れん華げのヤツはまだマシな方じゃが、代によっては延々放ほったらかしもあったからの。こういう食事は一回一回嚙かみ締しめるに限る」

　とはいえ、だ。

　無難にあんかけラーメンに改造した例のヤツをすすりながら恭きよう介すけはこう続けた。

「数の劣れつ勢せいを逆手に取って『チェイン』で密みつ集しゆう陣じん地ちを破は壊かいしていく。一理あるけど、ブライズメイドがそれも見み込こんでいたとしたら？　『チェイン』を途と切ぎれさせるため、わざと人員の間かん隔かくを空けているかもしれない訳だが。励起手榴弾インセンスグレネードの炸さく裂れつを待たず、長ちよう距きよ離りから狙そ撃げきを仕し掛かけてくるかもしれない。どこかの純白ではあるまいし、召しよう喚かん師しはそこまで便利で万ばん能のうな最強ではないんだ。向こうがどこまで城山恭介を理解しているかだけでもオリヴィアの口から聞いておきたい。たとえ彼かの女じよを怒おこらせて、口を滑すべらさせてでもだ」

　現げん役えきのオリヴィア、卒業したアザリア、そして何より『白き女王』本人。ブライズメイドには恭きよう介すけを伝説ではなく実像として理解している人物が関わり過ぎている。細かな思考の癖くせまで把は握あくされてフローチャート化が進んでいる場合、補給も増ぞう援えんも期待できない中で闇やみ雲くもに進むのは危険だ。励起手榴弾インセンスグレネードの無む駄だ撃うちを誘さそってくるような事態にもなりかねない。ここには古道具屋の緑リユウ娘ニヤン藍ランも調ちよう香こう師しのエリ＝スライドもいないのだ、補給はないものとみなして慎しん重ちように行動した方が良いい。

　冥めい乃の河かわ葵あおいは作り物の肺を動かすために意外と大きな胸むな元もとを上下させ、はふはふと容器の中を冷ますための吐と息いきを止めていた。

　肩口に大きな切り込みの入った白の小こ袖そで一枚で女の子座ずわりしている巫女みこさんはそのまま顔を上げて、

「……任せるしかないかのう」

「助かるよ」

　でもっておかゆ状のどろっとしたヤツを摘つまんだままのわりばしをズビシと恭きよう介すけの鼻先に突つき付つけ、片目を瞑つぶって葵あおいは宣言する。

「よいか、これはわしが奥おくゆかしくも甲か斐い甲が斐いしく殿との方がたを立てて一歩身を引く純じゆん情じよう可か憐れんな性しよう根ねの持ち主だからこそすむーずに決定が為なされたのじゃという事実を忘れてくれるなよ？　大体お主はオリヴィアだのビヨンデッタだの横文字連中ばかりご贔屓ひいきにし過ぎておる傾けい向こうがある、今こうして小こ僧ぞうと契けい約やくしておる運命共同体の依より代しろはこのわしなのじゃという事実をもう少しじゃな」

「そうなの」

「その雑な扱あつかいに問題の根幹があると言っておるのじゃーっ!!」










　　　　６




　オイルランプを使うと焦こがしてしまいそうで怖こわかったが、今はこんな世界だ。それでも時間をかけていけば巫女みこ装しよう束ぞくは乾かわかせる。そして意外なものだが、どんなにくだらなくても目の前にやるべき事がぶら下がっていれば全力で取り組んでしまうらしい。吹雪ふぶきの山小屋にパズル雑誌が読み捨てられている贅ぜい沢たく、とでも言うべきか。

「これでよし、と。ふははどうじゃ完かん璧ぺきに乾かわいたろう!?」

「分かったから、仁に王おう立だちで両手を腰こしに当てる暇ひまがあったらさっさと袴はかまを穿はいてくれ……」

　恭きよう介すけの靴や葵あおいのブーツも湖で洗って乾かして、恭きよう介すけや（きちんと着き替がえた）葵あおいは定期的に洞どう窟くつ湖この周囲を巡じゆん回かいしていたが、ブライズメイドの召しよう喚かん師しやレプリグラス操そう兵へいが踏ふみ込こんでくる事はなかった。褒ほう美び村むらの地下構造は単に広く複雑なだけではなく、おそらく『いかにも怪あやしい、しかし実際には何もない』デコイの大広間や宝ほう物もつ庫こなんかもしこたま用意されているのだろう。

『本当に重要な場所』へ敵が一直線に攻せめ込こんでくる事がないところを見ると、蓮れん華げや彼ひ岸がんなどの褒ほう美び村むらの住人が捕つかまって情報を吐はかされている、といった心配もしなくて大だい丈じよう夫ぶらしい。

「……いや、今ならどんなくじを引いても必ず当たる環境なんだから、単にそういう話でもないのか。僕ぼく達たちが明確な目的意識を持ち始めた事が大きく働いているのかな」

「うん？」

　その色いろ香かを振ふり撒まく妖あやしい肢し体たいに反して子供のように可愛かわいらしく首をひねる冥めい乃の河かわ葵あおいと共にしばし暇ひまを持て余していると、問題の時刻になった。

　二四時間経過。

　敗北者がそのペナルティから解放される刻限である。

「く……」

「……う……。お兄ちゃん？」

　お堂（？）の中でそんな風に呻うめいて、毛布の中からもぞもぞと動き始めるビヨンデッタとオリヴィア。これまでの機械的な動作の繰くり返かえしではなく、そこには明確な人の意思が込こめられていた。

　が、

「チッ、敵!?」

「よせビヨンデッタ、もう終わった訳だが!!」

「そして何で素すっ裸ぱだかなんですか私わたし達たち？　一体ここへ至るまでに何がありましたお客様ぁー？　まさか今さら見せると見られるの違ちがいが分からんなどと言いませんよねえ？？？」
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「まずい笑え顔がおで銃じゆう口こうがこっち向いたっ、今さらの意味も分からない。ところで彼かの女じよ達たちの扱あつかいが雑なのではないかな冥めい乃の河かわ葵あおい僕ぼくも初めて知ったぞ裸はだかのまま寝ねかせているだなんてえ!!」

　全ぜん裸らに毛布一枚の何とも危あやうい少女達たちからは距きよ離りを取らなければならないが、かといって今のビヨンデッタとオリヴィアを同じ空間に置いておくと殺し合いになりかねない。よって恭きよう介すけが採るべき選せん択たくは一つであった。

「葵あおい任まかせたここは女の子同士が一番だッ！」

「うええっ？　そういうお主こそわしの扱あつかいがだな……っ!?」

　お堂（？）から入いれ替かわりに装しよう束ぞくが乱れるのも構わず銀ぎん髪ぱつの巫女みこを投なげ込こんで外への脱だつ出しゆつを果たした恭きよう介すけだったが、中からは得体の知れない破は壊かい音おんが響ひびき、そして観音開きの扉とびらから何か棒切れのようなものが飛び、続いてバレーボールくらいの大きさの丸い塊かたまりが、てんってんっと転がってきた。

　浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの艶なまめかしい細ほそ腕うでや見み目め麗うるわしい頭部であった。目が合うとヤツは言った。

「うーらーめーしーやー」

「うわあすごい古風!?」

「……いかんいかん、関節がバカになって取れやすくなってしまったかもしれん」

　とりあえず腕うでや生首を拾っていると、ようやっと着き替がえを終えたビヨンデッタが尻尾しつぽの飾かざりを左右に振ふりながらお堂（？）から外へ出てくるところだった。

「お客様、ご説明を」

「あのう、オリヴィア生きているよな？」

「その感じですと、敵対状態は解除されたとみなすべきですか？」

　恐おそる恐おそるビヨンデッタの脇わきを抜ぬけてお堂（？）の中を覗のぞいてみると、隅すみっこに固まるオリヴィアと盾たてになった（首なしで、ちょいとバラバラ気味の）巫女みこさんが佇たたずんでいるのが分かる。

「はー、すっかり捕つかまってしまいましたかー」

　金きん髪ぱつ二本三つ編みの少女はあんまり苦を感じている様子でもなさそうだった。学校の水着の薄い胸の辺りを掌てのひらで撫なでて着き心地ごこちを確かく認にんし、白地に花柄のパレオの中へ手を差さし込こむと、どうやら水着のお尻しりの部分を指先で直したようだった。短く息を吐はきつつ、

「けどまあ、これも『白き女王』の思おぼし召めしなら仕方がないかなー。全ての物事には理由があるんだろうし、私が負けた事にも大きな意味があるんだよねっ！　お兄ちゃん☆」

「……、」

　流れるように出てきた言葉と笑え顔がおに、恭きよう介すけは思わず苦い顔になった。

　びっしりと根付いている。

　麦むぎわら帽ぼう子しのオリヴィアにとって『白き女王』とは、おはようやこんばんはやいただきますやごちそうさまと同じなのだ。紙幣や硬貨に描かれた肖像なんかと変わらないのである。何か特別で神聖な儀ぎ式しきを強しいられるのではなく、完全に生活の一部として馴な染じんでいる。

（……でも、だからこそ）

　恭きよう介すけは静かに思案していた。

　有利不利は関係ない。全てを逆手に取るのが召しよう喚かん師しの戦い方だ。

（……ここが東とう欧おうのＦ国ではなく、遠く離はなれた異郷の褒ほう美び村むらだからこそ）

　さあ、全てはここからだ。

　恭きよう介すけは両手で持っていた生首を首なし巫女みこに押おし込こむと取れた腕うでを渡わたし、脇わきにのけて座すわり込こむオリヴィアと目線を合わせた。

「オリヴィア、話がある訳だが」

「それにしてもお兄ちゃんが真正面から来ないで意識のない時を狙ねらってくるなんて思わなかったなあ。そうか、寝ねている時のイタズラ派なのか。でも困ったなあ、変態さんでもお兄ちゃんのやる事だとあんまりイヤな感じしないし」

「ヴィア」

　もうちょい強めに、かつての呼び方を使ってみた。

　小さな肩かたがピクンと震ふるえたので、効果はあったらしい。まだそっぽを向いているが、幻げん影えいの尻尾しつぽは左右にぱたぱた振ふられている。

（こういう時は、どうだったか……）

　当時の事を思い出しつつ、軽く頭を撫なでてやるとようやっとその鼻先がこっちを向いた。

　少女は花柄のパレオの奥も気にせず体たい育いく座ずわりで唇くちびるを尖とがらせ、両足の親指をぐりぐり動かし、

「お兄ちゃんと『白き女王』のケンカの話なら聞かないよ。だって仲良くしないお兄ちゃんが悪いんだもん！　向こうは全然ウェルカムなんだからさ、お兄ちゃんさえそっぽ向かないで迎むかえ入いれてあげれば誰だれも彼かれも私もみんなも別れなくて済むのに!!」

「……、」

　恭きよう介すけは身を屈かがめたまま、こんこんと自分のこめかみを人差し指で叩たたいた。お堂（？）の扉とびらの辺りに立ったまま背中を預けていたビヨンデッタが早くもこう助言してくる。

「手遅れなのでは？」

「いいや、まだだ」

　理解不能と言い切るのは簡単だが、それでは対話が始まらない。

　オリヴィア＝ハイランドの特とく殊しゆな精神状態を自分なりに分ぶん析せきする。

「……ぶつぶつ、お兄ちゃんが言う事を聞いてくれない、ぶつぶつ……」

「前とは状じよう況きようが違ちがう訳だが」

「はあ、つまり白いすくーる水着じゃなかったのが問題なのかなあ。海の国で生まれた変態さんのこだわりはちょっと難し過ぎるよ。でもヴィアはお兄ちゃんの未来のために国民総海水浴の国の水着の事もお勉強しないとなー」

　埒らちが明かないと思ったのか、横からビヨンデッタが口を挟はさんできた。

「もー正直に全部話してしまいなさいよ」

「やだ！　ていうかこのお姉ちゃんは一体どこの誰だれなのお兄ちゃん！」

「先生の言う事が聞けないんですか!?」

「えっ、せんせ……うーん、なら仕方がないのかなあ……？」

　二万発近いロケット砲ほうの斉せい射しやで村を一個地図から消しておいてこの言い草である。子供の世界の法則が顔を出すのは救いがあるのか、あるいは歪ゆがみの深さを見つけたのか。

　ささやかな胸元を彩る薄いピンクの薔薇ばらの飾りに目をやる。女王の白に、恭介が好んで選びやすい衣類の赤を足したもの。

「あのね」

　彼かの女じよは『白き女王』の信しん奉ぽう者しやだが、しかし恭きよう介すけの敵対者でもない。言ってみればどっちの味方でもあるのだ。たとえるなら、そう、

（……自分の世界を守るため、夫ふう婦ふゲンカを何とかしようとしている子供のような）

　思おもい浮うかべて、恭きよう介すけは頭痛に苛さいなまれるように眉み間けんへ皺しわを寄せた。

　冗じよう談だんにしても悪あく趣しゆ味みすぎるが、それがオリヴィアにとっての真実なのだ。

　つまりオリヴィアは恭きよう介すけと『白き女王』にくっついてほしいのだ。だから時と場合によっては、双そう方ほうのために双そう方ほうと戦う。今のところは女王に身を寄せて恭きよう介すけを叩たたく側に回っているが、バランス感覚を優先しているオリヴィアは天てん秤びんの傾かたむき次し第だいでは逆に回るだろう。本気で彼かれを殺す気はない。過ちを正そうとしている、の方が近い。

　ただしそれだけだ。

　恭きよう介すけと『白き女王』をくっつけたがっているオリヴィアからすれば、それ以外の全てはノイズにしか見えないはずだ。特に冥めい乃の河かわ葵あおいやビヨンデッタといった女じよ性せい陣じんの存在は、オリヴィアにとっては家庭をないがしろにする原因、つまり仕事や浮うわ気き相あい手てのように映っているかもしれない。だから褒ほう美び村むらへの襲しゆう撃げきにも躊ちゆう躇ちよがなかった。

　ブライズメイド。

　純白の花はな嫁よめの付つき添そい人にん。その存在を体現したような少女。

「オリヴィア」

「……なあに、お兄ちゃん？」

　部屋の隅すみで不ふ貞て腐くされたように頰ほおを膨ふくらませる麦むぎわら帽ぼう子しに二本三つ編みの少女へ、恭きよう介すけはこう言い放った。一つずつ、ゆっくりと嚙かみ砕くだくように。

「悪いが、それは、できないんだ」

「どうして？」

　それだけで意味が伝わったらしい。

　あなたはお父さんとお母さんのどちらについていくの？　そんな質問をぶつけられた子供のように、オリヴィアは両目を真ん丸に見開いていた。

　彼かの女じよの主観では、着地点は『もっと前』になければならないらしい。

「どうしてそうなるの!?　誰だれも拒こばんでいない、誰だれも衝しよう突とつしていない、誰だれも困っていない、なのにどうしてお兄ちゃんだけが遠ざかろうとするの!?　お兄ちゃんさえ矛ほこを収めれば、お兄ちゃんさえたった一歩女王に歩み寄れば、それだけで世界は丸く収まるのに!!」

「……、」

　何も知らなければ、そういう風に映るかもしれない。

『白き女王』が猛もう烈れつアピールをしてくる中で恭きよう介すけが斜しやに構えて遠ざけたりしなければ、それで対立構造は崩くずれてしまうと思ってしまうかもしれない。

　ただし、だ。

「それはできない、絶対にだ」

「だからそんなの理由になってまーせーんー!!　あれだけお兄ちゃんの事が大好きな『白き女王』が悪さなんてするはずないもの！　お兄ちゃんが振ふり返かえってあげないのがいけないんだもの、だから女王も不ふ貞て腐くされちゃっているんでしょ!!　なのにどうしてお兄ちゃんは自分から混乱を望むの!?　あんなに健けな気げな『白き女王』の何がそんなに気に入らないの!?」

「何故なぜなら、あの邪じや悪あくは『城山恭介さいきよう』に恋こいしているからだ」

「っ？」

　オリヴィアは、しばし意味が分からないといった顔で言葉を詰つまらせていた。

　その小さな手は、二本三つ編みや飾り襟、安全装置の太い鎖くさりやカバンのような錠じよう前まえの鍵穴など、どこかに触ふれる事もない。手て慰なぐさみの感かん触しよくに逃にげる事すら適かなわない。

　真ん丸に目を見開いたまま、初めて疑問に首を傾かしげる彼かの女じよの顔を見み据すえて、もう一度恭きよう介すけはこう告げた。

「それはもはや僕ぼくの事ではない、架か空くうの存在だ。ヤツは自らが作り上げた『城しろ山やま恭きよう介すけ』の像に蝕むしばまれているから、今ここにいる僕ぼくが寄より添そっても何も解決しない。理想と現実の齟そ齬ごにさらされて、すぐにでも壊こわれる。こんな恋は粗悪な偽物だと判断するだろう」

「……、そんなこと」

「今ここにいる僕ぼくでは、女王が作り上げた『城しろ山やま恭きよう介すけ』には届かないんだよ、オリヴィア。いいや、おそらく誰だれにもできない。僕ぼくにだってその枠わくに収まるスペックはないから、『白き女王』を愛情でコントロールする事はできない訳だが。残る手段は一つだけだ。ヤツを殺して止めるしかない、完全にね」

「そんな事ない!!　お兄ちゃんの言ってる事なんて一つも意味が分かんない、あの城しろ山やま恭きよう介すけもこの城しろ山やま恭きよう介すけもないもの！　お兄ちゃんは世界に一人しかいない、どうしてそんな簡単な話が分からないの!?」

「ああ、僕ぼくは一人しかいない。この命だって一つだけだ」

　恭きよう介すけはあっさりと認めた上で、

「だけど『白き女王』にはそれが分からない。例えば一見あんなに執しゆう着ちやくしているように思えるけど、実際には僕ぼくがここで死ねば彼かの女じよはすぐに諦あきらめる。今までの全ては幻まぼろしに過ぎなくて、今度こそ撫なでても壊こわれない、別の何かを追い求めるようになってしまう。そうなったら行動の予測が、執しゆう着ちやくの矛ほこ先さきが見えなくなる。だからヤツの目が僕ぼくに向いている間に、この手で殺さなくてはならない訳だが。そうしないと本当に世界は取り返しのつかない事になるから」

「お兄ちゃんの言ってる事はおかしい……」

「だろうね。でも真実だ」

「決めたっ、私はお兄ちゃんについていく。だってこんなの絶対狂くるってる、周りを取り除いたって何も変わらないんだ。お兄ちゃん自身が間ま違ちがいに気づかない限り、『白き女王』とは一いつ緒しよになれないんだってはっきり分かったもの！」

　恭きよう介すけはゆっくりと息を吐はいた。

　今はこれで良いい。

　一見して平行線のように思えたが、おかげでオリヴィアは辺りをウロチョロする事なく常に恭きよう介すけと行動を共にする事は決まった。いきなり相そう互ご理り解かいを完結させる必要はない。ひとまず常にコンタクトを取れる状じよう況きようを作るのが大切だ。

「オリヴィア、二四時間以上襲しゆう撃げきがなかった事からほとんど安心だとは判断しているけど、念のため尋たずねておく。盗とう聴ちよう器きや発信器については？」

「……服を脱ぬがせたのはお兄ちゃんでしょ、調べなかったの？」

「すごい冤えん罪ざいが展開中な訳だが、まあ良いいか。体の中は？」

「スミズミまで調べてご覧になります？　はいあーん」

　カンッペキに不ふ貞て腐くされた子供の態度であった。小さな舌だろうが喉のど奥おくの口こう蓋がい垂すいだろうがお構いなしだ。こちらを見上げて目の前で大口を開くオリヴィアの未完成なボディラインの表面をなぞるような格好で、恭きよう介すけは金属探知機にも似た動きでスマホをかざしていく。

　無防備な少女の喉のど奥おくを見ながら恭きよう介すけはこんな風に言ったものだった。

「……ま、分かりやすい電波や赤外線が出ていないのはこうすれば分かるんだけどさ」

「なら良いいでしょ。ふんだ」

　レプリグラス由来の場合は、アリやハチがフェロモンの交こう換かんで情報伝達するのと同じく匂においや化学物質などに信号を乗せる可能性もあるため、必ずしも万ばん全ぜんとは言えないのだが、

「でも困ったなあ。今、不意打ちで僕ぼくが死んだら女王と仲直りする機会もなくなる訳だが。永遠に」

「っ！　何にもないよ、あったら全部報告してる!!」

　これがオリヴィア＝ハイランドのコントローラだ。

　今はこの言葉を信じよう、と恭きよう介すけは判断する。

　根幹にあるのは何であれ、オリヴィアは噓うそをつかないだろう。学校の水着を飾り襟や短すぎるスカート、花柄のパレオで着飾ったこの小さな少女は城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』がくっつくのを邪じや魔まする存在であれば、たとえ同じブライズメイドでも許さないはずだ。彼かの女じよの女じよ王おう信しん仰こうはかつてのアザリアや『ザ・セイント』とはまた違ちがったもの。もっと純じゆん粋すいに、透とう明めいで、裏はなく、だからこそ根が深い。

「なら次の目的地に向かおうではないか」

　それだけ言って、恭きよう介すけは非常物資の保管場所になっていたお堂（？）を出る。と、観音開きの扉とびらを潜くぐる時に、寄りかかっていたウェイトレス服のビヨンデッタがこう囁ささやいてきた。

『女王の箱庭』という、同じ過去を共有する者にしか放てない言葉で。

「（……『三月ウサギ』の件、そこまで引っ張る必要もないのでは？）」

　対する恭きよう介すけは、振ふり返かえらずにこう即そく答とうした。

　低く、冷たく。

「ただの事実だよ」




　　　　７




　主に冥めい乃の河かわ葵あおいの案内で広い洞どう窟くつから入り組んだ通路へと歩を進めていた。こちらにもアウトドアのライトなどが不規則に取り付けられているが、岩がん盤ばんを支えているのは木材の柱だった。辺りを漂ただよう湿しつ気けにさらされたせいか、何だかぶよぶよしてそうに見える。神域から人を遠ざけるための仕組みかもしれないが、

（……まずいな。元から手て掘ぼりの区画も多かったけど、この分だと）

「この辺りも随ずい分ぶん変わったもんじゃのう」

「そうなの？」

「わしはこんな出自ゆえ洞どう窟くつまわりが遊び場になっておったが、はて、こんなに朽くち果はてておったか。ちょっと見ない間にすぐこれじゃ、時の流れとは残ざん酷こくじゃのう」

　少し寂さびしそうな調子で銀の髪かみの巫女みこは目を細めていた。

　入り組んだ木材の骨組みからはやぐらを、不規則に並ぶライトからは提ちよう灯ちんの列でも思おもい浮うかべたのか、冥めい乃の河かわ葵あおいは唇くちびるを尖とがらせて、

「結局祭りの方もどうなるのかのう。次に表へ出るのはいつになるか分からぬ上、ああいう催もよおしと機会が重なる事は滅めつ多たにないからの。できれば皆みなで思い切り見て回って遊あそび倒たおしてみたかったのじゃが」

「……、」

「……まあ、何にせよわしの方が普ふ通つうでないのは分かっておるがの。どいつもこいつもハナタレ坊ぼう主ずじゃったのに、すぐに心も体も醸じよう成せいしてとっととわしを追おい抜ぬいていきおる。祭りだって次に表へ出た時にはどんな形に変わっているものやら。まったく。まったくもうなのじゃ」

　そこまで言うと、葵あおいはゆっくりと首を横に振ふった。

　ストレスを作らないのではなく、作ってもすぐに発散する。

　そういう生き方を貫つらぬいたのだろう、意図して話題を切きり替かえてきた。

「浄じよう瑠る璃り方ほう式しきはざっと見て五、六〇〇年の歴史を持った技術体系ではあるが、その名が示す通りのごった煮にに近い様相を呈ていしておる」

　辺りは湿しつ気けに加えて粉ふん塵じんも漂ただよう状じよう況きようだが、完全人工物だと劣れつ悪あくな環かん境きように強いようだ。彼かの女じよは額の水分を手ての甲こうで拭ぬぐいつつ、幅はば広ひろな袖そでの奥おくに隠かくされていた腋わきを無防備に見せつけつつ、

「浄じよう瑠る璃りが様々な演劇、音楽、人形などの集合体であるのと同じように、我わが肉体を構成する浄じよう瑠る璃り方ほう式しきもまた世の東西を問わず様々な技術を集積しておる。南洋や西方大陸由来のものも多いから、むしろ全体として横文字風味といった方が近いかもしれんな」

「……つまり何が言いたいんだ？」

「山頂に乗り上げたセントエルモ号を見て驚おどろけ。ゴーレムにホムンクルス、遮しや光こう器き土ど偶ぐうに俑よう、マリア像に千手観音像、アイアンメイデンにウィッカーマンなんていう処しよ刑けい器き具ぐまで。ああ日本人っていうのはこんなに貪どん欲よくで見境がないんだなあというのが嫌いやと言うほど分かるのでな」

「ま、話半分で」

「ほーんーとーにーおーどーろーくーのーじゃー!!」

　何だか大人気なくジタバタしている（そして意外と大きな例のアレを揺ゆらしている）葵あおいだったが、そんな彼かれらのやり取りを眺ながめつつ、いつの間にか恭きよう介すけの腰こしに引っつくのが定位置になっていたオリヴィアが唇くちびるを尖とがらせていた。

「……ぶー。いつもそうなら『白き女王』ともケンカしないで済むのに」

　葵あおいは『裏の神体』として女王そっくりに造られているため、ガワだけ見ればそんな風に思えるのかもしれない。実際には雲うん泥でいの差さがあるのだが。

　と、その時だった。

「っ」

　恭きよう介すけとビヨンデッタがほとんど同時に、先行する冥めい乃の河かわ葵あおいの肩かたを左右から摑つかんでいた。

　元から手て掘ぼりのトンネルなので学校の廊ろう下かほど直線もしっかりしていない。所々うねるように蛇だ行こうする通路の先から、何か小さな音が聞こえてきたのだ。

　不思議そうな顔でこちらを振ふり返かえる銀ぎん髪ぱつの巫女みこへ、ほとんど全ての国で通用するであろうジェスチャーを見せる。彼かの女じよの柔やわらかい唇くちびるに人差し指を当てたのだ。

　その上で、

「（……足音に規則性あり。おそらくブライズメイド側でしょう。ここで仕留めますか？）」

「（……岩がん盤ばんが不安だ。支えの柱も腐くさって半分折れているような有り様だし。下手に被召物マテリアルを呼び出すと生いき埋うめにされかねない訳だが）」

「（……あのブライズメイドなら、女王のためならむしろ自分から好んでやらかしそうではありますしね）」

　言葉ではなく視線や指先での意い思し疎そ通つうなので細かいニュアンスまでは再現できないが、おおよそこんな風に伝え合っていた。

　方法を考える必要があった。この辺りは曲がりくねってはいるが一本道なので、別の道へ迂う回かいしていく事もできない。

　直後、




「ちょっと!!　そこに誰だれかいるの!?」




　爆ばく発はつしたような大だい音おん声じように恭きよう介すけは背中を叩たたかれた。

　今の今まで引っついていたオリヴィア＝ハイランドだ。恭きよう介すけの腰こしから両手を離はなし、一人で勝手にひょいひょい前へ進んでしまった。ここにきて裏切りのカードを切ってきたのかと考え嚙かみ付つこうとしたウェイトレス服の悪あく魔まだが、恭きよう介すけは片手で制した。すでに状じよう況きようは動き出している。ポケットの励起手榴弾インセンスグレネードへ手を伸のばしつつも、学校の水着に飾り襟や短すぎるスカート、花柄のパレオで着飾った少女の背中を注意深く観察するしかない。

「その声は……？」

「ご無事だったのですか、ハイランドさん!?」

（そうか……）

　通路の向こう、まだ死角の先にいる声を耳にしながら恭きよう介すけは考える。

（……消息不明になっているものの、まだオリヴィアが僕ぼく達たちと共に動いている情報までは向こうに伝わっていない可能性もあるんだ）

「砲ほう撃げきその他諸もろ々もろでトラブっちゃってはぐれてた。話は聞いていない？」

「ええもちろん、『彼かれ』も心配していましたよ」

「すぐにそちらへ向かいます。温かい食事と毛布を用意しましょう」

「いや、こうして歩き回れるんだから心配ないよ。私から『白き女王』への信しん仰こう心しんを取り上げないで」

　オリヴィアは気軽な調子で言葉を投げかけつつ、

「それより途と中ちゆうで城しろ山やま恭きよう介すけのものと同じ靴くつの足あし跡あとを見つけたの。辺りに隠かくしてあった食べ物の包装は商店街にあったのと似ていた。外を調べてみて、おそらくヤツは地上と地下を頻ひん繁ぱんに行き来しているはずだよ」

　バタバタバタ、と足音が遠ざかっていくのを耳にして、オリヴィアは小さく舌を出していた。すっかり音が聞こえなくなるまで念のため身を潜ひそめつつも、

「まあこんなものかなー。お兄ちゃんと女王をくっつけるためには、ここでブライズメイドの手で捕つかまっちゃうのもどうかと思うしね」

　小さな胸の真ん中を自分の握にぎり拳こぶしで軽く叩たたき、片目を瞑つぶってオリヴィアは語る。

「ねっ、これで分かったでしょ。今の私はお兄ちゃんの敵じゃないって☆」

　ふむ、と恭きよう介すけは辺りへ気を配った。

　どうやらブラフではなく、本当に通路を塞ふさいでいた連中はいなくなってしまったらしい。

　確信を得てから彼かれは腰こしを落とし、目線を合わせてこう言った。

「頭にゲンコツとお尻しりぺんぺんはどっちが良いい、オリヴィア？」

「えっ！」

「人の意見も聞かず勝手に状じよう況きようを進めたんだから当然です！　ええいお客様の手を煩わずらわせるまでもない、こんな生意気な尻しりは私が真っ赤にしてくれる……」

「にゃっ、にゃー!?」

　意外と素す早ばやい身のこなしでオリヴィアは逃にげ回まわるが、最終的にはやっぱり恭きよう介すけの背中に隠かくれてしまうのが定位置らしい。ただでさえ小さな体をさらに縮めて涙なみだ目めになっている。

　というか、

「ビヨンデッタもビヨンデッタで追い回し過ぎではないかな。相手が怖こわがって反省すれば構わないと思うんだけど」

「なるほどねー、お客様がそうして甘あまやかしていった結果がこの人格形成な訳ですよ」

　そんなこんながありつつも。

「よっこいしょ」

　流石さすがは年代もの、随ずい分ぶんとババ臭くさい掛かけ声ごえと共に葵あおいが段差を乗のり越こえると、景色がまた一変した。元々不規則に鉱山用の電球が備え付けられているトンネルだが、辺り一面が白い水すい晶しようへと切きり替かわっていったのだ。結けつ晶しよう構こう造ぞうの関係か全体に縦たて横よこ斜ななめに巨きよ大だいな柱が突つき抜ぬけているような印象で、壁かべや天てん井じようなどに様々な光が乱反射するせいか、距きよ離りや奥おく行ゆきが分かりにくくなっている。

　神じん社じやのお守りにも使われている、と言っていたのは黒くろ髪かみの蓮れん華げだったか。

「ここを抜ぬければ山頂は近いぞ。前に火山湖は亀き裂れつが入って干ひ上あがったといった話をしておったじゃろう。その巨きよ大だいな亀き裂れつに沿って壁へき面めんに梯子はしごを埋うめ込こんであるのでな、一気にしょーとかっとできる訳じゃ」

「なるほど」

　恭きよう介すけは湿しつ度どの高くなった洞どう窟くつで一度頷うなずいてから、

「……ただその前に一ひと悶もん着ちやくありそうだ」

　足音と呼ぶには甲かん高だかい音が響ひびいた。やはり一面が水すい晶しようの鉱こう床しようと化しているからか。

　行く手を阻はばむように、影かげが一つ。

　白い水すい晶しようとは不ふ釣つり合あいな、羽織った白衣と黒いライダースーツで全身を覆おおう大男だった。戦せん闘とう機きのパイロットのような吸入器付きのヘルメットに足元へ転がした車輪付きの酸素ボンベ。先日、オリヴィアと組んで一いち撃げきでビヨンデッタの不意を突ついたあの剣けん術じゆつ召しよう喚かん師しだ。

　その手にある身みの丈たけを超こえる長物の刀が鞘さやから抜ぬかれる前に、復ふく讐しゆうの悪あく魔まが銀製ブラッドサインの先せん端たん、銃口を突つき付つけた。

　大男にではなく、恭きよう介すけの腰こしに引っついているオリヴィアの後頭部へ、だ。

「ビヨンデッタ」

「ノーですお客様。オリヴィア＝ハイランドが被召物マテリアルのコアたる人じん郭かくを正確に破は壊かいできる腕うでを持つ以上、コスト１同士からの戦せん闘とうは自じ殺さつ行こう為いですわ。最低でも５、理想なら10以上離はなしていない状態でエンカウントした場合、そもそも召しよう喚かん儀ぎ礼れいを使わせないのが最善の戦術です」

「良いいんだ」

　恭きよう介すけは即そく答とうした。

　単に情にほだされている、というのでもなく、

「その程度で最強を気取れるなら、僕ぼくはもっと早く女王を殺している訳だが」

「っ」

　むしろ震ふるえたのはビヨンデッタよりもオリヴィアだった。

　自分の才能を否定された事か、『白き女王』を殺すと恭きよう介すけの口から出た事か。さて、小さな少女が衝しよう撃げきを受けたのはどちらに原因があるだろう。

「オリヴィア、向こうに戻もどるかい？」

「お兄ちゃん……」

「好きにしろ。どっちみち踏ふみ倒たおして先へ進む」

　早くも湿しつ気けを吸い直して重たく色を変えた水着の少女の方など恭きよう介すけは見ない。そもそも召しよう喚かん師しと依より代しろの契けい約やくは継けい続ぞくしている。あのヘルメット男が励起手榴弾インセンスグレネードを放てば、オリヴィアに拒こばむ事はできないだろう。

　コスト差を無視して、コアの人じん郭かくを正確に射い抜ぬくオリヴィアの精せい密みつ狙そ撃げき戦せん術じゆつ。

（……ただその完かん全ぜん瞬しゆん殺さつの骨子には、まず前提としてオリヴィア＝ハイランドの手による正確な被召物マテリアルのコントロールが存在する）

　恭きよう介すけは眼前の敵を見み据すえたまま、背中からレプリグラス製のブラッドサインを抜ぬいた。

（つまり騙だまし絵えや目の錯さつ覚かくと同じく、オリヴィアの感覚器官を誤ご魔ま化かしてしまえば普ふ通つうに狙ねらいは外れ、瞬しゆん殺さつの構造は壊こわれる。もちろん数秒おきに変化する被召物マテリアルは超音波や赤外線など得意とする器官が変わるから対応していく必要はあるが、大だい丈じよう夫ぶ。全部頭の中にある）

「どうした、ブライズメイド」

　不敵に笑って、彼かれは宣告した。

　ヤツが誰だれだか知らないが、オリヴィア＝ハイランドの才さい能のう頼だのみならここまでだ。

「やってみろよ。一度使った戦術をそのまま焼き直すだけで僕ぼくを倒たおせると、そこまでの自信があるのなら」

　ヘルメットの剣けん術じゆつ召しよう喚かん師しは立たち塞ふさがったまま、しばし沈ちん黙もくしていた。

　いいや、表情が見えないから分かりにくかっただけだ。

　ヤツはくつくつと笑っていたのだ。

『やはり……』

　ようやっとの、肉声。

　だがその意味を知って全身の筋肉を強こわ張ばらせたのは、城しろ山やま恭きよう介すけだけだった。

『やはり、やはり、やはり。一国の姫ひめ程度の素質では君は止められなかったかあ』

「お、まえ……まさか……」

　お前、と恭きよう介すけが呼んだのを受けて、今度はビヨンデッタが眉まゆをひそめた。

　普ふ通つうならあなたのはずだ。少年がお前と呼ぶ人物は極きわめて限定されるはずだ。あまりにも近く、そして憎ぞう悪おの対象でなければありえない。

　であれば、ヤツは誰だれだ？

　ビヨンデッタと同等かそれ以上のねじれを持つ人物と言えば、どんな候補が残っている？

　そして答えはオリヴィアが放った。

　恭きよう介すけの腰こしに引っついたまま、金きん髪ぱつ二本三つ編みの少女はパートナーの名をこう呼んだのだ。




「……ドクトルＳ」

『そうですよー。シロヤマのＳだぜ、出で来き損そこないの子供モルモツト達たち』




　　　　８




　かつて。

　地下深い秘ひ密みつ施し設せつへ世界中から一五人の子供達たちが集められた。『箱庭』で暮らす子供達たちには皆みな、新たな名前がつけられたが、そこにはある共きよう通つう項こうが備えられていた。

　その全員の姓せいにシロヤマとつけられていた事だ。

　では何故なぜ？

　思考が回答に辿たどり着つくより早く、状じよう況きようの方が動いた。『ドクトルＳ』が白衣の懐ふところからパイナップル型の励起手榴弾インセンスグレネードを取り出し、そのピンが抜ぬかれるより前に城しろ山やま恭きよう介すけのブラッドサインが空気を引ひき裂さく。

　金属バットにも似た唸うなりがもたらしたのは、とても召しよう喚かん儀ぎ礼れいとは呼べないものだった。

　無理もない。

　彼かれは一いち撃げきの下に、無防備に腰こしへ引っついていたオリヴィアの首の後ろ、飾り襟の後ろから覗く眩まばゆいうなじの辺りを躊ちゆう躇ちよなく打ちよう擲ちやくしたのだから。

「がっ!?」

　いかに召しよう喚かん師しと依より代しろが霊れい的てきに繫つながっていようが、物理的に意識を落とされてしまえばそれまでだ。壊こわれた人形のようにオリヴィアが洞どう窟くつの地面へと崩くずれ落おちる。ヘルメットの奥おくでくつくつと笑いながら、ドクトルＳは手の中で行き場を失った励起手榴弾インセンスグレネードを弄もてあそんでいた。

『好きにしても良いんじゃなかったのかな、出で来き損そこない』

「前ぜん言げん撤てつ回かいだクソ野や郎ろう」

　ゴッッッキィィィン!!!!!!　と。

　気軽に言い合う中でも、すでに激げき突とつがあった。他の全てを置き去りにして、恭きよう介すけとドクトルＳ、双そう方ほうのブラッドサインが純じゆん粋すいな凶きよう器きとして振ふり回まわされる。剣けん術じゆつ召しよう喚かん師しの長物の刀で叩たたき落おとされる事など承知。それさえ戦術に組くみ込こみ、まるで跳ちよう弾だんが思わぬラッキーパンチを与あたえるように、不規則に跳はね上あがった恭きよう介すけのブラッドサインが男の顔面へと鋭するどく吸すい込こまれる。

『おっと』

　硬かたいものが砕くだける音が炸さく裂れつし、白衣の首が真後ろへ跳はねる。

　たった一発で軍用規格のヘルメットが卵たまごの殻からのように割れ散ったが、ドクトルＳと呼ばれる男は気に留とめない。後ろへ下がりつつ、優ゆう雅がとも言える動きで懐ふところから取り出した透とう明めいな医い療りよう用よう吸入器のマスクを口元へと当て、ライダースーツ全体に通したチューブでもって戦せん闘とう機きのパイロットスーツのように全身を締しめ付つける。

　さながら、人工的に高こう圧あつ酸さん素そ環かん境きようを再現し、思考の速度を自ら操あやつるように。

　中年というより初老に差さし掛かかる男だった。

　だがその白い髪かみが表に出ても、肉体的な衰おとろえは全くイメージできない。それは機械的に鍛きたえられ続けてきたアスリートの筋肉そのものだ。

　しかし、相手が後ろへ下がる様子を見せたからといって、ホッと一息つくのは誤りだ。

　体の動きに反してドクトルＳの長物の刀は未いまだ恭きよう介すけの首も胴どうも自在に両断できる間合いをキープしている。かつてのビヨンデッタと同じ、勝手にハードルを幻げん想そうすればたちまちに敗北の影かげが覆おおい被かぶさってくる。

「チッ!!」

　わずかに出で遅おくれた恭きよう介すけがブラッドサインを縦に構えて防ぼう御ぎよに入った直後、空気を切きり裂さく音より早くオレンジ色の火花と衝しよう撃げきが炸さく裂れつする。その重さを殺し切れず、恭きよう介すけの体勢が崩くずれかける。

「お客様!!」

　ウェイトレス服のミニスカートを翻ひるがえし、ビヨンデッタが加勢に入る。

　彼かの女じよは前後左右上下どう動くか分からないドクトルＳ本人より、まず足元に転がしていた車輪付きの酸素ボンベを狙ねらって狙そ撃げきライフル弾だんを叩たたき込こむ。どうしても当人の動きより一歩遅おくれて力が伝でん播ぱするため無防備になる金きん属ぞく缶かんのど真ん中に風穴が空く。が、

「ビヨンデッタ、まだだ!!」

「ッ!?　ああもう、またですか!?」

　酸素ボンベをやられれば終わりだなどと、誰が説明した？

　破は裂れつと爆ばく破はのタイミングに合わせてドクトルＳが前へ出る。どうしても受け身にならざるを得ない恭きよう介すけはかえってビヨンデッタの援えん護ごで身動きを封ふうじられた状態に近い。

「あらよっと」

　そしてあまりにも気軽に冥めい乃の河かわ葵あおいが二人の間に割わり込こんできた。

　ヘアスプレーほどの簡易ボンベと吸入器を接続したドクトルＳは当然のように長物の刀を鞘さやから抜ぬき、横よこ薙なぎに無防備な巫女みこの細い首を狙ねらうが、

「首が離はなれた程度じゃ死なんぞ？」

　むしろ、自分から。

　まるで利き手で気軽に帽子を取るようだった。片目を瞑つぶった冥めい乃の河かわ葵あおいの首が外れた途と端たん、ちょうど空いた空間を銀の流線の先せん端たんが突つき抜ぬけた。しかもそこで終わりではない。無む駄だに大きく胸を張って巫女みこ装しよう束ぞくの一部を盛り上げる（首なしの）葵あおいを喰くいそびれ、放った本人の予想以上に抜ぬけ過すぎた白はく刃じんが水すい晶しよう洞どう窟くつの壁かべへと勢い良くぶつかる。さしものドクトルＳとて、人体構造としての手首の痛みには抗あらがえないようだった。

『ほう、こいつはなかなかですなあ……!?』

「武ぶ家け屋や敷しきや忍にん者じや屋や敷しきの通路が何故なぜ手て狭ぜまに作られておるか、分からんとは言わせぬ。そもそもカタナはわしらの文化じゃよ、かぶれ程度に得意気になられてものう」

　その瞬しゆん間かん的てきな痛みと痺しびれが抜ぬけ切きる前に、改めて恭きよう介すけとビヨンデッタが動く。首なしの冥めい乃の河かわ葵あおいの左右から飛び出した二人の召しよう喚かん師しに、ようやっとドクトルＳは大きく後ろへ下がって間合いを測り直す。

　時間の流れが変わる。

　急から緩かんへ。だがそれは、いつ引ひき絞しぼった弓を放つか見えない、緊きん張ちようの緩かんだ。

　戦せん闘とう機きのパイロットのような吸入器付きフルフェイスヘルメットが壊こわれた、その先。露あらわとなった白しら髪がの男の顔を見み据すえて、恭きよう介すけが吼ほえる。




「ここで何をしてやがるんだ、父さん!!」

『ああ、ああ！　クズが出せなかった「答え」を、今も探しているんですよ!!』




　疑問があった。

　城しろ山やま恭きよう介すけは『箱庭』にやってくる前から召しよう喚かん儀ぎ礼れいに精通しているようだった。まるで精せい密みつ誘ゆう導どうミサイルのように設定された目的を果たすあの像は、一体どこで誰だれに形作られたものだったのか。

　いいや。

　かつて幼かったビヨンデッタが壮そう絶ぜつと呼ぶのも生ぬるい経験を経て『箱庭』へやってきたのと同じく、恭きよう介すけは一体どこから『箱庭』へやってきたのか。

　全ての答えは集約される。

　医い療りよう用ようの透とう明めいな吸入器に付つけ替かえたドクトルＳはこう言い放つ。

『一九九九年の七月は悲願の時だった。その時私は未来を見た。「第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい」の発見、神々を超こえる者の存在との接せつ触しよく、そして純白極きわまる光。あそこには希望の全てがあったんですよ』

　刃を抜き放てば斬撃、鞘に収めれば打撃。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいを奪うばわれてなお、いいや奪うばわれたからこそ、ドクトルＳはさらに輝かがやく。

　まるで最初から一人きりで最強だったと言わんばかりに。

『だがその後の停てい滞たいはひどい体ていたらくだった。なあ、分かるだろう？　私は女王のガイドレールとして君を生み出し、作り替え、世界へリリースした！　だが君は失敗したんだ!!　何もッ、人間はッ！　進歩しなぁいッ!!　その後はずっと軌き道どう修しゆう正せいに翻ほん弄ろうさせられましたよー、ああ、今こうしている瞬しゆん間かんもな!!』

「最初から……」

　単純に、過ごした年月だけならドクトルＳなどより人類最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきである冥めい乃の河かわ葵あおいの方がずっと上だっただろう。寸すん分ぶん違たがわぬ似姿として作られている以上、部分的とはいえ先に接せつ触しよくしていたのも彼かの女じよの方だっただろう。

　だが銀ぎん髪ぱつの巫女みこは思わずこう呟つぶやいていたようだった。

　首を取り付け直した彼かの女じよは肩かた口ぐちに乗った長い髪かみを片手で払はらいつつ、

「……最初の最初から、こやつが全てに関わっておったというのか？　そもそもブラッドサイン式の召しよう喚かん儀ぎ礼れいが生み出された、その時点から!!」

『早くしろ』

　恭きよう介すけとはまた違ちがった伝説の保有者は苛いら立だっているのか、喜びに震ふるえているのか。

　ともかく何かに急せかされるように、彼かれはこう言ったのだ。

『早く女王を制せい御ぎよ下かに置けよ、それで世界は完成します。人類は真に頂点へ立つ事ができるようになるんだあ。君がガイドし、私が体験する。お互たがいの役割を果たそう、そのためなら君の背中を押おして、世界の時計の針をちょいと進めてやっても構いませんよ？』

「絶叫マニアが……」

『まさに！　誰だれよりも怖こわいから、誰だれよりも求め、誰だれよりも安全を確かめて、誰だれよりも間近で体験したい!!　ああ、ああ、この背筋のゾクゾクが全てなのです!!　今さら私の生き方を確かく認にんしてどうするんですかー？』

　どのみち、恭きよう介すけの意思などお構いなしだ。

　そもそもこの男は自分が純白に破壊されるのを防ぐため、その役割をよそへ移しているだけだ。実の子供を車のバンパーに置おき換かえ、運転席の自分が受けたくない痛みを押おし付つけているに過ぎない。ヤツはそのために恭きよう介すけを『作った』のだ。

　そう、ぬいぐるみ程度の愛着もなく、ただ機械的に。

　恭きよう介すけが陽ひの当たる道の全てを捨ててまで詰つめ込こまれたものの数を見れば、人間一人分をはるかに超こえた物量を考えれば、誰だれにでも分かる事であった。

　他人のため、少女アリスのためではない。

　自らのために激げつ昂こうする少年がどれだけ珍めずらしいかを考えてみれば良い。

　語られざる非道は、すでに針が振ふり切きれている。

「僕ぼくの背中を押おすと、そう言ったな？」

『ああ』

「その前に、お前が殺される可能性については考えなかったのか？」

『まさか』

　くつくつと、小さな肩かたの動きは止まらない。

『オリヴィア＝ハイランドを奪うばった程度で私の試行が止まるとでも思っている訳ではありませんよね？　ドクトルＳという悪夢がその程度だと』

　パチンと指を鳴らす音が響ひびいた。

　途と端たんに、目に見えない明確な変化があった。それは召しよう喚かん儀ぎ礼れいに携たずさわる者にしか分からない変化であった。

（オリヴィアとの契けい約やくを……自ら切っただと!?）

「……、」

『必要なら励起手榴弾インセンスグレネードを投げるが良いい。何だったらそっちの出で来き損そこない、ああ、「箱庭」のビヨンデッタか！　資料へタグをつけるまでもない出で来き損そこないと二人掛がかりで被召物マテリアルを叩たたき込こんできても構いませんよー？　どっちみち、ここで私が倒たおれる事はありえないのだからな』

「……不可能、でしょう？」

　ごくりと喉のどを鳴らしたのはビヨンデッタだった。

　あらゆる狂きよう気きと蛮ばん行こうで世界の空気さえ騒そう乱らんで焼やき尽つくす復ふく讐しゆうの悪あく魔まが、ドクトルＳという巨きよ大だいな圧に吞のまれようとしていた。

「いくら単身の技量が優すぐれているとはいえ、それは被召物マテリアルを呼び出すまでのアドバンテージです。いったんこの世ならざる者を呼び出してしまえば、生身の人間など為なす術すべもなく嬲なぶり殺ごろしにされる。それはたとえコスト１の『始祖シリーズ』であっても例外ではありません」

『でしょうね。停てい滞たいしきったそちらのルールなら』

　認めながらも、しかしその余よ裕ゆうがはぎ取られる事もない。

　ヤツは何かを隠かくし持もっている。それも提示した瞬しゆん間かんに全てをひっくり返すような、極大の切り札を。

（まさか……）

　真っ先に頭へ浮うかぶのは一つしかなかった。

　最も思い出したくもない、極大の邪じや悪あく。だがどうやっても安易に連想してしまうもの。

「まさかお前!!」

　自分で認めた答えを否定するように、恭きよう介すけはヘアスプレー大の金きん属ぞく缶かんからピンを抜ぬいて投げ放った。

　だが起き爆ばくしない。

　そもそも水すい晶しようの地面に落ちない。

「たかが五秒、されど五秒」

　気がつけば、ドクトルＳの傍かたわらから別の手が伸のびていた。絶対に第三者が隠かくれる事などできないはずの開けた通路で、大男の背後から、騙だまし絵えか何かのようにあっさりと。

　それは白い長なが手て袋ぶくろをつけた、ほっそりとした手だった。

　冥乃河葵ではない。

　こいつは似姿ではない……!?

「時間の流れとは一定ではありませんわ。例えば光に限りなく近づいた状じよう況きようでは一いつ瞬しゆんがほぼ無限に拡張されてしまうのと同じように。つまり、この手の中の五秒間は永遠なのでございます」

　ぶつっ、ぶつっ、と。

　恭きよう介すけの全身から、何かが粟あわ立だつような感覚が這はい回まわった。

　知っている。

　誰だれも知りたくないのに、この感覚を恭きよう介すけは知っている。

　何かが現れる。

　一枚のカードをめくるように、ドクトルＳの背後からずるりと何かが顔を出す。

　ここまで来れば、もう決まっていた。




「はろー、あにうえ。お久しぶりのわたくしでございますっ☆」
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　恐きよう怖ふよりも、憤ふん怒ぬよりも。

　まず真っ先に、どうしようもない吐はき気けが体の中心から爆ばく発はつした。

「うっ……ぷッッッ!!!???」

　体をくの字に折りつつ、かろうじて喉のど元もとで灼しやく熱ねつの感覚を押おさえ付つけ、後ろへ下がろうとする。

　だが危機の感覚は止まらなかった。

『白き女王』が現れた。

　なのに天てん井じようが見えない。考えられるだけで最悪なのに、ここからまだ跳はね上あがる……!?

　かつん。

　かつん、こつん……と。

　目の前の女王、ではない。

　水すい晶しよう洞どう窟くつの壁かべや天てん井じようを反はん響きようするように、ゆったりとした足音が少年や純白を含ふくむこの場の全員を取り囲もうとしていた。しかし誰だれだ。もうすでに最大最悪の邪じや悪あくが顔を出しているのに、今さら何をもったいぶって登場させる気なのだ、この腐くさり切きった世界は。

「もうお分かりのはずでございましょう、あにうえ？」

　くすくすと笑って、『白き女王』は永遠の檻おりに囚とらわれた励起手榴弾インセンスグレネードを気軽に握にぎり潰つぶした。

「このわたくしという個体の圧力さえ押し流す存在と言えば何か。答えはとっくに出ていないとおかしいはずでございましょう？」

　出ない。

　答えが出ない。

　だって『白き女王』を超こえる存在だなんて心当たりがない。唯ゆい一いつ無む二に、悔くやしいほどに絶対性を保持するあの白い邪じや悪あくを圧あつ倒とうするモノがあれば最初から誰だれも苦労しない。いないから作ろうという段階なのに、何ですでにそんなものが表を闊かつ歩ぽしているというのだ。

　そこまで考えて、ピタリと恭きよう介すけの動きが止まった。

　唯ゆい一いつ無む二に。

　二つと存在しない『白き女王』。

　でも、本当に？

「ではでは、今回の恐怖テーマを発表しまーす」

『白き女王』はニコニコ笑って気軽なものだった。

　恭きよう介すけは震ふるえる喉のどを動かして、呼吸に喘あえぐようにこう呟つぶやいていた。

「ま、さか……」

「はい何でしょうあにうえ？」

「……まさか、『増殖』……」

「のんのん」

　あっさり否定されて、胸を撫なで下おろしている自分を確かに恭きよう介すけは自覚していた。まるで監かん禁きん犯はんから餌えさをもらうような屈くつ辱じよくを感じるが、事実は事実だ。受け止めるしかない。

　だがヤツは言った。

　かつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつんかつんこつん、と。

　ひたすら不ふ穏おんな足音が一面を覆おおい尽つくす中で。

　にっこりと、微笑ほほえみの中にやたらと長い糸切り歯を見せつけて。




「『感染』でございますわ。もちろんヒトへのな☆」




　直後であった。

　あの『白き女王』が紅潮しきった頰ほおに両手を当て、濡ぬれる瞳ひとみや熱い吐と息いきと共にゾクゾク背筋を震ふるわせてしまうほど完かん璧ぺきに。

　城しろ山やま恭きよう介すけの意識が火花と共に吹ふっ飛とび、ありったけの絶ぜつ叫きようを放っていた。














Ｆ国に関する機密文書02









　東とう欧おう、深い山々の隙すき間まに落ちたようなこの歴史ある小国にはこんな口伝が残されている。

　Ｆ国という大きな屋根は二つの柱が支える。

　表向き公務に就ついて民衆の前に立つ王家の他に、徹てつ底ていして裏から支えるもう一つの血脈が存在するらしいのだ。

　表と裏に貴き賤せんや優ゆう劣れつは存在しない。

　彼かれらは等しくＦ国の平和と安あん寧ねいのため、その命を燃もやし尽つくす責務を負う。




　雪と氷に守られた美しき大地を引ひき裂さく逆ぎやく賊ぞくが現れた時、『白き女王』が鉄てつ槌ついを下す。




　その役を担になうのは影の王家ロイヤルシヤドウではあるものの、言いい換かえればＦ国に急務が生じなければ活かつ躍やくの機会のない存在でもある。故ゆえにこそ、かもしれない。正当なる血を引ひき継つぎながらその名の誇こ示じを拒こばんでいるのは、安定を崩くずす行いを自ら望んではならぬという己おのれに課した鉄てつの掟おきてによるものかもしれないのだ。

　彼かれらは影かげに徹てつしてでも、民たみを守るために戦たたかい抜ぬく。

　願うはその笑え顔がおのみ、形なき栄えい誉よすらも返上する鋼はがねの番人達たち。

　人知れず戦い、人知れず散っていった彼かれらの足あし跡あとを追うのは困難を極きわめるが、Ｆ国に存在する巨きよ大だいな王立図書館の奥おくの奥おくまで調べれば、特別に編へん纂さんされた記録の並ぶ書しよ架かと巡めぐり合あえる、とする伝説も囁ささやかれている。

　確かな事は、今日までＦ国が存続しているという事実だけだ。

　それはつまり、連綿とＦ国を守まもり抜ぬいてきた者達たちがいるという証明なのだ。




　ちなみに今代の君主については、わずかではあるが以下のような記録が残されている。

　シンセアリア＝ハイランド。

『ガバメント』アワード９１３、『国家と結婚した花嫁ノーブルブライド』。

　ただしアワードについては途と中ちゆう何度かリセットされているので実力を指す数値としては正確性に欠ける。これは君主自身が極きわめて優すぐれた依より代しろであり、なおかつ配下の騎き士し団だんの中から常に最も優すぐれた男をペアとなる召しよう喚かん師しとして選出してきた独自の完全実力制度による。
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「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　真っ白な水すい晶しよう洞どう窟くつのどこをどう走ったか、もう恭きよう介すけは覚えていない。

　いいや、どう足あ搔がいたって眼前の『白き女王』から逃にげられるはずがなかったのだ。たった一人でさえ最強を極きわめているのに、それが一つの村を埋うめ尽つくす死者の群れのように展開されているのだから。何とかなるはずがない。だとすれば、何が起きているかは明白だ。

『さんじゅういーち、さんじゅうにーい、さんじゅうさーん……』

　どこかで、何かのカウントが続いていた。

　何度も何度も反はん響きようするその可か憐れんな声は、まるでかくれんぼでも始めようとしているかのようだ。しかも声はそれだけではない。何しろ今回の女王は一人ではないのだ。あっちこっちから哀あわれな恭きよう介すけを取り囲むように次々言葉が投げかけられてくる。孤こ高こうであるが故ゆえに手にする事のなかった、群衆の持つ狂きよう気きを弄もてあそぶように。

　見み逃のがされている。

　明らかに遊ばれている。

『さ・あ・さ・あ。あにーうえー、これからどうなさいます？』

『にっくき「白き女王」の殲せん滅めつ作さく戦せんにでも乗り出しますか。うふふっ！』

『でもでも、今回のわたくしは感染型でございます。さあーて、わたくしの「素材」はだあれ？　ブライズメイドかしら、それとも褒ほう美び村むらの一いつ般ぱん人じん？　あれあれえ、でも殺してしまっても良いんでしたっけえ。ねえウサギさあん？？？』

「うぐぅあ!!　あがはァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　ヤツらはここにいない。

　複雑に折れ曲がる洞どう窟くつを伝声管代わりにして、遠く離はなれた場所から女王の声が響ひびく。

　音の塊かたまりで取り囲むように。

『『『もーういーいかーい？』』』

「ッッッ!!!???」

『『『あにーうえー、イチャイチャちゅっちゅしーましょー。……あはははははっ!!』』』

　どんっ!!　と強く鈍にぶい音が炸さく裂れつした。

　恭きよう介すけが足を滑すべらせて転んだのではない。銀ぎん髪ぱつの巫女みこ、冥めい乃の河かわ葵あおいが彼かれの胸むなぐらを摑つかんで水すい晶しようの壁かべへ叩たたきつけたのだ。

「ちょっとは落ち着かんか馬ば鹿かもん!!」

「ひっ!?」

「この状じよう況きようでも昏こん倒とうしたオリヴィアを抱かかえて逃にげ出だす辺りは呆あきれたもんじゃが、見境なしに進んでも全面展開された女王どもの前に飛び出すだけじゃ。そもそも数の暴力にものを言わせて包ほう囲い網もうを構築しておるなら、真っ当な方法で逃にげ切きるのは不可能じゃろう」

　そこまで言うと、葵あおいは一転して恭きよう介すけを手前へ引き寄せた。その大きな胸で包つつみ込こむように、恭きよう介すけの頭を両りよう腕うでで抱だき締しめる。

「心配するでない」

「……、」

「わしの鼓こ動どうを聞け。作り物とはいっても構造は変わらん。安定しておるのが分かるじゃろう。つまりわしはまだ吞のまれておらん、お主が落ち着くまではわしが時間を稼かせいでやるからの。……わしはそのための神体じゃ。押おし付つけられた役割とはいえ、庇ひ護ごを求める人の子は絶対に見捨てん」

　恭きよう介すけの心臓は暴れ回り、浅い呼吸がいつまでも続くが、それでようやっと少年の意識が肉体より先へつんのめるような思考の暴走が食い止められた。

「はあ、はあ、ふうー……」

「よしよし、心配するでない。絡からまった全体像を一度に何とかしようとするからぱんくするのじゃ。一つずつ確実に問題を取り除いていくぞ。分かったな？」

　葵あおいと一いつ緒しよに恭きよう介すけを追っていたビヨンデッタも、頭の中の悪夢を追おい払はらおうとするように側頭部へ手をやり、何度も何度も首を横に振ふっている。

「……うっぷ。複数の女王に蔓まん延えんする死の空気、そして頭上に覆おおい被かぶさる重苦しい岩がん盤ばん。まるで『女王の箱庭』を思い出しますね、お客様」

「そうか……あれを思い出せば良かったんだ……何も女王が増えるのは今回が初めてではない……僕ぼくは既き知ちの現象と遭そう遇ぐうしているだけだ……あれは理解できないものではない訳だが……大だい丈じよう夫ぶだ、僕ぼくはまだ大だい丈じよう夫ぶ……」

「ただし」

　胸むな元もとから出てきた白しろ蛇へびに軽く口づけしながらも、ビヨンデッタは区切るように付け足した。

「複数の女王が連携を取って行動している事例は、流石さすがに類を見ませんわ。今回の危険度は『女王の箱庭』以上とみなすべきでしょう」

　つまり有史以来最悪だ。その言葉だけで眩暈めまいが止まらない、意識を強く保たないと冥めい乃の河かわ葵あおいの胸の中でそのままブラックアウトが始まりそうだった。

　これを至高の最終目的ではなく、ちょっとした思いつきで実行してしまう理り不ふ尽じん。

　まさに、極大の反則。

　しかしだからといって思考を投げ出す訳にはいかない。問題が山積みだからこそ、一つ一つ紐ひも解といて解決していくしかないのだ。

　ようやっと葵あおいに寄りかかる状態から脱だつし、自らの足で体重を支えながら、恭きよう介すけは呻うめく。

「……どの道時間はないぞ。『白き女王』は面おも白しろ半はん分ぶんに僕ぼく達たちの捜そう索さくを始めている頃ころだ」

「まず前提として、ヤツらはわしと違ちがって姿形だけを借りている訳でもあるまい。紛まぎれもなく本物の『白き女王』が量産されているとみなした場合、正せい攻こう法ほうで戦うのはあまりに無む謀ぼうじゃ。というかあの中の一人にだって勝てまい」

「互たがいに連れん携けいを取っている以上、今回は同どう士し討うちを誘さそって数を減らすような方法も取れないでしょうね」

　うっぷ、と再び恭きよう介すけの喉のどが不自然に蠕ぜん動どうした。

　分かっていても、どうしてもメリー＝アンの共食いが頭に浮うかぶ。あるいは『白き女王』と『漆しつ黒こくの顎あご』の。何にしても、ああいう方法は使えない。

「正せい攻こう法ほうも反はん則そく技わざも使えないなら、後は一つしかないぞ」

　胸に抱かかえるものがなくなったためか、葵あおいはやや寂さびしげにゆっくりと息を吐はいて、

「……お主ぬし達たちがあてにしておった、女王を撃げき破はするための被召物マテリアル。そこに頼たよるしかあるまい」

「でも相手は複数の女王ですよ!?　もはや軍勢とみなしても構わない!!」

「逆に言えば、どの女王もすぺっく的には変わるまい。となれば後は状じよう況きよう次し第だいじゃな。たった一人で一〇〇人と一いつ斉せいにジャンケンして一発で全員同時に打ち負かすのは至難じゃが、一人ずつ一〇〇回順番に戦えば話は変わる。どちらにしても難易度は易しくないが、まずそういう条件・環かん境きようを整えられるかどうか、じゃ」

　恭きよう介すけは息を吸って、吐はいた。

　それくらいで冷ひや汗あせが止まる絶望度ではないが、無理して頭を回す。

「その場合、引っかかるのが『増ぞう殖しよく』でも『複製』でもなく、ヒトへの『感かん染せん』という手法を使っている点だ。僕ぼく以外の他者に気を配らないあの女王が、わざわざ素材として第三者の肉体を必要としているのに違い和わ感かんを覚える訳だが」

「……いざという時の人ひと質じち？」

「つまりストッパーがなければ道を開かれるかもしれない、と向こうが恐れている可能性がある」

　恭きよう介すけは冷れい徹てつに言った。

　あの女王を語る上で、恐おそれという言葉も躊ちゆう躇ちよなく使って。

「そもそも何をどうやって『感かん染せん』しているのかもまだ分からない。方ほう法ほう次し第だいによっては『治ち療りよう』できるのかどうかも」

　その言葉にギョッとしたのはビヨンデッタだけではなかった。

　冥めい乃の河かわ葵あおいの方まで予想外の一言に目を白黒させている。

「おっ、おい。まさかまだ諦あきらめておらんのか？」

「ああ」

「あんな状態からまだ救えると、そこに目標を設定してしまうのかえ!?」

「神体らしくもないな、助けを求めてさまよう様子が見えないのか。そうでなければ『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の意味がなくなる。一人で最強をキープできるあの女王がわざわざ数を増やしてくる理由なんてそれくらいのものだろう」

　そう、すでにぶっちぎりの頂点へ君臨する『白き女王』が、今さら戦力強化を狙ねらうとは考えにくいのだ。個人でも集団でも最強は最強、考え方は乱暴だが最初から無限大の存在を束で用意する必要なんてどこにもない。だとすれば感かん染せんの目的は何か。常に世界の中心へ恭きよう介すけを置きたがる女王の事を想おもえば、自おのずと答えは見えてくる。

　女王は恭きよう介すけの心を折って、他への執しゆう着ちやくを奪うばう事で、自分のものにしようとしている。

　恭きよう介すけが安易な最強へすがる瞬しゆん間かんを待まち焦こがれている。

　その最強がなければ自身の存在を保つ事もできない、それ以外に誇ほこるものが見当たらない、そんな依い存ぞん状じよう態たいを作ろうとしている。例えばサッカー選手がサッカーを奪うばわれる事を何より嫌きらうように、有名大学に受かった合格生がその学歴を奪うばわれる事を死んでも防ごうとするように。

　つまり、

「僕ぼくの手で彼かれらを殺させようとしている。それが女王の目的なんだろう」

　もちろん『白き女王』が提案するゲームにそのまま乗っかるのは愚ぐの骨こつ頂ちようだが、女王の想定を超こえる方法で救済をもたらす事についてはこちらの自由だ。ヤツを出だし抜ぬき、最悪の難題にギブアップする事なく回答を突つき付つける。城しろ山やま恭きよう介すけならばそうであるべきだ。

　混乱は終わりだ、鉄の意志を取り戻せ。

　その上で大切なのは一つとなる。

「『白き女王』を観察しよう」

「マジかくそっ!!　わしは包囲の外ではなく中心へ走り、一刻も早く山頂の遊覧船に向かって切り札の未み踏とう級きゆうに耐たえられる依より代しろを創り、被召物マテリアル本体も製造して、とっとと『白き女王』の殲せん滅めつ戦せんに乗り出す方を提案したかったんじゃがな!!」

「感かん染せんについては謎なぞが多過ぎる。『女王とはそういうもの』で納なつ得とくしてしまうのは思し考こう放ほう棄きと変わらない訳だが。……仕組みさえ分かればジャッジできるんだ。形を変えてしまった彼かれらを元に戻もどせるのか否いなか。いいや、救えるのか否いなかがね」

「……、」

「では問題だ。後味の良いい方と悪い方、どっちに進みたい？」

「あーもー!!　仕方がないのう!!」




　　　　２




　トイドリーム35の話をしよう。

　こういう都会において、古道具店と廃はい品ひん回かい収しゆう業ぎよう者しやほど胡う散さん臭くさい組み合わせは存在しない。

　いくら価値のない品を摑つかんでしまったとは言っても、少しでもアンティークを愛する心を持つ者なら鉄くずを溶とかして再利用するような輩やからに流して小金を摑つかむ事はないだろう。もしもこの組み合わせを見かけたら、少しはこんな可能性を考こう慮りよしておいた方が良いい。

　……この店は盗とう品ひんでも何でも買い取ってから、怪あやしいものについては金銀プラチナを溶とかして出処を辿たどられないようにした上でばら売りしているのではあるまいか、と。

「姐あねさん、今日は事後報告だよ」

「あら。ネット越ごしでも話せないという事は後ろ暗い方のお仕事かしら」

　すっかり陽ひも暮れた、ヒートアイランドまっしぐらの熱帯夜であった。あるいは表に死体を放り出しておいたら昼より早く腐くさり始はじめるのではないか。そんな熱と湿しつ気けの籠こもった最悪の夜である。

　Ｃ区画中ちゆう華か街がいにある必要以上に華か美びな店へ顔を出した中年男に、改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランはカウンターで小さく首を傾かしげていた。何しろ手広く仕事を請うけ負おっているので、一つ一つの顚てん末まつをいちいち覚えていなかったりもする（つまりそれだけ盤ばん石じやくで安あん泰たいだという事も証明しているのだが）。

　安っぽい作業服に無ぶ精しようひげの男は美女の手で出してもらった冷たい烏ウー龍ロン茶ちやを美味おいしそうに喉のどへ通してから、

「例のコンテナ。最優先って話だったろう？」

「ああ、恭きよう介すけちゃんの」

[image: ]

「有機部分は好こう気き性せい細さい菌きんの根付いた土ど壌じようと混ぜ混ぜして促そく成せい栽さい培ばいの腐ふ葉よう土どコースで、暇ひまを持て余したセレブな若わか奥おく様さまの家庭菜園に。コンテナ本体は砕くだいてペレット状にした上で溶よう鉱こう炉ろにぶち込こんで億ションの鉄骨になるってさ」

「へえー。不ふ況きよう不ふ況きようってみんな口くち癖ぐせみたいに言うけれど、やっぱり景気が良いいところにはお金と自由な時間が集まっているのねえ」

「まったくだ。まあ危機感の足りない輩やからが一定以上いてくれた方がうちらもやりやすいんだが」

「何だかなあ、お金ってかき集めても幸せには繫つながらないわよね」

「そいつは姐あねさんみたいに顎あごで指して好きなだけ札束の山を動かせる人間にしか言えない台詞せりふだよ。稼がなくても動かせる人間にしかね。幸せってのは必死に努力して追い求めるんじゃなくて、向こうから転ころがり込こんでくれる一等地を先に陣じん取どっちまうのが肝かん要ようなんだな。このお店だってさあ、木こっ端ぱ微み塵じんになったはずなのに一体何日で建て直したんだ？」

「あらやだ。全身汗あせだくのおっさんからやっかみ受けているくらいなんだから、私なんてまだまだよ。知ってる、本当に幸せな人って黙だまっていても万ばん人にんが愛してくれるものみたいよ？　逆に言うと、そういう人って不快な存在が自分の生活行動半径から自動的に排はい除じよされている事には気づきもしないんでしょうけど」

「クラスのほんわかかわいこちゃん、か。元々人が持ってる運の量は一定だなんて話は良く聞くけど、自分の負ふ債さいを他人に押おし付つけられるか否いなかまで論じる人ってあんまりいないよな。……そうそう、再生商品については一応サンプルを抜ぬいて成せい分ぶん分ぶん析せきはするが、元が何だったか分かる状態にはならんだろう。つまりいつも通りって事」

「よきにはからえ？」

「そゆこと。家事代行サービスの仕事道具も通常運転の使い捨てで、そっちも分解処理しているから心配はいらない。すごい話だよね、ディスポーザーで肉団子作って動物のエサだってふれこみで山の養よう豚とん場じようだの海の養よう殖しよく場じようだのにばら撒まいていた頃ころが懐なつかしいよ」

「あれって映画なんかじゃ有名だけど、フンの中から未消化の髪かみの毛けがごっそり出てくるからあてにならないのよねえ」

「ま、映画で語られちまう程度のやり方なんてそんなもんだ。リアリティリアリティうるせえここ最近のトイドリーム映画だって、まさか本当に本当の殺し方をレクチャーする訳にゃいかんだろ。てか、結局あのコンテナって何だったんだ？　やっぱり死体の話なの？？？」

「『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』に限ってその線はないと思うけど」

「何だ、つまんねえ。伝説を保つためにうっかり作っちまった死体を内々に処理してくれって話だと思っていたのに」

「まあ。アイドルの不ふ倫りんスクープを見て失望よりも興奮する人種だったの？」

「お上品ぶるなよ、姐あねさんだって他人の不幸に蜜みつの味を感じる人種だろ。でなけりゃ日ひ陰かげの『イリーガル』とは肌はだが合わんよ」

　特に気負う事もなく、くつくつと二人は笑い合う。

　知らぬ間に死体の一つ二つを処理していたとしても驚おどろかないし、それが死体以上にキケンでデリケートな品であっても以下略だ。何にせよラインに載のせられるモノなら質量保存の法則をぶっちぎるし、彼かれらの懐ふところには世界から何かを消した分だけ報ほう酬しゆうが転ころがり込こんでくる。この程度の話でいちいち駆かけ引ひきをする必要もない辺り、どっぷり肩かたまで『イリーガル』という訳だ。

「それじゃあ姐あねさん、俺おれはこの辺で。裏うら稼か業ぎようはてっぺん回ってからが本番、夜明けまでにあと三件片づけなくちゃあならんのだ。お茶美味おいしかったよ、これならお店を整理して喫きつ茶さ店てんもくっつけちゃえば良いのに。古本並べるブックカフェみたいにさ」

「素人しろうとが淹いれるにしては、って冠かんむりが抜ぬけているわ。ほんとのプロには勝てないわよ。……それにしてもそっちも盛せい況きようねえ、せっかくの夏休みシーズンなのにすっかり太陽を嫌きらっちゃって」

「何言ってんの、だからこそさ。一年で一番事件が起きる時期が分からないって訳じゃあないだろ。みんな夏休みってだけで開放的だしそうかと思えば猛もう暑しよ日び続きでイライラしてるし、とにかく遠えん慮りよと計算ってものがなくなるんだ。夏は恋こいと死人の季節なの。ではー☆」




　　　　３




　バレたら即そく死し。

　しかも『白き女王』が最強なのは、何も腕わん力りよくや筋肉だけの話に留とどまらない。彼かの女じよはあらゆる分野においてぶっちぎりなのだ。当然、感覚器官や思考能力に関しても。こちらからは相手を観察できるが、向こうからは気づかれない。そんな環かん境きようを整える事はそもそも不可能に近い。むしろ、普ふ通つうに考えれば逆の構図になってしまう可能性の方がずっと高い。

　そうなれば、恭きよう介すけ達たちに採れる選せん択たく肢しは非常に限られてくる。

『白き女王』の性質を逆手に取るくらいしか有効な方法は思いつかない。

　・第一に、『白き女王』は城しろ山やま恭きよう介すけにしか興味がない。

　・第二に、『白き女王』はヒトにしか感かん染せんしない。

　だとすると、

『しィあ……』

　壊こわれた笛のような音が、洞どう窟くつ湖この湖面でわずかに響ひびいた。

　ビヨンデッタと契けい約やくしている依より代しろの白しろ蛇へびだ。

　彼かれ（？）はヒトではなく、そして城しろ山やま恭きよう介すけでもない。よって単独行動であれば坑こう内ないのコウモリやネズミと同じように、女王『達たち』のロックオンから除外される。路ろ傍ぼうの雑草と同じく、だ。

　葵あおいは両手を腰こしに当て、両りよう肩かたや胸を上下させるように大きく息を吐はきながら、

「うーん。じゃとすると、作り物のわしでも大だい丈じよう夫ぶじゃったのかのう？」

「あなたの場合は構造が人に近過ぎるから何の保証もないけどね」

　そんな風に言い合う恭きよう介すけ達たちは地下構造を抜ぬけて、山頂近くにある遊覧船に身を寄せていた。例の巨きよ大だいな亀き裂れつ跡あとの梯子はしごを伝って、包囲の中心からショートカットした形だ。もはやどこにいたって危険度はさして変わらないはずだが、やはり切り札に近い位置をキープしておきたい。

　時刻は午後一〇時三〇分辺り。

　たっぷり三時間以上かけて、白しろ蛇へびは情報収集を終えて戻もどってきた。彼かれ（？）とコンタクトを取れるのは契けい約やくしているビヨンデッタしかいないので、彼かの女じよに任せる事にする。

　敗北者状態で二四時間を浪ろう費ひしていたビヨンデッタやオリヴィアにとっては、栄養補給も大事な仕事だ。洞どう窟くつ湖このほとりにあったお堂（？）の非常食からビスケットを拝借していたので、みんなで分け合って仮の食事を済ませつつ、

「それにしても……」

　恭きよう介すけは改めて辺りをぐるりと見回した。

　明かりもない船の中。

　元々出口のない火山湖の上をゆったり進むだけの遊覧船なので、大おお海うな原ばらに飛び出すような本格的な船ではない。形こそ帆はん船せんを模しているが、実際には電気モーターでスクリューを回しているだけだろう。宿しゆく泊はく用ようの船室も存在しなかった。一いつ般ぱん用ように開放されているのは風景を眺ながめるためのデッキと、軽食を取るための食堂のみのようだった。三〇人も乗れば満まん杯ぱいになってしまいそうなものでしかない。

　彼かれらがいるのは食しよく堂どう脇わきの厨ちゆう房ぼうだった。

　そして調理器具と一いつ緒しよにガラスでできた試験管やフラスコなどが所ところ狭せましと並んでいた。壁かべや床ゆかには不可思議な紋もん様ようなども多数刻まれている。コーヒーサイフォンや圧力鍋を見れば分かるが、意外と台所用品と実験器具は親和性が高い。

「……これだけあれば、最低でも『宝石の血』までは届くかの」

　乾かん式しきに湿しつ式しき、温おん式しきに冷式。色々あるが、総じて言えばまるで細いガラス管を使ったジェットコースターのようでもあった。

「結論を言えば、この短時間で浄じよう瑠る璃り方ほう式しきをわんせっと全て揃そろえるのは不可能じゃ。すでに『白き女王』からの捜そう索さくは始まっておるからのう」

　人類最古の人じん造ぞう依より代しろはそんな風に言ったものだった。

　否定的な始まりだが、葵あおいは大きく胸を張っている。

「よって、わし自身の肉体を使う。一から全て用意するのは無理でも、アリモノを一部改造するだけなら話は別じゃ。わしのカラダに必要なものをチョイ足しして、お主ぬし達たちが考えているいれぎゅらーな被召物マテリアルを呼よび込こめるよう作つくり替かえよう」

　人工物の付け足し。言ってしまえば、深刻な病気でもないのに外から心しん拍ぱく数すうを操あやつるため、意図して心臓ペースメーカーを埋うめ込こむようなものに近いかもしれない。

「……あなたはそれで？」

「構わんよ。わしは神体、人を守るのが仕事じゃからの。必要なものを必要な時に使うのは当然の事よ」

「女王の似姿ではなく、冥めい乃の河かわ葵あおいとしての話だが」

「……、」

　わずかに、銀の髪かみの少女が黙だまった。

　彼かの女じよはじんわりと笑って、

「……舐なめるでないわ。そもそもわしは『白き女王』の似姿から脱だつしたかったのじゃからな。おりじなりてぃとやらを獲かく得とくする事に文句はないし、それが女王を仕留める力となるならなおさらじゃ」

　冥めい乃の河かわ葵あおいは自分の胸の真ん中にゆっくり掌てのひらを当てた。

　そのまま淡あわく笑って、

「常にその身に起きる変化が成長から老化へ言葉が置おき換かわっていく事で恐きよう怖ふを覚えるのが人間じゃろう。じゃが、どこまでいっても変化が起こらない事もそれはそれで恐おそろしいものなのじゃよ」

「……、」

　その心境は浄じよう瑠る璃り方ほう式しきではない恭きよう介すけには理解できないだろう。永遠を生きる彼かの女じよが自ら変化を望んでいるのなら、それ以上は拘こう泥でいすべきではない。

「むー」

　と、横からしんみりムードをぶっ壊こわす声が飛んできた。

　先ほど目を覚ましたオリヴィア＝ハイランドだ。

　小さな少女は両手を使って首の後ろをさすっていた。そうすると水分を吸って重たく色を変えた学校の水着から浮うかび上あがらせた華きや奢しやなボディラインをぐぐっと盛り上げ、ガラス細工のように華きや奢しやな肋ろつ骨こつの曲線まで浮うかび上あがらせる羽目になるのだが、気に留とめている様子は微み塵じんもない。

　薄いピンクの薔薇ばらの飾りで彩るささやかな胸を張り、斜ななめに掛かけた太い鎖くさりやカバンのように大きな錠じよう前まえを揺ゆらしつつ、不ふ貞て腐くされたような顔でオリヴィアはこう質問してきた。

「まだなんかジンジンする。これやっぱり寝違えたんじゃないな。お兄ちゃん私の事ぶったでしょ？」

「バレてしまったのなら仕方がない訳だが。……そうか契けい約やくが解けていても目視されている間は記き憶おくが浮うかび上あがるんだったか」

「もー!!　甘あまえたいならはっきり言ってよね、別に止めないから！　人が眠ねむっていないと勇気が出ないとかそのためにわざわざ実力行使で人の意識を奪うばいに来るとか、私はお兄ちゃんのヘキが心配です!!」

「参ったな、想像の飛ひ躍やくがアクロバット過ぎるぞ……」

「り、リハビリなら私も付き合うよ。お兄ちゃん、ヴィアと一いつ緒しよにノーマルになろ？」

「上うわ目め遣づかいでこの話を広げてほしいとかでもないんだ別に！」

　そうこうしていると、ようやっとビヨンデッタが白しろ蛇へびとのコンタクトを終えたようだった。

「おらおらー、お姉ちゃん派の急きゆう先せん鋒ぽうがやってきましたよ。狂くるったヘキには昔から巨きよ乳にゆうが効くと言われているんだこいつらめー」

「まずいぞ、おかしな前提の上におかしな結論が積み上げられていく……!!」

「おいコラわしではさいずが足りぬと申すか何たる暴食の塊かたまりよ」

「あちこち延えん焼しようしてるしどこから手を付けたら良いいのか……ッ!?」

「冤えん罪ざいってのは落ちものパズルの大だい連れん鎖さに似ているんです。ともかく報告ですけど」

　白しろ蛇へびが見てきたものが人の言葉に置おき換かえられていく。

　出てきた答えはと言えば、

「……依より代しろ」

　恭きよう介すけは一番大切なところを切きり抜ぬいて繰くり返かえした。

「人間の依より代しろにしか感かん染せんは広がっていない、だって？」

「みたいですね。引き金のアクションとして嚙かみ付ついてはいるようですけど、本質的にはやっぱり召しよう喚かんなんです。依より代しろの肉体へ女王を降ろしている。それが複数同時に起こっているから、あたかも感かん染せん拡かく大だいしているように見える。そいつが今回の現象の正体みたいで」

「そんなにたくさんの依より代しろが褒ほう美び村むらにいるっていうのか？　ブライズメイドはともかくとして、冥めい乃の河かわの方では依より代しろ不足を解消するために浄じよう瑠る璃り方ほう式しきを発達させていったのでは……」

「それがそうとも限らん」

　当の葵あおいが肩かたをすくめ、巫女みこ装しよう束ぞくの胸むな元もとを危なっかしく揺ゆらしながら、

「そもそも冥めい乃の河かわがどうして依より代しろの体構造を他の誰だれよりも深く熟知していたか。人工再現に至るまで調査を続ける機会に恵めぐまれたのか。そいつはそれだけ研究に協力するさんぷるを取得しやすかったからじゃ」

「まさか……」

「冥めい乃の河かわは元々依より代しろを輩はい出しゆつしやすい血筋じゃったんじゃよ。ただし、依より代しろの家系に甘あまんじてはよそ者の召しよう喚かん師しに顎あごで使われるだけになってしまう。こんぷれっくすというヤツかのう。なので彼かれらは依より代しろではなく、召しよう喚かん師しに憧あこがれるようになっていった。それが真実じゃ」

　……言われてみれば、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは人工的に才能を削けずられてなお優すぐれた力を発揮する依より代しろだった。普ふ通つうの家庭からあんな逸いつ材ざいが生まれてくるのは稀まれだ。元々冥めい乃の河かわの家系全体に秘密があったと考えた方が無難である。

　コンピュータに頼たよる人間は、暗算が苦手とは限らない。

　電子レンジに頼たよる人間は、料理ができないとも限らない。

「となると、冥めい乃の河かわ関係とブライズメイド。この褒ほう美び村むらには普ふ通つうでは考えられないくらいの依より代しろが集まっていた、という事になるのか」

「でもって、本来なら一人の依より代しろに一人の女王しか顕けん現げんできないのを、リミッターをぶっちぎって一度に大量の依より代しろに降ろす技術がある。それが鍵かぎになるようですね」

「……平たく言えば、通常法則をねじ曲げるための、コアとなる女王が存在する？」

「それこそ女じよ王おう蜂ばちみたいなものなんでしょうかねえ？　いえむしろ、ミラーハウスの中に食しよく玩がんフィギュアを一個置いているようなものなのか」

　冥めい乃の河かわ葵あおいは目を白黒させつつも、

「つまり、その人形を一つ取り除けば……」

「……全ての女王は消失し、元の依より代しろに戻もどる？」

　全員で顔を見合わせた。

　唯ゆい一いつ不満そうな顔をしているのは『仲を取り持ちたい』オリヴィア＝ハイランドくらいだが。

　彼かの女じよは大きな麦むぎわら帽ぼう子しのつばを繊せん細さいな指先でいじくりながら頰ほおを膨ふくらませて、

「何でケンカするのが当然になってるのかなー、むむーう……」

「必要な事だからだ」

「お兄ちゃんが早く謝あやまっちゃえば良いんですう。どうせテイシュカンパクなんて気取って摑つかみ合あいになったってお兄ちゃんがボコボコにされてお尻しりに敷しかれちゃうのは目に見えてるのになー」

「ヴィア」

　短く愛あい称しようで呼んでももはやコントロール不能であった。彼かの女じよは舌を出すばかりだ。湿気を吸ったせいで妙に重たい色になった学校の水着に包まれた未熟なボディラインを浮うかび上あがらせるこの金きん髪ぱつ二本三つ編みの少女は、こんなになってもまだ恭きよう介すけが歩み寄れば仲直りできるものだと信しん仰こうしているらしい。だからなのか、いまいち危機感が足りなかった。

『白き女王』が死をもたらす存在だという基本中の基本を認にん識しきしていないのだ。軍は国を守るためにある、お巡まわりさんは平和を守るために拳けん銃じゆうを腰こしに差している。それだけしか信じていない。

　子供らしい、と言ってしまえばそれまでだが、あまりに危あやうい純じゆん粋すいさだ。

「どの女王がコアなのかを調べる必要があるな。ついでに言えば、そいつについては殺してしまって大だい丈じよう夫ぶなのかも」

「他の感染女王についてはミラーハウスのようなものだとしても、最初の一人が永えい続ぞく召しよう喚かんされているのには仕し掛かけがあるはずですからね。つまり方式が違ちがう。もう少し調べれば特定できるかもしれませんよ」

「おい、倒たおすべき敵が見定まったのなら、そろそろわしのぼでぃの改造に着手しても良いのではないかえ？」

　状じよう況きようが一気に動き始めた。

　相変わらず劣れつ勢せいも劣れつ勢せいだったが、それでもすべき事が見つかるのは大きい。

　敵は『訳が分からないもの』ではなくなりつつあるのだ。

「……『白き女王』。あなたは確かにまだ最強だ」

　恭きよう介すけは異様な実験器具の並ぶ冷たい厨ちゆう房ぼうで、密ひそやかに呟つぶやいていた。

　それは青い炎ほのおのように見た目は涼すずやかに、しかし大きな熱を秘めた声こわ色いろであった。

「だけどそれは、登山ルートの算出が終わった頂点でしかない訳だが。今、人間の力を見せてやる」




　　　　４




　そしてドクトルＳもドクトルＳで大きな窮きゆう地ちに立たされていた。

　洞どう窟くつでの捜そう索さくを切り上げて、いったん外へ。

　特大の砲ほう火かにさらされた褒ほう美び村むらはもはや原形を留とどめておらず、辺りには一部だけ建物の基部や壁かべだけが取り残された、歪いびつな影かげだけが暗い夜の中に乱立している。あちこちから突つき出だしたり絡からまったりしているのは、祭りのやぐらや提ちよう灯ちん電でん飾しよくのなれの果てか。夜を照らす人工的な明かりは存在せず、赤と緑のパーティクルだけが不規則に流れていた。世にも珍めずらしい火の粉と蛍ほたるの共演だ。ドクトルＳ含ふくむブライズメイドの召しよう喚かん師しやレプリグラス操そう兵へい達たちは沖おき合あいのミサイル艦かんや揚よう陸りく艦かんだけでなく、こちらの地上にも拠きよ点てんを築いていた。旧来の村の跡あと地ちを覆おおい尽つくすように、合ごう成せい繊せん維いの布で作った天幕やテントをどこまでも広げている訳だ。

『……、』

　ドクトルＳは破れた太たい鼓この上へ軽く腰こし掛かけながら、辺りを見回す。

　一口にテントと言ってもピンキリなので、サーカス団などで使われるものを改良すれば港の倉庫並の巨きよ大だい施し設せつを短時間で並べる事もできる。衛星から観察すれば、それこそ油絵のキャンバスを上書きしていくように村の形が変わっていくのが分かったはずだ。

　が、何事も合理と効率で満たされているとは限らなかった。

　というより、タイムテーブルは完全に崩ほう壊かいしていた。

『おお、おお。陛下が、我々の陛下が今ここに……!!』

『御おん身みと直接居を共にする不ふ遜そんをどうかお許しください!!』

『ほんとにいた、ああ、伝説じゃなかった、陛下は本当に存在してくれたんだあ……!!』

　ある者はその場で跪ひざまずき、ある者は恍こう惚こつのあまり違ちがう世界へと旅立ち、ある者は意識が途と切ぎれて倒たおれたまま痙けい攣れんを続け。信しん奉ぽう集しゆう団だんブライズメイドはこれ以上ないほどの春を謳おう歌かしていた。

　理由は単純だ。




　月明かりに照らされる鈴すず蘭らんの群れのように、暗い闇やみの中に純白が浮うかび上あがっていた。

　それこそ数えきれないほど無数に、だ。




　何しろ三六〇度、どこを見回しても『白き女王』で埋うめ尽つくされているのだ。彼かの女じよの性質は、研究の第一人者として理解している。『白き女王』は城しろ山やま恭きよう介すけ以外に全く興味を持たない。ある意味、ドクトルＳからそう仕向けたのだから当然だ。

　その恭きよう介すけが失敗した事で、この絶ぜつ叫きようマシンに安全なガイドレールは存在しない。

　野放しの女王が一人目の前に立っているだけですでに大だい惨さん事じだ。それが全周を取り囲んでいるとすれば、もはや巨きよ大だい隕いん石せきが重力の糸に引かれて確実な落らつ下か軌き道どうに乗ったのより過か酷こくな運命に囚とらわれたと見るべきである。

　だとすると、

『……あのう、ちょいと質問をしたいんですがね』

「はい何でしょう？」

　お行ぎよう儀ぎ良よく体の前で両の掌てのひらを合わせ、可愛かわいらしく小首まで傾かしげて女王の一人が応じた。もちろん、彼かの女じよは『城しろ山やま恭きよう介すけの父親だから』という理由だけで甘あまい顔をする訳がない。自らに傅かしずくブライズメイドだから、など何の担保にもならない。女王の興味はあくまでも『本人のみ』だ、それ以外のいかなる構成因子も彼かの女じよを振ふり向むかせる事は叶かなわない。

　なので壊こわれた太たい鼓この上に腰こし掛かけるドクトルＳは率そつ直ちよくに尋たずねた。

『何故なぜ私はまだ生きているのかね？　てっきり感かん染せんと増ぞう殖しよくが軌き道どうに乗った時点で瞬しゆん殺さつされるものだと思っていたんだが』

「あら、まるで一人で勝手に死を超ちよう越えつしたような口くち振ぶりでございますわね」

『そんなに格好の良いいものじゃーありませんよっと』

　医い療りよう用ようの吸入器を使って酸素量を調整し、同時にライダースーツ各所にある空圧チューブを使って全身を締しめ上あげる事で疑ぎ似じ的てきな高圧大気下を実現する事で脳の活性を外から操あやつりながら、男はそう答えた。まるでダイヤルをひねって自分の記き憶おくを掘ほり返かえしているようだ。

『ただ私は一九九九年の七月に、死より恐ろしいモノを覗のぞき込こんでしまったというだけです。後は優先順位の問題ですな。先に克こく服ふくしたい難問を選せん択たくしている以上、下位に属する自身の死についてないがしろにしているように映ってしまっているのかもしれんがね』

「まあ、だとするとあなたの原動力は好奇心フイリアではなく恐怖心フオビアでしたのね。……ただ怖こわいから遠ざかるのではなく、むしろ限界まで近づきたいと思う辺りが難なん儀ぎですけれど」

『人間なんてそんなものさ。世界を覆おおうトイドリームが何故なぜあそこまで繁はん盛じようしているか分からないんですか。人は矛む盾じゆんしている。限界ギリギリまで危険に近づきつつ、絶対安全な特等席をキープしたい。これほどの贅ぜい沢たくは他にありません』

「臆おく病びよう者もののくせに」

『だからこそ、さ。とはいえ確かに情けない。こうしている今だって、外から思考のレベルをチューニングしなければいつ爆ばく発はつしたっておかしくないくらいなんだ』

「高こう圧あつ酸さん素そ療りよう法ほうの応用編でございますか。とはいえ、酸素の過か剰じよう摂せつ取しゆは過呼吸に繫つながる他、代謝の中で形を変えた活性酸素は老化の原因の一つにも数えられていたような？」

『老化なぞ、恐きよう怖ふで髪かみの色が抜ぬけた時点で気にならなくなった。こう見えて、私の実じつ年ねん齢れいは見た目との間にズレがあるんだよ。この髪かみだって、君の姿を覗のぞき込こんでしまったあの時からのものなんだ。ま、どっちみち流石さすがに若者を気取るつもりはありませんがねー』

　ドクトルＳがどうだろうが、『白き女王』の側には特に感かん慨がいはない。

　なのでツインテールの少女は容易たやすく話題の矛ほこ先さきを変えてしまう。

　相手からすれば、たった一歩足の置き場を間ま違ちがえただけで即そく吹ふき飛とばされる地じ雷らい原げんを恐おそる恐おそる進む中、気き紛まぐれに行き先の変へん更こうを伝えられるようなものであってもお構いなし。

「そのＳというのは？」

『ああ、これかね。元々は恭きよう介すけの時の長期プロジェクトで用意した偽ぎ名めいだったんだが、何かと都合が良いいので今でも拝借しているんですよ。まあ、後の時代の「箱庭」とかは完全に惰だ性せいというか、もうほとんどゲン担かつぎだな。あれは要求スペックを満たさない出で来き損そこないだったが、方向性だけなら間ま違ちがっていなかった。なのでそこから続く、芽の出る誰だれかに期待していたんでしょうね。結果がどうなったかは言うに及およばずだが』

「プロジェクト、ねえ」

『子供は子供だよ、その部分に偽いつわりはない。ただ使えるものを素す直なおに使ったというだけで』

「しかしそれでは根本的な説明がつきませんわね」

『何故なぜ城しろ山やまでなければならなかったのか、ですか？　私にも分からんよ。天てん啓けいとでも考えるしかない』

　ドクトルＳは自身のトラウマの元げん凶きように向けて苦く笑しようしつつも、

『ああ、ちなみに恭きよう介すけはフォビアのように見えてフィリアで動いているよ。その点は安心して構いません』

　こちらも話題を気ままに変えているように見えるが、実際には違ちがう。

　まあまあ、と胸の前で両手の掌てのひらを合わせて嬉うれしそうに『白き女王』は微笑ほほえんでいた。仲の良いいクラスメイトの女子を経由して気になる男子の情報を聞き出しているような表情だ。

　逆に言えば、ドクトルＳは『こう』しないと『白き女王』にアクセスできない。たったの一言さえも。道に迷った時、足元が見えなくなった時、地じ雷らいの恐きよう怖ふに魂たましいを囚とらわれた時、とりあえず恭きよう介すけの名前を出して軌き道どう修しゆう正せいを図はかる以外に選せん択たくがないのだ。上げた足を一度地に下ろすために。

『怖こわいんですよ』

　その声は、果たしてツインテールの女王に届いているだろうか。

　そして、届いていても白衣にライダースーツの男の運命は変わらないのかもしれない。

『恐おそろしくて恐おそろしくて恐おそろしくてたまらない。でも、だからこそ、この背筋を走るゾクゾクだけはどう酸素を操あやつっても消し去る事ができないんです。どれだけ安全を維い持じしつつ、どれだけ危険に肉にく薄はくするか。人類の特別性は火を自在に扱あつかう事だと言う輩やからもいますが、おそらく違ちがう。火の制せい御ぎよも含ふくめ、こういった危険への肉にく薄はく、スリルを楽しむ心というのが唯ゆい一いつの宝なのです。自殺する昆こん虫ちゆうや他者を嬲なぶる猛もう獣じゆうはいても、この全く無意味な価値観を持つ生物は他にない』

　破れた太たい鼓こに腰こし掛かけるドクトルＳの言葉は、誰だれに向けられたものでもない。

　自らの心に言い聞かせ、暗示をかけて、奮い立たせるためのものでしかないのだ。

『幽ゆう霊れいやＵＦＯは克こく服ふくした。詩人気取りの予言者やアステカカレンダーから恐きよう怖ふは取り除いた。ツングースカ大だい爆ばく発はつもアストラによる古こ代だい都と市し核かく爆ばく発はつ消しよう滅めつ説せつも全て自分の言葉だけで説明できるようにした。宇宙の神秘も人体の神秘も大体調しらべ尽つくした。何もかも安全で退たい屈くつなアトラクションとして完成してしまい、怖こわいモノなど何もなくなってしまった。……ただ一つ、君という特大の例外を除いてです』

「な・る・ほ・ど。つまりあなたにとって死後とはすでに理解を終えたものか、計算の道筋が立っている雑事に過ぎないのでございますね。計算式は分かっているから、後は膨ぼう大だいな演算をスパコンにでも頼たのんで秒速一〇億回以上繰くり返かえさせれば答えは出るものだと」

『ははっ、そうそう。「白き女王」だけは取とっ掛かかりになる方程式も見えないんですよー。どこからどう切り取っても、不定、不定、また不定。せめてゼロでも無限大でも虚きよ数すうでも何でも良いいから、値あたいが一つ見えてくれれば安全を確かめ、危険を線引きし、ギリギリまで肉にく薄はくする目め途どが立つものなんですが……』

「人は分からないモノに希望か恐きよう怖ふを抱いだく生き物でございますけどね。地球一周を完かん遂すいした段階で冒ぼう険けん家かという職業が絶ぜつ滅めつし、種全体の希望の種が失うせてしまったのと同じように。宇宙についても電波望遠鏡で大体の星図は予測できてしまいましたしねえ」

『で、答えは？』

「そんなに自ら死が欲ほしいのでございますか」

『ここで死ぬなら簡単なんですよー。それは予想のついた結果に過ぎない。女王、君ならもっとえげつない末路を人にもたらす事もできるはずでしょう？』

「ふうむ。そうでございますわねえ」

　銀ぎん髪ぱつツインテールの女王は細い顎あごに人差し指を当てて、

「確かにあなたが世にもたらした事象は紛う事なき醜しゆう悪あくとでも呼ぶべきものでしたけど、アレがなければわたくしとあにうえとの間に接点も生まれなかった訳でございますし。そういう意味では執しつ行こう猶ゆう予よがついてもよろしいのではなくて？」

『同じように身勝手な引き金を引いた、私流に言わせてもらえば安全性の担保が整っていないフリーフォールへ我が慢まんできずに飛び乗ってしまった「女王の箱庭」の飽浦あくら大たい咲さくは容よう赦しやなくペースト状に引ひき潰つぶしたのにか？　……知っていますよ、君が細さい胞ぼうに活力を与あたえたおかげで彼かれはああなっても壁や天井にへばりついたまま三〇〇時間以上生存していたはずです。もう絶対に助からないという状じよう況きようをこれ以上ないほど理解させた上でな』

「あら博識。もしかして深刻なフォビアを抱かかえる者同士、志を共にした気の合うお仲間でございましたか？　あなたが『箱庭』を開発して、彼かれが運営する役割を担になっていたとか。ただまあ、あの女王とこの女王をいっしょくたにされても困りますがね」

　くすくすと『白き女王』は嗤わらって、

「あなたと飽浦あくらとやらを隔へだてた理由は単純でございます。凡ぼん俗ぞくがいてもいなくても大きな流れは変わりませんでした。つまり途と中ちゆうの道筋は多少変わっていても、あの戦争は最終的に勃ぼつ発ぱつし、わたくしとあにうえは袂たもとを分かっていたのでございます。ただし、あなたについてはそうではなかった。それだけでございます」

『ふうん』

　吸入器の男はチューナーのように酸素量を細かく調整しつつ、

『ここで私を殺して、かつ、何かしらのエラーを装よそおって今すぐ「還かえって」しまえば、恭きよう介すけから好感を得られるかもしれないのになあ』

「……、」

　ピクリと『白き女王』の肩かたが震ふるえた。

　何かの歯車が止まったのではない。逆だ。ドクトルＳが放ったフレーズは、銀ぎん髪ぱつツインテールの女王から全ての計画性を奪うばう魔ま法ほうの呪じゆ文もんなのだ。彼かの女じよの顔色を見るまでもない、恭きよう介すけと紐ひもづけられた事でその全身を貫つらぬいているのは紛まぎれもなく快の信号だ。

　だが最強の中の最強は踏ふみ止とどまった。

　その結果をドクトルＳは冷静に観察していた。

『なるほど、手品師の手法ですなあ』

　彼かれは一度だけ頷うなずいて、

『何事についても傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、実力と照らし合わせればそれだけやっても下した手てとも評価できる「白き女王」。でも君は脅おびえているんですね。恭きよう介すけに関する事象については驚おどろくほど臆おく病びようにできている。ようは、ドクトルＳという分かりやすい標的がいれば恭きよう介すけの目はよそへ向く。だから、テーブル下で手を動かしていても見つかりにくくなる。そういう話なんでしょう？』

　そいつを巧こう妙みようと呼ぶか臆おく病びようと呼ぶかはそれぞれだが、忘れてはならない。そもそも相手は『白き女王』なのだ。彼かの女じよが失敗や敗北の可能性を考こう慮りよして策を弄ろうする事自体、特大のイレギュラーとみなすべき事態なのである。

『というか、それ以前にだ。そもそも君と恭きよう介すけが「女王の箱庭」で袂たもとを分かった原因、コアとなるファクターは「殺人」です。ただの殺人でもああなった。腐くさっても私はあいつの実父。恭きよう介すけが口では何と言おうが、君が特別な親殺しという肩かた書がきを得た段階で二人の関係性がどう歪ゆがんでしまうか想像もつかないんだし、まあ脅おびえるのも無理は……』

　音もなく、『白き女王』の首が小さく傾かしげられた。

　ざらりと、その銀の髪かみが重力に引かれて不気味に流れていく。

　直後であった。




　ゾンッッッ!!!!!!　と。

　言葉を終える前に、ドクトルＳの胸むな板いたのど真ん中に女王の細ほそ腕うでが突つき入いれられる。




　まさに一いつ瞬しゆん。

　プリンの塊かたまりに手を突つっ込こむよりも滑なめらかに、それでいて一いつ滴てきの出血もなく。

『白き女王』の右手があまりにも鮮あざやかに研究者の胸むな板いたを貫つらぬいていた。いいや、それは単なる破は壊かいではない。いわゆる心しん霊れい医い療りようなどと呼ばれる類たぐいであろう。間にある大胸筋や横おう隔かく膜まく、肋ろつ骨こつや胸骨、各種の動脈静じよう脈みやく、そうした体内器官の一いつ切さいを無視して『白き女王』はあっさりと何かを引ひっこ抜ぬく。

　椅い子す代わりにしている壊こわれた太たい鼓こから、驚おどろいて立ち上がる暇ひまさえなかった。

　かの陛下の御ご前ぜんにおいて、許可なき自由の一いつ切さいは禁じられる。

　それが世界の仕組みであった。

「おちちうえ」

　びくびくと脈打つ、一ひと握にぎりの筋肉の塊かたまり。誰だれかの心臓そのものであった。

　女王の最強とは、単純な腕わん力りよくに留とどまらない。

　彼かの女じよはあらゆる分野において最高の実力を如何いかんなく発揮する。

「わたくし、あなたにはあにうえをこの世へ投じた功績を尊重してはいますけれど、二世帯住宅を許容するほど相手方の親御様とべったりするつもりもございませんの」

『……、』

　恐おそろしいのは、単純に痛みも抵てい抗こうもなく心臓を取り出された事、ではない。

　切った張はったをここまで自由にできてしまうという事実だ。彼かの女じよの手にかかればドクトルＳの五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを取り外して好き勝手に付つけ替かえる事もできるだろう。それこそ臓器移植用に開発されたブタや羊へ人の方の脳を移すように、いいや有機無機など問わず。彼かの女じよが今ちょっとした遊び心を出せば、人面犬も人面列車も思いのまま。いっそ人が目にしただけで発はつ狂きようするキメラが生み出されてもおかしくはないのだ。

「あまり、あまり、あまり。わたくしとあにうえの間に割って入るような真似はなさいませんよう。わたくしこう見えて、あにうえの事になると見境がなくなってしまうタチでございまして。たとえおちちうえが相手といえど、思わずはしたない真似をしてしまうかもしれませんわ」

『……、怖こわい怖こわい。やっぱりこの絶ぜつ叫きようマシンはまだまだ改良の余地ありだ。恭きよう介すけという試作ガイドレールがなければ、ジェットコースターから投げ出されていたところでした』

「ええ、まあ。確かにこの見苦しくも落ち着きのない心しん拍ぱく数すうはノルアドレナリンの作用によるものでしょう、つまりフォビアに基もとづく高い恐きよう怖ふと衝しよう撃げきによるものでございますけど」

『本当に、怖こわいですなあ』

　ただ、だからこそだ。

　ドクトルＳは誰だれもが思わず目を逸そらすであろうこの狂きよう気きを前に、改めて確信する。天の神ですら頭を押おさえる事の敵かなわない、究極の突つき抜ぬけた最強。その手た綱づなを握にぎれる可能性があるのは、やはり世界で一人しかいない、と。

　城しろ山やま恭きよう介すけ。あの出で来き損そこないを完成させるしか。

『私は巫女みこではなく神官です。君に直接触ふれてしまっては意味がなく、ギリギリまで肉にく薄はくするのが目的。世界最大に危険なフリーフォールをそれでも安全に楽しみたいのであって、そのまんま投身自殺したい訳ではありませんからね』

「なら結構」

　にこりと笑って、『白き女王』は再び右手の心臓をドクトルＳの胸むな板いたの中へと戻もどす。まるで戸と棚だなから取り出した父親の懐かい中ちゆう時ど計けいを元の位置へ置くような、あまりにも無造作な動きであった。

　その白しろ手て袋ぶくろに一いつ滴てきの赤い汚よごれもつけず、あくまでも何者にも汚けがされない永遠の純白はこう言い放った。

「ではでは、そろそろ本格的にあにうえいじりを始めましょうか。うふふっ！　何だかんだで直接あにうえと触ふれ合あえる機会は貴重ですものね。……わたくしの出現なんて毎度の事だろうと慣れてもらっては困ります。あにうえには常に一回一回の逢おう瀬せを新しん鮮せんな気持ちで味わっていただかなければ！　わたくしがいかに一日千秋の想おもいでコンタクトの時を待ち続けているか、その思おもいの丈たけをまるっとぶつけてしまいましょう、ドカーンとな!!」

『私が言うのも何だけどさ』

「はい？」

『君は本当に悪あく趣しゆ味みですなあ』

　これ以上ない罵ば倒とうにも、『白き女王』が動じる気配はない。

　彼かの女じよは両手で自分の頰ほおを左右から挟はさみ、潤うるんだ瞳ひとみと熱い吐と息いきを漏もらして、背筋をゾクゾク震ふるわせながらこんな風に答えたものだった。

「愛あればこそ、でございますわあ……!!」
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「こらー!!」

「にゃー!?」

　なんか奇き声せいが聞こえると思ったら、ビヨンデッタがオリヴィアの細い腰こしを小こ脇わきに抱かかえていた。正面に向けて尻しりを突つき出だすスタイルか、もしくはお尻しりぺんぺんの三秒前である。奥は水着とは言っても流石さすがにミニスカートやパレオの状態が気になるようで、サンダル履ばきの細い脚あしをバタバタ振ふり回まわしながらオリヴィアは赤い顔で嚙かみ付つこうとしている。

「ちょっと、何してくれてんの!?」

「何しているも何も、人様の励起手榴弾インセンスグレネードからこっそり信管抜ぬいて不発を誘ゆう発はつさせようとしているのはどこのどいつですか!?　割と本気の死活問題!!」

「……チッ」

「その舌打ちで確信しました。この尻しりはぺんぺんしなくてはならぬ!!」

「にゃー!?」

「これは私の国の法律で決まっている事ですから!!」

「そもそもどこの国の人なの!?」

　ぎゃあぎゃあ言い争っている二人だったが、意外と器用にオリヴィアはホールドから脱だつすると、恭きよう介すけの方へと走はしり込こんできた。そのまま背中側に回って人を盾たてにしてくる。ウェイトレス服の悪あく魔まに抱かかえられた時に中の水着へ妙みようなねじれの力でも加わったのか、しきりに飾り襟の中の肩かた紐ひもやパレオの奥のお尻しりの辺りを気にしながら、

「ほらお兄ちゃん見て、あの暴力の化け身しんを！　お兄ちゃんはあんな人とお付き合いしてはならない!!」

　オリヴィアは誰だれとも契けい約やくしていないので、視界の外に召しよう喚かん師しや依より代しろを収めていないと記き憶おくを保持できないはずである。となると誰だれもいないところでこそこそ、という訳ではなく、スリや手品師のように堂々と目の前で細工をしていたのだろう。

　ビヨンデッタはビヨンデッタで、口から蒸気のような気き迫はくを洩もらしながら、

「……お客様どいてください。その生意気な尻しりにトドメを刺さすのは私の仕事だ……」

「んっ！　やっぱりお兄ちゃんには『白き女王』しかいないんだよ。優しい女王ならこれくらいじゃ怒おこらないのになー」

　とんでもない評価にもはやツッコミを入れる気き概がいもない恭きよう介すけだったが、ともあれ、今の本題はそちらではない。

「愛あい歌か、衛星の方は確かく認にんが取れたかい？」

　軍事衛星、などと言うとさぞかし特別なモノに聞こえるかもしれないが、実際問題、衛星ネットワークは言うほど頑がん丈じようなものでもないらしい。

　スマホを経由してビキニ少女はこんな風に語りかけてきたものだ。

『……ま、どこまでいっても無線接続のサガからは逃のがれられませんからね。どれだけ指向性を強化したところで通信電波はよそへ拡散してしまいますし、その逆も然しかり。信号の傍受リードも攪乱ライトも思いのままなのです。この辺がどれだけ貢こう献けんしても後こう方ほう支し援えんの域から逃のがれられないジレンマでもあるのですが……』

「つまり？」

『……ドヤ顔のひきこもりをもうちょい立ててくださいなのです。知らない間に永遠のライバル・オリヴィア＝ハイランドが寄より添そっているし、私は私ですっごくお兄ちゃんの未来が心配で仕方がないのです……!!』

　すると何やらドヤ顔を決めたオリヴィアがこっちの腕うでに寄より添そいつつ、

「うふふ。たとえどれだけ離はなれていても、本当に選ばれた二人は魂たましいと魂たましいが引かれ合っちゃうんだねえ。にやにや」

『この泥どろ棒ぼう猫ねこッッッ!!　今すぐドタマの上に宇宙ステーションの七つ道具でも撃うち込こんでやろうか!?』

「くすくす、ほらスク水って鉄板っていうか正義じゃない？　というかビキニの妹とか記号がゴチャゴチャしていて意味ワカンネだしい？」

「ヴィア」

『あぎゅるばるべるべ!!　おっ、お兄ちゃんもお兄ちゃんなのですッ！　いつの間にそんな親しげな距きよ離りを取とり戻もどした!?　や、やはりスクール水着には魔まが宿るのですか……!!』

「お願いだから愛あい歌かも狂くるわないで」

『ぜえぜえはーはー……。はいはい、こちらが衛星画像。本当に役立つ魂たましいの妹はこちらですよ、と。ブライズメイド側は官民双そう方ほうの衛星に不正アクセスして記録を書かき換かえていますが、本家本元管理者権限を握にぎる「ガバメント」を舐なめるなと言ってやりたい……』

　愛あい歌かから回してもらった画像を見ると、恭きよう介すけ達たちの目的はほぼ達したようなものだった。

　褒ほう美び村むらが上書きされている。

　ブライズメイドは浜はま辺べから巨きよ大だいなスポーツカイトに似た多数の揚よう陸りくレプリグラスを乗り上げ、大量の物資を持ち寄り、合ごう成せい繊せん維いの天幕やテントを設営して自じ分ぶん達たち好ごのみの陣じん地ちを構築している。一つ一つが港の倉庫に匹ひつ敵てきするサイズである他、どうやら迷めい路ろのような塹ざん壕ごう線せんや海水を引き込んでの水堀、ディーゼルの発電基地なども造り上げているようだ。

　銀ぎん髪ぱつの巫女みこ、冥めい乃の河かわ葵あおいがほとんど呆あきれたように言った。

　横から小さな画面を覗のぞき込こみ、柔やわらかい頰ほおを少年へ押おし付つけるようにしながら、

「こりゃまたすごい。もはや村の面おも影かげもないのう」

「でも簡単な話だった訳だが」

　恭きよう介すけも息を吐はいて、

「まんま『神しん殿でん』だね。しかも都市設計レベルの」

「それって、江え戸どとか京都とかのですか？」

　白しろ蛇へびに餌えさのペレットを与あたえながら首を傾かしげるウェイトレス服のビヨンデッタに、恭きよう介すけは頷うなずく。

「そういう事。まあ風水でも何でも良いいんだけど、ああいうのは土地レベルの大きな力の流れを制せい御ぎよして特別な利益を得ようとする訳だが。そもそも神しん殿でんっていうのは四方を壁かべで区切って俗ぞく世せから切きり離はなしつつ、特定の方角の出入口を開けて風通しを良くする事で、決まった属性決まった神名の上位存在だけを狙ねらって呼よび込こみやすくするための施し設せつなんだけど、こいつを都市単位で実行しようとした例は枚挙にいとまはない。ブライズメイドは設計通りに自前の要よう塞さいを構築する事で『白き女王』を呼よび込こむ事に成功したみたいだね」

　一万八〇〇〇発の多連装ロケット砲ほうの斉せい射しやに大量の揚よう陸りく艇ていによる上陸作戦。

　だがブライズメイドは無む駄だな事をしない。

「んっ？　でもお客様、多数の大型テントで神しん殿でんを築いたのはロケット砲ほうの斉せい射しや跡あと地ちの話ですよね。だとするとそれ以前にオリヴィアの頭の上に降り注ぐはずだった分はどうなっているのでしょう」

「ヤツらは海からやってきた」

　恭きよう介すけの表情は特に変わらなかった。

　わざわざオリヴィアに問とい質ただすまでもない。

「事前準備していたと考えれば良いんだよ。大方、衛星でも確かく認にんを取られないよう海かい底てい神しん殿でんから始めていたのではないかな。それを拡張していく形で上陸後の褒ほう美び村むらへと範はん囲いを広げていったんだ。事実、迷路のような塹壕の中に海水を引き込んだ水堀があるだろう？」

　当然、海かい底てい神しん殿でんだけで要件を満たせるなら、わざわざ褒ほう美び村むらの景色を作つくり替かえる必要はない。言ってみれば、海から上陸までの足あし掛がかりとなる橋きよう頭とう堡ほと、そこから内陸深くまで踏ふみ込こむ要よう塞さい線せんの違ちがいかもしれない。

「……運命を操あやつり確率を調整しているのもこの影えい響きようだな。幸運を呼よび込こむ王都設計、か」

（でもこれは、誰だれにとっての幸運だ……？）

　一見大おお仰ぎようで大規模で大おお盤ばん振ぶる舞まいに見えても、その全ては信しん仰こう対たい象しようである『白き女王』に直結しなくては筋が通らないのだ。

　そして砲ほう撃げきの地じ均ならしから要よう塞さい構こう築ちくまで一日近くしかない。ブライズメイドは極きわめて短時間の内に巨きよ大だい極きわまる風ふ呂ろ敷しきを広げて、褒ほう美び村むら一帯を女王の神しん殿でんに作つくり替かえてしまった訳だ。本来ならどこぞの大聖堂一つ建てるのに何百年とかかる訳だから、これだって十分に破格の結果である。

「中心にいる永えい続ぞく召しよう喚かんの女王と、ミラーハウスのように拡散される感かん染せん女じよ王おうは別物だ」

　恭きよう介すけはそう言った。

「そして神しん殿でんの構造を崩くずせば永えい続ぞく召しよう喚かんの仕組みは破は綻たんする。つまり他の感かん染せん女じよ王おうの群れと違ちがって、永えい続ぞく召しよう喚かんの女王だけはノイズが走ったようにブレる。他の感染女王へ伝播するまでわずかでもラグはあるはずだ。……これでヤツらのコアを特定しよう。他の感かん染せん女じよ王おうは鏡に映る虚きよ像ぞうだから、相手にする必要はない。コアを一体破は壊かいすれば全て消失するはずなんだからね」

「破・壊・工・作、かあ。いやあ、私好みの展開になってきましたねえ」

「ビヨンデッタ」

　何やらニタニタが止まらない復ふく讐しゆうの悪あく魔まを念のためたしなめながらも、

「観測については複数方式を採用しよう。愛あい歌かの衛星画像を中心に、ドローンもいくつか飛ばしておきたい。あんなもの図面さえ把は握あくしておけばスマホと電気シェーバーを分解するだけで作れるしね。仮にブライズメイド側から妨ぼう害がいされても脇わき腹ばらを刺させるようにしておきたい訳だが」

「……そもそも励起手榴弾インセンスグレネードを使われたら？　人じん工こう霊れい場じようの中ではあらゆるかめらやせんさーは無効化されてしまうじゃろう？」

「集中的に使われた場所にコアたる女王が守られていると判断すれば良い」

　ただし問題なのは、だ。

「ぶう」

　ほっぺたを膨ふくらませ、手て慰なぐさみに自分の二本三つ編みをいじくり回しているオリヴィアが学校の水着から浮かび上がる未完成のボディラインも気に留とめず、こんな風に言ってきた。

　どちらも大好きな二人にさっさと仲直り（？）してほしい彼かの女じよからすると、

「たとえ一人だって女王は女王だと思うけどね。お兄ちゃんに勝てるのかなあ？」

「……、」

　そう、実際問題そこが一番の問題ではあった。

　大量に増ぞう殖しよくしているからといって、忘れてはならない。決して一人一人の『白き女王』の価値が下がっている訳ではないのだ。どこまでいっても女王は女王。何も考えずに真正面からぶつかって敵かなう相手ではない。

　コアとなる『白き女王』を特定する事は、イコール死の崖がけを見つける行こう為いに他ならない。自ら女王へ接近していくのは、自ら寿じゆ命みようを縮めていくのと何も変わらないのだ。ここは人ひと喰くい虎とらの徘はい徊かいする密林よりも恐おそろしい場所。死との間合いを見誤れば、たったの一いち撃げきで捕ほ食しよくされてしまう。

　自分を特別だなどと考えるな。

　どこまでいっても同じ人の域にいるという事実を肝きもに銘めいじろ。

「反則を一つ使おう」

　恭きよう介すけはそんな風に言った。

　彼かれが振ふり返かえったのは銀ぎん髪ぱつの巫女みこ、冥めい乃の河かわ葵あおいの方だ。

　実験器具の一つ一つと、この遊覧船で葵あおいに説明してもらった内容を頭に浮うかべつつ、

「完成するまでにどれくらいかかりそうかな」

「ふうむ。図面を参考に拡張成分を再設計してみたが、がらす容器の中についてはご覧の通りじゃ」

　おりゃっと掛かけ声ごえをつけて葵あおいが恭きよう介すけへ強く寄りかかった事で、柔やわらかいぬくもりと共に恭きよう介すけの体の向きが変わる。

「血に対する信しん仰こうは古今東西いくらでもある。単純に出血を穢けがれと見る向きもあれば偉人や聖人など出処によっては聖なるものと見る向きもあるしの。一つ一つ挙げていったら枚挙にいとまもないじゃろう」

「つまり正せい邪じやのバランスを外から自分の望むように再調整する事で、特別な被召物マテリアルとの相あい性しようを自在に合わせていくという話だったよね」

「血というと生せい体たい認にん証しよう、個体識別の象しよう徴ちようであると同時に、食生活だの飲む香こう水すいだので結構簡単に質が変わるもんじゃからの。血液サラサラなんてお題目の商品がどれだけ溢あふれ返かえっておる事か。もっと言ってしまえば、心臓や骨こつ髄ずいを手術で移うつし替かえてしまう形でも血の質を直接変動させてしまえるのじゃし。そいつをもっと突つき詰つめてやればよい」

　視線の先で、ごぽりという音があった。

　様々な実験器具が並び、ガラス管でできたジェットコースターのような有り様になっている厨ちゆう房ぼうの中、一ひと抱かかえの一いつ斗と缶かんほどの透明な円えん筒とう容よう器きの中で、赤い液体が揺たゆ蕩たっていた。

「わしらには時間がない」

　冥めい乃の河かわ葵あおいはそう言った。

「本来なら血液生産器官である人工臓器や骨こつ髄ずいでも作って体に直接埋うめ込こんでやりたいところじゃが、そうしている暇ひまもないのでの。必要な人工血液を直接用意して静じよう脈みやくにぶち込こみ、血の質を一時的に変えて被召物マテリアルとのちゅーにんぐを合わせる。……この調子だともうすぐじゃの。中身をもっと凝ぎよう縮しゆくして、宝石のように輝かがやく赤になるはずなのじゃが」

「ジュエルブラッド、か」

「何とも和の空気からかけ離はなれた名前じゃが仕方がない。わしらは元々貪どん欲よくじゃからの」

　ざっと見て、あと一時間程度といったところだ。

　ブラッドサイン式は人間と被召物マテリアルとの間で交かわされる契けい約やくで、生せい物ぶつ図ず鑑かんに載のせても遜そん色しよくのない人間ほど被召物マテリアル側がわから認にん識しきされやすく、人間側から同調しやすい傾けい向こうがある。王の血と肉と魂たましいを持つオリヴィアなどがその極きよく致ちだ。葵あおいはこれを応用し、個体単位での癖くせを考こう慮りよして『追い求めている被召物マテリアル個人から最も認にん識しきされやすい依より代しろ』へ作つくり替かえようとしている訳だ。言い方は悪いが、肉食動物の鼻と草食動物の鼻ではそそる匂においは違ちがう。銀ぎん髪ぱつの巫女みこはその振ふれ幅はばを大きく変えるつもりらしい。

　互たがいの齟そ齬ごが少なくなれば、当然ながら抵てい抗こうや摩ま耗もうも軽減される。本来なら存在しない被召物マテリアルを無理矢理肉の器うつわに降ろすとすると必ひつ須すとなる項こう目もくだろう。

「人じん造ぞう依より代しろについては何とかするがの、肝かん心じん要かなめの被召物マテリアルについてはどうするんじゃ。『白き女王』を倒たおすため、それだけのために新造して異界に埋うめ込こむ未み踏とう級きゆう。『大三角』の三音域に染まる事のないaiueoの母ぼ音いんのみで構築した神名の持ち主。理り論ろん解かい剖ぼう図ずだけは見せてもらったが、それだって用意せねばなるまい。やはり規定級と同じく錬れん金きんのホムンクルスやカバラのゴーレムのような、生命の秘法を用いるのかえ？」

「それについては考えがある訳だが」

「……ふうむ、どんな手にせよやはり時じ短たんと効率の勝負になるのかのう」

　葵あおいは厨ちゆう房ぼうを埋うめ尽つくす器具の群れへ目をやった。

　彼かの女じよの言い分はこうだ。

　ここにあるものを使えば大たい抵ていの事はできるが、当然ながら一つの作業をしている間は他の事はできない。葵あおいの肉体を再調整するための人工血液ジュエルブラッドを作っていると、対女王専用未み踏とう級きゆうの製造には取りかかれない訳だ。とはいっても、どちらか片方が欠けていても勝機は摑つかめないため、場を譲ゆずる事もできないのだが。

「もどかしいのう」

「まあその意見には同意するけど、物質的作業だけが召しよう喚かん師しの為なすべき事でもない。手を休めている間は精神的作業に当てても良いのではないかな」

　つまり頭脳労働。

　特に、敵対する召しよう喚かん師しなどとの戦術シミュレーションだ。

「ビヨンデッタ」

「イエス」

「……ドクトルＳはまだ生存していると思うか？　あるいは、『白き女王』が溢あふれた時点で絶命したか」

「ふうむ。難しいところですが、七対三で生存説を推おしたいところではありますね」

「根こん拠きよは？」

「衛星画像を見る限り、褒ほう美び村むらを上書きした要よう塞さい型がたの神しん殿でんは秩ちつ序じよを保っています。『白き女王』が集団で暴れ回っているなら、用済みとなったブライズメイドの死体と鮮せん血けつで埋うめ尽つくされているでしょう」

「まあ、そうなるか」

「もちろんドクトルＳとやらが個人的に女王の不興を買って瞬しゆん殺さつされている可能性は否定できませんので、そこを含ふくめて七対三。『白き女王』については合理や効率で行動を推測するのは極きわめて困難ですが、傾けい向こうとしてはお客様と遊べる間であれば人間へ無制限に力を貸かし与あたえると思いますしね」

「……、」

　大方、恭きよう介すけの考えと相そう違いはなかった。

　憎にくしみが思考を偏かたよらせているといった事もなさそうだ。その線で推おしてみる。

「彼かれは何者なんです？」

　共に同じ過去を過ごしているにも拘かかわらず、ビヨンデッタがそんな風に質問してきた。

　いいや、彼かの女じよが共有しているのは『女王の箱庭』の過去だ。

　それ以前の恭きよう介すけについては、ビヨンデッタも知らないのだ。

「……僕ぼくの父さんだよ。一五兄姉弟妹きようだい計画とはまた別の、本当の意味でのね」

　ゆっくりと息を吐はいて、城しろ山やま恭きよう介すけはそう答えた。

　城しろ山やま。己おのれの姓せいについて想おもいを馳はせながら。

「どこにでもある日本の地方都市の、なんていう事のない建売住宅の話だった。僕ぼくには父さんと母さんと、後は妹がいて、誰だれだって想像ができる当たり前の暮らしを送っていた訳だが」

「？」

　その時点で、すでにビヨンデッタも冥めい乃の河かわ葵あおいも眉まゆをひそめていた。

　誰だれにとっても自然な流れなのかもしれない。だがおかしいのだ、『あの』城しろ山やま恭きよう介すけがそんなレールに乗っている事自体が。

　要約して、銀ぎん髪ぱつの巫女みこがこう質問してきた。

　彼かの女じよは恭きよう介すけのこめかみの辺りに自分のつむじをぐりぐり押おし当あてながら、

「じゃが、それではあれだけの戦せん闘とう技ぎ術じゆつは身に着かんじゃろう？　そもそもお主やドクトルＳはどこで召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界と接せつ触しよくする羽目になったのじゃ」

「そうだよ」

　恭きよう介すけは辟へき易えきしながらも、あっさり認める。

「こんな感想では明らかにおかしいんだ。つまり一見ありふれていると思っていた事全てがエリート養成に繫つながっていた。それこそその日の食事から勉強机の上にあるシャーペンや消しゴムの位置まで、何もかもがね」

「……、」

「それもそれで十分に恐おそろしい事ではあるんだ。何しろ『箱庭』のような得体の知れない特とく殊しゆ施し設せつは隠かくれているようで隠かくれていない。世界の裏まで覗のぞける人間には把は握あくされてしまうからね。ドクトルＳがやっていたのは、ホームセンターで材料を揃そろえてミサイルを作るようなものかな」

　ミサイルと、彼かれは自分をそう呼んだ。

　かつて多くの人を追おい詰つめた、精せい密みつ誘ゆう導どうミサイル。

　恭きよう介すけは『箱庭』を破滅に導いた内なる声を思い出してしまう。

「ドクトルＳとは……結局何じゃったのじゃ？」

「さあね。『城しろ山やま』だって意味のあるフレーズではなかったのかもしれない。身み振ぶりからすると『ガバメント』の匂においがするから、ひょっとしたら政府系に寄より添そいつつ非正規部隊を安定生産するために家庭用品と格かく闘とうしていたのかもしれない。何しろ成功していたら、そこらの家やアパートで簡単に城しろ山やま恭きよう介すけ級を量産調達できた時代がきた可能性もあったんだし」

　それは、城しろ山やま恭きよう介すけという人間を知る者が聞けば頭の中が真っ白になっていただろう。

　冗じよう談だん抜ぬきに世界の秩ちつ序じよが崩ほう壊かいしてもおかしくはない。

「成功したのか失敗したのか、ドクトルＳが見切りをつけたのかよそから邪じや魔まが入ったのかは知らないけど、ある程度僕ぼくという個人が完成に近づいた段階で破は棄きされた。離り婚こんのどさくさで一いつ家か離り散さん、という形でね。天てん涯がい孤こ独どくという事になった僕ぼくは然しかるべき組織に回収されて、すでにインプットされていた知識や技術を使っていくつかの仕事で実績を重ねてから『箱庭』へ送おくり込こまれるようになった訳。……これもまた出来過ぎているから、ひょっとしたら予定のレールの中にあったのかもね」

「どう……思っておるのじゃ？」

「流れが大き過ぎて全ぜん貌ぼうを理解できない。あのコンパクトにまとまった家の中だけを思い返しても答えが出ないのは分かっているんだし」

　恭きよう介すけは恭きよう介すけで重たい息を吐はいて、

「……ただ、これもまた予定通りなのか、いくつかの顔が塗ぬり潰つぶされていて情報を引き出せない状態にある。例えば母さんとか妹とか。結局あれはどうなったのかな、彼かの女じよ達たちも単なるキャストで安全に引き上げてくれていれば良いんだけど」

　よってドクトルＳについて分かる事も少ない。

　だがあの研究者が城しろ山やま恭きよう介すけの基き礎そを『作った』のだとすれば、そこから逆算できる事もある。

「自己の中に存在しないものを、他者に植え付ける事はできない訳だが」

　恭きよう介すけはそう言った。

「ヤツがどれだけ狂くるっていても、僕ぼくの『親』である事実は変わらない。つまり『子』の僕ぼくの、召しよう喚かん師しとしての腕うではヤツによって作られている」

「似たような戦術を使ってくると？」

「癖くせや好みもあるだろうからそこまでは言わないけど、技術として同じ事はできると見て良い。そして僕ぼくが採るべき選せん択たくも全て見えているはずだ。自分で設計したんだからね」

　前回の戦せん闘とうでは、雌し雄ゆうを決したのは恭きよう介すけではなく冥めい乃の河かわ葵あおいの行動だった。完全人工物の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきである事を逆手に取って自分の首を引ひっこ抜ぬくなどというイレギュラーな行動を、ドクトルＳは読み切れなかったのである。

　仮に恭きよう介すけが一から一〇まで状じよう況きようを整えていたら、どうなっていたか分からなかった。

「僕ぼくからドクトルＳを読むのもまた簡単だ」

『フリーダム』アワード９０３はそう呟つぶやいた。

「僕ぼくの持つ技術を使って、長物の刀に持もち替かえた場合を想定すれば良い。使っている技術の大筋は変わらないんだから、後は周囲の環かん境きようが差異を生んでいくはずなんだ」
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　褒ほう美び村むらはブライズメイドと大量の感かん染せん型がた『白き女王』が制圧している。

　にも拘かかわらず恭きよう介すけ達たちが未いまだに包囲の網あみにかかったという報告はない。

　交通アクセスの限られた寒村なら全ての出入口を押おさえる事はさして難しくもない。そもそも、悟さとりや幻げん視しのはるか先まで無限に拡張された『白き女王』の感覚器官をかいくぐって包囲を突とつ破ぱするなど無む謀ぼうを通とおり越こして不ふ遜そんである。

　だとすると、

『外へは逃にげていませんね。むしろ、中心に向かって走ったのかな』

　壊こわれた太たい鼓こから焼けた地面に足をつけ、ドクトルＳはそう告げた。

　彼かれの傍そばには『白き女王』がついているが、これがどの女王なのかはもはや区別がつかない。そしてドクトルＳにとっては、どの女王だろうが同じ事であった。世界で唯ゆい一いつ、サッパリ理解のできないもの。これで定義は完結している。

　女王のどれかが優やさしく告げた。

「まあ。では予定通りに、かくれんぼの始まり始まりという方向でよろしいのでございましょうか？」

『わざわざ閉へい鎖さされた寒村を舞ぶ台たいにしているんだから要所は押おさえておきませんとなあ。真夜中の山やま狩がりなら是ぜ非ひとも大勢で松明たいまつを持って行いたいものですね。明かりが欲ほしいというより、恭きよう介すけ達たちにじわじわと絶望を押おし付つけるためには押おし寄よせる大軍のビジュアル的な分かりやすさが肝かん要ようです。こんな所で赤外線ゴーグルなんてのは風ふ情ぜいがない』

「うーん、わたくし達たちが恐きよう怖ふの変人村の住人でない事はマイナスでございましたわねえ」

『よそからやってきた魔ま女じよ狩がり暴徒だと思えば良いさ。どっちみち、場の空気全体を狂きよう乱らんの人にん間げん狩がり領域に作つくり替かえてしまえば恐怖のツボは押おさえられますよ』

「まあまあ☆」

『先天的であれ後天的であれ、人はあらかじめ区切られた枠わく組ぐみ、つまりはジャンルに弱い構造ですからなあ。高所や閉所といった原始的な恐きよう怖ふから、ギロチンやチェーンソーといった文化的な恐きよう怖ふまで。いいや何も一つの感情に限った話じゃない。例えば敵のスパイを寝ね返がえらせる一番の方法は金でも銃じゆう口こうでもなく、餓うえと寒さの先で偶ぐう然ぜんを装よそおって現地の一いつ般ぱん人じんから与あたえてもらった、たった一いつ杯ぱいのスープだという話もあるのだし。これもまた分かりやすい感動話の一つ。人間っていうのはお決まりのコースに乗っかると泣かなきゃいけないんじゃないかという強きよう迫はく観かん念ねんに駆かられる生き物という訳です』

「雨の日の捨て犬でございますわね」

『難病で子供が死ぬ映画とかな』

　言いながら、彼かれらは大きな天幕の下でテーブルに地図を広げて、

『人海戦術で褒ほう美び村むら全域を虱しらみ潰つぶしに調べてしまう事もできるんだが、新しん鮮せんな恐きよう怖ふを提供するためにはお見通し感が欲ほしいです。ある程度は予測をつけておこう。一ヵ所を集中的に狙ねらえば恭きよう介すけ達たちは裏をかこうと足あ搔がくはずです。ちょっとくらいは希望のエッセンスを加えておいた方が、痛みは増す。凍こおりついた掌てのひらからは痛覚が引いてしまうからな、いつだって適度に温めてやりませんと』

「うふふ」

　思わずといった調子で女王は笑えみをこぼしていた。

「サディスト」

『お互たがい様さまです』

　言いながら、ドクトルＳは地図の上へ気軽にナイフの先せん端たんを落とした。

　突つき刺ささった先は、

『山頂の火山湖、その跡あと地ち。ひとまずここに追い立てる。山の中はアリの巣のように複数の洞どう窟くつが入り乱れているから、包囲の輪を潜くぐり抜ぬけられる可能性があると恭きよう介すけ側がわは判断するでしょう。まあ実際にはそんな隙すきは与あたえませんが』

「根こん拠きよについてお聞きしましょう」

『君はもう答えを知っていなければおかしい訳だが、まあ良いいでしょう。大前提として恭きよう介すけ側がわには退く気が全くない。ヤツは「白き女王」を見れば、どれだけ劣れつ勢せいだろうが必ず勝負をつけに来るはずです。では我々はこう考えなくてはならない。これほど絶望的な環かん境きよう、すなわち無数の「白き女王」に取り囲まれた状態で、まだ恭きよう介すけが希望にすがるとすればそれはどこか、です』

「なるほど」

『依より代しろとして冥めい乃の河かわ葵あおいをキープしている以上、恭きよう介すけは新しん型がた未み踏とう級きゆうの投入を諦あきらめてはいません。アザリアの研究資料の中にあった浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの現代語訳設計図を見る限り、短期での完全新造は難しくても葵あおいの体を拡張する事で要件を満たせると判断するはずです。つまり、改かい造ぞう施し設せつを当たってみるのが妥だ当とうでしょうな』

　何しろここは浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの総本山である褒ほう美び村むらだ。

　村落の大部分を多連装ロケット砲ほうの斉せい射しやとレプリグラス部隊で蹂じゆう躙りんしたものの、全ての施し設せつ設せつ備びが破は壊かいされたとは到とう底てい考えられない。

『地表の建造物は軒のき並なみ破は壊かいしましたが、バックアップとして実験器具をあちこちに隠かくしている場合は、地下構造体、船せん舶ぱく、キャンピングカーなどにスペアがある可能性は低くない。そして包囲の網あみにかからないという事は、恭きよう介すけ達たちは外ではなく内へ向かったはずです。すると可能性はさらに限定される』

「地下構造体なら、それこそ網あみの目めのように広がっているのではなくて？」

『悪いがその線はない』

「？」

『理由はヤツが「不殺王アリス（ウイズ）ラビツト」だからです』

　吸入器の男は透とう明めいなマスクの奥おくでくぐもった息を吐はいた。

　くつくつと笑いながら、

『すっかり忘れ去られているが、この褒ほう美び村むらには一定数の住人が存在します。召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界について自覚のある者、ない者、拘かかわらず。生存者にとっての生命線はまさにその網あみの目めのような地下構造体です。ただでさえリミットは二日か三日。さらに我々が城しろ山やま恭きよう介すけ捜そう索さくのために重点的な行動を取れば、隠かくれ潜ひそむ大勢を無用な危険にさらす。よって恭きよう介すけが生せい活かつ圏けんを共にする事はありえない。それがどれだけ非合理でもな』

　そうなると、可能性は一つだ。

　答え合わせは地図の上のナイフによって、すでに終わっている。

『ヤツが地下構造体を除外した場合、一番高いのはここです。干ひ上あがった火山湖に取り残された遊覧船。これだけの大きさがあれば必要な実験器具を揃そろえておく事も可能だろう。何なら業ぎよう務む用よう厨ちゆう房ぼうに残された多くの調理器具を活用して、自前で作成しても構わない。何しろ台所用品と実験器具には親和性がありますからな』

　どこまで歪ゆがんでいてもやはり親子か。

　この時、ドクトルＳと城しろ山やま恭きよう介すけは離はなれた位置から共に相手の行動を読み合っていたのだ。

『山やま狩がりを始めよう』

『親』は『子』の盤ばん面めんを眺ながめながら、駒こまを一つ動かす。

　目的が定まってしまえば、万を超こえる『白き女王』は一いつ斉せいに活動を始めてしまう。たった一体でも銀河を滅ほろぼすに足るあの女王の群れがだ。

　相手の出方を窺うかがうようにドクトルＳはこう続けた。

『ヤツを恐きよう怖ふと絶望で締しめ上あげる。さて、これで君の実験も次の段階へ進む事になりますな、女王』

「あら。今さら戦せん闘とう準じゆん備びなんて進めるんですか。わたくしがいれば十分でしょうに」

『白き女王』がそう言ったのは、ドクトルＳがテーブルの上に置いていた長い鞘さやを摑つかんだからだ。いいやそれだけではない。彼かれは自身の依より代しろにも触ふれていた。

　先ほどまでのオリヴィア＝ハイランドとは違ちがう。

　そちらの契けい約やくは気軽に切っていた。あれは城しろ山やま恭きよう介すけと引き合わせた時点で役目を終えている。

　今現在、そして本来ドクトルＳが結びついているのは動物型の依より代しろだった。より正確には黒と黄の縞しま模も様ようが際きわ立だつ、大きな大きな規格外のジョロウグモ。それらが一つ一つ虫かごに入れられて、ずらりと並べられていたのだ。

　掌てのひらサイズ、というフレーズにコンパクトなイメージも親近感も湧わかない世界の話だ。それはもう、ひたすらに異形。

　しかし一方で蜘蛛くもは益虫、一部民間伝承などではジンクスの対象ともなる生き物だ。

　そして依より代しろが才さい能のう依い存ぞんで滅めつ多たに手に入らないなら、分母の数を増やしてしまえば良い。一億人に一人の才能を確実に手に入れたいなら、一〇億人の中から捜さがせば済む話ではないか。蜘蛛くもは一度に数万もの命を卵らん囊のうに植え付ける。後はメンデルの掛かけ合あわせで、依より代しろとしての素質をわずかでも持つ個体同士を同じ虫かごに入れ、気温や湿しつ度どを調整して春夏秋冬の周期を誤ご認にんさせる事で短期間の内に世代交代をひたすら繰くり返かえしていけば良い。

　ヒトでやる事には角が立っても、他の生命であればハードルが下がる事もある。

　いきなりの人体実験は難しくても、ネズミを使った生せい物ぶつ実じつ験けんなら許されるように。

　賢けん明めいで良識ある彼かれは学んでいたのだ。

　全ての実験で必ずしも人の体を使う必要はない。城しろ山やま恭きよう介すけをすっかり使つかい潰つぶした結果、思った以上にあちこちで問題が噴ふん出しゆつした事で、だ。プロを気取る召喚師どもも世界の裏側に浸ひたっているなどと嘯うそぶいている割に、結構簡単に『人間』というものは顔を出すらしい。そう、自分の利害に関わらない範はん囲いでは。

「あらあら。美しき信しん頼らい関かん係けいなんて欠片かけらもございませんわね」

『これがデジタルな成功論ですよ。私は依より代しろに突とつ出しゆつした才能や精神論的なスペックの底上げを求めていない。そもそもヒトという種を使う事が非効率的です。昆こん虫ちゆう型がたの場合は寿じゆ命みようの短さがネックとなるが、大きな分母の中から常に次の個体をすくい上げられる環かん境きようを整えられるなら、こちらの方が安定確保できると判断して良いしな』

　どこまでいっても観察対象で、実験動物。

　研究者と被ひ験けん体たいという、ある種絶対的な関係値。

　ドクトルＳは気軽に言いながら、居並ぶ虫かごの一つの蓋ふたを開ける。長い脚あしを器用に動かして這はい出でてきた大きな蜘蛛くもを手ての甲こうに這はわせ、腕うでを伝って肩かたへと載のせていく。

　観察を容易にするためか、虫かごの群れにはそれぞれ番号が割わり振ふられていた。縦列と横列の数字。これ以上ないくらい分かりやすいその数字が示すものとは、

『七丁目の一二番地』

　透とう明めいな吸入器の男は歌うように呟つぶやいた。

　酸素量を増やし、ライダースーツの空圧チューブを締しめ上あげる事で脳の活性を高めながら、

『七丁目の一二番地か。次はこの辺りを品種改良するのが最善ですかねえ』




　それはまるで。

　どこにでもある住宅街の家々を指し示すような。
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　世界の中心とは全く関係なくても、それでも人は一いつ生しよう懸けん命めい生きている。

「やばっ、やばっ、やばっ、やばっ……」

　黒くろ髪かみの巫女みこさん、冥めい乃の河かわ蓮れん華げであった。

　ブライズメイドの頭の壊こわれ具ぐ合あいはトイドリーム35でも散々味わっている。斉せい射しやされたロケット砲ほうの雨あられが降り注ぐ前に家の氷ひ室むろからアリの巣のように広がる巨きよ大だいな地下構造体へ逃にげ込こんだため致ち命めい傷しようは負わずに済んだが、事態はそこで終わらない。村を制圧した兵隊どもも死体がない事に気づくだろうし、あちこちにある地下への出入口も見つけているはずだ。

　褒ほう美び村むらの地下は死のダンジョンと化していた。

　召しよう喚かん師しにしてもレプリグラス操そう兵へいにしても、うっかり曲がり角で鉢はち合あわせただけで命に係わる。もちろん蓮れん華げとて『フリーダム』に属するプロの召しよう喚かん師しではあるのだが、もうそんな事を言っていられる次元ではなくなってしまった。




　女王だ。

『白き女王』が徘はい徊かいしている。




　それも一人二人なんて次元ではない。まるでゾンビが村を埋うめ尽つくしていくように、溢あふれんばかりの群衆が雪崩なだれ込こんでくる。恐おそろしい事に、彼かれらはみんな褒ほう美び村むらの住人だった。昨日の今日まで当たり前に挨あい拶さつを交かわして余ったおかずをおすそ分けし合ったりもしていた。それが彼かの女じよ達に摑まれ、引きずり倒され、集団に囲まれて体や手足に糸切り歯を突つき立たてられた途と端たんにああだ。何がどうなったのかは未いまだに頭の整理も追いつかない。

　不幸中の幸いなのは、相手があまりこちらへ執しゆう着ちやくしてこない、くらいか。やはりどこまで行ってもあの怪かい物ぶつは城しろ山やま恭きよう介すけにしか興味がないらしい。

　臆おく病びよう者ものと笑いたければ笑うが良いい。

　だがそもそもこれだけの極きよく限げん環かん境きようの中、双ふた子ごの妹を連れて呼吸と鼓こ動どうを維い持じできている事自体が一つの偉い業ぎようである。

「……おっ、お姉ちゃん。こっちは大だい丈じよう夫ぶかなあ？」

「しっ」

「それにしても、お腹なかすいたなあ……」

　人間は水だけでも数日生きられるとか、遭そう難なんしたその日に飢うえ死じにする事はないとか、ちょっと本やインターネットで調べれば色々出てくるだろうが、それは平素のコンディションでの話だ。死に瀕ひんしたギリギリの状態では自律神経や生理現象も大きく揺ゆさぶられる。短期間で極きよく端たんな疲ひ労ろうに押おし潰つぶされて歩けなくなったり、何度水を飲んでも喉のどの渇かわきを癒いやせなかったり、といった異常事態も珍めずらしくない。

　草ぞう履りに白足袋、決してアウトドアには向かない足回りの黒くろ髪かみの蓮れん華げと金きん髪ぱつの彼ひ岸がんは、急流や湿気で神域から人を遠ざけるのにも利用している広い洞どう窟くつ湖このほとりに出くわしていた。入り組んで死角の多い通路も不意打ちが怖こわいが、開けたロケーションというのもそれはそれで問題だ。岩場の裏や深い影かげに気を配る事はもちろん、頭上の鍾しよう乳にゆう洞どうまで見上げて隅すみ々ずみまで安全を確かく認にんしなくてはならない。何しろ相手は『白き女王』、どこにだってしがみついて潜ひそんでいられる事だろう。

（……だい、じょうぶ……よね……？）

　ごくりと蓮れん華げは喉のどを鳴らしてから、

「彼ひ岸がん、同じほとりに避ひ難なん小ご屋やがあるわ。今の内に毛布や食べ物を回収しておきましょう？」

「ううう、やっとのご飯……」

　やっとも何も昼に食べたはずでしょおばあちゃん、と言ってやりたかった蓮れん華げだが、やはり彼ひ岸がんの体調は普ふ通つうの状態から外れているらしい。この辺り、作り物として時計の針のように動く蓮れん華げは不安になる。見た目は双ふた子ごのようにそっくりでも、やはり自分は本当の意味で人間と同調できる存在ではないのではないか、と。

　ともあれ、だ。

　ただでさえ赤と白の派手な巫女みこ装しよう束ぞくではどこまで役に立つかは分からないが、何となく腰こしを落としながら洞どう窟くつ湖このほとりを小走りで進む。観光コースの途中にある崩落や生き埋め対策の、ちょっとした祠ほこらかお堂にも似た木造の避ひ難なん小ご屋やまで辿たどり着つくと、観音開きの扉とびらを開けて中を覗のぞき込こんだ。

「……いくつか数が減ってるけど、この分なら大だい丈じよう夫ぶそうね。私わたし達たちの前にも誰だれか立ち寄ったのかしら？　ねえ彼ひ岸がん……彼ひ岸がん？？？」

　返事がなかった。

　慌あわてて振ふり返かえり、見知った金きん髪ぱつの少女がいないのを確かく認にんすると、蓮れん華げは小こ屋やの外へ飛び出す。

「ううー……」

　なんか我が慢まんできなくなっていた彼ひ岸がんが洞どう窟くつ湖このほとりでうずくまり、湖面の水を両手ですくい上げていた。

「ちょ、ダメ！　飲むならペットボトルのにして!!」

　慌てて手を引っ張ってすくった水を捨てさせる。

　見た目は奇き麗れいな水でも、実際の雑ざつ菌きん繁はん殖しよく率りつなんて目で見て測れるものではない。名水だって商品化には手順がいるのだ。水浴び程度ならともかく、口に入れるなら注意しなければならない。辺りをバケモノみたいな女王の群れが徘はい徊かいする中、心理的な原因で不調気味の彼ひ岸がんが本当に食中毒でも起こしてダウンしたら、ますます生存の道が遠のく。というより、そもそも空腹を訴うつたえる妹がただの水で胃を全部満たそうとしてしまう事自体が危あやうい。

「ほら彼ひ岸がん、今ここで火を熾おこすのは怖こわいけど……パンとかビスケットとか、そのまま食べられるものも揃そろっているから」

「私もうこれで良いい……」

「そんな事言わないっ。彼ひ岸がん、台風の日になると缶かん詰づめとか美味おいしそうに食べていたじゃない。こういう時じゃないと口にできないって。ちょっと避ひ難なん小ご屋やにあるのを見てみましょうよ」

　無理して明るく努めながら、姉は妹の手を引いて立ち上がらせる。

　と、その時だった。

　先ほどまで気づかなかったが、避ひ難なん小ご屋やまでの道のりに何かがあった。いいや、これだけピリピリしている状じよう況きようなら壁かべの染しみだって人の顔に見えるくらいだ、良くも悪くも絶対に異物なんて見み逃のがさない。

　だとすると、

（あれ……？　何かが流れ着いた？？？）

　湖は海ほど波が高くはないとは言っても、洗面器に張った水とは違ちがう。やはりどこかから流ながれ込こんでどこかへ出ていく以上は多少の波が立つようで、ほとりの辺りもわずかに寄せては引いている。となると、元は洞どう窟くつ湖この水面、あるいは底にあったものが時間をかけてこちらまで打ち上げられたのだろうか。

　それはくの字に折れ曲がった太い流木のようにも見えた。

　ただし木の枝にしては妙みように白い。

　そして妖あやしい曲線を描えがいていた。

「おっ、お姉ちゃ……」

「彼ひ岸がん？」

「……あれって」

　ぶるぶると震ふるえている金きん髪ぱつの妹が、しきりに自分の両手を自分の巫女みこ装しよう束ぞくに擦こすりつけていた。まるで得体の知れない穢けがれを少しでも掌てのひらから拭ぬぐい去さろうとするかのように。触ふれてはならないものを触ふれてしまったかのように。

　だけど彼ひ岸がんが直前に触さわっていたのは透とう明めいな湖水のはずだ。

　実際の雑ざつ菌きん繁はん殖しよく率りつは知らないが、少なくとも見た目には奇き麗れいな水だったはず。

「あれって、お姉ちゃん、まさかあれって……!!」

「……、」

　すぐ近くで青い顔をしている妹に導かれるように、ぎちぎちぎちぎち、と蓮れん華げも改めて首を回す。少し離はなれた場所に打ち上げられた流木を改めて見み据すえる。

　いいや。

　先せん端たんから五つの突とつ起きを伸のばしたその正体は。

「うっぷ!?」
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　状じよう況きようが動いたのは午後一一時辺りの事だった。

『……っ、衛星画像から複数の光源を確かく認にん、おそらく松明たいまつか何かです。山やま狩がりが始まりましたよ、お兄ちゃん。赤外線ゴーグルなどを使っていないのは、機械製品は励起手榴弾インセンスグレネードに弱いという特性を考えての事でしょうか……』

「分かりやすい光源と闇やみに紛まぎれたゴーグル組とを分けている可能性もありますね」

「……、」

　ビヨンデッタからの意見に、しかし恭きよう介すけは応えなかった。

　彼かれは別の可能性を考えていたのだ。

「冥めい乃の河かわ葵あおい」

「人工血液ジュエルブラッドはカラダにぶち込こんだが、対女王アンチクイーン被召物マテリアルはどうするのかえ!?　今からお料理教室を開いても完成の時間まで相手が待ってくれるとは限らんぞ!!」

　銀ぎん髪ぱつの巫女みこは妖あやしく盛り上がった巫女みこ装しよう束ぞくの襟えりを正しつつ、厨ちゆう房ぼうに居並ぶ実験器具を眺ながめていた。宝石の血は完成したのだから、器具は空いている。今なら生命の秘法を他のプロジェクトに回す事もできるとでも思っているのか。

「やるべき事を整理しよう」

　恭きよう介すけは息を吐はいて、

「まず第一に、感かん染せん型がた『白き女王』の群れに取りつかれる訳にはいかない。どんな城じよう壁へきを築いても力ちから業わざで突つき破やぶられるから、この遊覧船に籠ろう城じようするのは得策ではない」

「こちらがどの女王を倒たおすべきか、コアとなる永えい続ぞく召しよう喚かんの『白き女王』を特定する必要もあります。つまり、ブライズメイドが褒ほう美び村むら全域に築いた要よう塞さい型がたの神しん殿でんにある程度大きなダメージを与あたえなくてはなりません。それによって『ブレ』が生じる個体を見つけないと」

　神しん殿でんについては襲しゆう撃げきの前段階で海底にも敷ふ設せつされているはずだが、こちらはひとまず無視して構わない。今ある全力全開の永えい続ぞく召しよう喚かんや感かん染せん女じよ王おうを海かい底てい神しん殿でんだけで整えられるなら、そもそも褒ほう美び村むらに小細工を施ほどこす理由はないからだ。

　地上は全てデコイの可能性……もゼロとは言えないが、遠回り過ぎる。そもそも『ガバメント』の衛星写真で捉とらえられなければ、神しん殿でんというフレーズすら浮うかばなかったのだから。囮おとりのつもりで答えに近づけさせてしまっては意味がない。それでは海中に隠れる潜水艦を守るため、真上にフリゲート艦を浮かべるような悪目立ちだ。

「後は言うまでもないが、切り札の構築もな！　どこの誰だれじゃろうが女王は女王じゃ、考えなしに真っ向からぶつかっても嬲なぶり殺ごろしにされるだけじゃぞ!!」

　一つ一つを順番に消化しているのでは間に合わない。右往左往している間に大量の『白き女王』に取り囲まれて身動きが取れなくなってしまう。

　だから一本の大きな流れを作る必要があった。

　単一の行動で複数のハードルを越こえられるような、大だい胆たんなショートカットを構築しなくてはならない。

　取るべき行動は一つだった。

「ビヨンデッタ」

「イエス」

「台所用品から材料を見み繕つくろってくれ。ここはそういう環境なんだし、全体の中に成功の目が一つでもあれば必ず当たりを引き当てるんだ。つまり、ビヨンデッタがくじの箱に手を突っ込んだ段階でオモチャ作りは滞とどこおりなく完かん了りようする。今回は派手にやろうではないか」

「イエース、お客様っ!!」
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　完全なる同一スペックを持つ大量の感かん染せん女じよ王おうに全ての山道を塞ふさがれる形で行われる山やま狩がり。ここから逃のがれ、反はん攻こう作さく戦せんを始めるために必要な第一歩は何か。

　結論はこうだ。

　ビヨンデッタの十八番おはこを活用し、遊覧船の足元を爆ばく破はで吹ふっ飛とばした。

　ほんの小さな突とつ起きを破は壊かいできればそれで良いい。

　山の斜しや面めんに引っかかっていた遊覧船は勢いをつけて殺人的に滑すべり出だす。
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　ズッッッ!!!!!!　と。

　単純な落下とも違ちがう特とく殊しゆな慣性の力が恭きよう介すけ達たちの全身を貫つらぬいた途と端たん、世界一巨きよ大だいなサーフィンが始まった。

　全周取り囲んでの山やま狩がりとはいえ、基本的には登山ルートをなぞって人の行き来を封ふう殺さつする格好で行われるものだ。既き存そんの道順を完全に無視して険しい斜しや面めんを一直線に下る場合、その包ほう囲い網もうを突つき抜ぬけてしまう事もありえる。

　そして一直線に斜しや面めんを下る遊覧船の重さと速さはクレーンの鉄球をはるかに超こえる。いかに軍用規格といえど、麓ふもとにある港の倉庫より巨きよ大だいな建造物の群れの正体は合ごう成せい繊せん維いのテントだ。こんなものが突つっ込こめば一発で破は壊かいされてしまう。

　後は『ガバメント』の愛あい歌かが衛星画像で睨にらみを利きかせ、破は壊かいを合図に真っ先にノイズが走って体がブレる『白き女王』を見つけ出せば良い。そいつが全てのコアとなる、永えい続ぞく召しよう喚かんで呼び出された個体だ。
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　白しろ蛇へびと共に甲かん板ぱんに出ていたビヨンデッタが人工の突とつ風ぷうに長い髪かみやミニスカートを嬲なぶられながら、腹の底から奇き声せいを発していた。

　恭きよう介すけもまた依より代しろの冥めい乃の河かわ葵あおいと共に視界の開けた表に出ている。

　船の動きがわずかにブレるのを感じていた。

　今は全体の中に成功の可能性が一つでもあれば必ず当たりを引き当てられる訳だが、それは他者の思おも惑わくが介かい在ざいしない場合に限る。つまり敵対者が近づいてきているのだ。

　一度は年輪のような多重構造の包ほう囲い網もうを抜ぬけた遊覧船だが、当然そこで終わりではない。揺ゆらめく松明たいまつの炎ほのおの列はあっという間にその布ふ陣じんを変え、鋭えい角かく的てきに遊覧船を追おい駆かけてくる。これが昼間で登山ルートが見えている状態だったら誰だれもが絶句していた事だろう。完全に山の地形を無視したその軌き道どうは、垂直の壁かべであっても直接走はしり込こめる『白き女王』ならではの挙動だ。

『あにーうえー……』

『うふふあはは』

『ご一いつ緒しよしましょう？　あにーうえーえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!』

　並の自動車を超こえる勢いで急きゆう斜しや面めんを下り降りる遊覧船だが、炎ほのおの群れはすでに巨きよ大だいサーフィンと完全に併へい走そうしている。この分だと今にも甲かん板ぱんへ乗のり込こんできそうだ。

　当然、すでに頂点の中の頂点として君臨している『白き女王』相手に、今から召しよう喚かん儀ぎ礼れいで被召物マテリアルを錬れん成せいしようとしても勝ち目はない。

　ただし、だ。

「おっと来ましたよう。何かに摑つかまってください!!」

　尻尾しつぽの飾かざりを左右に揺ゆらすビヨンデッタが叫さけんだ直後だった。

　遊覧船が山の麓ふもとに到とう達たつした。

　そのままの勢いで港の倉庫並に巨きよ大だいなテントの群れへ次々突つっ込こみ、強ごう引いんに突つき破やぶっていく。地形を塗ぬり替かえるような要よう塞さいそのものを使って基幹となる『白き女王』を呼び出していた、その神しん殿でん構こう造ぞうが大だい胆たんに崩くずされていく。

「愛あい歌か!!　褒ほう美び村むら全域を走査!!」

「女王の位置を特定するのは良いい、人じん造ぞう依より代しろの役もわしが担になう。じゃが肝かん心じん要かなめの対女王アンチクイーン被召物マテリアルはどうするのじゃ!?　弾たまがなければ銃じゆうは撃うてんぞ!!」

「策がある」

「じゃからそれは具体的に……!!」

　言いかけた葵あおいの言葉が詰つまった。

　恭きよう介すけは静かに唇くちびるを動かしたのだ。

「準備は、全部整っている」

　その少年はズボンのポケットからヘアスプレー大の金きん属ぞく缶かんを取り出していた。励起手榴弾インセンスグレネード。当然、あの城しろ山やま恭きよう介すけがこの局面で無む駄だな行動を取るとは考えにくい。普ふ通つうの被召物マテリアルをゼロから錬れん成せいしたって『白き女王』には敵かなわない。だとすれば、彼かれが改造済みの冥めい乃の河かわ葵あおいと共に勝機を摑つかむとすれば、その可能性はただ一つ。

　ピンを抜ぬいて投げ放つ。

　永えい劫ごうの五秒間が始まる。

「ま、さか……」

　銀ぎん髪ぱつの巫女みこは絶句したように呟つぶやいていた。

「……まさか、最初から。この褒美村に来る前から切り札の未踏級を完成させていたのかえ!?」

　応える必要はない。

　代わりに彼かれはこう叫さけんでいた。

「歯を食いしばれ、冥めい乃の河かわ葵あおいィ!!」

　すでに『それ』が存在するのなら、後はブラッドサインを使って順番に『花弁』をスポットへ投じていくだけで良いい。『白き女王』がどれだけ優すぐれていても、ヤツはあくまで被召物マテリアルだ。世界全体を白く抉えぐり取とるあの一いち撃げきでスポットそのものを潰つぶされるリスクだけ考えれば、後はこちらが一方的に『花弁』を操あやつれる。

　もうこちらの独どく壇だん場じようだ。

　たとえ感かん染せん型がた女王が遊覧船に集まっていたとしても、専用に開発した未み踏とう級きゆうだ。こいつの呼び出しさえ成功すれば『チェイン』の踏ふみ台だいにできる。次々女王を蹴け散ちらして、中心たる永えい続ぞく召しよう喚かんの『白き女王』の喉のど元もとまで踏ふみ込こむ、そんな夢のような展開に繫つなげられる。

　そして。

　そして。

　そして。




　励起手榴弾インセンスグレネードが起き爆ばくする。個人用に調合された『香』が迅じん速そくに撒まき散ちらされ、一辺二〇メートルの人じん工こう霊れい場じようが広がっていく。




　これで終わりだ。

　専用の未み踏とう級きゆうは埋うめ込こんだ。そのための人じん造ぞう依より代しろも手に入れた。

　たとえ『大三角』が全て白旗を揚あげてしまったとしても。

　人間達たちが揃そろって心しん酔すいし、恐きよう怖ふし、いずれにしても諦あきらめてしまったとしても。

　そんなところでは止まらない。

　その程度では城しろ山やま恭きよう介すけを阻はばむには至らない。

　後は永えい続ぞく召しよう喚かんの女王がどこにいるかを探すだけ。それは脅きよう威いの源を見つけ出して遠ざけるための後ろ向きな捜そう索さくではない。広い世界をかき分けて居場所を辿たどり、正確に叩たたき潰つぶすための攻せめの捜そう索さく。

　エイム。

　ロックオン。

　……ヤツはもう、絶対的に君臨する頂点の中の頂点ではない。永遠に固定される最強なんて存在しない。必要な手順を踏ふむ事によって、追い立てて狩かり出だすだけの獲え物ものでしかない。

　今度こそ、今度の今度こそ人類の反はん撃げきは完かん遂すいする。対たい『白き女王』専用に組み上げた、aiueoだけで構築した無色の未み踏とう級きゆうを投じる事で感かん染せん型がたを薙なぎ払はらって中心の『白き女王』を粉ふん砕さいする。

　そのはずだった。

　だがこの瞬しゆん間かん、城しろ山やま恭きよう介すけの背筋にどうしようもない悪お寒かんが走はしり抜ぬけた。

　刹せつ那な。

　まさに刹せつ那なであった。




　ボッッッ!!!!!!　と。純白の一いち撃げきが城しろ山やま恭きよう介すけの右みぎ腕うでを強ごう引いんに毟むしり取とった。

　それも彼かれが背中を預けていた、依より代しろから。




　千切れたパーカーの袖そでから大量の赤黒い液体を噴ふき出だしつつ、恭きよう介すけは痛覚が脳に伝でん播ぱするよりも早く視線を投げていた。

　止まったような時間の中で、引ひき裂さくような笑えみがあった。

　くるん、くるん、と。

　レプリグラス製のブラッドサインを握にぎり締しめたままの右みぎ腕うでが回転しながら宙を舞まう中で。

『それ』は枕まくら元もとで囁ささやくようにこう呟つぶやいたのだ。

「……首が取れるから、これは生き物ではない。そう思いましたか？」

『白き女王』とあまりにも同じ似姿。

　初めて遭そう遇ぐうした時に、思わず指先がぞわぞわ震ふるえるほどに酷こく似じしたその素す顔がお。

「……まさかいくら何でも、生きたまま自らの胸を開いて五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを人工物と置おき換かえてまで遊びに来る事はない。そんな風に」

　時間は無限ではない。

　とすんっ、と。あまりにも軽い音を立てて、千切れた腕うでが拳こぶし側がわから船の甲かん板ぱんへと落ちる。

　答えは一つだった。

　恭きよう介すけと契けい約やくした依より代しろ、冥めい乃の河かわ葵あおいは歪いびつ極きわまる笑えみを浮うかべてこう宣言したのだ。

「ふはーはー!!　五体をバラバラにした程度でくたばるようなタマではない事くらい分かっていたはずではございませんか！　ねえ、あにうえ？」
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　簡単な事だった。

　とてもとても簡単な話だったのだ。

　ぱっと顔を明るくして、金きん髪ぱつ二本三つ編みの少女が前のめりになった。学校の水着から浮かぶささやかなボディラインやミニスカートやパレオから覗く小さなお尻など気に留とめず、

「あっ、じょーおーうー！　やっと明かす気になったのお？」

「はい、正解は『白き女王』でございます☆　じゃんじゃかじゃーん！　はー、ようやっといつもの言葉に戻もどれましたわあ。ガラクタに寄せるのはもちろんですが、小さな癖くせから見み抜ぬかれる恐おそれもございましたしね」

　甘あまえるような声に対してくすくすと笑って、愛まな娘むすめを見るような笑え顔がおで巫女みこ装しよう束ぞくの悪あつ鬼きは人差し指を立てた。

　胸元を薄いピンクの薔薇ばらの飾りで彩るオリヴィアは散々言っていたではないか。




『……ぶー。いつもそうなら「白き女王」ともケンカしないで済むのに』




　それは一体、どこを見ながら呟つぶやいていたものだったのか。

　寄より添そい背中を預け合う二人を眺ながめてどんな気持ちを込こめたものだったのか。

「確かにブライズメイドの要よう塞さい構こう築ちくは、わたくしを呼ぶための神しん殿でんと全く同じ布ふ陣じんでございました。……ただし、だからといって実際にそれでわたくしを召喚していたとは限らない」

　巫女みこ装しよう束ぞくの悪あく魔まは、気軽な調子で言いながら長い銀の髪かみを結ゆい直なおす。

　左右で大きく束ねて、可か憐れんなツインテールに。

　完成度が高いのは当たり前だ。

　本人そのものだったのだから。

「わたくしはもっと早い段階で呼ばれていたのでございますわ。本来そこにあった置物の冥乃河葵とやらと入れ替わる形でね」

「……ッ、……!!」

「あらあら、顔が青いですけどまだ倒たおれないでくださいませね？　今回のわたくしの目的は一つ、あにうえがわたくしを頼たよりにする、しなくてはならない環かん境きようを整える事。そのためのブライズメイド襲しゆう撃げきであり、そのための感かん染せん型がた女王でございます。結果、あにうえは自らが構築した新しん型がた未み踏とう級きゆうに頼たよらざるを得なくなり、そして唯ゆい一いつ呼び出せる特別な依より代しろにわたくし自身を位置付けてしまった。くっくっ、わたくしを殺すためにわたくしの手を借りなくてはならないとは、なかなかにねじれた構造が出来上がってしまいましたわねえ？」

　くらりと、脂あぶら汗あせまみれの恭きよう介すけの体が横に揺ゆらぐ。

　だがその視線に宿るのは恐きよう怖ふや苦痛よりも、まず疑問だ。

　勝手知ったる顔で読み取った巫女みこ装しよう束ぞくの女王はこう答える。

「被召物マテリアルたるこのわたくしが依より代しろとして機能するのか、ですって？　うふふ、あにうえお忘れになったのでございますか!?　わたくしより下位に属する『大三角』の一角、『黄の鰓えら』はかつて『完かん全ぜん平へい衡こう』の名で『フリーダム』最強の召しよう喚かん師しとして君臨していたではございませんか。そもそもアワード１０００を超こえた人間は所属が変わるのですし、わたくし達たちの区分はかなり曖あい昧まいなのでございますよ。……何より、そんな理り屈くつは全部ぶっ飛ばして。この『白き女王』にできない事など存在するはずがないではございませんか。ねえあにうえ？」

　包囲を固め、絶望の濃のう度どを分厚くするたびに、恭きよう介すけは一発逆転の大おお技わざに頼たよらざるを得なくなってしまう。それが『白き女王』のセッティングした、彼かの女じよへ深く深く依い存ぞんしていく段取りである事にも気づかずに。

　ドクトルＳ、世界の裏側で待つ恭きよう介すけの実父の存在ですら、手品師の手法に過ぎなかった。

『白き女王』以上の戦力はない。であれば普ふ通つうに考えて、手て練だれだろうが何だろうが召しよう喚かん師しなど必要ないのだ。にも拘かかわらず女王がブライズメイドと帯同した理由は、冥めい乃の河かわ葵あおいからよそへ恭きよう介すけの視線を向けさせるため、分かりやすい敵として敢あえてそんなキャストを選んだからだ。

「さあて、これで『特別な依より代しろ』も、根本的なあにうえのブラッドサイン式召しよう喚かん儀ぎ礼れいも利きき腕うでと共に封ふうじられましたわ」

　くすくすという可か憐れんな笑えみが、どこまでも邪じや悪あくに引ひき裂さかれていく。

　この上ないチェックメイト。

　彼かの女じよは紅潮し、蕩とろけ切きった顔を両手の掌てのひらで柔やわらかく挟はさみ込こむようにしながら、背筋をゾクゾク震ふるわせてこう宣告してきた。

「後はどんな手が残っていまして？　まさかまさか、この程度でごっそりやられて白旗、ええまさしく白い旗を揚あげる以外に道がないなどと仰おつしやるのでございましたら、世にも楽しい蹂じゆう躙りんタイムに入って美味おいしく平らげさせていただきますけれど……!!」

　打つ手はない。

　切り札は全て奪うばい取とられ、遊覧船の周りには大量の感かん染せん型がた女王の群れ。

　たった一体でも絶望的な力を有する最強の中の最強に取り囲まれているのだ。

　どう考えたって勝ち目はない。

　だが恭きよう介すけは言った。




「だと思ったよ」




　未いまだ地表を突つき進すすむ遊覧船の中、しかし確かに時間が止まった。

　おかしな事が起きた。

「全ての物事は一つに繫つながっていなければならない。僕ぼくはずっと、そう最初の列れつ車しや襲しゆう撃げきの時から、何かしらのレールの上に載のせられているような違い和わ感かんを覚え続けてきた訳だが。そいつはオリヴィア＝ハイランドとの遭そう遇ぐうと大量のロケット砲ほうによって、人の意思が偶ぐう発はつ的てき事じ象しようを無視して……言ってみれば意思の力さえあれば必ず宝くじが当たるような環かん境きようを見ても明らかだった。ではブライズメイドは何故なぜそんなものを作って、僕ぼくの意思で何を完成させようとしていたのか。そんなもの考えるまでもないだろう。ヤツらは冥めい乃の河かわ葵あおいの構築を後あと押おししていた。そして同時に、ブライズメイドは『白き女王』の事しか考えない。従って彼かの女じよの思おも惑わくに従って偶発変動の世界を構築していた。冥乃河葵を特別な依代にする事が、そのために偶発さえ操あやつって必要な材料を揃そろえる事が、女王が考えて信しん奉ぽう者しやが手を動かす目的だった。これが結論だ」

　ずっ……と。千切れたはずの右みぎ腕うでが生えてきたのだ。

[image: ]

　いいや、

「あにうえ、まさか」

「こうなる事は分かっていたから、袖そでの中には別の腕を通しておいた。あなたが引き千切ったのはもう理解できているはずだろう？　いやあ本当に良くできているね、浄じよう瑠る璃り方ほう式しきっていうのは。あなたを騙だませるくらいなんだから」

　恭きよう介すけの表情は変わらない。

『白き女王』の前であってももはや動かない。

　そもそも励起手榴弾インセンスグレネードは標的を肉眼で捉えて炸さく裂れつさせなければ意味がない。では恭きよう介すけは具体的に『誰だれを』見み据すえていたのか。

「こちらの切り札について、それとなく情報を隠かくしていたのも事実だ。おかげで、そちらとしてもどこか不安定で落ち着きを感じられなかったのではないかな」

「あにうえ、もはや実りのない話ではございますが、それでも尋たずねてみましょうか。一体いつから、どのタイミングで……？」

「別に褒ほめられたものではないよ。僕ぼくだってずっと迷い続けてきた。いやまさか、いくら何でもそこまでは。契約前でも記憶や認識はしっかりしている、そう物陰に回って巫女装束に着替えていた時も。でもそれは浄瑠璃方式だからか？　そんな風にね。だから念のため、そう、噓うそであってほしいと願いながら核かく心しんとなる情報を隠かくし続つづけてきた。僕もまだまだ心が弱い。……とはいえ一番初めに明確な疑問を覚えたのは、おそらくあなたが子供達たちと川遊びをしていた時かな」

「かわ、あそび？」

「……二つの掌てのひらを合わせて水みず鉄でつ砲ぽうを作っていただろう？　ああいうのにも細かい地域性が出るものらしい。なあ女王、あれは『箱庭』で僕があなたに教えたやり方ではなかったかな。『涙なみだの湖』と呼ばれた屋内プールでさ」

「チィ!!」

「そして、あなたが冥めい乃の河かわ葵あおいのポジションを奪うばってしまったとしても、そこで終わりではないんだ。対たい『白き女王』専用の未み踏とう級きゆうそのものが消えてなくなった訳ではない。代わりの依より代しろを獲かく得とくすれば問題ない。つまり、だ」

　新たに生えた、いいや本来衣服の中に隠かくしていた本物の右手は、何かを握にぎっていた。

　リレーのバトンくらいのサイズのガラス容器。中にルビーをそのまま溶とかしたかと見み紛まがうほどに美しい赤の液体で満たされた、それ。

　人工血液ジュエルブラッド。

「もう一つ、作っておけば話は変わる訳だが。僕ぼく達たちに今必要なのは、何としても感かん染せん型がた女王のコアとなる永えい続ぞく召しよう喚かんの女王が誰だれかを特定する事にあった。一万人なり二万人なりの中から、たった一人を確実にね。もちろん、僕ぼく達たちが用意した新しん型がた被召物マテリアルによってトドメを刺させる環かん境きようをキープした上でだ」

　ギンッ!!　と。

　薄うすい金属の刃やいばがへし折れるような異音が炸さく裂れつする。

　目には見えない。

　だが確実に恭きよう介すけと冥めい乃の河かわ葵あおい……いいや『白き女王』との契けい約やくが断たたれた音だった。

　そして彼かの女じよを切り捨てても、まだ恭きよう介すけの傍そばには依より代しろの少女が残されている。

　オリヴィア＝ハイランド。

　この世の運命全体を含ふくめて、何もかもが『白き女王』の掌てのひらの上。だがそんな中でも城しろ山やま恭きよう介すけの意思の力が呼び寄せた、古い古い絆きずなの結けつ晶しようを。

　勝算はゼロではない。

　だから恭きよう介すけはこう告げた。




「ありがとう、女王。あなたが想像以上に馬ば鹿かで助かったよ」














Ｆ国に関する機密文書03









　Ｆ国のＦとは何に由来するものか。

　Ｆ国の場所は東とう欧おうのどこにあるか。

　Ｆ国の成り立ちは西せい暦れき何年からか。




　これらの答えが広く周しゆう知ち徹てつ底ていされていないという事実を、意外なほど当のＦ国の住人は知らないという。

　さてあなたは適切に回答できるだろうか？

　海を一つまたいでしまえば、案外『国』などというのはそんな扱あつかいなのかもしれない。アメリカやロシアのような超ちよう大たい国こくでもあるまいし、世界はいくつもの歯車が複雑に嚙かみ合あって回っているにせよ、具体的にどこにどんな歯車があってそれが自じ分ぶん達たちの生活にどう関わっているかを正確に追つい跡せきできる者はそう多くない。というか、それができるなら今すぐ経済アナリストでも名乗って株や先物取引に手を出してみるべきだ。

　恥はじる必要はない。

　あなたはＦ国の事を知らなくても当然なのだ。

　それが普ふ通つうの反応なのである。

　しかし当然ながら、Ｆ国の情報が伝でん播ぱしないのにも理由がある。かつてと違ちがって世界は小さくなった。調べようと思っても調べられないものの方が少なくなるほどに。つまり何の理由もなければむしろ目にしていなければおかしいのだ、Ｆ国の事を。検けん索さくエンジン大手が無数に通信衛星を打ち上げ、ネット通つう販はん大手が惑わく星せいの隅すみ々ずみまでドローンの手を伸のばそうとするこの高度情報化社会の中で不自然なくらいすっぽりと記録に空くう欄らんが生じているのには、それなり以上の理由が存在しなくてはならない。




　ではそれは何か。

　やはり意外な事に、答えは当のＦ国の住人にも分からないという。
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　宣戦布告の直後であった。

　それは起きた。




　ゴッッッ!!!!!!　と。




　とてつもない衝しよう撃げきが、甲かん板ぱん上じようにいた恭きよう介すけやビヨンデッタ達たちを振ふり回まわした。言わずもがな、地表を突つき進すすんで多くのテントを突つき破やぶっていった遊覧船が、いよいよ硬かたい大岩に激げき突とつしてその動きを止めたのだ。おかげで極きわめて強い慣性の力が働き、彼かれらはまるで砲ほう弾だんのように吹ふっ飛とばされる。

　だがそれで正解だったのだ。

　同時、全方向から飛来した『白き女王』が恭きよう介すけの立っていた場所をその五指で貫つらぬき、空間ごと抉えぐり取とっていく。なまじ、女王が頑がん丈じよう過すぎたのが仇あだになった。彼かの女じよ達たちだけは、激げき突とつの衝しよう撃げきなどものともしないでそのまま通常運転で突とつ撃げきしたため、獲え物ものを喰くいそびれた訳だ。

「チッ!!　どこまで計算に入れていますの……!?」

「全部、とでも言ったら笑ってくれるかな？」

　恭きよう介すけは宙を舞まう義手が握にぎり込こんでいたレプリグラス製ブラッドサインを本物の右手で摑つかみ取とり、放り投げられた猫ねこのように回転していたオリヴィアの小さな体を受け止めると、そのままビヨンデッタと共に遊覧船の外までかっ飛ぶ。甲かん板ぱんから地上までは高さ数メートル。体を丸めて衝しよう撃げきを殺しつつ、ボールのように何度も跳はねて距きよ離りを稼かせぐ。

『……、』

『……、』

『……、』

　多くの『白き女王』が作り物の甲かん板ぱん上じようからこちらを見下ろしていた。

　芒ぼうと輝かがやく瞳ひとみの群れが今すぐにでも襲おそいかかってくれば、たかだか人間に過ぎない恭きよう介すけ達たちなど鳥の群れに投じたパンくずよりも簡単に啄ついばまれて世界から消きえ失うせる事だろう。

　だから恭きよう介すけも迷わなかった。

「ビヨンデッタ!!」

「イエス、お客様」

　言葉と共に、容よう赦しやなく遊覧船が起き爆ばくした。

　まるで火山の大だい噴ふん火かのように大量の木材が天高く舞まい上あげられ、ウェイトレス服の悪あく魔まの長い髪かみやミニスカートが大きくはためいていく。しかしまさか通つう常じよう爆ばく薬やくで絶命するほど『白き女王』は甘あまくあるまい。恭きよう介すけやビヨンデッタの狙ねらいは他にあった。

「少しは攪かく乱らん効こう果かありますかね」

「そもそも人じん工こう霊れい場じようやブラッドサインを使わない方式で表に出ているのがイレギュラーなんだ。不安定な状態は安定した状態へと流ながれ込こみやすい。金属が酸化によって錆さびていくようにね。ヤツは檻おりに囚とらわれるよ、一時的にでも」

　励起手榴弾インセンスグレネードは様々な乾かん燥そう薬やく草そうや鉱物資源の粉末など、旧来の『香』の材料を各おの々おのの召しよう喚かん師しのパーソナルデータに合わせて調合したものだ。これを軽度の爆ばく発はつで一帯に拡散させる事で空間を切り取り、瞬しゆん時じに人じん工こう霊れい場じようを構築する。

　恭きよう介すけと違ちがって自作派のビヨンデッタはありったけの材料を詰つめてから遊覧船を起き爆ばくした訳だ。ビヨンデッタ自身の配合率でもないため人じん工こう霊れい場じようは展開されないが、それでもやはり『香』の成分は撒まき散ちらされる。すると、元々『香』の力を借りず無理矢理顕けん現げんしていた『白き女王』は、無理せず『香』のあるエリアへと落ちてしまうのだ。言ってみれば、電磁石の反発で強ごう引いんに車体を持ち上げていたリニアモーターカーが、電源を切って地面に車体を降ろすように。

　もちろん永遠には保たない。

　猶ゆう予よは長く見積もっても数分。

　だけどそのわずかな時間が歴史を大きく左右させる事もある。

　ここでだけは、安易な愛あい称しようで言葉に宿る感情を濁にごさない。

「オリヴィア」

「やっ」

　ぐいと小さな手が恭きよう介すけの胸むな板いたを押おした。

　金きん髪ぱつ二本三つ編みの少女は柔やわらかそうなほっぺたを膨ふくらませ、短すぎるスカートや花柄のパレオから伸のびるサンダル履ばきの細い脚あしをパタパタ振ふり回まわして、

「ケンカしたいなら勝手にすれば良いでしょ。私はお兄ちゃんの味方になんかならないからね。雨降って地固まるなら協力するけど、お兄ちゃん本気で殺す目してるし」

「……逆に尋たずねたいんだけど、オリヴィアはどうしてそんなに『白き女王』を信じられるのかな」

「だって！　みんな言ってるもの!!」

「みんなって？」

「国のみんな!!　『白き女王』は私の国に伝わる女め神がみ様さまで、国の危機が訪おとずれれば何度でも姿を現あらわして争いを終わらせてくれるんだって！　お母さんも、お母さんのお母さんも、お母さんのお母さんのお母さんも、みんなみんなそうやって国を治めてきたんだもの!!」

　至近で唇くちびるを尖とがらせながら麦むぎわら帽ぼう子しのオリヴィアは叫さけぶように言った。

「お兄ちゃんがおかしいんだよ！　お兄ちゃんと『白き女王』なら絶対に最強のペアになれる。私の国を内戦から助けてくれた時もそうだったでしょ！　あんなにも神こう々ごうしく瓦が礫れきの山に君臨して、真正面から全てを平定していったじゃない!!　どうしてあれじゃダメだっていうの？　こんな分かりやすい答えがあるのに、わざわざ遠回りして被ひ害がいを増やしていくなんて絶対間ま違ちがってるよ!!」

　オリヴィアの目から見ればそうなのかもしれない。

　数百年、いやひょっとしたら一千年以上の伝説の重みがあって、それは絶対に覆くつがえる事のないものなのかもしれない。どこまでいってもたかだか十数年しか生きていない少年の言葉など、語かたり継つがれてきた神話には届かないのかもしれない。

　だけど、だ。

　根本的な事を確かく認にんしてみよう。

「……オリヴィア、それだと話が嚙かみ合あわないんだ」

「何が!?　『白き女王』は誰だれが見ても最強で、お兄ちゃんと一いつ緒しよにいる間は従順で、その力を活用すれば誰だれだって笑え顔がおになれるじゃない！　お兄ちゃんさえカリカリしなければそれで全部丸く収まるじゃない!!」

「そうではなくてね」

　恭きよう介すけは息を吐はいた。

　そして言った。




「そもそも、『白き女王』がそんなに昔から今と同じように手を貸しているのがおかしいって言っている訳だが」
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　以前から、荒こう唐とう無む稽けいな仮説だけなら囁ささやかれていた。

『白き女王』とは何なのか。

　それは太古の昔から存在した世界創世に関わる最上位存在なのか。はたまた、存在自体ははるか未来に発生しているが、彼かの女じよが生じた瞬しゆん間かんに過去もまた作つくり替かえられているのか。

「ドクトルＳは、僕ぼくの父は言っていた」

「なに、を？」

「一九九九年七月は悲願の時だった、その時自分は未来を見たと」

「……、いって……」

「未み踏とう級きゆう『大三角』の一角、『緑の悪女』もこう言っていた訳だが。未み踏とう級きゆうとは異界の理ことわりを一つ一つ分解して担当した存在で、その全てを合わせると『白き女王』の全ての力を抑おさえ込こむ枷かせになるって。もっとも出現した『白き女王』があまりにも強過ぎたせいで逆に全ての未み踏とう級きゆうが鎖くさりで繫つながったまま引きずり回されているような状態なんだって。……『白き女王』の成り立ちが何であれ、今の条件を揃そろえたのは途と中ちゆうからなんだ。今と昔でパラメータが違ちがう以上、今と同じ方法を何百年前に持もち込こんだって召しよう喚かんは成功しない。ずっとずっと大昔から、今と同じように『白き女王』が顔を出していた訳ではないはずなんだよ」

　つまり、

「仮に『白き女王』がはるか昔から第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい以外、ブラッドサインを使わずに呼び出せて、その方法がＦ国に間ま違ちがいなく伝承されているとしたら、全『未み踏とう級きゆう』撃げき破はのタイミングからその方法は使えなくなっていないとおかしい。でもそうなっていない以上、元々の伝承が間ま違ちがっていた事になる。逆行しているんだ。過去から未来の積み重ねではなくて、未来を参考に過去を後付けしている方が正しいんだよ」

「何を言っているの、お兄ちゃん!?　それこそ、そっちが筋が通らないじゃない！」

　学校の水着を飾り襟やパレオなどで着飾ったオリヴィアは首を横に振ふってそう叫さけんだ。

「だって、だって、だって、私の国には『白き女王』の銅像があるんだもの。絵本だって昔話だってたくさんあって、そんなつい最近ポッと現れたような存在じゃないもの!!」

「……、」

「ここにいた冥めい乃の河かわ葵あおいだってそうでしょ！　実際には入いれ替かわっていたけど、入いれ替かわる前の冥めい乃の河かわ葵あおいは何百年も前から女王そっくりの似姿を作っていたんでしょ!?　だったらそれはモデルがいないと成立しない、『白き女王』はずっとずっとずっと昔から世界中のみんなの声に応えて愛されていないと筋が通らないでしょ!?」

　これに対する答えは明白だ。

　恭きよう介すけはこう返答した。

「ブラッドサインも励起手榴弾もないのに、どうやって？」

「ッ!?」

　冥めい乃の河かわ神じん社じやも、セクルティティも。

　発見前より昔から続いていた組織だってあるにはある。神格級までならコンタクトも取れただろう。だが未み踏とう級きゆうは？　本来そんなもの、どこの古文書を開いたって見つかるはずのない記述だったのではないか。

　証明できるから正しいのではない。

　証明できてしまうのが問題なのだ。

　一〇〇年前の書物の裏にバーコードがくっついているように。

　……簡単な話だったのだ。

　あるいは既き存ぞん宗しゆう教きようの神々である神格級までなら、アクセスの方法はあったかもしれない。だがそれ以上の未み踏とう級きゆうは？　過去にそんな伝承は存在したか。答えはノーだ。彼かれらが確かく認にんされたのは『第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』が発見された一九九九年七月以降の話だ。それ以前に何をどうやったら『白き女王』の姿がくっきり見えるほど高精度にアクセスできるというのだ。

　そしてその方法は、問題の一九九九年七月以降にも変わらず使えるものなのか？

　仮に太古から存在していたとしても、呼び出す方法がなく異界に引ひっ込こんでいた。

　またはルール違い反はんで好き勝手に世界の壁かべを突つき破やぶって現世に顔を出していたかもしれないが、人間側から狙ねらって呼び出す方法はなかった。

　そう考えた方が自然ではないのか。

「そ、それは、その、いっ、今までだって歪ゆがんだ方法で『白き女王』を呼び出そうとしていた輩やからはたくさんいたじゃない!!」

「あれらはすでに完成されたブラッドサイン式を再分解して自前の儀ぎ式しきに組くみ替かえて構築していただけだ。言ってみればガソリンを詰つめ直なおして火か炎えん瓶びんに仕立てるようなもの。ゼロから何かを作っていた訳ではないんだよ」

　そもそもそんなに簡単な話なら、ブラッドサイン式がここまで普ふ及きゆうするはずがない。各おの々おのが勝手に思いついた方法で三段飛ばしに『白き女王』へ手を伸のばせるなら、わざわざルールに則のつとる必要がない。

　全ての起点にブラッドサイン式があるのだ。

　だから人類はわずか一五〇センチ足らずの棒切れを捨てられないのだ。

「そんな事ない！　そんなの絶対にありえない!!　だって私の国は、ずっと『白き女王』と寄より添そってきて、その力を借りて繁はん栄えいしてきたはずなんだから……!!」

「オリヴィア」

　恭きよう介すけは首を横に振ふって、

「……Ｆ国のＦは、何を意味するＦかは分かるかな？」

「？　何を言ってるの、そんなの決まって……」

　言いかけて、学校の水着を飾り襟やパレオなどで着飾ったオリヴィアの舌が止まった。

　両目を真ん丸にした二本三つ編みの少女は、金かな縛しばりにでも遭あったように動けない。

「あ、あう。あれ？　でもだって、毎日毎日、当たり前のように、あれ……？？？」

「地元のＦ国を離はなれた遠い異郷の褒ほう美び村むらだからこそ、ここにはその当たり前、言ってしまえば『空気』のようなものは存在しない。だからここでなら、あなたの呪じゆ縛ばくを解けるチャンスがあったんだ」

「そんなの望んでない!!　わたしのっ、私の答えを返してようお兄ちゃん!?」

「……正解はフランギルド永世中立王国。西せい暦れき六〇〇年からの長い歴史を持つ専制君主制国家で、公式記録上軍隊に類する力を保有しない代わりに、有事の際は表では国こく民みん皆かい兵へい制せいを、裏では影の王家ロイヤルシヤドウと騎士団が召しよう喚かん師しと依より代しろを投入する事になっている訳だが」

「そっ、そうだよそうそう！　だったら何の問題も……!!」

「でもねオリヴィア、おそらく僕ぼくやあなた以外の人間がこの答えを聞いたとしても、きっと首を傾かしげるはずなんだ。本当にそれで合っているの？　本当にそんな国はあるの？　ってね。地ち球きゆう儀ぎを回しても見当たらない、地図アプリで検けん索さくしても出てこない。この時代にそんな国が存在するのかって」

「あっ、あう、あうあうあう……」

「国の成り立ちレベルから『白き女王』に侵しん食しよくされたＦ国は、あまりにも存在が不安定なんだ。だから、外からはその姿が揺ゆらいで見える。僕ぼくが関わった内戦だってそうさ。色々な説が囁ささやかれていたけど、真実は容易たやすい。疑問を持ってしまった者と欠片かけらも持たなかった者、双そう方ほうが度どし難がたい価値観の違ちがいによって激げき突とつしただけだったんだよ。全ての元げん凶きように、女王がいた。その火種が散々燃え上がってから炎ほのおの海を消しにやってきた。それだけなんだ」

「……だったら何だって言うの……？」

　震ふるえる声で、麦むぎわら帽ぼう子しのオリヴィアは尋たずねてきた。

　いいや、それはほとんど否定してもらいたくて質問しているようなものだった。

「お兄ちゃんがなんと言おうが、現実に『白き女王』の痕こん跡せきは世界中に残されている。それは一体何だって言うの!?」

「決まってる」

　恭きよう介すけは即そく答とうした。




「存在しないんだよ、そんな一本道の歴史は。『白き女王』が全ての未踏級を撃滅してルールを書き換えた時点で、過去も未来も両方上書きされていったと見るべきなんだ」




　数百年の伝統も。

　一千年を超こえる神話も。

　あの極大の邪じや悪あくには関係のない話なのだ。ブラックホールを軽々と超こえる究極の歪ゆがみは、ただそこに存在するだけで全てをねじ曲げる。それが時間や空間にまで及およばないなどと、絶対の聖域が保持されているなどと一体誰だれに宣言できるというのだ。

　まして『未み踏とう級きゆう』は異界のルールを一つ一つ擬ぎ人じん化かしたものであり、『白き女王』はその全てを撃げき破はして引きずり回しているのだ。であれば、それが表の歴史に干かん渉しようしないなどと何故なぜ安心できる？　聖域の存在なんてちゃんちゃらおかしい。むしろ、そのタイミングから全てが目に見えて狂くるっていかない方が計算も合わないではないか。

　かつて『白き女王』はこう言っていた。

『雨中の少女』の事件での一幕だ。

　たとえ歴史や因果の変動があったとしても、『白き女王』が巻まき込こまれる事はないと。

　それも簡単なのだ。『白き女王』という中心点から外側に向けて波は紋もんのように歪ゆがみが伝でん播ぱしているのだから、何が起きようが中心に立つ彼かの女じよにまで変化が伝わる訳がない。回転するコマは中心の軸じくが一番安定しているものだ。この宇宙はビッグバンによって無限に膨ぼう張ちようしているという説があるが、それも今となってはどこまで正しいか。途と中ちゆうまではその説で合っていたにせよ、ある瞬しゆん間かんを機に二発目の霊的な爆発が炸さく裂れつしていたのだ。よって膨ぼう張ちようの中心点は君臨する少女でなければならない。

「そんな……」

　もはやオリヴィアの瞳ひとみは虚うつろに近かった。

　いいや、これまで存在しないもので満たされていた方がおかしかったのか。

「そんなの、何の証明手段も……」

「逆なんだ、オリヴィア」

　恭きよう介すけは静かに正した。

　それは決して優やさしくはなかった。

「僕ぼくはすでに矛む盾じゆんを指し摘てきしている訳だが。何かを証明するとすれば、オリヴィア、あなたが『白き女王』が遠い過去から今と同じように現れるという事を証明しなくてはならない番だ。問題に対する回答を提示できなければ、議論はここで終しゆう了りよう。あなたの国に伝わる救世物語の方が間違っていた事になる」

「あ、あう」

「さあどうする、オリヴィア。まだ反論の余地はあるか？」

「あうあうあう……!!　だって、そんな、おかしい。だとしたら、お母さんは？　お母さんのお母さんは？　お母さんのお母さんのお母さんは!?　みんなみんな否定されちゃうもの、そんな、そんなの、私は絶対に……!!」

「違ちがうんだ、オリヴィア」

　恭きよう介すけは首を横に振ふった。

「オリヴィアが今日ここにいる以上、長い長い歴史はあったんだ。『白き女王』なんて呼びかけに応じなくたって、国の危機は乗のり越こえられたんだ。その本当の努力を、ヤツは横から奪うばっていった。最短コースなんて辿たどらなくても努力スコアを積み重ねてきたのに、『白き女王』っていう反則チートを突つっ込こんでズルをした事にしてしまった。あいつは本来あった正しい記録を根絶やしにしたんだ!!　オリンピックの金メダリストの検体に後からドーピングの薬やく剤ざいを放ほうり込こんで失格処分にしてしまうように!!　こんなのを許してはならない。誰だれも彼かれもが正しい努力で雌し雄ゆうを決してきたのに、後付けの検査で順位を好き放題にねじ曲げるような事があってはならないんだ！　違ちがうのか!?」

「だって、おかあ、さ……」

「『白き女王』とアクセスできれば確かに優位に立てるかもしれない。すっかりこうなってしまった今、この世界では」

　有う無むなど言わせない。

　すでに解答は出ているのだ。

「だけど『白き女王』を使わずに独力で問題を解決していたとすれば、もっとすごい偉い業ぎようになっていたはずなんだ。『白き女王』にアクセスできるお母さんがすごいのではなくて、あなたのお母さんそのものがすごいと褒ほめられていたはずなんだ！　広場に立っているのだって『白き女王』の銅像ではなくて、あなたのお母さんの像が直接立っていたはずなんだ!!　奇き跡せきなんかいるか、必要なのは努力だ!!　どうして奪うばわれている事に気づけない？　あなた達たちが勝ち組にすがろうとする限り、搾さく取しゆされる側から抜ぬけ出だせないのだと何故なぜ分からない!?」

「……、」

「気づけよ、いい加減に自分が被ひ害がい者しやなんだって!!　何にも勝ってはいないんだ、本当の勝利は一度だって摑つかんではいないんだ!!　だから一生負けっ放しから抜ぬけ出だせよ。負けている事に気づきもしないで幸せそうに笑うのはもうやめろよ！　それは、そいつは、家族の築いた栄光をそっくりそのまま女王へ献けん上じようするのをやめて、今まで搾さく取しゆされ続けてきたものを自分の力で全部取り返して、その足で大地に立って、初めてみんなで自然と浮うかべるはずのものだろう!?」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ぐっ、と麦むぎわら帽ぼう子しのオリヴィアの喉のどが詰つまった。

　いいや、本当は小さな少女も気づいているはずなのだ。

『白き女王』は、何かがおかしいと。

「言えよ、オリヴィア」

　恭きよう介すけはもはや獣けもののようであった。

　どれほど冷れい徹てつな頭脳があったとしても、そこに留とどまらない。

　元来少年の持つ原動力は、もっと原始的で剝むき出だしな人間性にある。

「同じ家族を助けたいなら!!　愛する国を一千年の呪じゆ縛ばくから解き放ちたいならその口で言ってみろ!!　そのために必要なものは全て揃そろえてある訳だが。『白き女王』に頼たよらない、人の手による正しい努力の結果を見せてやる！　だから言えよ!!　僕がどういう人間かはあなただって良く分かっているはずだろう!?」

　それはまるで、かつての焼き直し。

　瓦が礫れきと灰かい燼じんに全てを覆おおい尽つくされたこの世の地じ獄ごくのような景色の中、全方位から圧あつ搾さくするような悪意の渦うずに吞のまれて全てに絶望しきった少女が耳にした、たった一つの叫さけびと同じ。

「……、しい、よ……」

　そして。

　ついには。

「本当だったら私だって悔くやしいよ!!　だったら今まで私が信じてきたものは何だったの。ううん、私のお母さんもおばあちゃんもずっとずっとそこにすがってきたんだ！　そういう事にされちゃったんだ!!」

　失われた事を、知った。

　奪うばわれたものを、想おもった。

　ようやっとここまで、オリヴィア＝ハイランドは『人間』を取とり戻もどした。

「あの時私の国は真っ二つになっていた。だけどみんな自分の信じるもののために、命を懸かけてでも貫つらぬこうと思っての事だった。そのはずだったのに！　結局敵も味方も全部『白き女王』に踊おどらされていただけだったなんて、勝っても負けても表情一つ変わらなかっただなんて、そんなの許せる訳ない!!　それどころじゃないっ、戦争はあの一回限りじゃない！　あれと同じ事が、いいやそれ以上にひどい事が毎回毎回世界のどこかで起きているとしたら、それが見えていなかっただけだったとしたら、もう絶対に止めなくちゃあならない!!　分かってるよそんな事!!」

　でも。

　だけど。

「できない……資格がない……」

　暗い暗い井い戸どの底から月の光を見上げるように。

　可か憐れんな顔をくしゃくしゃにした少女はこう呟つぶやいていた。

「今さら言えないよ、そんな事お……!!」

「良いんだ」

　それもまた、人の持つ性質だ。

　だが恭きよう介すけは切り捨てた。

　救いを求める人間が、必ずしも清せい廉れん潔けつ白ぱくである必要があるか。あるいは誰だれの目から見ても明らかな弱者である条件を満たす必要は？　答えはノーだ。むしろ、本当に最後の袋ふくろ小路こうじまで追おい詰つめられた人間は往々にして単純な善悪では測れない複雑極きわまる事情を抱かかえている方が多い。

　それでも救うと決めたのだ。

　人によって救うか否いなかを勝手に審しん判ぱんする立場にはならないと。

　だったら。

　それなら。

「資格や権利なんて関係あるか。どれだけ厚こう顔がん無む恥ちで掌てのひらを返そうが知った事か。良いいかオリヴィア、僕ぼくはあなたがわずかでも引っかかりを覚えたなら、今歩いている道が少しでもおかしいと思えたのなら、それだけで味方する。もしもあなたが大きな流れに吞のまれたなら、もがく手をどこかへ振ふり回まわしたのなら、必ずその手を摑つかんでみせる。だから良いいんだ、これまでの事なんて!!　自家生産の亡ぼう霊れいになんか囚とらわれる事なく、これからなりたい自分にだけ従ってみせろ、オリヴィア!!!!!!」

　タガなんか外せ。

　ハードルなんか忘れてしまえ。

　そんなものは善性でも良心でもない。自分から救いを拒こばむような心の動きは自じ己こ犠ぎ牲せいなどとは呼べない。本当の願いを聞き届けるための障害にしかならない。

　自分の問題を自分で解決できないのは、プライドを傷つけるかもしれない。

　それを他者に求めるのは、本人からすればとても恥はずかしい行こう為いなのかもしれない。

　だけど乗のり越こえろ。

　偽いつわりの正義感を超こえた先に、本物の救いは存在する。もしも何の苦もなく救済を求めるのが不ふ遜そんだと言うのなら、この鎖くさりを断たち切きって訴うつたえかける行こう為いこそが最初で最後の苦行なのだ。

「……、……て」

　だから。

　だから。

　だから!!




「たすけてよう、お兄ちゃん……!!」
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　覚かく悟ごは受け取った。

　そして少年は今一度、『フリーダム』アワード９０３『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』として再起動する。

　闘とう争そう本ほん能のうの塊かたまりが応じた。

「仰おおせの通りに」
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「召しよう喚かん儀ぎ礼れいを束ね導く『大三角』の一、『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』を介かいし血の盟約を結ぶ。汝なんじは確かな心と魂たましいを持つ人の身でありながら、今この時より万ばん象しようを受け入れる有限の器うつわとなる者なり」




　一つの儀ぎ式しきだった。

　人差し指先を小さく切り、浮うかんだ血の珠たまを少女の口に含ふくませる。

　召しよう喚かん師しと依より代しろを繫つなぎ止とめるために必要なプロセス。




「汝なんじは器うつわを満たすその力を用いて、時に世界の理ことわりさえも曲げる空くう虚きよな王となる者なり」




　以前、冥めい乃の河かわ葵あおいと……いいやそう装よそおっていた純白との間で交かわした時に違い和わ感かんを覚えたのは、そういう事だったのかもしれない。

　相手が作り物だとか、最大最悪の未み踏とう級きゆうだったとか、そういう技術的な問題ではない。

　そもそも『白き女王』は救いなど求めていない。

　だから。




「ならばその器うつわを仕上げてみせよう。我は召しよう喚かん師し、人の世を飛び出す事もできず、しかし人の世を超こえた力を使し役えきして人の世を次なる時代へ導く傲ごう岸がんなる叡えい智ちの象しよう徴ちようなり!!」




　今はもう違ちがう。

　本当に助けを求めて粘ねばつく水面をもがく少女の手を、ついに恭きよう介すけは摑つかみ取とる。

　鉄てつ錆さびの味と共に、二人は繫つながる。

　今度の今度こそ、少年は最強の絆ちからを手に入れる。

「んっ、う！」

「オリヴィア、少しだけ我が慢まんだ」

　抱だき寄よせた小こ柄がらな少女の背中に回した手に、宝石のように赤い液体の入ったガラスの円えん筒とう容よう器きがあった。恭きよう介すけが親指で操作するとそこから太い針が飛び出す。どうするかなど明白だった。

　背中側から。

　いっそ心臓へ直接届くほど深く。

　突つき刺さした針から、ジュエルブラッドを注そそぎ込こんでいく。

　腕うでの中でぎゅっと身を固くして耐たえる少女の背中から、恭きよう介すけはゆっくりと針を抜ぬいた。

「やるぞ、オリヴィア」

「うん」

「女王と全ての決着をつけるんだ!!」
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　思えば、だ。

　巫女みこ装しよう束ぞくを纏まとう『白き女王』は考える。

　召しよう喚かん師しと依より代しろの間を結びつける強い絆きずなに軽く嫉しつ妬とを抱いだいて、自分も同じ経路で繫つながってみようと思いついたのが始まりだった。しかし実際には、城しろ山やま恭きよう介すけは常に彼かの女じよの事を『冥めい乃の河かわ葵あおい』とフルネームで呼び続けた。まるで何かの線引きをして、他た人にん行ぎよう儀ぎに距きよ離りを置くように。そして召しよう喚かん師しと依より代しろの関係を構築しながらも、少年が気にかけていたのはむしろ再会したオリヴィア＝ハイランドの方だったように思える。

　やはり女王は女王か。

　他の何者にもなれない。

　良くも悪くも、だ。

（やはり、このわたくしが白以外を纏まとったのも悪かったのかもしれませんね。まあ、今回は五〇点程度といったところでございましょうか。あにうえを生み出したという最大級の功績があるとはいえ、たかがこんな世界に期待しすぎるのはわたくしの悪わるい癖くせでございますわね）

　無数の感かん染せん型がたと共に、完全に同スペックの集合体が仮かり初そめの結界を押おし破やぶる。

（とはいえ、及きゆう第だい点てんでもそれはそれで。全部メチャクチャにして平らげるのも悪くはございませんわあ……!!）

　メキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキ!!　と。

　空間そのものを割わり裂さくような異音と共に、彼かの女じよ達たちは再びの自由を得る。

　単体でも世界の一つ二つを軽々と吹ふき飛とばす女王が群れとなって。

　数分の猶ゆう予よは消化された。

　その進軍を止める事のできる者など存在しない。

『白き女王』は自身の抱いだくあらゆる願望を直接的に叶かなえる力を有する。

「ａ……ｉ……ｅ……」

　愛いとしい殿との方がたの声が聞こえる。

　どうやらこの局面でも口の中で呟つぶやき、一つ一つ確かめながらブラッドサインを操あやつって必要な花弁をスポットの中に落とし続けていたらしい。だけど今さら遅おそい。何をどう呼び出そうが……そう、たとえ表ひよう裏り一いつ体たいの『漆しつ黒こくの顎あご』にすがったところで、群体としての女王が敗北する事はありえない。

　そのはずだった。

　ただし、




「あ」




　一言。

　巫女みこ装しよう束ぞくの『白き女王』から、何やらおかしな音が聞こえた直後だった。

　脳のう髄ずいの面でも最強無敵な、全知全能が形を持ったような女王でさえ、見た事もない光景が広がっていた。いいや今の今まで存在のしなかったものが世界に無理矢理埋うめ込こまれているのだから当然と言えば当然だ。

　それはあらゆる色しき彩さいが定着を拒こばんだような透とう明めいな肢し体たいを持ち、胸の中央に脈動する光を備えた存在で。

　それはウェーブがかったロングの髪かみを腰こしまで伸のばし、長い前髪で瞳を覆う、完全に骨格が仕上がる前にも見えるほどの小こ柄がらな少女で。

　それは機械でできたスカートのように膨ふくれ上あがった重装の下半身と、可か憐れんな乙女おとめのように繊せん細さいな上半身とが組み合わさった異形極きわまりない造形で。

　それは災害、猛もう獣じゆう、疫えき病びよう、処しよ刑けい、戦争……光輪のように背に負う一二の巨きよ大だいな書物へあらゆる死を詰つめ込こんだ破は壊かいの権ごん化げで。

　それは何より、ただただ『白き女王』を殺害するため、それだけの目的で異界に埋うめ込こまれた意図された天敵カウンターエネミーであった。




「『ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee』」
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　少年の唇くちびるが、死を紡つむぐ。

　音域なし、コスト21。

　数の差など関係ない。ついに女王の天敵がその機能を十分に発揮すべき時が来た。
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「ふ、ふふ」

　その時、銀のツインテールの少女は口の中で獰どう猛もうな笑えみの吐と息いきを転がしていた。

　途と端たんに巫女みこ装しよう束ぞくが内側から弾はじけ飛とぶ。

　中から覗のぞくのはウェディングドレスを華か美びに肉にく抜ぬきし、要所に銀の装そう甲こうを足したような女王の装しよう束ぞく。

　演技の必要性は消失した。

　ならばここからは本領の発揮。『白き女王』の戦せん闘とう用ようの装しよう束ぞくが蠢うごめく。白いリボンが無数の剣けんに、槍やりに、斧おのに、杖つえに変じていき、一いつ斉せいに『色しき彩さいなき童女』へと殺さつ到とうしていく。

『真実の剣つるぎ』は、ただ女王が最強であるという真実を貫つらぬくのみ。

「面おも白しろい、ああ面おも白しろい!!　あにうえ、ならば試ためしましょう？　対『白き女王』との事ですが、一体あなたがどこまでわたくしという恐きよう怖ふを理解しているのか！　一つでも漏もれがあれば即そく死しの超ちよう難なん問もんらぶらぶクイズの時間でございますわあ!!」

《……、》

　頭の後ろの髪を猫のように尖らせた童女は一言さえなかった。

　恭きよう介すけを守る位置取りをキープしたまま、小さな少女の右手が動く。扇おうぎのように広げているのは刃は物もののように鋭するどく虫の羽根のように薄うすいしおりであった。振ふり返かえりもせず短めの刀剣にも似たそれらを光輪のごとく背負う一二の巨きよ大だいな書物へ放り投げると、革かわ張ばりの本が大おお顎あごのように開く。貪むさぼる。そして等とう価か交こう換かんとでも言わんばかりに分厚い紙の隙すき間まから何かを吐はき出だした。

　女王の剣けんには泡あわ立だつ強酸で溶とかし。

　女王の槍やりには巨きよ大だいな歯車で嚙かみ潰つぶし。

　女王の斧おのには一ひと塊かたまりの羽虫が群がり。

　女王の杖つえには天空の爆ばく弾だんが落とされ。

　一つ一つが奇き麗れいに当てはまるように、そういう凹おうと凸とつを組み合わせるように、『白き女王』の怒ど濤とうのラッシュが中空で食くい潰つぶされて消えていく。

　女王はその一いつ瞬しゆんで理解した。

　あの書物は終末の図ず鑑かんだ。その一ページ一ページに世界を破は滅めつさせるに足る力を収録しており、童女はありとあらゆる───そう、未いまだこの世界が出会った事もないような、架か空くうとしか言いようのないものも含ふくむ───終しゆう焉えんを自由に選んで解き放てる存在だったのだ。

　未み踏とう級きゆう『大三角』の一角、『緑の悪女』ともまた違ちがう。

　得体の知れない薬物や特とく殊しゆ詐さ欺ぎなど、新たな悪意の噴ふん出しゆつによってあくまでも今ある世界を歪ゆがめて腐くさらせる彼かの女じよの『仔こ』達たちとは異なり、こちらは一発一発で清々しく世界をまとめて吹ふき飛とばしかねない。

　女王が最強、という世界そのものを、まっさらに。

「だから」

　ぱんっ、と『白き女王』は笑え顔がおのまま胸の前で両の掌てのひらを柔やわらかく合わせた。

　途と端たんにその全身が発光する。

「何だと申しますの!!」

　ガカァッッッ!!!!!!　と女王の美しき肢し体たいから絶えず無む尽じん蔵ぞうに溢あふれる神性を改めて意識し、その出力を底上げする。それだけでもう純白を中心としてプラネタリウムのように全方位へ放たれる極大のビーム兵器のようであった。神や悪あく魔まをダース単位で揃そろえても構わずぶち抜ぬく特大の熱量。得物など枝葉。女王本人が最大最強の切り札。そんな簡潔極きわまる事実を改めて不信心者へ教授するかのような一いち撃げきである。

　しかし、『色しき彩さいなき童女』は横へ一歩移動しただけだった。

　一いつ瞬しゆん前まえまで獲え物もののいた空間ごと削けずり落おとす格好で、純白の爆ばつ光こうが突つき抜ぬけていく。

　受け止める事を恐おそれたのか。

　回かい避ひは間に合わずギリギリだったのか。

　いいや違う。

「っ？」

『白き女王』が初見にも拘かかわらずわずかな違い和わ感かんを覚えたのは、やはり悟さとりや幻げん視しを軽々と超こえるほどに拡張された第六感、インスピレーションに起因するものだったのかもしれない。

　それが頭の中で言語化されるより前に、彼かの女じよはわずかに首を振ふっていた。

　そう。

　あの『白き女王』ですらも、思わず回かい避ひ行こう動どうに出た。

　直後。




　ゴッッッガッッッ!!!!!!　と。

　返礼であるかのように、『色しき彩さいなき童女』から今以上に凶悪な白い閃せん光こうが襲おそいかかる。




　頭の後ろで猫のように尖らせた髪を揺らす少女は腰こし回まわりでロングスカートのように携たずさえた無数の武具の中から、一ひと振ふりの透すき通とおる剣つるぎを抜ぬいていた。ギリギリで回かい避ひしながらもその刃やいばを女王の攻こう撃げきへ敢あえてさらし、静電気でも溜ため込こむように大きな力を蓄たくわえていたのだ。

　そして、『色しき彩さいなき童女』本体のエネルギーをも上乗せし、グランドスラムの如ごとき横よこ薙なぎで無限に伸のびる光の刃を振ふり回まわして、凶悪を超こえる返礼を放ったのである。

　ビリビリと、『白き女王』の頰ほおが震ふるえる。

　ついさっきまで自分の頭のあった場所に、何かが残っていた。それは白の残像だ。かの存在にしかなしえぬ、現世と異界の組成の一いつ斉せい破は壊かい。そこに『色しき彩さいなき童女』は手を掛かけている。

「チッ。カスりの美学とでも言うつもりでございますかっ、あにうえ!!」

　銀の髪かみが数本、宙を舞まう。

　たったそれだけだが、そこには大きな意味があった。

　もはや女王の絶対性は存在しない。

　彼かの女じよとて生きるか死ぬかのまな板の上へと載のせられる側へ転じたのだ。

「ッ!?」

　驚おどろいている暇ひまもなかった。

　とんっ、と。

　あまりにも軽い音と共に、『白き女王』の掌てのひらに赤黒い風穴が開く。赤。痛みというよりも、白とは違ちがう色しき彩さいの侵しん食しよくにツインテールの少女のこめかみが不気味に蠢うごめく。

　銃じゆう声せいは後から連続した。

　ロングスカートのような兵装の中からいくつかの重火器が正面を向き、そして閃せん光こうと爆ばく音おんの嵐あらしが巻き起こる。

　ドンドンドンドガドガドガドガッッッ!!!!!!　と。

　神秘も妖よう艶えんもない、ただただ無骨な武力の塊かたまり。いっそ幻げん滅めつ、失望という概がい念ねんに形を変えて撃うち込こむような暴挙であった。当然単純な鉛なまりの塊かたまりなどという事はありえない。それらは次から次へと『白き女王』の柔やわらかい肌はだを突つき破やぶって血肉の中へ潜もぐり込こむと、内部で形や体積を変えて巨きよ大だいな剣けん、槍やり、斧おの、杖つえへと変じていく。

　内側から串くし刺ざしにし、引ひき裂さいていくような破は壊かいが連続した。

　もはや全ては赤。かつての純白など微み塵じんも感じられないズタボロの惨さん状じよう。

　しかし『白き女王』の顔にはまだ余よ裕ゆうがあった。

　直後。

　バン!!　と傷だらけになったツインテールの少女の体が内側から弾はじけ飛とぶ。『色しき彩さいなき童女』からの攻こう撃げきによるもの、ではない。吹ふき飛とんだ血肉は空中に留とどまり見えない指先でなぞるように力ある文字を一つずつ辿たどって複雑な陣じんを描えがき、そして赤い血は白い光によって満たされる。

　立体的な陣じんを破って現れたのは、先にもまして眩まばゆい肌はだを見せつける『白き女王』本人であった。

「自じ己こ犠ぎ牲せいからの再さい生せい儀ぎ式しき。一見すると魂こん魄ぱくの消費と生産が釣つり合あわないようにも思えるかもしれませんが、取るに足らない世界すら終末の後には蘇よみがえるものでございます。このわたくしに手が届かないはずはございません」

　己おのれの細ほそ腕うでを伸のばし、剝むき出だしの肩かたや二にの腕うでの辺りを眺ながめ、エステの結果でも確かめるような素そ振ぶりで『白き女王』は語る。

「そもそも傷がつく事態を想定しづらいために普ふ段だんはあまり使わない機能ですので、むしろ錆さびついていないかが心配でしたが、その辺りも杞き憂ゆうでございましたわね」

　表面上の肉体にどれだけ傷をつけたところで、そのたびに一枚一枚ヴェールを脱ぬいで新たな柔やわ肌はだを見せつければ何の問題もないと言わんばかりの、脱だつ皮ぴを繰くり返かえす蛇へびの如ごとき永えい劫ごう性せい。

「さて、たとえ文字列からの逆算で陣の構築を妨げようとしたところで、それはわたくしの形態の一つに過ぎません。五一二種全形態を仕留めるまで、果たして一〇分限りの人じん工こう霊れい場じようは保つのでしょ───」

《相対性理論干かん渉しよう、時系列半無制限延長。これより一〇分間とは計測不能単位と再定義》

「チッ!!」

『白き女王』が思わず舌打ちしたのは、何も目の前で前提条件をあっさり覆くつがえされたからではない。時間の引き延ばし程度、『白き女王』も出で会あい頭がしらの挨あい拶さつで実行している。そもそも効果時間が延びたくらいでは何も覆くつがえらない。女王の力でもって不ふ遜そんなる挑ちよう戦せん者しやを殴おう殺さつしてしまえば済む。

　では銀のツインテールの少女がわずかに苛いら立だった理由はと言えｂ
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「……いつの間にわたくしのはらわたをまさぐりましたの、あにうえ!?」

　その値あたいの大きさは、今はどうでも良いい。

　数すう値ち解かい析せき化かされた恐きよう怖ふは克こく服ふくへの足がかりを暴ばく露ろしてしまったようなものだ。

　数字があれば、見比べられる。

　より強い数を持つ相手を突つき付つけ、蹴け落おとす事にも繫つながる。

　通常であれば『白き女王』の実力の一いつ端たんを知るだけでその絶ぜつ壁ぺきぶりに心は折れて魂たましいは砕くだけるものだが、この『色しき彩さいなき童女』は違ちがう。一つ一つの取とっ掛かかりを確かめて壁かべをよじ登り、征せい服ふくするための資料を貪どん欲よくに追い求めているのだ。

　そして何より、

（Factsを、理たる未踏級全撃破の折にわたくしが丸ごと飲み干した第三時代の設計仕様を直接覗き込まれた……？）

　ぞわりと、『白き女王』の背筋に何かが這はっていた。

　おそらく人間であれば、その正体はすぐに分かっただろう。

　すなわち、恐きよう怖ふ。

（……いいや違ちがう、本来わたくし達たちがいる世界はパラメータだの倍率だの、あんなデジタルな言葉では言い表せないはず……!!）

　ガカッ!!　と快音が鳴なり響ひびいた。

『色しき彩さいなき童女』からではない。防護円で守られているはずの城しろ山やま恭きよう介すけのブラッドサインだ。そう、彼かれはここからまだ『白しろ棘とげ』を打って辺りに散らばる『花弁』をスポットに叩たたき込こんでいる。己おのれの武器となるストックを溜ため込こみ続けている。

　今さらここからよその被召物マテリアルに移しても、蛇だ足そくにしかならないだろうに。

　しかしそうはならない。

　文字を入いれ替かえ、配列を組くみ替かえても、『色しき彩さいなき童女』は『色しき彩さいなき童女』のままに、ただ得意とする攻こう撃げきを切きり替かえてさらに『白き女王』へと飛びかかる。

　そう、これまでの遠えん距きよ離り飛び道具主体から、左右の手で両りよう刃ばの西せい洋よう剣けんを摑つかんでの正面切っての斬きり合あいへと。

『白き女王』は装しよう束ぞくの一部を剣つるぎに組くみ替かえ、刃やいばを折られると即そく座ざに五本の指でもって『色しき彩さいなき童女』の二刀流と火花を散らしながら、

「あにうえ、まさか時代を先に進めましたの？」

「……、」

「全世界全神話の被召物マテリアルを自在に呼び出すのではない。全パターン全文字配列を『色しき彩さいなき童女』のバリエーションのみで完結させた、あらゆる奇き跡せきや神秘を一点へ収束させる第四の召喚儀礼の時代へと!?」

　胸の内を覗のぞかれたのではない。解読されたのではない。

　埋うめ込こまれた、書かき込こまれた。

　リードではなくライト。

　だとすれば、

（まずい……）

　初めて。

　おそらく本当に生まれて初めて。『女王の箱庭』での防衛戦といった特とく殊しゆ条件ではなく、純じゆん粋すいなぶつかり合いにおいては初となる、『白き女王』の感想がここにあった。

（第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れいでは第四の召しよう喚かん儀ぎ礼れいに勝てない。こんな大おお枠わくを埋うめ込こまれているのだとすれば、第三の頂点に立つわたくしも大きなルールに巻まき込こまれる……!?）

　灼しやく熱ねつの感覚があった。

　二刀流の刃やいばを素す手でで砕くだいた女王だったが、代だい償しようとして彼かの女じよの掌てのひらからも赤い液体がこぼれていた。白以外の何か。さらに剣つるぎが折れたのも構わず、鍔つばや柄つか頭がしらでもって『色しき彩さいなき童女』がそのまま殴なぐりかかってくる。

　もはや全てをかなぐり捨てる。

　一発一発の打だ撃げきを受けるたびに、『白き女王』の形態もまた一つ一つ切きり替かわっていく。全く別の絶望が世界へ芽め吹ぶき、花開き、容よう赦しやなく蹂じゆう躙りんしていく。

　……あるいは、背中から妖よう艶えんな蝶ちようの羽を伸のばし、カマキリの両りよう腕うでを持ち、いかなる傷も受け付けない不死の女王がいた。

《最強論、不死と硬こう化かの近きん似じ値ち。竜りゆうの血を浴びる、不死の川に浸つかるなど特別な体表加工による半不死化。対処法、例外的な非保護部位への一点精せい密みつ狙そ撃げき》

　……あるいは、巨きよ大だいな歯車と無数の火か砲ほうに彩いろどられたカラクリ細工の女王がいた。

《最強論、必中と帰き還かんを繫つなぐ円えん環かん。絶大な破は壊かい力りよくを持つ飛び道具という前提があった上で、神々の武具を他者へ奪うばわれぬよう必ず持ち主の手元に返るとする安全の担保。対処法、一度の投とう擲てきで倒たおせる敵は狙ねらいをつけた人物のみ、よってデコイをばら撒まく事で回かい避ひ可か能のう》

　……あるいは、耳元に鰓えらを、手の指の間に水かきを、足首に尾おびれを生やし、海洋生物の王をはるかに超こえる巨きよ体たいでもって全てを押おし潰つぶす女王がいた。

《最強論、巨きよ体たいと神性の比例関係。表ひよう記き不ふ能のう桁けた単たん位いまで肥大化した巨きよ体たいそのものに神性を見み出いだす。対処法、極きよく端たんな腕わん力りよく増ぞう強きよう、及および特別な武具を加えた真正面からの打だ撃げき》

　……あるいは、足元から四方八方へ根を伸のばし、全身各所から伸のばした巨きよ大だいな花を自ら松明たいまつのように燃やして一層咲さき乱みだれる豪ごう華か絢けん爛らんな女王がいた。

《最強論、火か炎えんと爆ばく発はつによる破は壊かい効こう果か。火の猛もう威いの神格化。主に特大の火球による都市単位、文明単位の破は壊かい行こう為い。対処法、直接交戦を避さけ眠ねむりに就つかせるなどで戦せん闘とう状態を解除する》

　だが忘れてはならない。

　一つ一つ形態が変わっているという事は、その一つ一つを立て続けに破は壊かいされているという事でもある。

　頭の後ろで猫のように髪を尖らせた『色しき彩さいなき童女』から、ガトリングの如ごとき猛もう攻こうがあった。ヤツは十徳ナイフどころの話ではない、城しろ山やま恭きよう介すけのブラッドサインに導かれどのような脅きよう威いに対しても正確に対応してカウンターを決めてくる。

　しかしそれでいて、『白き女王』はその単純な破は壊かい力りよくよりも、真っ先に恐おそれるべき事象を把は握あくしていた。

「カテゴライズ、でございますの……？　さながら白い光をプリズムで数十万の色に切り分け、わたくしという恐きよう怖ふのそれぞれにタグをつけ、色しき彩さいごとに色つきセロハンを通した光を当てて塗ぬり潰つぶしていくかのように!!」

「人は神秘を見上げるしかなかった」

　答えたのは城しろ山やま恭きよう介すけだった。

　敗北をも力に変える、『白き女王』とは異なる強さを持った少年。

「だから僕ぼく達たちはいくらでも観察してきたんだ、食い入るように、渇かつ望ぼうを続ければ続けるだけ。最初から最強で、望むものを望む以上に浴びるほど手に入れてきたあなたには、一ひと粒つぶの米の味など分からないのかもしれない。だけど僕ぼく達たちは、決して口に入る事のないその一ひと粒つぶをずっとずっと夢想してきた訳だが」

　ぱたたっ、と。それ自体が赤い宝石のような珠たまが地面で弾はじける。

　額に透とう明めいな汗あせが浮うかぶ。

　不規則なリズムで唇くちびるの隙すき間まから熱い吐と息いきが溢あふれる。

　一つ一つは人間にとっては取るに足らない『想定外』でも、発信源が『白き女王』なら話は違ちがう。世界はいとも容易たやすく攪かく拌はんされる。空間は歪ゆがみ、引ひき裂さかれ、ありえない現象が巻き起こる。周囲の空気や大岩が本来あるべき組成を無視してめくれ上がり、紙かみ屑くずのように丸められた。それらは瞬またたく間まに形を整え、色しき彩さいを浮うかばせ、個性を得る。あるいは赤あか錆さびにまみれたゼンマイ仕じ掛かけの竜りゆうのように。あるいは人の骨や皮を貼はり合あわせてデザインした悪あく趣しゆ味みな飛行ドローンのように。しかし本質はそこではない。くしゃくしゃに丸められた各おの々おのの隙すき間まからは不ふ揃ぞろいな眼球、爪つめ、長い体毛などが覗のぞいていた。

　もはや異界に佇たたずむ規定級、神格級、未み踏とう級きゆうですらない。女王の持つ力が勢い余って溢あふれた結果、生態系も神話構造も無視して這はい出でる事となった、魂たましいなきモノ達たち。

　だが今さらである。

　全力全開の女王が計画的にエネルギーを管理運用しても敵かなわない存在に、飛ひ沫まつのような余よ剰じようエネルギーが牙きばを剝むいたところでどんな爪つめ痕あとを残せるというのか。

『色しき彩さいなき童女』は間合いを測るため、一歩後ろへ下がるだけで良かった。

《コマンド、クッキング》

　いつの間にかその手にあった包丁やフライパンが嵐あらしのように閃ひらめくと、ものの一いつ瞬しゆんの交差で脅きよう威いは極ごく彩さい色しきの料理へと化けている。まるで冗じよう談だんのように嚙かみ千ち切ぎって嚥えん下げしていく『色しき彩さいなき童女』だが、効果はてきめんであった。

《ダメージ回復、ＭＡＮＡ補ほ給きゆう完かん了りよう。美味おいしくいただきまし

「ならば感かん染せん女じよ王おう、全ぜん員いん出しゆつ撃げきでございます!!」

　わっ!!　と、それこそ四方八方から全く同種の『白き女王』が群れとなって襲おそいかかる。出自にこそ違ちがいはあってもスペックは変わらない。そして城しろ山やま恭きよう介すけは自らの殺さつ人じん行こう為いを禁じている。二つの世界ごと感かん染せん女じよ王おうを抉えぐり取とり、中の依より代しろ達たちもろとも殺害してしまうような真似まねはできないはずだ。

　が、

《与ダメージ限げん定てい、非殺傷モード。残ＨＰ３で固定します》

　キュガッッッ!!!!!!　と。

　むしろ中心に立つ『色しき彩さいなき童女』から全周に向けて巨きよ大だいな爆ばく発はつでも巻き起こったかのようだった。実際にはそれらは彼かの女じよのスカートを作る大小無数の武具が火を噴ふき、背に負う一二の巨きよ大だいな本から様々な形の終末が溢あふれ出だし、何より『色しき彩さいなき童女』本人の小さな手で摑つかんで毟むしり取とり投げつけた結果であった。総じて横よこ殴なぐりの嵐あらしに似た猛もう攻こうは感かん染せん女じよ王おう一人一人の血肉を粉々になるまで抉えぐり飛とばし、依より代しろの意識が封ふう入にゆうされた『人じん郭かく』のみを精せい密みつに削けずり出していた。女王としての威容を保てなくなった肉にく塊かいはびくびくと脈動したかと思うと、元の人へと形を変えていく。全ての感染女王は全く同一のスペックを持っていたはずなのに。

　そもそも、ただ物理的な破は壊かいを極きわめたところでこうはならない。

　もっと本質的に、

（全ての中心、永続の役を負うわたくしから見えざる配線を通して行いき渡わたらせていた『力』が、丸ごと遮しや断だんされている、ですって……？）

　まさしく女王の黄昏たそがれ。

『白き女王』当人のみならず、彼かの女じよが世界にもたらす影えい響きよう力りよくの全てを断たち切きる完全否定の刃やいば。

《不正なプログラムを検知、悪意あるプラグインと共に除去します》

「わたくしをっ、そんなつまらない言葉でまとめるな!!」

　もはやひとりでに刺ささっていたのか、折れた剣つるぎが炎ほのおの照り返しを受けて大きく地面へ伸びた『白き女王』の影かげへと突つき込こまれていた。

　ずっ……と『色しき彩さいなき童女』が改めて摑つかんで粘ねん質しつな音と共に引ひき抜ぬいた途と端たん、そこには影かげの色をそのまま抽ちゆう出しゆつした刃やいばが生えていた。

　それもまた女王の力の一いつ端たん。

　そう気づいた直後、『色しき彩さいなき童女』はその小さな手で不可思議な刃やいばの部分を無造作に握にぎり、砕くだいて捨てた。武ぶ器き破は壊かい。すなわち『白き女王』の様々な神秘の力を奪うばった上で、回収不可能な形で壊こわしてのけた事を意味していた。

　変化形態の喪そう失しつ。

　専用スキルの強きよう制せい破は棄き。

「ならばッッッ!!!!!!」

　右の五指を開いて空間を直接叩たたく。

　間合いの外であっても構わない。そもそも女王の攻こう撃げきは現世と異界の双そう方ほうを破は壊かいし、すり潰つぶし、白一色に削けずり取とってしまうほどの力を持つ。

（この脆ぜい弱じやくな世界の座標ごと粉ふん砕さいするのみ、でございますわあッ!!）

　光の亀き裂れつが走った空間を前に、白き女王が胸の前で両手を合わせていく。途と端たんに景色の全ては外から内へと砕くだけ、膨ぼう大だいな量の純白が左右から城しろ山やま恭きよう介すけと『色しき彩さいなき童女』へと押おし寄よせていった。質量を持つ爪つめ痕あとは、さながら巨きよ大だいな二つの壁かべだ。当然、間にある有う象ぞう無む象ぞうなど気にも留とめない。全てを己おのれの色へと染め上げて破は壊かいし、世に完全なる白をもたらす最大最強の圧あつ搾さくである。

　ただし、

（ッ？）

　まず合わせたはずの両手の掌てのひらがくっつかなかった。間に透とう明めいなゴムの塊かたまりでも挟はさみ込こんでいるかのように、得体の知れない弾だん力りよくが押おし返かえす。

　そして左右の腕うでを水平に広げた『色しき彩さいなき童女』が、白の圧あつ搾さくを丸ごと阻そ止ししていた。途と中ちゆうにあった地面の上でも有う象ぞう無む象ぞうがすり潰つぶされている事はない。正体不明の、防護円にも似た、理解不能な結界が彼かれらを守っていた。出処などいちいち論じるまでもない。

　今、守られていないのは『白き女王』だけだ。

　であれば狩人かりゆうどが次に取るべき行動も自おのずと予想される。

　バンッッッ!!　と両開きのエレベーターをこじ開けるような格好で、『色しき彩さいなき童女』は勢い良く両りよう腕うでを左右へ目め一いつ杯ぱい突つっ張ぱる。圧あつ搾さくが止まり、逆に押おし広ひろげられ、白く砕くだけ散ちったはずの景色もまた元の色を取とり戻もどしていく。連動していた『白き女王』の方が、かえって両りよう肩かたから何かが砕くだける異様な音を炸さく裂れつさせたほどだった。

「おの、れ……」

　天敵の背に負う一二の書物が光ひかり輝かがやく。

　標的以外の全てを結界で守っているのなら、もはや遠えん慮りよする必要はない。その上、女王は両りよう腕うでさえ砕くだかれて防ぼう御ぎよ不ふ可か。これほどの好機は他にない。

　ブラッドサインで適切な名前……いいやコマンドを打うち込こんで最さい終しゆう状じよう況きようを整えた城しろ山やま恭きよう介すけは、『色しき彩さいなき童女』の耳元へ口を寄せて囁ささやくようにこう告げた。

「ＲＱ＝キャット、任せた」

《はいにーさま、仰おおせの通りに》




「ああッ!?　消し飛ばされてえのか後付け野や郎ろうがッッッ!!!!!!」




　思考さえ弾はじけ飛とんでいた。

　砕くだけた両りよう肩かたが何だ、他を巻まき込こまないパーフェクトゲームがどうした。何なら古い血肉を破り新たな身をさらすように肉の器うつわを作り直しても構わない、他の形態を奪うばわれ様々な神秘を破は壊かいされても知った事か。

　あの場所は。

　その立ち位置だけは。

「……ッ!!」

　バギバギメキメキ、と砕くだかれた『白き女王』の両りよう肩かたから不ふ穏おんな音が響ひびく。ああそうだ、悠ゆう長ちように回復なぞ待つ必要はない、いっそ五本一〇本追加の腕うでを武器付きで生やしてくれる。眼光からはそんな意志の力さえ感じ取れた。

　しかし。

　実際には、灼しやく熱ねつし沸ふつ騰とうしきった『白き女王』が次なる一手を放つ事はなかった。

　その直前だった。

　とんっ、という小さな音が少女の聴ちよう覚かくを一度打つ。

　それは骨こつ伝でん導どう、骨を伝う音だ。耳から聞こえた音ではない。『色しき彩さいなき童女』の柔やわらかい人差し指の腹が『白き女王』の額の真ん中へ静かに押おし付つけられていたのだ。

　いつの間に、どうやって。

　そんな事を考えている暇ひまもなかった。

　すでに『変化』は始まっていた。

「ま、さか……あにうえ、これは……」

「ああ。『色しき彩さいなき童女』は最初から一つの目的のためだけに創っていた。であればこれ以外の機能の全ては蛇だ足そくでしかない。あなたに直接触ふれる、その道筋を作るまでの」

「霊れい的てきな、重じゆう力りよく崩ほう壊かい……。わたくしの顕けん現げんによって起こった霊れい的てきなビッグバン、無限に拡張される影えい響きようを全て一点に収束し直すために、こんな馬ば鹿かげたものを用意したのでございますか!?」

「この宇宙ではあなたを殺す事はできない。ならばまずあなたが与あたえた影えい響きよう全てを吸着し、取り除く。あなたという中心点に、すっかり拡散しきった異常の全てを詰つめ直なおして。正常で何でもない世界の中であなたに一ひと太刀たちを浴びせれば消しよう滅めつさせられる」

　言ってしまえば無限に広がる宇宙を丸ごと飲み干し、全ぜん粒りゆう子しを一ヶ所にかき集める特大極きわまるブラックホールを作るような暴挙。

　だが『白き女王』を倒たおすという偉い業ぎようは、つまりそういう事なのだ。

　第四の時代を創る。

　その前段階として、第三の時代の全てを否定する。

《検けん索さく範はん囲い、現世及および異界の全ぜん範はん囲い。検けん索さく対たい象しよう、『白き女王』。生体組織より照しよう合ごう完かん了りよう》

（なるほど……）

　この局面まで追おい詰つめられて、銀のツインテールの少女の顔に浮うかんだ最後の表情は、やはり淡あわい笑えみであった。

「ああ、ああ。ここまでわたくしを正確に追おい詰つめられるという事は、一つの撃うち漏もらしもなくわたくしの全手札を封ふう殺さつしトドメを刺さしに来られるという事は……」

《最さい終しゆう確かく認にん完かん了りよう。にーさま、行かせていただきます》

「……やっぱり、そこまで深く深く、本当の意味で『白き女王わたくし』を理解していただけたという事なのでございますね。あにうえ」

「……、」

「今さら言葉などいりません。ならばこれも、悪くな




《実行開始。全世界より『白き女王』を一点吸着ののち、斬きって捨てて抹まつ消しようします》




　　　　６




「あ」

　全てを終わらせた城しろ山やま恭きよう介すけ自身、何とも間まの抜ぬけた声を放っていた。

　あまりにも呆あつ気けなく。

　理ことわりを超こえた理ことわりはそれでいて整然としたコードの羅ら列れつと同じように。

　ただただ正しい『答え』を世界に提示していた。

　彼かれ自じ身しんが信じられなかったのかもしれない。自分で思っているよりも最強の存在という幻げん想そうを信しんじ込こんできたのかもしれない。唐とう突とつに訪おとずれた『終わり』に、それを生み出した少年本人がどう受け取って良いのかを迷ったのだ。

　これで終わったのか。

　本当に安心しても良いのか。

　どうしても、緊きん張ちようが解けない。何かが待っているのではと身構えてしまう。

　いいや。

　それはまるで、心にぽっかりと穴が空いたような……？

　だが、そうこうしている間にも『チェイン』待機時間に突とつ入にゆうし、そのまま九〇秒が経過して人じん工こう霊れい場じようそのものが解除された。イレギュラー極きわまる未み踏とう級きゆうに化けていた依より代しろが、再び金きん髪ぱつ二本三つ編みの華きや奢しやな少女へと戻もどっていく。

　超ちよう常じようは去った。

「お兄ちゃん、これで終わった、の……？」

　オリヴィア＝ハイランドもやはり疑問形であった。

　上うわ目め遣づかいにこちらを見上げてくる不安げな少女や傍らに立つビヨンデッタに、恭きよう介すけはどう応えて良いのか分からなかった。

　そして、




『やあやあ。ようやっと終わりました、か』




　くぐもった声が一つあった。

　恭きよう介すけ達たちがそちらへ目をやると、そちらには白衣とライダースーツの男が立っていた。長物の刀のブラッドサインに、体を這はう巨きよ大だいなクモが依より代しろなのか。

「……信しん仰こう対たい象しようが消失した割に、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうだな」

『私はフィリアではなくフォビアで研究を続けてきたからな』

　何の気もない声だった。

『この上ない恐きよう怖ふへこの上なく接近してこの上なく安全にこの上なく体験したい。ただまあ、過ぎたるは及およばざるが如ごとし。どうやっても安全性を担保できないなら、その危険はアトラクションとはなりえない。破は棄きしてしまうのが一番でしょう。殺害条件が判明しないままではいつ復活するかも分からんが、ひとまずはな』

「……、」

『そう睨にらむなよ。これでも色々後あと押おししていたんですから。なあ恭きよう介すけ、冥めい乃の河かわ葵あおいに化けた「白き女王」が今すぐ欲求に従って君の背中をぶち抜ぬいていれば、策を弄ろうする暇ひまもなく蹂じゆう躙りんされておしまいだったんだ。誰だれが一番美味しく城山恭介をいただく条件をプレゼンテーションして、女王の欲求をギリギリのところで留とどめておいたと思っているんです？』

　そこは疑問ではあった。

　特にオリヴィアと遭そう遇ぐうする前の、冥めい乃の河かわ神じん社じやでの初はつ遭そう遇ぐうの時。あそこで女王が堪えきれずに恭きよう介すけの捕ほ食しよくに走っていれば、彼かれらの命運は一発で尽つきていたのだ。

　そもそもブライズメイドに所属していたオリヴィアがこのタイミングで表に出てきたのは？　そしてドクトルＳはどうして気き紛まぐれに彼かの女じよとの契けい約やくを切って、依より代しろを別のものと交こう換かんしたというのだ？

　一つ一つを精査していけば分かる。

　ドクトルＳは『白き女王』を楽しませる計画に乗りながら、その実、恭きよう介すけ達たちの計画を後あと押おしするために行動していた……。

「なるほど、なるほど、なるほど」

　恭きよう介すけはそう呟つぶやいた。

「どちらが勝とうが計画通りですでドヤ顔決められる場所をキープ、か。いかにも絶叫マニアらしい後出し野郎だ。確かに、今回の件はお前の助力がなければここまで状じよう況きようを繫つなげる事はできなかったかもしれない」

『だろう？』

「女王の力を借りずに女王を倒たおす。この快挙には誰だれも手が届かなかったのかもしれない」

『馬ば鹿かではないなら誰だれにでも結論づけられる事です』

「ただし」

　城しろ山やま恭きよう介すけは、そこで区切った。

　その底冷えするような声こわ色いろは自分の親に向けるようなものではないと評価すべきか、あるいは肉親だからこそとでも言うべきか。

「だからといって、全てを水に流せる訳でもない。自分がこの褒ほう美び村むらで何をしてきたか、分からないとは言わせないぞ。ドクトルＳ」

　ニィ、と医い療りよう用よう吸入器の奥おくで、確かにその男は嗤わらっていた。

　自分が敗軍の側にいる事は理解しているのだろう。それでいて逃とう走そうを選ぶ事なく闘とう争そうに走った時点で己おのれの末路にも気づいているはずだろう。




　双そう方ほうからピンを抜ぬいた励起手榴弾インセンスグレネードが投げ放たれた。

　二つの爆ばく発はつ物ぶつは乾杯するように中間地点で激げき突とつし、そして同時に人じん工こう霊れい場じようを展開させた。

　全ての決着が着くまで、一〇分とかからなかった。
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　一夜明けた。

「結局何があったの？」

　黒くろ髪かみの巫女みこ、冥めい乃の河かわ蓮れん華げのそんな質問が、彼かの女じよ達たちのたくましさをこれ以上ないほど示していた。

　あれだけ褒ほう美び村むらを蹂じゆう躙りんしていたブライズメイドの召しよう喚かん師しやレプリグラス操そう兵へい達たちはもういない。元々、ブラッドサイン式の敗北者は己おのれの奉ほうじる神を目の前で惨ざん殺さつされるに等しい衝しよう撃げきを受けて二四時間以上忘ぼう我がの状態が続くのだが、彼かれらは『白き女王』の敗北によって、それをじかに受けた訳だ。完かん全ぜん無む抵てい抗こうとなったブライズメイドは主に『ガバメント』の手で拘こう束そくされ、いずこかへと消えていった。内部が信しん奉ぽう者しやで汚お染せんされていない限り、彼かれらが檻おりから抜ぬけ出だす事はないだろう。

『白き女王』と入いれ替かわっていた本物の冥めい乃の河かわ葵あおいについては、地下の洞どう窟くつ湖こで発見された、という報告があった。五体をバラバラにされて沈しずめられていたようで、普ふ通つうに考えれば死亡宣告を疑う余地はない。

　ただし冥めい乃の河かわ葵あおいは腐くさっても人類最古の浄じよう瑠る璃り方ほう式しきでもあるので、

「おいいくつか中身が足りんぞ。だいばーとやらを増員して残らず拾い集めておくれ！」

　ある程度組み立ててしまえばご覧の通りの有り様であった。

　……そもそも浄じよう瑠る璃り方ほう式しきとは何であるか、という定義を妹の彼ひ岸がんには説明できないため、彼かの女じよには洞どう窟くつ湖このほとりでうっかりバラバラ死体の右みぎ腕うでが流れ着いているのを目もく撃げきしてしまった、という勘かん違ちがいを正す事ができないのが姉の蓮れん華げとしては心苦しいが。

　ブライズメイドが残していったテントや天幕、揚よう陸りく用ようの大型レプリグラスなどは脇わきにのけられ、早くも復興作業が始まっている。何もかもが作り物で、そのチープさが彼かの女じよ達たちの強みに繫つながっていったのかもしれなかった。

　これで信しん奉ぽう集しゆう団だんは瓦が解かいした。

　全ての中心に立っていた『白き女王』も消えてなくなった。

「ふう……」

　未いまだに実感は追い着かない。

　それでも恭きよう介すけは、ようやっと一日経ってゆっくりと息を吐はく事ができた。

「お兄ちゃん」

　と、そんな少年へ麦むぎわら帽ぼう子しに金きん髪ぱつ二本三つ編みのオリヴィア＝ハイランドが近づいてきた。

　ギリギリのところで呪じゆ縛ばくから解き放たれた少女。故ゆえに、彼かの女じよは『白き女王』撃げき滅めつによる心しん因いん衝しよう撃げきを受けてはいない。

「お兄ちゃんはこれからどうするの？」

「そうだね……」

『白き女王』を倒たおしたらどうするか。

　いつかは成なし遂とげなくてはならないと考えつつ、それでも本当にやってくるとは思ってもいなかった状じよう況きようだ。正直、さしもの恭きよう介すけでもすぐには応えられなかった。

　ただし、だ。

「『白き女王』がいなくなっても、彼かの女じよが世界にもたらした爪つめ痕あとはいくつも残っている訳だが。だとすると、しばらくはその後始末に奔ほん走そうさせられるかもしれないね」

　それだって永遠には続かない。

　恭きよう介すけと女王が世界をこんな風にした。その『呪じゆ縛ばく』だって、いつかは消えてなくなる。そうなった時、城しろ山やま恭きよう介すけは今度の今度こそ召しよう喚かん儀ぎ礼れいの業界から卒業できるかもしれない。

　こんな世界には相変わらず違い和わ感かんがあって。

　胸にはぽっかりと穴が空いたような気分ではあるけれど。

　それでも受け入れていこうと思った。

　この結果を。

『白き女王』を倒たおしたのだという事実を。

　直後の出来事だった。




「あら。その小さな依より代しろとの契けい約やくを解くのは、もう少し先にした方がよろしいかもしれませんわよ。あにうえ？」
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　突とつ然ぜんの声に、全てが凍こおりついた。

　ぎちぎちぎちぎち、と恭きよう介すけは錆さびついた人形のように首を動かして振ふり返かえると、そこにはあの純白の邪じや悪あくが佇たたずんでいた。

「はろー、あにうえ☆」

「あなたは……ッッッ!!!???」

「わたくしがどうして生存しているかよりも、あにうえはもっと優先して考えるべき事こと柄がらがあると思いますよ？　そう、もっともっともおーっと逼ひつ迫ぱくした大問題が、ね？」

　何を言っているのだ。

『白き女王』の完全殺害に失敗した。これ以上に暗い絶望が他に存在するものか。

　だが考えなしに叫さけぼうとする恭きよう介すけの唇くちびるに、『白き女王』は細い指先をそっと当てた。それだけで発はつ狂きよう寸すん前ぜんの少年を押おし黙だまらせ、ゆったりと微笑ほほえむ邪じや悪あくはこう告げた。

「あにーうえー？　わたくしが今回何を企き図としていたか、よもやまだご存知ではないなどとは言いませんわよね？？？」

「な、にが……」

「あらあら。あらあらあらあら！　いつもと違ちがって頭の回らないあにうえ！　けどまあそんな無知で無能なあにうえもそれはそれで可愛かわいらしいからオールオッケーなのでございましょうか。まあ、愛いとしい殿との方がたの寝ね起おき顔がおを眺ながめるような気持ちでここは不問に付すといたしましょう」

　くすくすと。

　笑うから嗤わらうへと、甘あまい吐と息いきの熱が伝わるほどに至近の表情が変化していく。

「ねえあにうえ。何も切った張ったが勝敗の全てとは限らないとは思いませんか？　というか、このわたくしが、全ての頂点に立つ『白き女王』が！　今さら天敵の出現如ごときで脅おびえて事じ前ぜん封ふう殺さつに取りかかるだなんて、そんな最強らしからぬせせこましい真似まねに走るとでも思いまして？」

「……、」

　確かに、だ。

　一つだけ意味の分からない問題があった。

　ブライズメイドが『白き女王』完全殺害手段の構築を妨ぼう害がいに来るのは分かる。だが『白き女王』本人は今回の件にそこまで絡からむ理由があったのか？　たとえ自分が死ぬ時にも一いつ切さいの命いのち乞ごいをするとは思えないこの邪じや悪あくが、そんな当たり前の事で重い腰こしを上げるのか。

　いつも通りの女王の遊びだったと言われればそれまでだ。

　だがそれは異常犯罪者の頭の中身は理解不能だと断言してしまう自称だけの専門家と同じだ。思考を放ほう棄きしてしまっている。そんな事では真実の尻尾しつぽは摑つかめない。

「なん、だ？」

「はいはい」

「何を狙ねらって、ここまで来たんだ。女王……」

「ようやっと頭の回転が安定してきましたわね、あにうえ」

　もはやその胸むな板いたへそっと寄より添そうような距きよ離り感かんで『白き女王』は囁ささやく。ここには誰だれも彼かれもいるはずなのに、恭きよう介すけには彼かの女じよの声しか届かない。

「さて問題、わたくしにとっての勝った負けたとは何だったでしょう？」

「……、」

「もちろん、腕わん力りよくにものを言わせてあにうえをぎゃふんと言わせる事ではございませんわ。もしもそんな浅いところに自己目標を設定していたのなら、冥めい乃の河かわ葵あおいに化けるまでもなく真正面から殴なぐり殺ころしに行けば済む話ですもの。ねえ、あにうえ？」

　つまり、冥めい乃の河かわ葵あおいと入いれ替かわって恭きよう介すけに接近するところまでは、ブライズメイドではなく『白き女王』の目的にも適かなう行こう為いだった、と彼かの女じよは言っている。

　安易に連想すべきは一つだ。

「ぼくの、しんらいを、かくとくするため……？」

「大・正・解!!　やっぱりわたくしのあにうえ、ひとたび目を覚ませばご覧の通りの天才ぶりでございますわあ!!」

　馬ば鹿かでも分かる答えに、いちいち持ち上げてくるのが憎にくたらしい。

　だが構わず『白き女王』はこう続けた。

「そうですそうなのですそうなのでございます、わたくし『白き女王』はただただあにうえと寄より添そうため手っ取り早くその信しん頼らいをがっちりキャッチしたかったのでございますそれだけが目的だったのでございます。さあさあここまで言えばもうお分かりですね、分からないと言ったら流石さすがに頭ず蓋がい骨こつを開けて中を確かめてみる事になりますよ？　さ・あ・あ・に・う・え。ではではわたくしが最終的に設定していた目的はどこにあったでしょうーかあー!?」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………まさか」

「冥めい乃の河かわ葵あおいに化けて接近したのは、言ってみれば予行練習に過ぎません」

　にっこりと笑って、『白き女王』はそう告げた。

「結果としては疑念を抱いだかれてしまった時点でまあ満点以下の出来でございましたけど。ただ、ひとまずはあにうえと契けい約やくして同じ敵を見み据すえる事には成功いたしましたから、赤点とバッサリ斬きるほどでもないのでしょう。ではあにうえ、復習の時間とまいりましょう。今回の件では一体何が失敗だったのでございましょう？　やはり赤い袴など身につけたから？　あるいはデコイの敵てき役やくだったドクトルＳが思ったよりもパッとしなかった事が、誤ご魔ま化かし切きれなかった原因になったのでございましょうか」

「まさかっ!?」

「もっと絶望的な天敵がいれば良い」

　気がつけば、あの瞳ひとみがあった。

　自分のやっている事は正しいと信じて疑わない、狂きよう気きの眼光で満たされたあの瞳ひとみ。

「わたくしを頂点の中の頂点から引きずり下ろす、この『白き女王』さえ第二位以下へ陥落させる圧倒的な天敵が存在すれば問題は解決する。だってあにうえは、世界の危機に優先順位をつけた結果、最上段に存在するわたくしを真っ先に何とかするため他の全てをなげうってでも敵対しているのでございますものね？　それはつまり、わたくしよりどうしようもない天敵が顔を出して現世を異界を人類を被召物を問答無用で全部まとめてぶっ壊そうとすればわたくしと一時的に手を結ばざるを得ない事を意味するのではございませんか？」

「……できる訳ない」

　城しろ山やま恭きよう介すけは、自らが世界に埋うめ込こんでしまった未み踏とう級きゆうについて思いを馳はせた。

　そして首を横に振ふった。

　一度は『白き女王』で失敗しているのだ。もう一回あんな混乱を繰くり返かえしたら、それはもう事故でも何でもない。城しろ山やま恭きよう介すけはまさしく世界に対する死神である事を証明してしまう。そんな脅おびえに衝つき動うごかされるように。

「そんな風にはならない！　あれは、『ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee』はあなたを殺す専用に徹てつ底てい調ちよう整せいされた未み踏とう級きゆうな訳だが。つまりピーキー過ぎて通つう常じよう戦せん闘とうに耐たえられるようにはできていない。他の未み踏とう級きゆうとぶつかれば普ふ通つうに敗北を喫きつするはずなんだ!!」

　当たり前だ。

　被召物マテリアルを創って世界に埋うめ込こむという事は、条件さえ揃そろえれば誰だれだって呼び出せる事を意味する。依より代しろに関する条件がデリケートにできているとはいえ、『白き女王』を殺す以外の目的で悪用されてしまうようでは意味がない。

　なのに、

「あら、おかしな事を言うあにうえ」

　どこかに理論の不備があったのか。

　自分は間ま違ちがえたものを世界に埋うめ込こんでしまったのか。

　顔と言わず全身くまなく汗あせを噴ふき出だす少年に、あくまでも涼すずやかに寄より添そいながら、『白き女王』は邪じや悪あくな三日月のように嗤わらい続つづけていた。

「第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れいはわたくしが他のあらゆる未み踏とう級きゆうをねじ伏ふせる事で世の理ことわり全体を味方につけていた。そして第四の召しよう喚かん儀ぎ礼れいではその『白き女王』を下す事で真の到とう来らいを告げた。つまり、文字通り代が替わったのでございます。でも、その覚かく悟ごは本当にあったのでございましょうか。あにうえではなく、『あの子』には」

　そしてヤツは言った。




「たとえ元が完全に安全な存在だったとしても、わたくしを撃破できてしまった事で理り論ろん解かい剖ぼう図ずに改悪が加わるとは思わなかったのでございますか？　そう、ヤツは、不ふ遜そんにもあの『色しき彩さいなき童女』とて、全力で胸を借りてぶつかった結果本当にわたくしを殺してしまえた事で特大の衝しよう撃げきを受けているはずなのでございますよ？」







[image: ]







[image: あとがき]













　鎌かま池ち和かず馬まです!!

　ブラッドサインも通算で七冊目。今回は一巻から名前だけ出ていた冥めい乃の河かわ神じん社じやに焦しよう点てんを当てて、『白き女王』完全殺害のための特別な召しよう喚かん儀ぎ礼れいを実行に移す段階に入ってみました。

　依より代しろ、未み踏とう級きゆう、儀ぎ式しき場じよう。それぞれプレミアムなものを一つ一つ集めていって大だい・召しよう・喚かん！　というのも考えたのですが、箔はく付づけのため道中を困難にするとはいってもここを『無理に』引き延ばしてもなあ、そんな順当な道は女王っぽくないし！　……という訳でストーリーを再構成。とことん物語の進行速度を速めて、息もつかせぬ展開を目指したつもりです。

　結果はあんな感じに。

　最強の存在が採る事のできる選せん択たくは色々あるとは思います。少なくとも普ふ通つうの人物より手札は多くなる事でしょう。ただ、その中でも特に大きな手札として『返上』があると思うんですよね。かつ、いわゆる最強モノの場合はこの『返上』を建前ではなく本気の切り札として提示するのってよほどのターニングポイントになるのではないかなと。清すが々すがしいまでに放り捨て、なおかつ全く動じる事のない『白き女王』のブレないキャラクターを見て、未いまだにすがりつくしかない城しろ山やま恭きよう介すけにはできない異常な選せん択たくと大物っぷりを感じていただければこれ幸いでございます。

　ドクトルＳについては信し楽がら真ま沙さ美みを連想した方もいたかもしれませんが、真相はストレートに恭きよう介すけの実父でした。フィリアではなくフォビア。作中では飽浦あくら大たい咲さくとの関係性を指し摘てきされていたドクトルＳでしたが、飽浦あくらもネット嫌ぎらいのサイバーフォビアだった事は覚えていらっしゃいますでしょうか。意外と気が合う者同士だったのかも、など色々想像していただけますと。







　今回の物語はルールがものを言う世界観ですので、いかに最強の存在だろうが死ぬ時は死ぬ、という事実を提示してみました。

　そこを踏ふまえた上で、倒たおされてしまった『白き女王』を見て恭きよう介すけの胸に穴が空いたような感覚が残ったのがこのお話の肝きもではないかな、と。いつかは絶対に倒たおさないといけない敵でありながら、いざ倒たおしてしまう事で衝しよう撃げきを受けている訳ですね。ある意味、恭きよう介すけにとってもまた『白き女王』は絶対の存在であって、陥かん落らくの瞬しゆん間かんを想像する事ができなかったのかもしれません。

　非常に深読みをすれば、誰だれよりも『白き女王』に美しい幻げん想そうを抱いだいていたのは他ならぬ城しろ山やま恭きよう介すけだったという訳ですね。フォビアではなくフィリア。恋こいする乙女おとめであればそんな恭きよう介すけのために頑がん張ばって最強を維い持じしたがるものかもしれませんが、今回は敢あえて真逆に振ふり切きりました。現実的に恋こいを成じよう就じゆするためなら他の全てを躊ちゆう躇ちよなく捨てられるのが、『白き女王』最大の強みだと思います。







　イラストの依い河かわ和わ希きさんと担当の三み木きさん、宮みや﨑ざきさん、阿あ南なんさんには感謝を。いつもの近未来的なトイドリームと違ちがい、自然物で溢あふれた褒ほう美び村むらはまた雰ふん囲い気きが全然違ちがったと思います。お手数をおかけして申し訳ありませんでした。

　そして読者の皆みな様さまにも感謝を。『白き女王』の恋こいは、たとえ敗北して最強から陥かん落らくしたって終わりません。最強に固こ執しつする恭きよう介すけと捨ててでも恋こいを叶かなえようとする女王、さてどちらに共感を持てたでしょうか？




　それでは今回はこの辺りで。




　自分の首引ひっこ抜ぬいてまで健けな気げに演技を続ける女王が今回のポイントです


鎌かま池ち和かず馬ま　















「ふふ」




「うふふふふ」




「あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」




「何もかも、ああ、何もかもがわたくしの思い通り」




　ひとしきり笑いに笑って、そして『白き女王』は小さく舌を出した。

　悪いた戯ずら好ずきの子供のように屈くつ託たくのない顔で、片目まで瞑つぶって彼かの女じよはこう宣告した。

　家出して散々迷めい惑わくをかけてきた家族が、自分の足で元の自宅まで戻もどってくるのを見たような。結局ここしか居場所はないだろうと、安あん堵どと優ゆう越えつに満たされた何とも大人気のない表情で。

　殺す殺すとそれしかなかった城しろ山やま恭きよう介すけに拗すねてみせるように。

　それでいて甘あまえるように、かの純白はそっと囁ささやき放ったのだ。

　熱い熱い、甘かん美び極きわまる吐と息いきの熱と共に。

　愛情たっぷりの声こわ色いろで。




「……あ・に・う・え・の、ばーか☆」
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